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は
じ
め
に

　　

領
域
的
な
統
合
・
分
離
・
独
立
は
、
人
間
の
歴
史
に
お
い
て
何
度
も
試
み
ら
れ
て
き
た
。
現
在
、
冷
戦
体
制
の
崩
壊
、
そ
れ
に
続
い

て
、
各
地
で
の
民
族
・
宗
教
・
地
域
紛
争
、
ま
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（globalization

）
と
と
も
に
、
国
民
国
家
（nation-state

）

の
再
編
・
変
容
が
い
っ
そ
う
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
現
在
、
生
じ
て
い
る
領
域
内
外
で
の
編
成
替
え
の
渦
中
に
お
い
て
、
細
部
で
は
相
違

が
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
場
合
、
構
造
面
で
は
類
似
し
た
点
は
多
々
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
心
―
周
辺
（cen

ter-p
erip

h
ery

）
の
バ
ラ

ン
ス
の
喪
失
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
言
語
の
多
様
性
、
内
外
の
資
源
争
奪
、
各
ア
ク
タ
ー
の
同
盟
に
お
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
の
変
化

な
ど
、
で
あ
る
。
今
、
世
界
で
生
じ
て
い
る
国
民
国
家
を
め
ぐ
る
変
動
は
、
歴
史
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
地
域
的
な
統
合
の
整
理
・

強
化
あ
る
い
は
断
片
化
の
危
機
を
通
じ
て
経
験
済
み
の
事
柄
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
や
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
解
体
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
で
の
「
国
民

（nation

）」
と
「
国
家
（state

）」
の
間
の
矛
盾
、
ベ
ル
ギ
ー
で
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ニ
ー
の
言
語
紛
争
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
住
民
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
住
民
と
の
間
の
緊
張
関
係
、
カ
ナ
ダ
で
の
フ
ラ
ン
ス
系
ケ
ベ
ッ
ク
人
と
イ
ギ
リ
ス
系
カ

ナ
ダ
人
と
の
間
の
分
離
を
め
ぐ
る
対
決
姿
勢
、
と
数
々
の
地
域
や
国
民
国
家
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
政
治
的
な
安
定
を
維
持
す
る
困

難
さ
が
歴
史
的
に
証
明
さ
れ
て
き
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
九
五
〇
年
代
と
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
第
三
世
界
の
脱
植
民
地
化
現
象
、
一
九
六
〇
年
末
か
ら
一
九

七
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
再
生
（survivalof

ethnicity

）」、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
世
界
的
な
領
域
構
造
の
再
編

成
化
な
ど
は
、
国
民
国
家
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
続
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
第
三
世
界
で
の
新
生
国
家
の
樹
立
、

旧
東
側
陣
営
で
の
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
過
程
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
過
去
に
あ
っ
た
変
動
の
場
合
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
か
と
す
る
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疑
問
も
あ
る
と
し
て
も
、
当
然
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
や
教
訓
を
参
考
に
す
べ
き
点
は
存
在
す
る
。
伝
統
的
な
国
民
国
家
の
「
終
わ

り
」、
国
家
を
超
え
た
地
域
統
合
化
の
進
展
、
脱
中
央
集
権
化
の
出
現
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
統
一
的
、
中
央
集
権
的
、
同
質
的
な
政

治
シ
ス
テ
ム
の
「
危
機
」
と
考
え
る
思
考
と
結
び
つ
い
て
い
る
﹇cf.H
arvie,1994

﹈。
た
だ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
民
国
家
の
建
設
・

形
成
・
維
持
・
発
展
・
変
容
の
過
程
は
、
私
た
ち
が
過
去
・
現
在
・
未
来
の
国
民
国
家
を
考
察
す
る
際
の
規
準
と
な
る
こ
と
に
は
変
わ

り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

比
較
政
治
研
究
は
分
析
成
果
を
ま
す
ま
す
充
実
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
国
民
国
家
形
成
の
比
較
理
論
は
、
政
治
研
究
の
分
野
だ

け
で
な
く
、
歴
史
学
、
文
化
人
類
学
、
社
会
学
、
経
済
学
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
が
、
ま
だ
そ
れ
が
比
較
分
析
モ
デ
ル
、
ま
た
は
そ

れ
に
役
立
つ
包
括
的
な
研
究
の
成
果
、
文
献
、
資
料
が
整
え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
中
心
形

成
（cen

ter
form

ation

）、
領
域
統
一
（territorialu

n
ification

）、
国
民
国
家
へ
の
発
展
（d

ev
elop

m
en

t
to

n
ation

-state

）、
福

祉
国
家
（w

elfare
state

）
を
比
較
政
治
シ
ス
テ
ム
（com

p
arativ

e
p
oliticalsy

stem

）
の
研
究
へ
の
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い

て
完
全
に
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
ま
だ
不
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
論
は
、
ス
テ
ィ
ン
・
ロ
ッ
カ
ン
（Stein

R
okkan：

一
九
二
一
―
一
九
七
九
年
）
が
提
示
し
た
国
民
国
家
形
成
論
の
骨
子
を
解
説

し
、
さ
ら
に
補
足
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
の
国
民
国
家
論
の
発
展
モ
デ
ル
の
構
築
へ
の
検
討
の
予
備
作
業
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
ロ
ッ
カ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
通
し
た
近
代
化
の
中
に
異
な
っ
た
構
造
変
化
を
対
照
さ
せ
て
理
論
化
し
、
国
家
建
設
（state

form
ation

）、
国
民
形
成
（n

ation
b
u
ild

in
g

）、
大
衆
民
主
主
義
（m

ass
d
em

ocracy

）、
さ
ら
に
福
祉
国
家
（w

elfare
state

）
の

確
立
に
至
る
マ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
民
国
家
の
発
展
史
の
全
体
像
を
描
こ
う
と
し
た
。
そ
の
研
究
作
業
は
、
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
過
去
を
知
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ロ
ッ
カ
ン
が
常
に
意
識
し
た
点
、
す
な
わ
ち
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
未

来
像
」
を
見
極
め
よ
う
と
し
た
視
点
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
な
る
﹇R

okkan,1980b

、
邦
訳
、
一
九
九
一
年
﹈。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
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け
で
は
な
い
。
ロ
ッ
カ
ン
の
考
察
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
数
は
、
現
在
の
世
界
が
直
面
す
る
国
民
国
家
を
め
ぐ
る
諸
問
題
へ
の
説
明
と

理
解
へ
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
は
ず
で
あ
る
﹇cf,D

eutsch,1987

、
邦
訳
、
一
九
八
九
年
参
照
﹈。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
ロ
ッ
カ

ン
は
発
展
形
態
の
説
明
を
個
々
の
成
果
で
し
か
発
表
し
て
い
な
い
﹇D
aald

er,1987

、
邦
訳
、
二
〇
〇
二
年
﹈。
彼
は
、
そ
れ
ら
を
個

別
研
究
の
成
果
を
統
合
し
た
全
体
的
な
理
論
の
完
成
を
考
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
は
、
ロ
ッ
カ
ン
が
一
九
六
〇
年
代
、

一
九
七
〇
年
代
に
個
別
に
発
表
し
た
分
析
成
果
を
使
っ
て
、
国
民
国
家
と
い
う
政
治
シ
ス
テ
ム
の
完
成
に
至
る
マ
ク
ロ
・
モ
デ
ル
を
ひ

と
つ
の
体
系
だ
っ
た
形
に
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
民
国
家
形
成
論
を
筆
者
な
り
の
視
点
で
再
構
成
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
の
構
成
は
、
第
一
章
に
お
い
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
発
展
の
共
通
性
と
個
別
性
の
比
較
基
準
と
な
る
理
論
を
論
じ
る
。
そ
の

際
、
ロ
ッ
カ
ン
・
モ
デ
ル
の
方
法
論
を
紹
介
し
、
第
二
、
三
章
に
お
い
て
国
民
国
家
の
建
設
に
向
け
て
の
出
発
点
で
あ
り
全
体
的
な
視

点
を
示
す
。
第
四
章
か
ら
本
格
的
な
国
家
建
設
・
国
民
形
成
を
説
明
す
る
。
第
五
、
六
章
で
は
自
由
主
義
と
民
主
主
義
が
ど
の
よ
う
に

各
国
に
お
い
て
具
体
化
す
る
か
を
解
説
す
る
。
つ
ま
り
、
参
政
権
の
拡
大
に
よ
る
国
民
の
政
治
参
加
、
そ
れ
に
応
じ
た
代
表
機
関
と
し

て
の
政
党
の
発
展
を
取
り
上
げ
る
。
最
後
に
第
七
章
と
第
八
章
に
お
い
て
「
平
等
化
」
の
実
際
を
政
治
・
経
済
・
文
化
の
側
面
か
ら
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
七
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
民
国
家
の
完
成
ま
で
を
描
き
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
国
家
の

持
つ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
現
在
の
「
姿
」
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

第
一
章　

比
較
政
治
シ
ス
テ
ム
研
究
の
分
析
枠
組
み

　　

一　

比
較
政
治
シ
ス
テ
ム
発
展
史
の
視
点

　

T
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
と
Ｎ
・
Ｊ
・
ス
メ
ル
サ
ー
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
が
①
適
応
（adaption

）、
②
目
標
達
成
（goal-  attainm

ent

）、
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③
統
合
（integration

）、
④
潜
在
的
パ
タ
ー
ン
維
持
と
緊
張
処
理
（latent

pattern

m
aintenance

and
tension

m
anagem

ent

）
と
い
う
、
A
G
I
L
理
論
の
四
つ

の
機
能
用
件
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
説
明
す
る
。
①
は
経
済
を
示
す
。

②
は
社
会
の
政
治
的
な
機
能
に
焦
点
を
当
て
る
政
治
に
該
当
す
る
。
権
力
が
社
会

の
目
標
達
成
に
必
要
な
条
件
を
揃
え
て
集
合
的
な
目
標
を
達
成
す
る
能
力
を
最
大

化
す
る
。
③
は
社
会
統
合
を
担
当
す
る
下
位
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
文
化
的
な
価
値

パ
タ
ー
ン
を
個
々
の
行
為
者
の
動
機
づ
け
、
行
動
を
統
制
す
る
能
力
を
意
味
す
る
。

④
は
制
度
化
さ
れ
た
文
化
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
制
度
化
さ
れ
た
文
化
は
価
値

志
向
を
集
中
化
さ
せ
る
働
き
を
す
る
﹇
パ
ー
ソ
ン
ズ
、
ス
メ
ル
サ
ー
、
一
九
五
八

年：

七
三
頁
﹈。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
機
能
分
類
は
、
紛
争
を
解
消
、
つ
ま
り
シ
ス

テ
ム
を
統
合
す
る
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
社
会
シ
ス
テ
ム
内
で
の
行
動
は
四

つ
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
対
応
す
る
機
能
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

（
図
表
１
）。
こ
れ
を
基
本
に
A
G
I
L
理
論
枠
組
み
の
概
念
を
応
用
さ
せ
て
考
え

て
お
こ
う
﹇R

okkan,1965:275-278,283;R
okkan,1971:8,25,98

﹈。

　

図
表
２
は
、
二
つ
対
角
線
か
ら
成
立
す
る
二
次
元
図
式
で
あ
る
。
g－

l
は
、

構
造
的
矛
盾
に
対
応
す
る
地
理
的
次
元
で
あ
る
領
域
軸
を
示
し
て
い
る
。
a－

i

は
機
能
的
次
元
を
説
明
し
て
い
る
。
l
の
端
（
領
域
軸
）
に
は
、
潜
在
的
、
顕
在

5 ――西ヨーロッパ国民国家形成論

システムにとって対応する機能対象への態度情勢の対象の範疇化

適応（adaption）

統合（integration）

目標達成（goal attainment）

潜在性、パターン維持

（latency: pattern maintanance）

Ⅲ　特定性

　（specifictity）

　　　　対

　　普及性

　（diffuseness）

Ⅳ　偏向性

　（affectivity）

　　　　対

　　中立性

　（neutrality）

Ⅰ　普遍主義

　（universalism）

　　　　対

　　排他主義

　（particularism）

Ⅱ　業績

　（performance）

　　　　対

　　素養（quality）

図表１　パーソンズの社会システム内での行動の４つの志向可能性の分類

出典　Rokkan, 1965: 274



的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
指
導
団
（
中
心
）
と
そ
の
官
僚
制
度
の
支
配
要

求
に
対
抗
す
る
地
方
（
周
辺
）
の
抵
抗
が
存
在
す
る
。
中
央
集
権
化
、

標
準
化
、
国
家
機
構
の
圧
力
に
対
抗
す
る
周
辺
地
域
、
少
数
言
語
集

団
、
抑
圧
さ
れ
た
下
位
文
化
が
問
題
と
な
る
。
領
域
軸
の
対
極
の
端

g
に
は
、
シ
ス
テ
ム
内
部
の
領
域
編
成
で
な
く
、
支
配
権
力
、
シ
ス

テ
ム
の
目
標
、
シ
ス
テ
ム
の
政
治
的
決
定
に
関
連
し
て
全
体
と
し
て

紛
争
が
生
じ
る
。
こ
の
紛
争
は
中
央
集
権
的
な
エ
リ
ー
ト
と
、
そ
れ

に
対
立
す
る
地
方
勢
力
と
の
闘
争
か
ら
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
国
民
の

役
割
、
内
外
の
政
策
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
の
相
違
を
反
映
し
て

い
る
。

　

a－

i
軸
に
沿
っ
た
紛
争
は
国
民
の
領
域
単
位
を
横
断
し
た
形
で

発
生
す
る
。
紛
争
は
同
じ
状
況
下
、
同
じ
志
向
を
持
つ
同
盟
を
成
立

さ
せ
る
。
既
存
の
地
方
や
地
域
共
同
体
か
ら
継
承
さ
れ
た
団
結
を
阻

害
す
る
傾
向
も
生
じ
る
。
こ
の
次
元
の
端
の
a
で
は
、
経
済
の
資
源
、

生
産
物
、
利
益
の
短
期
・
長
期
の
配
置
に
関
す
る
典
型
的
な
紛
争
が

観
察
さ
れ
る
。
こ
の
端
に
お
い
て
、
合
理
的
な
協
定
と
配
置
の
普
遍

的
ル
ー
ル
の
確
立
を
通
じ
て
、
生
産
者
と
消
費
者
、
雇
用
者
と
労
働

者
、
貸
し
手
と
借
り
手
、
地
主
と
借
地
者
、
貢
献
者
（contributor

）
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外部的－恒常的 

国家的な既成エリート内での反対派 

内部的－手段的 

ｇ
　
　
中
　
心 
周
辺
軸
　
　
ｌ 

特定利益の立場　ａ 
からの反対派 

ｉ　イデオロギー的立場 
　　からの反対派 

機 能 軸 

出典　Rokkan, 1965: 277

外
部

的
－

手
段

的
 

内
部

的
－

恒
常

的
 

図表２　AGIL理論枠組みの概念的発展



と
受
益
者
（beneficiary

）
の
紛
争
が
解
決
さ

れ
る
。
軸
の
反
対
の
端
i
に
移
動
す
れ
ば
、
編

成
規
準
は
よ
り
拡
散
し
、「
我
々
集
団
」
と
の

一
体
感
が
強
ま
り
、「
彼
ら
集
団
」
の
拒
絶
態

度
が
よ
り
非
妥
協
的
に
な
る
。
典
型
的
な
「
友

―
敵
」
と
い
う
宗
教
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
運
動

が
、
自
ら
の
共
同
体
の
た
め
に
利
益
を
め
ぐ
る

紛
争
で
な
く
、
倫
理
、
歴
史
、
人
間
の
解
釈
の

問
題
に
突
き
当
た
る
。
敵
対
関
係
は
対
立
線
を

越
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は

通
常
の
場
合
で
は
あ
り
え
な
く
な
る
。
図
表
３

は
国
民
国
家
形
成
の
前
提
条
件
の
判
断
規
準
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

反
対
勢
力
は
、
国
民
国
家
の
統
一
過
程
を
妨

害
す
る
。
極
端
な
事
例
は
、
内
戦
、
分
離
、
移

住
な
ど
が
起
こ
る
。
反
対
に
国
家
統
一
が
強
化

さ
れ
て
く
る
と
、
機
能
的
に
反
対
す
る
作
用
が

発
展
す
る
。
地
域
的
、
地
方
的
な
限
度
を
超
え

7 ――西ヨーロッパ国民国家形成論

シ ス テ ム の 選 択 し た 状 態AGIL理論での位置前提条件の変数

領域の統合化分離の時期はいつか

①1848年以前の場合

②ナポレオン戦争後の場合

ｇ－ｌ１　領域

外部の大都市の中心に文化的に依存したか

①高い（同じ言語）の場合

②分断した場合

③低い場合

国家と教会の関係が安定していたか

①すべてプロテスタント教徒の場合

②カトリック教徒が少数派の場合

③自立したカトリック教徒（フランス）の場合

④反宗教改革に基づく国家と教会の同盟

ｌ－ｉ

ｇ－ｉ

２　文化

都市ネットワークの集権化の程度は

①単頭制構造の場合

②多頭制構造の場合

ｇ－ａ３　経済

中心の政策決定機関の構造はどのようであったか

①団体参加・代表制（都市・諮問機関・身分制議

会）の継続的な歴史がある場合

②絶対君主支配の顕著な時代がある場合

ｇ４　政治

図表３　国民国家形成の前提条件のヴァリエーションの判断基準

出典　Rokkan, 1971: 57-58



て
増
大
す
る
相
互
作
用
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

発
達
す
る
。
そ
れ
は
社
会
動
員
過
程
に
お
い
て
準
備

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
国
家
の
形
成
は
、

一
定
の
場
に
あ
る
固
有
文
化
を
解
消
し
、
徐
々
に
統

一
化
・
標
準
化
の
一
連
の
制
度
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
そ
の
手
始
め
は
、
国
家
活
動
拡
張
を

通
じ
て
、
各
地
域
を
横
断
的
に
交
差
し
な
が
ら
、
社

会
教
育
を
長
期
に
わ
た
っ
て
国
家
に
則
し
た
形
で
実

行
し
、
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
を
創
造
す
る
。
社
会
が
発

展
す
る
に
つ
れ
て
、
図
表
４
に
描
か
れ
る
よ
う
に
、

社
会
紛
争
の
四
つ
の
ラ
イ
ン
を
生
み
出
す
こ
と
に
な

る
。
国
民
国
家
形
成
過
程
は
、
次
の
点
か
ら
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
国
民
国
家
の
建
設
者
（
g
に
あ
る
中
心
）

か
ら
様
々
な
形
で
浸
透
・
標
準
化
の
波
が
領
域
に
あ

る
周
辺
か
ら
抵
抗
を
増
大
さ
せ
る
。
特
に
、
文
化
的

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
れ

は
図
表
３
で
は
g－

l
の
ラ
イ
ン
で
の
緊
張
が
表
面

第21巻１・２号―― 8

選　　　択　　　肢決定的時機
AGIL理論

で の 位 置
システム選択

①ひとつの標準化した国語、

選択肢の抑圧

②ひとつ以上の許容された少

数（被支配）言語

③２つの標準言語

①世俗国家と同盟した国教会

②国民化した国家と同盟した

超国家教会（ローマ・カトリッ

ク教会）

③超国家教会と対立する世俗

国家

宗教改革：文化と

領域の一体化

国民革命：教育機

関の支配（権）

ｉ－ｌ

ｇ－ｌ

１　文化

①農業利益と同盟した国家

（穀物高関税）

②商工業利益と同盟した国家

（低関税）

①資本家・雇用主の権利保護

②労働者・無産者の権利保護

産業革命：農業利

益対商工業利益

産業革命：資本家

利益対労働者利益

ａ－ｌ

ａ－ｇ

２　経済

図表４　各国の大衆政治までの選択点

出典　Rokkan, 1971: 58-59



化
す
る
。
第
二
に
、
中
心
が
推
進
す
る
中
央
集
権
化
に
対
す
る
周
辺
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
が
起
こ
り
、
国
民
共
同
体
内
に
お
い
て
中

心
と
周
辺
の
同
盟
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
じ
さ
せ
る
。
ｌ
に
あ
る
地
方
・
家
族
は
自
ら
の
運
命
共
同
体
の
結
束
を
強
化
し
、
組
織

化
を
図
る
。
中
心
と
周
辺
の
同
盟
が
あ
れ
ば
、
中
心
は
領
域
の
一
部
を
確
保
し
た
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
、
i
象
限
で
の
同
盟
が
g
象

限
に
加
わ
る
こ
と
で
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

g－

l
軸
は
国
民
の
間
で
の
亀
裂
構
造
の
次
元
を
表
現
す
る
。
l
の
端
で
は
中
心
の
国
家
エ
リ
ー
ト
と
そ
の
官
僚
に
よ
る
侵
害
に
対

抗
し
て
、
周
辺
地
域
、
言
語
少
数
派
、
文
化
的
に
脅
威
に
あ
る
住
民
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
の
立
場
か
ら
抵
抗
を
試
み
る
姿
を
見
せ
て
い
る
。

g
の
端
で
は
、
シ
ス
テ
ム
内
の
領
土
単
位
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
全
体
と
し
て
支
配
、
組
織
、
目
標
、
政
策
選
択
を
め
ぐ
る
対

立
・
紛
争
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

a－

i
軸
は
機
能
次
元
を
表
現
す
る
。
a－

i
軸
に
沿
っ
た
紛
争
は
国
家
の
領
土
単
位
を
交
差
す
る
。
a
の
端
は
短
期
・
長
期
の
経

済
で
の
資
源
、
生
産
、
利
益
に
関
す
る
配
置
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
第
一
次
産
業
対
第
二
次
産
業
、
資
本
家
対
労
働
者
の
間
の

紛
争
を
表
し
て
い
る
。
i
は
共
同
体
を
取
り
巻
く
宗
教
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
運
動
な
ど
で
生
じ
る
「
友
―
敵
」
の
対
立
を
示
し
て
い
る
。

　

二　

政
治
シ
ス
テ
ム

　

政
治
シ
ス
テ
ム
（politicalsystem

）
は
社
会
の
他
の
部
分
か
ら
独
立
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
政
治
領
域
を
浮
き
彫
り
に
す
る
際
に

使
用
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
論
か
ら
す
る
と
、
社
会
と
社
会
集
団
は
大
き
な
環
境
内
で
機
能
す
る
一
貫
性
あ
る
実
体
と
見
な

さ
れ
る
。
こ
の
実
体
は
独
立
し
た
要
素
、
あ
る
い
は
変
数
の
セ
ッ
ト
と
見
な
さ
れ
る
の
で
、
識
別
と
測
定
が
可
能
と
な
る
。
シ
ス
テ
ム

は
そ
の
環
境
か
ら
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
を
区
別
す
る
各
境
界
線
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
均
衡
状
態
に
向
か
う
傾
向
が
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
は

様
々
な
過
程
を
通
じ
て
シ
ス
テ
ム
自
身
を
維
持
す
る
。
各
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
は
全
社
会
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
に
応
じ
て
構
造
化
さ
れ
が
ち

9 ――西ヨーロッパ国民国家形成論



で
あ
る
。
さ
ら
に
、
特
殊
な
構
造
や
過
程
が
特
殊
な
種
類
の
問
題
を
取
り
扱
う
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
内
に
お
い
て
分
化
も
生
じ
て
く
る
。

結
果
的
に
、
た
と
え
ば
経
済
シ
ス
テ
ム
、
政
治
シ
ス
テ
ム
、
文
化
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
様
々
な
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
が
発
達
し
て
く
る
。
そ

の
中
に
お
い
て
、
政
治
シ
ス
テ
ム
は
社
会
的
目
標
の
選
別
、
そ
の
達
成
の
た
め
の
資
源
動
員
、
社
会
に
対
す
る
諸
価
値
の
権
威
的
配
分

を
主
要
な
課
題
と
し
て
機
能
し
、
社
会
へ
の
貢
献
を
そ
の
働
き
と
す
る
﹇M

ichel,1968:473-477

﹈。

　

社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
技
術
、
経
済
、
家
族
、
教
育
な
ど
に
お
い
て
、
主
だ
っ
た
パ
タ
ー
ン
を
支
持
・
維
持
・
制
約
・
修
正
・
再
生
産

す
る
、
ひ
と
つ
の
構
造
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
内
部
で
結
合
し
た
物
質
的
な
条
件
、
記
憶
や
シ
ン
ボ
ル
、
認
識
や
価
値
観
、
反
復
さ
れ
る

行
動
が
含
ま
れ
る
。
要
す
る
に
、「
現
実
生
活
の
生
産
と
再
生
産
」（
Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
）
で
あ
る
。
そ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
は
、
操
作
部

門
（steering

sector

）
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
政
治
と
い
う
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
（governm

ent

）

や
、
そ
れ
に
よ
る
政
治
生
活
（politicallife

）
で
あ
る
﹇D

eutsch,1974:7

﹈。

　

政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
社
会
に
対
し
諸
価
値
の
権
威
的
配
分
を
行
い
、
社
会
目
標
の
達
成
を
目
指
す
働
き
を
行
う
。
具
体
的
に
は
「
政

治
」
と
規
定
さ
れ
る
機
能
を
遂
行
す
る
た
め
に
相
互
に
作
用
し
あ
う
構
造
、
過
程
、
お
よ
び
制
度
の
セ
ッ
ト
を
意
味
す
る
。
構
造
に
は
、

一
般
的
に
は
支
配
者
と
被
支
配
者
の
間
を
関
係
づ
け
、
多
少
と
も
許
容
で
き
、
そ
れ
故
多
少
と
も
予
測
で
き
る
能
力
と
権
威
の
パ
タ
ー

ン
が
適
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
権
力
関
係
用
の
分
析
単
位
は
通
常
、「
役
割
」
と
呼
ば
れ
る
。
役
割
は
、
組
織
、
制
度
、
体
制
と

垂
直
的
に
関
係
す
る
。
い
わ
ば
、
構
造
は
相
互
に
関
連
し
あ
う
役
割
の
パ
タ
ー
ン
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

役
割
の
概
念
は
多
様
な
意
味
を
持
つ
が
、
基
本
的
に
は
特
定
の
背
景
、
関
係
、
機
能
に
お
い
て
行
為
を
規
定
し
、
あ
る
い
は
禁
止
す

る
諸
規
範
と
関
連
し
て
い
る
。
権
力
と
権
威
の
役
割
は
支
配
権
の
獲
得
、
維
持
、
行
使
に
付
随
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
権
力
と
権
威
の

役
割
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
、
も
っ
と
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
国
民
国
家
と
い
う
構
造
物
に
お
い
て
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
役

割
は
国
家
、
政
府
、
政
治
的
権
威
者
と
い
う
名
で
政
策
を
具
体
化
し
、
決
定
の
達
成
や
履
行
に
向
け
て
行
動
の
遂
行
に
関
係
し
、
希
少
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価
値
と
費
用
を
配
分
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
役
割
と
行
為
の
セ
ッ
ト
は
政
治
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
て
い
る
。
他
方
、
構
造
に
は
経
済

（
富
）、
政
治
（
権
力
）、
社
会
結
合
（
連
帯
）、
伝
達
（
文
化
）
が
共
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
個
人
の
生
活
の
充
足
と
社

会
全
体
の
存
続
と
い
う
不
可
欠
な
働
き
を
履
行
し
て
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
社
会
的
分
業
は
、
社
会
の
効
率
化
を
増
進
す
る
作
用
が
あ
り
、
近
代
社
会
は
分
業
の
客
観
的
連
帯
の
集
大
成
と
言
い
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
分
業
は
そ
の
社
会
の
メ
ン
バ
ー
の
主
観
的
連
帯
感
も
高
め
る
。
自
己
の
存
在
が
他
人
の
労

働
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
関
係
を
意
識
さ
せ
る
。
そ
れ
は
社
会
全
体
の
幸
福
が
個
人
の
労
働
に
依
存
す
る
と
と
も
に
、
個
人
の
幸
福

も
ま
た
全
体
の
労
働
の
結
果
に
依
存
す
る
自
覚
を
植
え
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
な
ら
、
福
祉
制
度
な
ど
を
通
じ
て
、
国
民
間
の

道
徳
的
、
有
機
的
な
連
帯
感
を
強
化
し
て
い
る
。

　

政
治
シ
ス
テ
ム
論
は
、
単
に
役
割
や
構
造
を
研
究
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
内
部
の
機
能
を
分
析
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
政
治
シ

ス
テ
ム
の
内
部
過
程
は
、「
目
標
達
成
（g

oalattain
m

en
t

）」「
適
応
（ad

ap
tion

）」「
シ
ス
テ
ム
維
持
と
緊
張
の
管
理
（sy

stem

m
aintenance

and
tension

m
anagem

ent
）」、「
統
合
（integration

）」
に
は
、
役
割
の
配
置
、
資
源
、
価
値
と
コ
ス
ト
の
問
題
へ

の
処
理
を
担
当
す
る
。
さ
ら
に
政
治
シ
ス
テ
ム
に
は
、
目
標
設
定
（g

oal-settin
g

）
と
、
自
己
変
換
（self-tran

sform
ation

）
あ
る

い
は
再
構
造
（restru

ctu
rin

g

）
と
い
う
二
つ
の
機
能
も
追
加
す
べ
き
で
あ
る
﹇D

eu
tsch

,1974:8

﹈。
そ
の
作
業
は
政
治
過
程
と
一

体
化
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。

　

上
記
の
抽
象
的
な
説
明
か
ら
具
体
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
お
こ
う
。
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
基
層
、
中
層
、
最
上
層
の
三
層
か

ら
な
る
円
錐
形
と
仮
定
す
れ
ば
、
各
層
の
政
治
事
象
を
相
互
に
関
係
さ
せ
る
政
治
現
象
の
総
体
で
あ
る
。
基
層
は
社
会
の
政
治
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
構
造
を
示
す
政
治
共
同
体
（p

oliticalcom
m
u
n
ity

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
通
常
、
政
治
制
度
だ
け
で
な
く
政
治
シ
ス
テ

ム
全
体
へ
の
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
愛
着
と
そ
れ
へ
の
協
力
へ
の
意
欲
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
中
層
は
社
会
を
統
合
し
、
中
層
を
形
成
、

11 ――西ヨーロッパ国民国家形成論
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具体的説明とAGIL理論
での位置　　　　　　  

制度的解決の事例
発展の危機・
目標・課題　

中心が社会に浸透することで、基
本政策が実行できる。伝統社会に
おいては、その政策が村レベル、
個々人の日常生活レベルまで到達
しなければならない。周辺を支配
する中心の拡大。ｇ－ｌ

資源動員（税・マンパワー）の
ための行政、公的秩序の創造、
集団的努力の調整（インフラ整
備、緊急行動、防衛）という合
理的分野の確立

浸透の危機

統治パフォーマンスへの政治の課
題をカバーする。浸透と参加の両
危機の解決を表現する。エリート
や社会階層の間の支配権の共有。
ｇ－ｌ

国民共同体の文化的、政治的に
個々のセクター間で役職、利益、
資源の割合を平等化する配分
ルールの確立

統合の危機

新参者が緊張を引き起こすときに
拡大による不確実性を生み出す。
新参者の利益は争点化、増大化
し、政治システムの崩壊の恐れも
ある。政治関係の全構造の再構築
が必要になる。動員市場での機会
の平等化。ｉ－ｌ

従来までの全住民の非特権層へ
の参政権拡大。組織的な反対勢
力の権利を保護

参加の危機

国民に真に母国と認識させる。言
語・宗教・部族などの伝統的形態
に対して、伝統的遺産と近代化実
践の両方の対処と解釈を含む。領
域機関の受容・支持。ｌ－ｇ

将来、国民共同体に参加する市
民を社会化するメディアと機関
の発達：学校、メディア、制度
化した儀式、シンボル（神話、
旗、歌）

ア イ デ ン
ティティの
危機

権威の正統な性格と政府の責任に
ついて同意達成の問題。政府の強
調する精神、国家努力の基本的目
標が何であるかという感情も含む。
支配権を分配することへの受容と
支持。ｉ－ｇ

あるシステム内の政治制度の既
成構造に対する忠誠とそれへの
信頼を創造し、システム内に権
威づけられた機関が発したルー
ルと規制に順応させる努力

正統性の危
機

政治権力者が市民に権利、商品、
サービス、価値の分配に影響力を
行使できる。労働・商品市場の中
心による支配の確立。ｇ－ａ－ｌ

政治システム内のメンバーに政
治的、経済的、文化的な平等権
を徹底する。具体的には中心か
ら周辺への権限委譲（例：連邦
制、分権化）。累進課税や貧し
い地方と豊かな地方の間の所得
移転を通じて所得の平等化。社
会サービスと社会保障の措置の
確立

分配の危機

図表５　６つの発展上の危機

出典　Rokkan, 1971: 61-62の表に若干追加



維
持
す
る
諸
制
度
で
あ
る
政
治
体
制
（politicalregim

e

）
を
表
す
。
こ
れ
は
政
治
体
制
を
支
え
る
政
治
原
理
、
制
度
、
そ
の
実
行
装

置
で
も
あ
る
。
最
上
層
は
政
策
決
定
遂
行
の
装
置
で
あ
る
政
府
（governm
ent

）
で
あ
る
政
治
的
権
威
を
意
味
し
て
い
る
。
政
治
シ
ス

テ
ム
は
基
層
に
お
い
て
社
会
の
構
成
員
間
に
見
ら
れ
る
社
会
的
亀
裂
（socialcleav

ag
e

）
か
ら
表
出
さ
れ
る
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
（
政
治
文
化
）
を
秩
序
づ
け
る
政
治
体
制
に
お
い
て
権
力
・
支
配
関
係
を
規
定
し
、
政
府
が
諸
価
値
・
資
源
の
権
威
的
配
分
を
行

使
す
る
。
そ
こ
に
は
複
雑
な
政
治
過
程
が
存
在
す
る
。
当
然
、
政
府
（
統
治
）
と
い
う
権
威
は
人
々
の
同
意
あ
る
い
は
承
諾
と
い
う
形

で
確
保
さ
れ
て
政
策
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
政
治
シ
ス
テ
ム
自
体
の
維
持
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
﹇
古
田
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
五
頁
﹈。

　

三　

四
つ
の
危
機
と
四
つ
の
段
階

　

Ｇ
・
ア
ー
モ
ン
ド
と
Ｌ
・
パ
イ
が
中
心
と
な
る
比
較
研
究
委
員
会
は
、
比
較
政
治
研
究
分
野
に
お
い
て
、
有
益
な
理
論
枠
組
み
を
提

供
し
て
き
た
﹇cf,A

lm
on

d
an

d
P
ow

el,1966

﹈。
こ
の
枠
組
み
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
る
段
階
に
お
い
て
、
六
つ
の
「
発

展
上
の
危
機
」
の
観
点
か
ら
抽
象
的
な
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
浸
透
の
危
機
、
統
合
の
危
機
、
参
加
の
危
機
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
、
正
統
性
の
危
機
、
分
配
の
危
機
と
い
っ
た
国
家
建
設
途
上
で
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
課
題
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
国
民
国
家
が
完
成
す
る
に
至
る
ま
で
の
歴
史
過
程
に
お
い
て
直
面
す
る
対
立
・
争

点
・
政
策
選
択
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
の
発
展
途
上
に
お
い
て
、
国
民
国
家
に
と
っ
て
の
、
六
つ
の
決
定
的
な
「
危
機
」
は
図
表
５
に

あ
る
よ
う
に
順
次
配
列
さ
れ
、
そ
れ
へ
の
対
処
法
に
応
じ
た
個
別
の
国
民
国
家
建
設
の
事
情
に
応
じ
て
生
じ
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

示
さ
れ
て
い
る
﹇R

okkan,1964:234-236;R
okkan,1970;62-63;R

okkan,1971:30-35

﹈。

　

こ
れ
ら
の
危
機
の
う
ち
四
つ
（
浸
透
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
参
加
・
分
配
）
は
、
ロ
ッ
カ
ン
が
作
成
し
た
図
表
２
で
セ
ッ
ト
さ
れ

た
基
本
グ
リ
ッ
ド
の
四
機
能
に
一
致
し
て
い
る
。
原
基
的
な
地
方
共
同
体
は
、
四
つ
の
チ
ャ
ネ
ル
（
法
・
軍
事
・
文
化
・
経
済
）
を
通

13 ――西ヨーロッパ国民国家形成論



じ
て
分
化
し
、
中
心
に
経
済
、
司
法
、
軍
事
―
行
政
、
宗
教
の
各
分
野
と
い
う
四
次
元
で
関
係
づ
け
て
い
る
。

　

第
一
の
次
元
は
中
心
の
建
設
で
あ
る
。
そ
れ
は
機
能
的
分
化
と
中
心
へ
の
依
存
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
服
従
形
態
に
よ
っ
て
周
辺
も
特
色

づ
け
る
。
第
二
の
次
元
は
中
心
に
よ
る
資
源
支
配
形
態
で
あ
る
。
各
エ
リ
ー
ト
が
ど
の
よ
う
な
形
で
同
盟
を
締
結
す
る
か
。
中
心
―
周

辺
の
支
配
形
態
が
資
源
確
保
を
通
じ
て
確
立
で
き
る
か
に
つ
い
て
問
題
に
す
る
。
第
三
の
次
元
は
中
心
と
周
辺
の
成
立
・
維
持
の
関
係

で
あ
る
。
そ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ど
こ
で
中
心
―
周
辺
の
リ
ン
ク
が
最
初
に
完
成
す
る
の
か
、
最
後
ま
で
そ
れ
が
完
成
で
き
な
い
ま
ま

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
と
い
う
問
題
、
言
い
換
え
れ
ば
、
周
辺
が
中
心
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
抵
抗
し
続
け
る
こ
と
が

可
能
な
の
か
を
示
し
て
い
る
﹇R

ok
k
an

,1975:565

﹈。
中
心
と
周
辺
は
四
機
能
の
レ
ベ
ル
で
相
互
作
用
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
武
力

（force

）
は
境
界
を
保
護
す
る
た
め
の
組
織
防
衛
の
形
態
、
文
化
は
言
語
の
条
件
、
宗
教
の
条
件
、
ま
た
は
両
方
の
条
件
、
法
は
論
争

の
判
断
の
標
準
化
と
逸
脱
行
動
の
制
御
、
経
済
は
境
界
と
対
内
秩
序
を
維
持
す
る
組
織
を
経
済
機
関
と
の
調
和
で
シ
ス
テ
ム
の
存
続
を

保
障
す
る
。
機
能
を
担
当
す
る
部
門
す
べ
て
は
一
度
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
同
時
に
す
べ
て
は
強
化
さ
れ

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
各
機
能
の
担
当
部
門
は
、
歴
史
的
な
発
展
段
階
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

﹇R
okkan,1971:12

﹈。

　

本
論
に
則
し
た
モ
デ
ル
で
は
、
四
つ
の
主
要
変
数
の
分
析
に
お
い
て
、
①
か
ら
④
ま
で
を
考
慮
し
た
う
え
で
比
較
検
討
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

①
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造：

都
市
化
レ
ベ
ル
、
都
市
規
模
、
都
市
機
能
（
行
政
・
軍
・
配
分
・
産
業
・
文
化
）

　

②
農
業
経
済
構
造：

規
模
に
よ
る
所
有
配
分
、
あ
る
領
域
内
に
お
い
て
、
第
一
次
産
業
の
強
さ
、
農
業
経
済
で
の
階
級
構
造

　

③
教
会
組
織
の
統
率
力：

職
員
（
数
）、
財
政
（
力
）、
宗
教
組
織
（
規
模
）、
領
域
を
超
え
る
結
合
（
力
）

　

④
言
語
共
同
体
の
強
さ：

方
言
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
た
人
口
分
布
、
言
語
の
及
ぶ
範
囲
、
領
域
内
の
様
々
な
文
学
的
成
果
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図
表
６
に
示
す
よ
う
に
、
あ
る
領

域
の
中
心
が
成
立
す
る
の
は
、
ま
ず

軍
事
、
経
済
、
次
に
文
化
の
各
分
野

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
周
辺
は

最
初
に
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
意
味
で
文

化
的
側
面
か
ら
、
次
に
経
済
的
側
面

へ
と
、
シ
ス
テ
ム
内
部
に
次
第
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
原
基
的
な
地
方
共

同
体
は
四
つ
の
チ
ャ
ネ
ル
（
法
・
軍

事
・
文
化
・
経
済
）
を
通
じ
て
中
心

に
結
合
さ
れ
る
。
図
表
７
は
、「
危

機
」
に
基
づ
く
歴
史
段
階
ご
と
に
、

中
心
と
周
辺
と
の
交
流
を
示
し
て
い

る
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
領
域
で
は
、

初
期
の
遺
産
に
影
響
さ
れ
つ
つ
、
の

ち
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
概
念
地
図
に
お
い

て
考
察
す
る
領
域
構
造
の
画
定
、
さ

15 ――西ヨーロッパ国民国家形成論

軍事：対外的紛争の 
コントロール組織 

軍事－行政 
の分化 

都市：地方・商業・ 
工業の交差する組織 

教会：地方を 
交差する宗教 

経済－技術 
の分化 

宗教－シンボル 
の分化 

司法－立法 
の分化 

原基的地方共同体 

領域中心 

司法：対内的紛争の 
管理組織 

図表６　領域分化過程の基本

出典　Rokkan, 1975: 564
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中心 

浸透 

武力 

経済 

再配分 

周辺 

標準化 

↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑ 

↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓ 

第
　
４
　
段
　
階 

第
　
１
　
段
　
階 

文化 

参加 

↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑
　
　
　
↑ 

↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓ 

第
　
３
　
段
　
階 

第
　
２
　
段
　
階 

法 

図表７　中心－周辺の４段階の配置

　　　出典　Rokkan, 1975: 571



ら
に
図
表
２
の
基
本
グ
リ
ッ
ド
の
四
機
能
部
門
を
強
化
す
る
四
段
階
を
経
て
、
現
在
の
、
様
々
な
要
素
を
持
ち
な
が
ら
、
共
通
の
特
徴

を
持
つ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
国
家
が
完
成
す
る
の
で
あ
っ
た
﹇R

okkan,1971:31-35;R
okkan,1972:59-73;R

okkan,

1974:570,572-573

﹈。

　

四
段
階
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
に
整
理
で
き
る
。

　

Ⅰ　

浸
透
段
階
（
国
家
建
設
）　

エ
リ
ー
ト
・
レ
ベ
ル
で
の
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
統
一
に
よ
る
対
外
的
国
境
建
設
と
領
域
内

秩
序
の
維
持
。
地
方
的
な
権
力
保
持
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
越
え
た
紐
帯
（bond

）
を
確
立
す
る
エ
リ
ー
ト
・
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
治

的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
統
合
の
段
階
。
一
連
の
協
定
（bargain

）、
多
様
な
文
化
的
な
紐
帯
が
、
あ
る
程
度
達
成
し
て
も
、
エ
リ
ー

ト
の
地
位
は
ロ
ー
カ
ル
な
権
力
保
持
者
と
関
係
を
通
じ
て
確
立
す
る
。
こ
の
段
階
で
、
資
源
抽
出
、
共
同
防
衛
、
内
部
秩
序
維
持
と
議

論
の
判
定
、
確
立
し
た
権
利
・
特
権
の
保
護
、
経
済
と
政
策
の
基
本
を
な
す
下
部
構
造
の
た
め
に
多
く
の
制
度
が
樹
立
さ
れ
る
。
こ
の

段
階
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
高
中
世
期
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
の
時
代
に
該
当
す
る
。

　

こ
の
段
階
に
到
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
指
標
は
、
行
政
機
関
の
再
構
造
化
、
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
の
新
規
準
の
導
入
、
資
源

抽
出
の
新
戦
略
に
関
す
る
決
定
で
あ
る
。

　

Ⅱ　

標
準
化
段
階
（
国
民
形
成
）　

教
育
制
度
、
徴
兵
制
度
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
大
衆
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
一
体
感
の
育
成
、

各
種
の
手
段
で
領
域
内
の
大
部
分
の
住
民
を
シ
ス
テ
ム
に
引
き
込
も
う
と
す
る
中
心
エ
リ
ー
ト
と
地
方
の
周
辺
住
民
と
の
間
の
直
接
的

な
接
触
の
回
路
を
強
め
る
段
階
。
し
ば
し
ば
教
会
ま
た
は
宗
派
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
周
辺
の
言
語
エ
リ
ー
ト
を
通
じ
て
建
設
さ
れ
た

よ
う
な
既
存
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
対
立
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
段
階
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
の
一
九
世
紀

に
出
現
す
る
。

　

こ
の
段
階
に
到
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
指
標
は
、
言
語
標
準
化
や
教
会
組
織
の
社
会
的
位
置
づ
け
、
学
校
で
の
言
語
・
宗
教
、
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ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン
ボ
ル
の
保
護
、
少
数
派
の
措
置
に
関
し
て
の
決
定
で
あ
る
。

　

Ⅲ　

参
加
段
階
（
大
衆
民
主
主
義
）　

シ
ス
テ
ム
内
の
大
衆
参
加
、
市
民
的
、
政
治
的
権
利
の
拡
張
・
平
等
化
の
過
程
、
組
織
政
党

の
創
造
。
領
域
シ
ス
テ
ム
の
機
能
へ
の
被
統
治
者
の
積
極
的
な
参
加
の
増
大
と
市
民
的
、
政
治
的
権
利
の
確
立
・
拡
大
・
均
質
化
、
反

対
派
が
持
つ
権
利
の
確
立
、
支
持
や
動
員
や
要
求
の
集
約
・
表
出
の
た
め
の
組
織
化
さ
れ
た
政
党
形
成
が
典
型
的
な
事
例
と
な
る
段
階
。

こ
の
段
階
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
産
業
革
命
後
の
都
市
化
・
世
俗
化
が
も
た
ら
し
た
再
構
造
化
以
降
の
時
代
に
該
当
す
る
。

　

こ
の
段
階
に
到
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
指
標
は
、
選
挙
権
の
拡
大
・
平
等
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
集
会
・
結
社
の
権

利
保
護
に
関
す
る
法
典
化
で
あ
る
。

　

Ⅳ　

分
配
段
階
（
福
祉
国
家
）　

国
民
統
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
再
配
分
、
自
治
権
拡
大
・
地
方
分
権
、
連
邦
制
な
ど
の
権
限

移
譲
（devolution

）、
ま
た
は
社
会
的
市
民
権
の
確
立
、
経
済
的
平
等
化
の
た
め
の
措
置
、
公
共
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
増
大
。
国
民
国

家
の
行
政
装
置
の
さ
ら
な
る
拡
張
の
中
で
、
経
済
条
件
の
平
等
化
を
目
指
す
、
国
民
規
模
の
政
策
と
し
て
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
発
展

す
る
段
階
。
そ
の
具
体
的
措
置
は
消
極
的
に
は
累
進
課
税
制
度
、
積
極
的
に
は
豊
か
な
層
（
地
域
）
か
ら
貧
し
い
層
（
地
域
）
へ
の
富

の
移
転
を
通
じ
て
の
平
等
化
（
福
祉
制
度
の
法
文
化
）
で
あ
る
。
現
在
の
福
祉
国
家
へ
の
本
格
的
着
手
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の

時
代
で
あ
る
。
分
配
は
、
経
済
だ
け
の
平
等
化
に
限
定
さ
れ
ず
、
政
治
的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
意
味
で
も
シ
ス
テ
ム
内
の
す
べ
て
の

メ
ン
バ
ー
に
均
等
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
権
力
の
移
譲
で
あ
る
。

　

こ
の
段
階
に
到
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
指
標
は
、
課
税
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
公
的
年
金
、
所
得
・
機
会
、
中
央
政
府
と
地
方

政
府
と
の
権
限
な
ど
の
平
等
の
措
置
に
関
す
る
決
定
で
あ
る
。

　

政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
い
て
、
国
際
政
治
上
、
主
権
が
明
確
に
な
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン

戦
争
後
、
継
続
的
、
革
命
的
な
一
連
の
抗
議
の
波
の
の
ち
に
、
そ
の
力
量
に
応
じ
て
、
よ
り
大
き
な
領
域
か
ら
、「
分
離
し
た
国
民
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（secession
n
ation

）」
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
各
国
民
国
家
を
そ
れ

ぞ
れ
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
の
発
展
段
階
は
、
必
ず
し
も
前

段
階
を
経
て
次
段
階
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
る
と
は
限
ら
ず
、
年
代
的
に
継
続
、

重
複
、
密
接
に
符
合
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
﹇R

okkan,1975:570

﹈。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
を
例
に
取
れ
ば
（
図
表
８
参
照
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

Ⅰ
の
浸
透
段
階
を
一
五
三
六
年
の
中
央
行
政
機
構
の
設
立
、
Ⅱ
の
標
準
化
段

階
を
一
六
八
〇
年
代
の
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
統
合
、
Ⅲ
の
参
加
段

階
を
一
八
六
六
年
か
ら
一
九
二
〇
年
の
参
加
の
危
機
、
Ⅳ
の
分
配
段
階
を
一

九
一
〇
年
代
以
降
の
福
祉
国
家
の
成
立
へ
の
過
程
と
歩
ん
で
き
た
﹇R

okkan,

1975:573-574

﹈。
注
意
す
べ
き
は
、
図
表
８
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
実

際
に
は
各
段
階
に
お
い
て
重
複
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
点
を
配
慮
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
、
経
済
的
、
文
化
的
な
要
因

が
社
会
変
動
の
原
動
力
や
原
因
か
ら
生
じ
る
制
度
的
緊
張
を
考
察
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
心
―
周
辺
の
間
に
あ
る
社
会
的
緊
張
を
映
し
出
し
て

い
る
。

　

四
段
階
は
、
さ
き
に
提
示
し
た
六
つ
の
「
危
機
」
の
う
ち
の
四
つ
に
一
致

し
て
い
る
。
四
つ
の
「
危
機
」
は
四
段
階
に
相
応
す
る
が
、
残
り
の
「
統
合
」

と
「
正
統
性
」
の
二
つ
の
「
危
機
」
は
明
確
に
あ
る
段
階
と
し
て
特
定
で
き
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図表８　スウェーデン、ノルウェー、フィンランドでの４段階

出典　Rokkan, 1975：573

 1648年 1815年 1917年

Ⅳ：分配Ⅲ：参加Ⅱ：標準化Ⅰ：浸透

1910年代：分配危機、

福祉国家建設

1866－1920年：長引いた参加

危機

1680年代：デンマー

ク、ノルウェーの併

合

1536年

中央行政の設立

スウェーデン

　　 　 　　　　　　 Ⅳ　　 　　　　 Ⅲ　　 　　　　 Ⅱ　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 Ⅰノルウェー

1930年代－1950年代

 ：福祉国家

1884－1900年

 ：参加の危機

1814年独立、

分離主義的な

アイデンティ

ティ

1500年代－1700年代：デンマーク支配下

での行政

　　 　 　　　　　　 Ⅳ　 　　　　　 　 Ⅱ－Ⅲ　　 　　　　 Ⅱ　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 Ⅰフィンランド

1918年：内戦1906年：参加

－分配の危機

1860年代：ア

イ デ ン テ ィ

ティの危機

1809年：スウェーデ

ン行政構造をロシア

に譲渡

1500年代－1700年

代：スウェーデン

支配下の行政



な
い
内
容
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
「
危
機
」
は
ど
の
よ
う
に
段
階
的
に
そ
の
典
型
的
な
指
標
を
表
現
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
二
つ
の
「
危
機
」
は
、
あ
る
特
定
の
段
階
と
す
る
よ
り
も
、
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
中
に
お
い
て
散
見
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、「
統
合
」
は
エ
リ
ー
ト
間
の
水
平
的
な
連
動
、
そ
し
て
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
言
語
・
宗
教
ご
と
に
よ
る
周
辺
か
ら
の
垂
直
的
な
リ
ク

ル
ー
ト
メ
ン
ト
の
両
方
に
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
、「
統
合
」
は
、
モ
デ
ル
の
中
で
区
分
さ
れ
た
四
段
階
す
べ
て
の
中
に
存

在
す
る
「
危
機
」、
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
正
統
性
」
と
い
う
「
危
機
」
も
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
生
じ
る
は
ず
で
あ

る
。
過
度
の
浸
透
や
「
標
準
化
」
は
、
周
辺
に
お
い
て
、
中
心
の
「
正
統
性
」
に
対
抗
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
成
立
さ
せ
る
結
果
と
な

り
う
る
。

　
「
統
合
」
と
「
正
統
性
」
は
各
段
階
で
常
に
内
在
す
る
「
危
機
」
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
危
機
は
特
定
の
段
階
に
符
合
し
そ
う

に
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
四
つ
の
「
危
機
」
も
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
だ
け
に
表
現
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
た
だ
、
歴
史
的
な
発
展
段
階

を
説
明
す
る
た
め
の
、
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
視
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
規
準
で
あ
る
。

四　
「
退
出
」「
抗
議
」「
忠
誠
」

　

シ
ス
テ
ム
と
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
方
法
が
必
要
と
な
る
。
組
織
の
安
定
・
維
持
を
考
察
し
た
A
・
O
・

ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
理
論
を
次
に
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
政
治
的
要
因
と
経
済
的
要
因
と
の
相
互
作
用
に
焦
点
を
置
き
、

組
織
論
に
新
た
な
視
点
を
紹
介
し
た
﹇H

irsch
m
an

,1970

、
邦
訳
、
一
九
七
五
年；

森
脇
、
一
九
八
〇
年
﹈。
元
々
、
こ
の
理
論
は
経

済
学
用
に
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
が
、「
退
出
（exit

）」「
抗
議
（voice
）」「
忠
誠
（loyalty

）」
な
ど
の
概
念
を
用
い
る
組
織
モ
デ
ル
は

国
家
や
政
治
組
織
の
研
究
に
も
有
効
性
を
持
つ
、
と
言
わ
れ
る
。

　
「
退
出
」
は
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
所
属
し
て
い
た
集
団
・
組
織
を
離
れ
、
他
の
集
団
・
組
織
に
移
動
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
所
属
し
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て
い
た
集
団
・
組
織
の
運
営
や
活
動
に
不
満
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
退
出
」
を
選
択
す

る
場
合
は
、
代
替
し
う
る
集
団
や
組
織
の
存
在
が
あ
る
か
ど
う
か
、
で
決
定
さ
れ
る
。「
退

出
」
の
程
度
が
あ
ま
り
に
小
さ
い
と
、
集
団
や
組
織
の
指
導
者
は
気
づ
か
な
い
が
、
そ
れ
を

放
置
し
て
お
く
と
集
団
や
組
織
は
打
撃
を
受
け
回
復
不
可
能
と
な
る
。

　
「
抗
議
」
は
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
所
属
集
団
・
組
織
の
指
導
者
や
幹
部
に
個
人
的
あ
る
い
は

集
団
・
組
織
的
に
運
営
や
活
動
に
不
満
を
口
頭
、
文
書
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

方
法
で
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
は
、「
退
出
」
よ
り
「
抗
議
」
を
選
ぶ
こ
と
の
ほ
う
が

多
い
。「
抗
議
」
は
「
退
出
」
が
使
用
で
き
な
い
と
き
の
次
善
の
手
段
で
あ
り
、「
退
出
」
の

代
替
選
択
に
相
当
す
る
。「
抗
議
」
は
、
不
満
あ
る
事
態
か
ら
逃
避
す
る
よ
り
も
、
直
接
に

集
団
や
組
織
の
担
当
者
に
個
人
的
、
集
団
的
に
訴
え
、
あ
る
い
は
世
論
を
動
員
し
て
、
少
し

で
も
事
態
を
改
善
す
る
試
み
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
抗
議
」
の
選
択
は
あ
る
限
度
を
超
え

る
と
、
集
団
や
組
織
は
回
復
不
可
能
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
代
替
物
の
な
い
家
族
、

教
会
、
国
家
の
よ
う
な
集
団
や
組
織
に
お
い
て
行
使
さ
れ
る
。
図
表
９
は
「
退
出
」
と
「
抗

議
」
を
集
団
や
組
織
と
関
連
づ
け
た
分
類
で
あ
る
。

　

政
治
の
世
界
に
お
い
て
、「
退
出
」
は
生
じ
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
代
替
の
集
団
や
組
織

が
存
在
し
な
い
の
で
、
回
復
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
有
効
性
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
政
治
組
織
体
、
と
り
わ
け
国
家
の
よ
う
な
場
で
は
、「
退
出
」

と
い
う
選
択
は
容
易
に
は
取
れ
ず
、「
抗
議
」
が
不
満
の
表
明
手
段
と
し
て
選
択
さ
れ
る
場
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図表９　ハーシュマンの「退出」と「抗議」を組織と関連づけた対応用様式組織分類

出典　森脇、1980年、321頁

「退出」構 成 員 の

対 応 様 式 難易

家庭、部族、国家、教会、非全

体主義的一党体制

任意団体、競争政党、ある種の

企業（少数の顧客に製品を売る

企業）

易

抗議

全体主義的一党体制、テロリス

ト集団、犯罪集団

顧客側が競争的な企業
難



合
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
政
治
組
織
の
場
で
も
、「
退
出
」
は
起
こ
り
う
る
﹇cf.H

irschm
an,1978

﹈。

現
在
の
民
族
問
題
は
そ
れ
に
該
当
す
る
。
そ
こ
で
、「
退
出
」
と
「
抗
議
」
は
「
忠
誠
」
と
い

う
概
念
を
導
入
し
て
、「
退
出
」
に
至
ら
な
い
「
調
整
」
が
図
ら
れ
る
。「
忠
誠
」
の
機
能
は
、

事
態
が
悪
化
し
て
も
、
そ
の
集
団
・
組
織
に
踏
み
と
ど
ま
る
だ
け
の
メ
ン
バ
ー
の
根
拠
で
あ
り
、

直
ち
に
「
退
出
」
し
な
い
根
拠
と
な
る
。
も
し
メ
ン
バ
ー
に
「
忠
誠
」
が
欠
如
す
れ
ば
、「
退

出
」
を
殺
到
さ
せ
、
集
団
・
組
織
の
回
復
を
不
可
能
に
す
る
。「
忠
誠
」
の
存
在
が
集
団
・
組

織
内
で
の
「
抗
議
」
の
選
択
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
忠
誠
」
が
有
用
で
あ
る
場

合
で
も
、
代
替
物
が
自
分
の
近
く
に
存
在
し
な
け
れ
ば
そ
の
意
義
は
喪
失
す
る
。

　

集
団
や
組
織
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
過
度
の
「
退
出
」
は
抑
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
へ
の
予
防
・
対
処
に
は
「
忠
誠
」
を
常
に
促
進
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
し
か
し
集

団
や
組
織
へ
の
加
入
手
続
き
を
厳
格
に
し
、「
退
出
」
に
罰
を
加
え
る
形
で
「
退
出
」
へ
の
防

備
を
強
化
す
る
と
、「
抗
議
」
と
い
う
内
部
改
善
努
力
の
開
始
が
遅
れ
、
集
団
や
組
織
が
悪
化

す
る
一
方
と
な
り
、
集
団
や
組
織
の
衰
退
原
因
と
な
る
。
こ
れ
は
「
退
出
」
と
「
抗
議
」
の
両

方
が
抑
圧
を
生
み
出
し
、
そ
の
結
果
、
集
団
や
組
織
は
回
復
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
失
う
こ
と
に
な

る
。
た
と
え
ば
、
家
族
、
宗
教
団
体
、
国
家
か
ら
の
「
退
出
」
の
代
価
は
非
常
に
高
く
つ
く
。

　

ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
議
論
は
、
そ
れ
ま
で
の
集
団
や
組
織
の
上
か
ら
の
効
率
的
組
織
運
営
で
な

く
、
集
団
や
組
織
を
下
か
ら
支
え
る
メ
ン
バ
ー
の
行
動
様
式
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
取
り
扱
っ
て

い
る
。
家
族
、
教
会
、
国
家
に
お
い
て
は
と
も
に
「
退
出
」
を
選
択
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
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図表10　「退出」と「抗議」を条件づける変数

　　　　　　　　　　　　　出典　Rokkan, 1973: 90

文　　化経　　済

世俗と宗教の制度の分化：

外部の影響に対して閉鎖か

開放か

都市ネットワークの独立性：

境界の開放

「退出」変数：

システム間の交流を解

放する条件

領域言語の独立性と統一性第１次資源の分離と集中「抗議」変数：

領域システムへの結合

から閉鎖する条件



「
抗
議
」
が
選
択
さ
れ
る
集
団
や
組
織
で
あ
る
。
図
表　

で
10

は
、
本
論
の
テ
ー
マ
で
あ
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
完
成
さ

せ
る
た
め
の
「
退
出
」
と
「
抗
議
」
を
条
件
づ
け
る
変
数
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　

国
家
か
ら
の
「
退
出
」
は
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。「
退

出
」
が
「
抗
議
」
よ
り
も
安
価
な
コ
ス
ト
で
あ
る
場
合
、
国

家
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は

近
代
国
家
に
お
い
て
「
退
出
」
を
可
能
と
見
て
い
る
。
一
七

世
紀
、
一
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、「
退
出
」
は
領
土

的
独
立
か
分
離
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
不
可
能
な
と
き
は
別
の

「
退
出
」
が
台
頭
す
る
。
一
九
八
九
年
の
東
ド
イ
ツ
か
ら
の

市
民
が
流
出
し
た
事
情
が
そ
の
典
型
で
あ
る
﹇H

irschm
an,

1990

﹈。
商
業
の
発
達
と
金
融
活
動
の
拡
大
に
伴
う
富
の
流

出
や
移
動
も
あ
る
。
現
代
で
は
、
多
国
籍
企
業
が
不
安
定
な

国
か
ら
富
の
移
動
は
事
実
上
の
「
退
出
」
で
あ
る
。

　

た
だ
、
シ
ス
テ
ム
の
確
立
・
維
持
・
持
続
に
は
「
退
出
」

を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
抑
制
だ
け
で
な

く
適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
フ
ィ
ー

23 ――西ヨーロッパ国民国家形成論

機 能 担 当 部 門中心－周辺

のバランス 経　　済法文　　化武　　力

都市ネットワー

クと第一次経済

の統合と分離

中心が課す法的

伝統対地方・地

域の法的伝統

標準化を決定す

る機関の強さ、

対抗機関の強さ

抽出機関の強

さ、諸機関の範

囲

周辺統合の

程 度：「参

入」変数

領域経済の開放

性対閉鎖性

領域の法システ

ムの独自性対共

有性

宗教や言語標準

の独自性対共有

性

軍事機関（同盟、

領 域 へ の「誘

引」）の内因的資

源対外因的資源

のバランス

中心の独自

性の程度：

「退出」変

数

資源・利益の再

分配：社会的市

民権の確立（福

祉国家）

参加の権利の平

等化：政治的市

民権の確立（大

衆民主主義）

標準化：国民形

成

浸透：国家建設システム形

成の時代を

超 え た 過

程：「忠誠」

変数

Ⅳ：分配段階Ⅲ：参加段階Ⅱ：標準化段階Ⅰ：浸透段階段階

図表11　基本グリッドの４機能部門

出典　Rokkan, 1971: 31



ド
バ
ッ
ク
は
「
抗
議
」
を
様
々
な
形
で
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
組
織
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、「
抗
議
」
を
正
当
な
ル
ー
ト
に
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
本
論
の
内
容
に
そ
く
し
て
述
べ
れ
ば
、
図
表　

の
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
の
各
段
階
に
お
い
て
重
要
な

11

意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　

図
表　

は
四
つ
の
「
危
機
」
と
機
能
担
当
部
門
と
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
・
モ
デ
ル
を
加
え
て
説
明
し
て
い
る
。

11

こ
れ
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
政
治
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
一
般
的
な
変
遷
の
特
徴
を
示
す
こ
と
で
、
現
在
か
ら
見
て
、
各
国
民
国
家

の
完
成
し
た
姿
の
類
似
性
と
相
違
性
が
な
ぜ
生
ま
れ
た
か
を
明
確
に
す
る
基
準
と
な
る
。

　

五　

モ
デ
ル
の
構
成
要
素

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
各
領
域
に
お
け
る
統
一
体
（
社
会
シ
ス
テ
ム
）
を
建
設
す
る
過
程
に
お
い
て
、
経
済
と
文
化
の
変
動
過
程
の

五
つ
の
局
面
を
歴
史
的
に
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
が
政
治
シ
ス
テ
ム
に
影
響
す
る
。
図
表　

は
現
在
ま
で
の
領
域
シ
ス

12

テ
ム
の
変
遷
を
考
え
る
う
え
で
は
、
重
要
な
変
数
を
歴
史
的
な
発
展
局
面
ご
と
に
配
置
し
て
い 
る 
。

（
１
）

　

以
下
、
簡
単
に
図
表　

か
ら
モ
デ
ル
の
構
成
要
素
を
説
明
し
な
が
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
し
て
お
こ
う
﹇R

okkan
and

１２

Svsa゚nd,1978:54-56;R
okkan,1981a:71-76;F

lora,1981:407

﹈。

　

図
表　

の
モ
デ
ル
の
構
成
要
素
は
五
つ
の
局
面
に
区
別
さ
れ
る
。（
一
八
四
八
年
か
ら
一
九
五
〇
年
ま
で
の
政
治
的
反
応
の
構
造
に

１２

該
当
す
る
）
被
解
明
事
項
（ex

p
lican

d
a

）
に
い
た
る
ま
で
の
前
提
条
件
を
な
す
開
始
変
数
（
第
一
か
ら
第
三
の
局
面
、
こ
れ
は
浸
透

段
階
に
該
当
）、
さ
ら
に
開
始
変
数
を
受
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
が
経
験
す
る
媒
介
過
程
変
数
（
一
七
八
九
年
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま

で
の
「
国
民
」
革
命
と
「
産
業
」
革
命
の
相
互
作
用
で
あ
る
第
四
と
第
五
の
局
面
、
こ
れ
は
標
準
化
段
階
に
該
当
）
を
経
る
各
局
面
を

説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
現
在
ま
で
影
響
し
続
け
て
い
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
い
る
。
開
始
変
数
と
媒
介
過
程
変

第21巻１・２号―― 24



数
の
選
択
は
、
一
八
四
八
年

か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の

政
治
的
反
応
の
構
造
を
明
確

に
す
る
。

　

モ
デ
ル
の
諸
局
面
を
詳
し

く
説
明
す
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。
開
始
変
数
と
媒

介
変
数
は
現
在
ま
で
の
事
情

に
様
々
な
形
で
影
響
す
る
。

　

第
一
局
面：

一
六
世
紀
の

宗
教
戦
争
ま
で
の
中
世
に
お

け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
構

造
化

　

第
二
局
面：

商
業
資
本
主

義
と
宗
教
改
革
ま
で
の
二
重

の
作
用
に
よ
る
諸
地
域
の
再

構
造
化

　

第
三
局
面：

一
六
四
八
年

25 ――西ヨーロッパ国民国家形成論

図表12　モデルの構成要素（変数）

出典　Rokkan, 1981a: 74-75

文　　　化領　　　域経　　　済

エスニック・言語構造の
同質性と異質性

地政学位置：交易ベルト
の近さ、海洋または内陸
への志向

都市ネットワークの強度
と構造

 （Ⅰ）第１局面
1560年まで

領域文化の「国民化」の
拡大：宗教改革の成功と
失敗

周辺支配の拡大：統合度
と中央集権化の程度

地経済学位置の変動：「大
西洋資本主義」の出現

 （Ⅱ）第２局面
1500－1700年

代表制度の存続：身分体
制対絶対主義

 （Ⅲ）第３局面
1648－1789年

開始変数：前提条件

周辺と中心の対立の拡
大：エスニック・言語動
員

解放・分離運動に対する
運動による中央集権化と
統一への圧力

農村と都市の資源結合の
特徴：商業または軍事の
結合と農村－都市の紛争

 （Ⅳ）第４局面
集中的な国民
形成期

国家と教会の関係の性
格：緊張、紛争、同盟

帝国主義的膨張への圧力
対緊張緩和と平和への圧
力

産業成長の速度と局地化 （Ⅴ）第５局面
都市化、産業
化、世俗化

媒介過程変数：1789年から1920年代までの「国民」改革と「産業」革命の相互作用

政　　　党シ ス テ ム権　　　利

政党選択システム形成に
おける進展

過渡期の危機の頻度と強
さ：暴力の高まりの範囲

政治的権利の普遍化への
段階的前進

 （Ⅵ）
選択肢の構造
化

政党の選択の社会的、文
化的条件づけ

システムに対する態度の
社会的、文化的条件づ
け：同意と拒絶

参加のレベルとタイプの
社会的、文化的条件づけ

 （Ⅶ）
結果として生
じる重大な大
衆編成

被解明事項：1848－1950年の政治的反応の構造における変数



か
ら
一
七
八
九
年
ま
で
の
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
も
と
で
の
各
国
の
国
内
構
造
の
分
化

　

第
四
局
面：

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、
徹
底
し
た
国
民
形
成
時
代
に
生
じ
た
再
構
造
化

　

第
五
局
面：

産
業
革
命
と
い
う
都
市
化
、
世
俗
化
が
も
た
ら
し
た
国
内
構
造
の
変
化

　

モ
デ
ル
の
各
要
素
は
、
第
一
局
面
か
ら
第
三
局
面
ま
で
の
三
群
の
構
成
要
素
を
開
始
変
数
と
し
、
第
四
局
面
か
ら
第
五
局
面
ま
で
の

二
群
を
前
局
面
を
継
承
し
た
構
造
と
一
九
世
紀
の
二
大
革
命
（
国
民
革
命
・
産
業
革
命
）
に
対
す
る
政
治
的
反
応
と
の
間
の
過
程
を
つ

な
ぐ
媒
介
過
程
変
数
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
局
面
ご
と
に
、
経
済
、
領
域
（
狭
義
で
は
法
、
政
治
権
力
）、
文
化
と
い

う
三
タ
イ
プ
の
変
数
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
は
説
明
さ
れ
る
。

　

国
民
国
家
が
機
能
す
る
に
は
、
経
済
の
ル
ー
ル
、
権
力
の
使
用
・
規
制
の
た
め
の
政
治
制
度
、
紛
争
の
防
止
と
逸
脱
者
の
制
御
の
た

め
の
法
規
範
、
国
民
間
の
連
帯
感
情
、
社
会
的
な
絆
、
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
創
造
す
る
文
化
な
ど
、
を
必
要
と
す
る
。
こ
の

機
能
的
、
制
度
的
な
条
件
は
国
家
建
設
・
国
民
形
成
の
諸
過
程
に
お
い
て
制
約
す
る
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
局

面
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
支
配
す
る
エ
リ
ー
ト
た
ち
同
士
が
競
合
す
る
環
境
を
設
置
す
る
の
で
あ
る
﹇A

llardt,1981:260

﹈。

そ
の
こ
と
で
、
各
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
に
特
徴
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　

さ
き
に
記
述
し
た
地
理
的
空
間
と
社
会
・
文
化
的
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
の
分
化
で
示
し
た
よ
う
に
、
開
始
段
階
に
お
け
る
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
各
源
泉
の
分
類
か
ら
出
発
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
経
済
の
基
本
変
数
は
、
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
さ
（
Ⅰ：

経
済
）
と
遠
隔
地
交
易
（
地
経
済
的
位
置
Ⅱ：

経
済
）
で
構
成
さ
れ
る
。
領
域
の
基
本
変
数
は
、
地
政
学
的

な
位
置
（
Ⅰ：

領
域
）
と
周
辺
支
配
の
範
囲
（
Ⅱ：

領
域
）
に
関
係
す
る
行
政
・
軍
の
強
さ
で
決
定
さ
れ
る
。
文
化
の
基
本
変
数
は
、

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
言
語
の
構
造
（
Ⅰ：

文
化
）
と
そ
の
領
域
文
化
の
「
国
民
化
」（
Ⅱ：

文
化
）
と
い
う
同
質
性
の
問
題
で
あ
る
。
一

六
世
紀
ま
で
の
各
領
域
の
整
理
・
統
合
の
時
期
を
受
け
て
、
国
家
建
設
が
本
格
化
す
る
初
期
段
階
は
極
め
て
重
要
で
、
各
領
域
で
生
じ
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る
「
特
異
性
」
が
の
ち
の
局
面
に
大
き
く
影
響
す
る
。
第
二
局
面
の
一
五
〇
〇
年
か
ら
一
六
四
八
年
ま
で
は
、
領
邦
国
家

（T
erritorialstaat

）
の
統
合
や
経
済
の
再
編
化
に
お
い
て
、
地
域
内
部
の
対
立
で
混
乱
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ

ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
か
ら
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
の
第
三
局
面
で
は
、
絶
対
主
義
時
代
に
お
け
る
代
表
制
度
の
存
続
・
強

さ
（
Ⅲ：
領
域
）
だ
け
が
発
展
に
と
っ
て
唯
一
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
で
あ
っ
た
。

　

前
提
条
件
を
な
す
開
始
変
数
の
複
雑
な
セ
ッ
ト
は
、
モ
デ
ル
に
お
い
て
次
の
第
四
・
五
局
面
に
あ
る
媒
介
過
程
変
数
を
分
析
す
る
際

の
出
発
点
と
な
り
、
さ
ら
に
媒
介
過
程
変
数
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
一
世
紀
半
の
間
に
成
立
し
た
、
各
国
家
の
政
治
的
な
特
徴
を
示
す
社

会
的
亀
裂
（socialcleav

ag
e

）
構
造
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
七
八
九
年
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
媒
介
過
程
変
数
の
第
五

局
面
で
は
、
再
度
、
政
治
的
混
乱
が
約
一
五
〇
年
間
続
い
た
時
代
で
あ
り
、
つ
ま
り
本
格
的
な
国
民
形
成
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
国
民
革
命
）
は
領
域
的
な
整
理
と
統
合
、
中
央
集
権
化
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

国
家
と
一
体
化
を
確
認
さ
せ
る
と
同
時
に
、
そ
の
多
様
性
の
あ
る
「
舞
台
」
を
拡
大
す
る
。
産
業
革
命
は
、
経
済
の
先
進
中
核
地
域
と

停
滞
し
た
地
方
・
周
辺
と
の
間
の
顕
著
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
媒
介
過
程
変
数
の
前
半
（
第
四
局
面
）
で
は
、
農
村

と
都
市
の
資
源
の
組
合
せ
、
と
り
わ
け
農
村
資
源
と
、
商
業
ま
た
は
軍
事
の
組
み
合
わ
せ
の
性
格
（
Ⅳ：

経
済
）、
領
土
を
め
ぐ
る
解

放
と
分
離
・
独
立
を
求
め
る
運
動
、
ま
た
は
そ
れ
ら
と
は
対
照
的
な
形
の
中
央
集
権
化
と
統
一
へ
の
圧
力
（
Ⅳ：

領
域
）、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
と
世
俗
政
府
と
の
関
係
に
見
ら
れ
る
教
会
と
国
家
と
の
抗
争
、
対
立
、
緊
張
、
あ
る
い
は
同
盟
（
Ⅴ：

文
化
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の

性
格
を
各
国
の
国
民
形
成
と
重
複
す
る
諸
変
数
が
要
素
と
な
る
。

　

二
つ
の
革
命
の
相
互
作
用
は
、
社
会
的
亀
裂
か
ら
生
ま
れ
る
、
複
雑
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
大
衆
動
員
の
形
に
ま
で
発
展
さ
せ
、

そ
の
様
式
と
構
造
の
決
定
的
な
相
違
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、「
社
会
的
、
経
済
的
、

心
理
的
な
、
旧
い
所
属
の
結
び
つ
き
の
主
要
部
分
が
浸
食
な
い
し
破
壊
さ
れ
て
、
人
々
が
新
し
い
パ
タ
ー
ン
の
社
会
化
と
行
動
に
向
か
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い
う
る
よ
う
な
過
程
」﹇D

eutsch,1979:92

﹈
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
新
し
い
パ
タ
ー
ン
だ
け
を
創
造
す
る
だ
け

と
は
か
ぎ
ら
ず
、
権
力
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
通
常
の
国
民
統
合
過
程
で
見
ら
れ
る
。
動
員
は
、
統
制
的
立
場
に
あ
る
エ
リ
ー
ト
が
そ

の
統
制
外
に
あ
る
人
々
を
統
制
下
に
編
入
さ
せ
る
場
合
に
生
じ
、
反
体
制
的
要
因
を
排
除
し
、
人
々
を
強
制
的
同
質
化
す
る
こ
と
で
国

民
化
す
る
と
き
も
あ
っ
た
。

　

媒
介
過
程
変
数
の
複
雑
な
組
合
せ
は
、
政
治
的
反
応
の
構
造
に
お
け
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
被
解
明
事
項
の
分
析
に
と
っ
て

の
出
発
点
と
な
る
。
だ
か
ら
、
七
つ
の
開
始
変
数
と
六
つ
の
媒
介
過
程
変
数
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
一
八
四
八
年
か

ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
政
治
的
反
応
構
造
で
の
重
要
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
帰
結
（
被
解
明
事
項
）
が
説
明
さ
れ
る
。
被
解
明
事

項
は
、
二
つ
の
部
分
（
Ⅵ：
選
択
肢
の
構
造
化
、
Ⅶ：

重
要
な
大
衆
編
成
）
と
三
つ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
（
権
利
の
拡
大
、

シ
ス
テ
ム
の
選
択
肢
、
政
党
の
選
択
肢
）
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
中
の
前
半
部
分
（
選
択
肢
の
構
造
化
）
で
は
、
政
治
的
選
択
肢
の
構

造
化
に
つ
い
て
の
問
題
が
設
定
さ
れ
、
具
体
的
に
は
市
民
的
権
利
の
拡
張
（
特
に
、
選
挙
権
の
拡
大
）、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
選
択
、
政

党
選
択
ま
た
は
政
党
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
鮮
明
に
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
選
択
肢

が
国
民
各
層
に
提
示
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
事
実
の
問
題
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
が
い
か
に
安
定
す
る
か
、
あ
る
い
は
不
安
定
に
な
る
か
、

と
い
う
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
具
体
的
な
決
定
へ
の
交
渉
選
択
を
観
察
す
る
の
は
、
社
会
構
造
的
な
結
末
の
条
件
と
制
度
的
秩
序
形
態

の
間
の
媒
介
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
の
過
程
分
析
が
結
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

後
半
部
分
（
重
要
な
大
衆
編
成
）
は
、
過
去
に
お
い
て
選
択
さ
れ
て
形
成
さ
れ
た
構
造
を
受
け
て
、
そ
の
結
果
生
じ
る
大
衆
の
政
治

的
志
向
を
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
次
元
と
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
宗
教
、
言
語
と
い
っ
た
文
化
的
要
素
が
人
々
の
意
識
を

構
成
す
る
う
え
で
、
重
要
な
の
は
何
で
あ
る
の
か
。
勃
興
す
る
階
級
と
停
滞
気
味
の
階
級
と
の
間
の
相
違
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

の
か
。
農
民
と
産
業
労
働
者
と
の
相
違
は
ど
の
程
度
で
あ
る
か
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
設
問
に
対
し
て
各
領
域
シ
ス
テ
ム
に
お
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い
て
結
果
と
し
て
生
じ
た
被
解
明
事
項
の
二
つ
の
部
分
の
各
三
つ
の
変
数
の
あ
り
方
は
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
解
明
す
る
構
成
要
素

と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
を
整
理
し
て
お
く
と
、
被
解
明
事
項
の
中
の
六
つ
の
変
数
と
は
、
①
政
治
的
権
利
の
普
遍
化
に
む
け
て
の
順
序
と
速
度
、
②
政

治
シ
ス
テ
ム
の
移
行
に
際
し
危
機
の
頻
度
、
そ
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
が
勝
利
し
た
よ
う
な
暴
力
的
な
崩
壊
の
範
囲
、
③
政
党
選
択
シ
ス
テ

ム
の
形
成
段
階
に
お
け
る
順
序
、
④
政
治
参
加
の
レ
ベ
ル
と
タ
イ
プ
の
社
会
的
、
文
化
的
条
件
づ
け
、
⑤
大
衆
が
ど
の
よ
う
な
政
治
シ

ス
テ
ム
を
選
択
す
る
か
の
態
度
に
お
け
る
社
会
的
、
文
化
的
条
件
づ
け
、
⑥
大
衆
に
よ
る
政
党
（
シ
ス
テ
ム
）
の
選
択
の
態
度
で
の
社

会
的
、
文
化
的
条
件
づ
け
、
で
あ
る
。
図
表　

に
あ
る
一
九
の
変
数
は
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
形
で
使
用
さ
れ
る
の
で
な
く
、
そ
の
う

１２

ち
の
二
つ
か
ら
七
つ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
各
政
治
シ
ス
テ
ム
の
最
終
的
局
面
に
あ
る
被
解
明
事
項
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
﹇R

okkan,

1981a:7６

﹈。

　

空
間
秩
序
の
変
化
を
関
係
づ
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
経
済
・
文
化
・
領
域
の
交
流
の
中
に
、
境
界
の
強
化
と
維
持
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

と
同
時
に
境
界
を
開
放
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
超
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
の
組
合
せ
を
一
体
化
さ
せ
て
い
る
。

　
「
私
は
徐
々
に
過
去
数
年
以
上
、
地
理
学
の
理
論
的
革
命
に
影
響
さ
れ
続
け
て
い
る
」、
と
ロ
ッ
カ
ン
は
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
﹇R

okkan,

1980d:163

﹈。
彼
は
、
一
九
六
〇
年
代
で
は
①
政
治
的
動
員
の
初
期
の
波
の
機
能
分
化
し
た
連
続
と
、
②
政
党
シ
ス
テ
ム
の
構
造
化
の

両
方
の
研
究
か
ら
、
国
民
形
成
の
相
互
作
用
を
研
究
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
上
記
の
二
つ
の
次
元
を
結
合
し
、
政
治
的
権
利
の
拡

大
と
タ
イ
ミ
ン
グ
、
そ
れ
に
選
挙
・
組
織
・
選
択
の
構
造
化
に
お
け
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
説
明
に
向
か
っ
た
。
こ
の
モ
デ
ル
か
ら
、

第
一
に
各
領
域
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
個
別
に
取
り
扱
い
、
そ
の
成
果
と
し
て
類
型
学
的
（typological

）
な
分
析
を
施
し
た
﹇R

okkan,

1970:ch
.3

﹈。
そ
の
類
型
学
的
な
枠
組
み
内
に
お
い
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
領
域
に
政
治
シ
ス
テ
ム
・
モ
デ
ル
を
配
置
し
、
こ
の
モ
デ

ル
を
使
っ
て
政
治
発
展
で
の
相
違
の
源
泉
を
説
明
す
る
仮
説
と
し
て
生
か
そ
う
と
し
た
。
そ
の
作
業
は
地
経
済
・
地
文
化
・
地
政
学
的
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な
空
間
に
の
ち
の
国
民
国
家
を
配
置
し
比
較
検
討
す
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
研
究
す
る
た
め
の
規
準
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
﹇cf.

R
okkan,1973;R

okkan,1975

﹈。
そ
れ
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
概
念
地
図
（conceptionalm

ap
of

E
urope

）」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

第
二
章　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
概
念
地
図

　　

一　

領
域
シ
ス
テ
ム
建
設

　

領
域
（territory
）
と
は
、「
承
認
さ
れ
た
権
威
の
支
配
権
の
も
と
の
地
理
的
空
間
の
一
部
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
比
較
行
動
学
の
視
点

か
ら
す
れ
ば
、「
諸
個
人
の
有
機
的
組
織
体
（org
an

ism

）、
あ
る
い
は
集
団
が
支
配
す
る
範
囲
（area

）」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
領
域

は
行
動
を
構
造
化
す
る
際
の
主
要
な
単
位
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
三
つ
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
一
定
期
間
に
お

け
る
地
理
上
の
境
界
（boundary
）
の
あ
る
空
間
、
そ
の
空
間
を
独
占
し
そ
の
特
定
資
源
を
排
他
的
に
主
張
す
る
有
機
的
組
織
体
の
存

在
と
そ
の
存
続
、
そ
の
領
域
に
侵
入
し
よ
う
と
す
る
、
域
外
の
有
機
的
組
織
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
行
為
で
あ
る
。
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー

流
に
述
べ
れ
ば
、「
物
理
的
強
制
力
の
継
続
的
使
用
、
ま
た
は
脅
威
を
通
じ
て
地
理
上
の
地
域
内
の
秩
序
維
持
の
た
め
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー

の
構
造
化
し
た
組
織
」
と
規
定
で
き
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
定
義
は
、
あ
る
領
域
の
外
部
に
対
し
て
境
界
の
画
定
と
、
組
織
内
部

の
役
割
分
担
の
樹
立
と
の
密
接
な
関
連
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
な
る
。

　

領
域
構
造
を
論
じ
る
際
に
は
、
物
理
・
地
理
的
な
空
間
を
ま
ず
想
定
し
が
ち
だ
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
空
間
で
あ
る
社
会
的
、

文
化
的
な
空
間
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
領
域
に
居
住
す
る
人
々
か
ら
構
成
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
も
存
在
す
る
。
人
間
社
会

を
構
造
化
し
た
歴
史
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
地
理
的
空
間
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
と
の
相
互
作
用
に
基
づ
い
て
い
る
点
が
大
切
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
地
理
的
空
間
の
境
界
は
、
必
ず
し
も
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
の
境
界
と
一
致
す
る
と
は
か

ぎ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
通
信
・
旅
行
・
交
易
・
労
働
・
亡
命
な
ど
で
境
界
を
越
え
る
こ
と
が
多
々
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
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地
理
的
空
間
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
の
両
者
を
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
古
代
都
市
は
、
そ
の
支
配
者
が

そ
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
財
貨
を
厳
格
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
と
同
時
に
市
民
的
権
利
を
保
障
す
る
機
会
や
法
を
付
与
す
る
共
同
体
、

で
も
あ
っ
た
﹇R

okkan,1987:17-18

﹈。
言
い
換
え
れ
ば
、「
退
出
」
の
防
止
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
歴
史
に
お
い
て
、
領
土
の
合
併
・
拡
大
・
縮
小
、
中
心
の
形
成
、
中
心
に
よ
る
周
辺
へ
の
制
圧
と
対
抗
す
る
周

辺
の
抵
抗
、
ま
た
そ
れ
を
克
服
し
た
後
の
境
界
建
設
と
そ
の
領
土
内
に
生
活
す
る
人
々
へ
の
支
配
権
の
確
立
な
ど
が
観
察
さ
れ
る
。
あ

る
地
域
の
人
間
社
会
の
構
造
化
は
、
地
理
的
空
間
と
、
社
会
・
文
化
的
構
成
員
の
持
つ
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
と
の
相
互
作
用
の
観
点

か
ら
研
究
を
可
能
に
す
る
。
前
近
代
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
、
都
市
と
い
う
形
で
の
経
済
発
展
（
経
済
）
と
統
治
と
い
う
形

で
採
用
し
た
帝
国
（
行
政
・
軍
事
）
の
各
発
展
と
同
時
に
、
軍
事
・
行
政
、
経
済
、
文
化
と
い
う
、
三
分
野
に
対
し
て
各
境
界
線
を
設

定
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
「
所
有
権
」
の
主
張
と
各
境
界
を
支
配
す
る
権
限
と
の
区
別
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

古
代
都
市
国
家
に
お
い
て
も
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
厳
格
な
支
配
を
受
け
る
一
方
、
財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
・
人
・
通
信
な
ど
で
他
都
市
と

の
交
流
を
享
受
で
き
た
。
さ
ら
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
に
お
い
て
は
、
境
界
統
制
（border

control

）
と
並
行
し
た
形
で
、
あ
る
種
の

政
治
シ
ス
テ
ム
が
発
達
し
て
、
様
々
な
資
源
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
中
心
を
軍
事
・
行
政
、
経
済
、
文
化
の
各
タ
イ
プ
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
を
担
当
す
る
役
割
を
分
化
さ
せ
る
で
あ
る
。
次
第
に
地
域
・
分
野
ご
と
の
機
能
・
役
割
分
化
、
中
心
形
成
、
周
辺
支
配
、
境
界
建

設
が
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
﹇R

okkan,1975:563-565;R
okkan,1980b:165-166,171;R

okkan
and

U
rw

in,1983:2,4

﹈。
便
宜

上
、
現
代
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
説
明
す
る
な
ら
、
た
と
え
ば
行
政
・
軍
事
の
中
心
は
官
庁
・
内
閣
・
裁
判
所
・
立
法
府
・
軍
基
地
な
ど
で

あ
り
、
経
済
の
中
心
は
企
業
・
金
融
保
険
会
社
・
株
式
取
引
所
・
労
働
組
合
な
ど
で
あ
り
、
文
化
の
中
心
は
司
教
区
・
大
学
・
ア
カ
デ

ミ
ー
・
劇
場
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
可
視
的
、
制
度
的
な
（
建
造
物
の
）
配
置
は
、
領
域
の
中
心
へ
の
一

体
化
の
測
定
基
準
と
も
な
る
。
領
域
内
の
三
タ
イ
プ
の
中
心
が
一
定
の
限
定
さ
れ
た
場
所
に
集
中
し
て
い
る
な
ら
、
そ
の
領
域
の
性
格
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は
単
頭
制
構
造
（m

on
ocep

h
alic

stru
ctu

re

）
を
示
し
て
、
域
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
保
持
者
（
エ
リ
ー
ト
）
間
の
関
係
が
密
接
で

あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
（
例：

フ
ラ
ン
ス
）。
三
タ
イ
プ
の
中
心
が
分
散
し
て
い
る
な
ら
、
そ
の
領
域
は
多
頭
制
構
造
（polycephalic

stru
ctu

re

）
の
特
徴
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ー
ト
の
関
係
は
希
薄
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
例：

ド
イ
ツ
）﹇R

ok
k
an

,

1987:26,28
﹈。
国
民
国
家
ま
で
の
発
展
を
こ
の
三
タ
イ
プ
か
ら
考
察
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
説
明
で
き
る
。

　

図
表　

で
は
、
絶
頂
期
の
ロ
ー
マ
帝
国
で
は
、
三
つ
の
タ
イ
プ
の
各
中
心
が
、
経
済
で
は
地
中
海
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
配
、
行

１３

政
・
軍
事
で
は
周
辺
地
域
の
征
服
、
中
心
の
構
築
、
文
化
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
の
媒
体
と
し
て
別
々
の
組
織
構
造
を
持
ち
な
が
ら

相
互
に
補
充
、
発
達
し
、
か
つ
外
部
へ
と
膨
張
し
た
。
四
七
六
年
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊
は
軍
事
・
行
政
的
構
造
も
崩
壊
さ
せ
る
が
、

遠
隔
地
と
の
交
易
の
た
め
の
経
済
的
構
造
（
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
文
化
的
基
盤
（
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
）
は
そ
の
後
も
存

続
す
る
。
七
世
紀
に
な
る
と
、
ア
ラ
ブ
の
勢
力
が
地
中
海
を
東
・
南
・
西
か
ら
包
囲
し
、
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
破
壊
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
遠
隔
地
間
の
交
易
の
範
囲
と
領
域
の
地
理
的
支
配
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
経
済
活
動
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
部
に
移

動
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
存
続
し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
も
、
イ
ス
ラ
ム
勢
力
か
ら
の
影
響
に
よ
り
、
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
切
り
離
す
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
象
徴
的
な
意
味
で
は
、
一
〇
五
四
年
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

（
ラ
テ
ン
語
）
と
正
教
教
会
（
ギ
リ
シ
ャ
語
）
の
宗
教
と
言
語
の
分
離
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
こ
と
は
遠
隔
地
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
縮
小
を
意
味
し
た
。
両
教
会
の
境
界
線
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
部
の
文
化
的
境
界
線
を
も
意
味
し
た
﹇
ジ
ョ
ー
ダ
ン
、
一
九
八
〇

年：

一
四
一
頁
﹈。

　

中
世
に
お
け
る
領
域
的
な
縮
小
の
結
果
（
最
初
に
行
政
・
軍
事
、
次
に
経
済
、
最
後
に
文
化
）
が
、
一
二
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
出

現
す
る
国
民
国
家
の
原
型
を
創
出
さ
せ
る
前
提
に
も
な
っ
た
。
特
に
、
領
域
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
遠
隔
地

を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
は
、
必
然
的
に
領
域
単
位
を
小
さ
な
単
位
へ
と
縮
小
さ
せ
る
。
図
表　

に
示
す
よ
う
に
、
初
期
国
家
建
設

１４
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軍事・行政次元 
帝国 

（例：ローマ帝国） 

経済次元 
都市 

（例：地中海都市 
　ネットワーク） 

文化次元 
教会 

（例：ローマ教会） 

最小の分化をもつ 
原基的共同体 出典：Flora, 1983: 11

図表13　領域膨張

軍事・行政次元 

初期の国家建設 
自国語の発達 封建制度の発展 

経済次元 文化次元 

出典：Flora, 1983: 12

図表14　中世における領域縮小

軍事・行政次元 

国家建設 
国民形成 

経済次元 
大西洋資本主義 文化次元 

出典：Flora, 1983: 13

図表15　16－17世紀以後の領域縮小および拡大



が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
封
建
制
度
は
第
一
次
経
済
で
の
経
済
資
源
を
支
配
す
る
局
地
的
、
中
規
模
的
な
権
力
保
持
者
を

生
み
出
し
、
次
に
、
一
定
の
領
域
文
化
も
徐
々
に
超
領
域
的
な
キ
リ
ス
ト
教
教
会
の
価
値
体
系
か
ら
離
れ
、
そ
の
地
域
の
独
自
の
土
着

語
化
（v

ern
acu

larization

、
後
の
自
国
語
）
を
形
成
し
て
い
く
。
あ
る
特
定
の
地
域
言
語
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
エ
リ
ー
ト
の
使
用
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
標
準
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語
に
取
っ
て
代
わ
る
の
で
あ
る
﹇R

okkan,1973-74:75-78;R
okkan

and
U
rw

in,1983:24-25,54-59

﹈。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
制
は
一
四
世
紀
頃
か
ら
構
造
的
な
危
機
を
迎
え
、
そ
の
後
一
六
世
紀
に
転
換
期
に
さ
し
か
か
る
。
文
化
・
経
済

的
に
は
、
超
領
域
的
単
位
が
断
片
化
し
た
単
位
と
な
っ
た
領
主
制
か
ら
、
国
家
建
設
が
開
始
し
、
国
家
単
位
の
活
動
を
通
じ
て
世
界
経

済
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
（
図
表　

）。
同
時
に
政
治
的
に
は
、
領
域
を
支
配
す
る
国
王
を
中
心
に
中
央
集
権
的
な
機
構
（
官
僚
制
、

１５

常
備
軍
、
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
標
準
化
）
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
﹇
篠
原
、
一
九
八
六
年：

三
一
頁
﹈。

　

一
六
世
紀
に
起
こ
っ
た
宗
教
改
革
（R

eform
ation

）
は
国
民
国
家
の
建
設
に
大
き
な
意
味
を
も
た
ら
し
た
。
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
用

語
で
述
べ
れ
ば
、
宗
教
改
革
は
住
民
を
他
の
領
域
へ
の
文
化
的
「
退
出
」
を
防
ぐ
「
壁
」
を
建
設
し
、
こ
れ
は
新
し
い
領
邦
国
家
を
正

統
化
す
る
戦
略
で
あ
っ
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
長
期
的
な
視
点
か
ら
す
る
と
、
住
民
の
「
退
出
」
を
防
ぎ
た
け
れ
ば
、
シ
ス

テ
ム
内
で
の
新
た
な
「
抗
議
」
の
ル
ー
ト
を
国
民
に
提
供
せ
ざ
る
を
え
な
く
す
る
、
決
定
的
な
第
一
歩
を
も
意
味
す
る
﹇R

okkan
1973:

79,81-83

﹈。
そ
う
し
な
い
と
、
政
治
シ
ス
テ
ム
は
「
退
出
」
で
な
く
「
抗
議
」
を
介
し
て
改
革
し
な
け
れ
ば
、「
退
出
」
だ
け
だ
と
政

治
シ
ス
テ
ム
は
維
持
で
き
な
く
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
「
退
出
」
と
「
抗
議
」
の
関
係
に
関
す
る
一
般
化
な
説
明
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
﹇F

lora,1981:420-421

﹈。

　

①
文
化
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
国
民
化
が
「
下
か
ら
」
の
「
抗
議
」
の
動
員
を
促
進
し
た
。
住
民
が
使
用
す
る
言
語
の
大

部
分
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
化
は
、
大
衆
政
治
の
参
入
に
貢
献
し
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
国
家
の
統
合
は
、
支
配
下
に
あ
る
住
民
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側
に
体
制
内
的
な
反
対
派
形
成
（O

p
p
osition

sb
ild

u
n
g

）
に
役
立
っ
た
。
こ
れ
は
国
家
建
設
者
の
創
造
し
た
政
治
体
制
内
で
の
「
抗

議
」
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
超
領
域
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
、「
上
か
ら
」
住
民
を
促
し
、
大
衆
動

員
を
遅
れ
さ
せ
る
結
果
と
な
る
。
い
わ
ば
、
こ
れ
は
国
家
建
設
者
が
創
造
し
た
政
治
体
制
か
ら
の
「
退
出
」
を
意
味
す
る
。
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
教
育
制
度
の
管
理
に
関
し
て
国
家
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
紛
争
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、
国
家
建
設
過
程
で
内

外
の
資
源
獲
得
と
関
係
し
、
国
家
建
設
者
が
経
済
資
源
の
監
督
者
と
ど
の
よ
う
な
同
盟
を
選
択
す
る
か
に
影
響
す
る
。

　

②
大
衆
政
治
が
開
始
す
る
時
期
に
お
い
て
、
各
領
域
の
地
経
済
的
状
況
に
よ
っ
て
、
三
つ
の
地
域
に
区
分
さ
れ
る
。
第
一
の
地
域
は

大
衆
政
治
へ
問
題
な
く
移
行
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
地
経
済
的
位
置
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
に
あ
る
商
業
地
帯
か
ら
隔
た
っ
て

い
た
。
こ
の
領
域
は
、
固
有
の
規
準
の
法
的
、
宗
教
的
、
言
語
的
標
準
化
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
め
「
退
出
」
の
動
き

に
神
経
質
に
な
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
（
例：

イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）。
第
二
の
地
域
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
央
部
に
あ
る
商
業
都
市
群
で
あ
り
、
中
央
集
権
国
家
機
構
の
発
展
を
阻
止
し
た
（
例：

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
）。
第
三
の
地

域
は
、
大
衆
民
主
主
義
の
移
行
に
は
暴
力
が
伴
う
場
合
で
あ
る
。
様
々
な
「
退
出
」
の
可
能
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
争
い
の
中

に
領
域
を
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
例：

デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
プ
ロ

イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
）。

　

③
大
衆
政
治
の
発
展
に
は
至
る
と
こ
ろ
に
障
害
が
あ
り
、
中
心
建
設
、
国
民
形
成
、
民
主
化
の
過
程
が
短
期
間
に
連
続
し
た
場
合
で

あ
る
（
例：

イ
タ
リ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
）。
中
世
以
降
、

各
地
の
土
着
語
か
ら
発
展
し
た
言
語
は
、「
自
国
語
」
に
よ
る
、
独
自
の
文
学
を
開
花
さ
せ
、
印
刷
技
術
の
進
歩
と
宗
教
改
革
に
と
も

な
っ
て
、「
自
国
語
」
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
、
即
時
か
つ
大
量
の
「
消
費
」
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
従
来
の
（
各
地

の
エ
リ
ー
ト
が
共
有
す
る
）「
ひ
と
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
」
を
瓦
解
さ
せ
、
各
領
域
の
住
民
を
巻
き
込
む
国
民
形
成
過
程
を
文
化
面
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で
促
進
す
る
。
さ
ら
に
境
界
線
を
強
化
し
、
域
内
を
ま
と
め
る
官
僚
国
家
が
政
治
シ
ス
テ
ム

の
支
配
的
な
ス
タ
イ
ル
と
な
る
。
こ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
行
政
・
軍
事
だ
け
で
は
な
く
、
文

化
の
面
で
も
そ
の
領
域
内
秩
序
を
安
定
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
国
民
国
家
の
原
型
は
領
域
的
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
両
思
想
を
持
つ
存
在
で
あ
り
、
徐
々
に

市
民
権
的
概
念
を
順
次
追
加
し
な
が
ら
、
そ
の
完
成
へ
の
過
程
を
歩
む
の
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
で
の
宗
教
改
革
は
、
聖
職
者
を
国
家
行
政
機
構
内
部
へ
の
統
合
に
成
功

さ
せ
、
国
家
内
の
言
語
を
限
定
し
、
そ
の
養
成
機
関
に
教
会
を
利
用
す
る
過
程
を
意
味
し
た
。

そ
の
点
で
は
国
境
線
内
に
お
い
て
人
々
を
統
制
で
き
る
軍
事
・
行
政
機
関
が
確
立
で
き
た
の

で
あ
る
。
と
同
時
に
、
あ
る
特
定
地
域
内
部
で
正
当
な
物
理
的
強
制
力
の
独
占
を
要
求
す
る

人
間
共
同
体
が
成
立
す
る
端
緒
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
出
現
す
る
世
界
経
済
は
遠
隔
地
間
の
交
易
を
活
発
化

さ
せ
、
経
済
境
界
を
開
放
し
て
い
く
結
果
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
領
域
シ
ス
テ
ム
に
応
じ

た
形
が
採
用
さ
れ
、
領
域
の
中
心
に
よ
る
周
辺
支
配
、
文
化
的
境
界
、
経
済
的
境
界
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
確
立
が
容
易
な
場
合
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ロ
シ
ア
）
や
、
反

対
に
困
難
な
場
合
（
ベ
ル
ギ
ー
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
）
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
地
政
学
的
、
地
経
済
的
、
地
文
化
的
な
条
件
に
影
響
さ
れ
る
。
図
表　

は
一
般
的
な
形

１６

で
示
し
、
各
国
別
を
図
表　

で
具
体
化
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
中
世
に
始
ま
っ
た
領
域

１７

構
造
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
、
一
六
世
紀
の
商
業
資
本
主
義
の
初
期
段
階
に
お
い
て
、
領
域
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図表16　領域を定義づける条件

出典　Aarebot, 1982: 44

政治・行政・軍事的主張文化的アイデンティティ

国境境界領域を取り囲む限界

国家建設国民形成領域が創造・整理・統

合される過程

地理的空間：その土地の特

徴（例：川、山などの地理

的概念）

メンバーシップ空間：その

住民の特徴（例：言語・宗

教）

領域の作業過程にとっ

ての焦点



ご
と
に
顕
著
な
形
で
示
し
だ
し

た
点
で
あ
る
﹇R

ok
k
an

an
d

U
rw

in,1983:19

﹈。

　

一
六
世
紀
に
は
相
互
に
密
接

に
関
連
す
る
が
、
し
か
し
独
立

し
た
、
相
反
す
る
二
つ
の
シ
ス

テ
ム
が
出
現
す
る
。
ひ
と
つ
は

経
済
的
な
生
産
が
境
界
を
超
え

て
統
合
を
も
た
ら
す
世
界
資
本

主
義
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
も
う

ひ
と
つ
は
経
済
的
な
交
換
シ
ス

テ
ム
で
は
他
領
域
と
の
交
流
に

依
存
す
る
が
、
他
か
ら
完
全
に

は
支
配
で
き
な
い
国
民
国
家
の

存
在
で
あ
る
。
両
シ
ス
テ
ム
は
、

固
有
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と
均

衡
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
後
者

の
点
で
は
人
口
増
大
に
対
処
す
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図表17　境界画定過程の類型

出典　Rokkan, 1974: 48

特　　　　　徴事　　　　例
経済境
界建設

文化境
界建設

領域中
心建設

軍事膨張のため解放された辺境
国民に結合し、貢献する教会
弱い都市（西方に拡大前のス
ウェーデン）

スウェーデン（1660年以降
強力な都市構造）
プロイセン
ロシア

易易易

十字軍に加わった辺境帝国
超領域教会
弱い都市

オーストリア

易難易

周辺への容易な拡大
国民に結合した教会
強い都市

デンマーク
ノルウェー
イギリス－スコットランド

難易易

周辺への容易な拡大
「半国有化された」教会
強い都市

フランス

難中易

十字軍に加わった辺境帝国
超領域教会
強い周辺都市

スペイン

難難易

多頭制的領域
教会：国民形成の潜在的機関
強い都市

オランダ
ハンザ同盟
ドイツ
プロテスタント・スイス

難易難

多頭制的領域
超領域教会
強い都市

ベルギー
ラインラント
カトリック・スイス
イタリア

難難難



る
食
糧
生
産
や
工
業
生
産
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
の
供
給
と
い
う
経
済
シ
ス
テ
ム
で
の
バ
ラ
ン
ス
、
あ
る
い
は
国
際
政
治
上

で
の
勢
力
均
衡
（b

alan
ce

of
p
ow

er

）
と
い
う
条
件
に
お
い
て
の
政
治
シ
ス
テ
ム
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
シ

ス
テ
ム
間
の
不
調
和
や
緊
張
が
あ
る
と
、
シ
ス
テ
ム
間
の
対
立
・
紛
争
・
戦
争
の
形
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
世
界
資
本
主
義

と
国
民
国
家
と
い
う
、
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
ど
ち
ら
が
重
要
で
あ
る
か
を
問
う
こ
と
は
意
味
が
な
い
。
世
界
資
本
主
義
と
国
民
国
家
は
、

両
者
の
発
展
過
程
に
お
い
て
相
互
作
用
し
て
い
る
し
、
そ
の
分
析
が
な
け
れ
ば
、
両
シ
ス
テ
ム
の
理
解
に
つ
な
が
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
国
の
制
度
的
遺
産
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
国
際
的
な
社
会
分
業
に
お
い
て
の
一
国
の
意
味
を
相
対
的
に
重
要
視
さ
せ
る
で
あ
ろ
う

し
、
世
界
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
構
造
的
な
特
徴
も
相
当
程
度
、
国
民
国
家
が
発
展
し
た
結
果
と
し
て
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
し
、

逆
に
そ
の
結
果
、
世
界
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
が
国
民
国
家
を
制
約
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
﹇F

lora,1983:13

﹈。
こ
れ
は
現
在
の
事
情

と
変
わ
り
は
な
い
。

　

二　

地
政
学
的
、
地
経
済
的
、
地
文
化
的
条
件

　

ロ
ッ
カ
ン
の
国
民
国
家
形
成
論
は
、
Ｓ
・
リ
プ
セ
ッ
ト
と
と
も
に
執
筆
し
た
論
文
か
ら
本
格
的
に
開
始
す
る
﹇L

ipset
and

R
okkan,

1968

﹈。
元
々
、
こ
れ
は
ロ
ッ
カ
ン
が
一
九
六
〇
年
代
に
研
究
し
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
全
男
子
の
選
挙
権
拡
大
に
と
も
な
っ
て
登

場
し
た
政
党
シ
ス
テ
ム
の
説
明
を
国
民
形
成
史
の
中
に
あ
る
「
選
択
点
（op

tion
p
oin

t

）」
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
モ
デ

ル
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
た
研
究
は
、
大
衆
動
員
過
程
の
様
々
な
あ
り
方
を
説
明
し
つ
つ
、
対
立
す
る
戦
線
と
政
党
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と

性
格
に
お
け
る
各
国
家
の
相
違
と
、
政
治
的
権
利
の
拡
大
を
妨
げ
て
き
た
「
敷
居
（th

resh
old

）」
を
低
下
さ
せ
る
範
囲
と
タ
イ
ミ
ン

グ
の
相
違
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
よ
う
と
し
た
﹇R

okkan,1968

﹈。

　

B
・
ム
ー
ア
﹇M

oore,1964

、
邦
訳
、
一
九
八
〇
年
﹈
は
、
四
つ
の
ア
ク
タ
ー
の
セ
ッ
ト
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
伝
統
社
会
か
ら
近
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代
社
会
に
移
行
す
る
歴
史
過
程
を
描
き
出
し
て
い
る
。
四
つ
の
ア
ク
タ
ー
と
は
、
①
中
心
の
王
朝
と
そ
の
官
僚
制
、
②
都
市
で
商
業
か

製
造
業
か
を
営
む
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
③
土
地
貴
族
、
④
農
民
、
で
あ
る
。
ア
ク
タ
ー
は
単
独
で
は
中
心
を
建
設
で
き
ず
、
二
つ
か
三

つ
か
ら
な
る
同
盟
の
い
ず
れ
か
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
参
加
し
な
い
ア
ク
タ
ー
は
反
対
す
る
立
場
に
あ
る
。
二
対
二
の

六
つ
の
組
合
せ
と
三
対
一
の
四
つ
の
組
合
せ
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
四
つ
の
組
合
せ
は
歴
史
状
況
で
は
起
こ
り
そ
う
に
な
い
。

た
と
え
ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
農
民
の
同
盟
、
中
心
の
建
設
の
同
盟
に
対
抗
す
る
た
め
に
土
地
貴
族
と
農
民
の
協
力
も
考
え
ら
れ
そ

う
に
な
い
。
そ
の
結
果
、
図
表　

の
六
事
例
が
現
実
の
同
盟
と
な
る
。
ム
ー
ア
の
モ
デ
ル
は
図
表
２
、
３
、
４
に
あ
る
a－

ｉ
に
あ
る

１８

経
済
変
数
に
集
中
し
て
お
り
、
国
民
革
命
と
産
業
革
命
の
前
の
数
世
紀
に
お
い
て
、
農
村
利
益
と
都
市
利
益
の
同
盟
条
件
を
性
格
づ
け

よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
初
期
条
件
で
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
競
争
的
多
元
的
民
主
主
義
に
な
る
条
件
か
、
権
威
主
義

的
な
一
元
主
義
的
支
配
に
な
る
条
件
か
を
一
般
化
し
よ
う
と
も
し
て
い
る
。

　

ム
ー
ア
は
言
語
と
宗
教
の
変
数
に
関
す
る
議
論
を
ほ
と
ん
ど
し
て
な
い
。
説
明
変
数
を
少
な
く
す
る
研
究
姿
勢
を
認
め
る
と
し
て
も
、

こ
の
方
法
で
中
心
建
設
と
国
民
形
成
の
モ
デ
ル
を
説
明
で
き
る
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
に
八
つ
の
経
済
的
、
政
治
的
な
大
国

を
研
究
対
象
に
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
小
国
の
分
析
を
放
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
小
国
こ
そ
個
々
の
地
域
間
の
文
化
比
較
を
必
要
と
す

る
は
ず
で
あ
る
。
ム
ー
ア
の
分
析
と
対
照
的
に
、
図
表
２
、
３
、
４
に
示
し
て
い
る
g－

l
側
と
同
時
に
l－

i
側
、
l－

a
側
、
g

－

a
側
も
考
察
の
対
象
に
入
れ
な
い
と
経
済
的
な
視
点
に
偏
っ
て
分
析
が
不
十
分
に
な
る
。
特
に
図
表　

の
国
民
形
成
の
前
提
条
件
に

11

関
す
る
判
断
基
準
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
大
衆
動
員
が
推
進
さ
れ
る
前
の
時
期
に
、
顕
在
的
、
潜
在
的
に
存
在
し

た
前
提
条
件
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
図
表　

に
お
い
て
、
各
国
の
大
衆
政
治
ま
で
の
選
択
点

１２

に
お
い
て
各
国
が
選
別
す
る
点
（choice

point

）
を
列
挙
し
、
各
国
が
ど
の
よ
う
に
選
択
し
た
か
を
探
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
﹇R

okkan,

1971:54,57-59

﹈。

39 ――西ヨーロッパ国民国家形成論



　

ロ
ッ
カ
ン
は
、
ム
ー
ア
が
提
示

し
た
経
済
戦
線
を
中
心
と
し
た
エ

リ
ー
ト
の
四
つ
の
同
盟
モ
デ
ル
と

は
異
な
り
、
文
化
戦
線
と
経
済
戦

線
の
両
方
で
の
初
期
段
階
の
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
配
列
し
、
後
年

に
影
響
を
与
え
続
け
る
、
両
戦
線

に
お
け
る
決
定
的
な
源
泉
を
識
別

し
よ
う
と
す
る
﹇R

okkan,1971:

22-27

﹈。

　

各
領
域
は
、
本
格
的
な
政
治
シ

ス
テ
ム
を
形
成
す
る
際
に
、
同
じ

条
件
か
ら
出
発
し
た
り
は
し
な

か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
概
念
地
図

は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
国
家
建
設
史

の
前
提
条
件
を
配
置
し
て
い
る
。

そ
の
説
明
に
入
る
前
に
、
ま
ず
国

民
国
家
や
領
域
シ
ス
テ
ム
を
歴
史
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図表18　ムーアの同盟選択

出典　Rokkan, 1970: 54-55.

政治システムの帰結決定的な近代革命事　　例同盟タイプ

弱いエリートに支配された
官僚制、政党の選択による
支配

1640－1660年ピューリタン革
命、王朝官僚の従属

イギリス土地利益＋都市

弱い拡散した官僚制、裁判
所と既成利益の間の多元主
義的協定による支配

1860－1865年南北戦争、南部
大地主の敗北

アメリカ土地利益＋都市

協力に中央集権化した平等
主義的競争的官僚制、人民
投票主義支配と断片化した
多党協定間の動揺

1789－1815年フランス革命、
封建特権の廃止、しかしブル
ジョアジーの土地所有と強化
された分割地農民のために増
加した開放

フランス土地利益を持つ
都市＋官僚制

強力なエリートに支配され
た官僚制、大衆に対する専
制支配

1848年ブルジョア革命の失
敗、上からの近代化、官僚・
軍・ユンカーの同盟

プロイセン・
ドイツ

官僚制を持つ土
地利益

封建的官僚制、ファシスト
軍事支配を指導する専制支
配

革命の不在、近代化した地主
の行動による1868年の王政復
古

日本

共産党一党支配、強力な中
央集権官僚制

1917年ロシア革命、旧「農業
官僚制」、地主、弱いブルジョ
アジーに対抗する共産党官僚
と農民との一時的同盟

ロシア農民＋官僚

共産党一党支配1934年長征、伝統的土地貴
族、教養官僚に対抗する共産
党と農民同盟

中国



的
に
分
析
す
る
た
め
、
次
の
六
つ
の
既
定
事
実
を
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇R

okkan,1975:575

﹈。

　

①
ロ
ー
マ
帝
国
の
遺
産：

皇
帝
の
至
上
権
（suprem

acy

）、
法
の
支
配
の
体
系
化
、
市
民
権
思
想

　

②
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
心
的
役
割：

エ
リ
ー
ト
の
超
領
域
的
、
超
民
族
的
な
組
織

　

③
ゲ
ル
マ
ン
王
国
の
伝
統：

家
長
の
立
法
・
司
法
会
議
（legislative-judicialassem

bly

）
の
伝
統

　

④
交
易
ベ
ル
ト
（trade

belt

）：

イ
タ
リ
ア
か
ら
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
を
通
過
し
て
、
バ
ル
チ
ッ
ク
海
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
縦
断
す
る
、

独
立
し
た
都
市
群
か
ら
な
る
交
易
ベ
ル
ト
地
域

　

⑤
農
業
構
造：

封
建
・
荘
園
的
な
農
業
構
造
の
発
展
形
態

　

⑥
土
着
言
語
（
自
国
言
語
）
に
よ
る
文
学
の
出
現

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
概
念
地
図
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
特
に
②
の
ロ
ー
マ
か
ら
北
方
へ
地
文
化
的
距
離
（
図
表　

、
１２

Ⅱ：

文
化
）、
④
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
央
を
走
る
交
易
ベ
ル
ト
の
東
部
と
西
部
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
と
い
う
地
経
済
的
距
離
（
図
表

　

、
Ⅰ：

領
域
）
を
規
準
と
し
て
、
図
表　

は
個
々
の
国
民
国
家
の
生
成
を
地
政
学
的
、
地
経
済
的
、
地
文
化
的
に
位
置
づ
け
る
座
標

１２

１９

軸
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
図
表　

は
図
表　

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
地
図
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の

２０

１９

そ
の
後
の
生
成
・
発
展
あ
る
い
は
併
合
・
消
滅
と
い
う
形
で
の
「
決
定
」
は
、
概
念
地
図
の
「
国
家
―
経
済
」
で
あ
る
東
―
西
軸
、
そ

し
て
「
国
家
―
文
化
」
で
あ
る
南
―
北
軸
が
示
す
座
標
軸
の
中
で
、
い
ず
れ
に
位
置
す
る
か
で
、
そ
の
後
の
国
民
国
家
の
あ
り
方
、
言

い
換
え
れ
ば
現
在
ま
で
の
「
姿
」
の
方
向
づ
け
を
行
っ
て
い
る
﹇R

okkan,1973-74:80-87;R
okkan,1974:47,R

okkan
and

Svasand,

1978:57;R
okkan,1980:165,178-179;R

okkan,1981a:70,77,80;R
okkan

and
U
rw

in,1983:30-34,64-74

﹈。

　

こ
の
両
軸
に
は
、
図
表　

に
あ
る
四
つ
の
主
要
変
数
が
含
ま
れ
て
い
る
﹇A

llardt,1981:263

﹈。

21

　

①
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
行
使
し
た
支
配
力
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弱弱

大
陸

緩
衝

国
家

強弱

大
陸

帝
国

国
家

弱強

都
市

－
国

家
の

ヨ
ー

ロ
ッ

パ

強強

海
洋

帝
国

国
家

弱弱

海
洋

周
辺

地
域

中
心

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

交
易

ベ
ル

ト

か
ら

遠
距

離

の
地

域
　

　

交
易

ベ
ル

ト

か
ら

近
距

離

の
地

域
　

　

19世
紀

ま
で

分
裂

し
た

地

域
　

　
　

　

多
極

共
存

的

構
成

の
地

域

近
隣

の
大

政
治

シ
ス

テ
ム

に
統

合
さ

れ
た

地
域

交
易

ベ
ル

ト

か
ら

近
距

離

の
地

域
　

　

交
易

ベ
ル

ト

か
ら

遠
距

離

の
地

域
　

　

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

プ
ロ

イ
セ

ン
ハ

ン
ザ

同
盟

の

ド
イ

ツ

デ
ン

マ
ー

ク
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
ア

イ
ス

ラ
ン

ド

ノ
ル

ウ
ェ

ー

ス
コ

ッ
ト

ラ
ン

ド

ウ
ェ

ー
ル

ズ

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト

国
教

会

バ
ル

チ
ッ

ク
地

方

ボ
ヘ

ミ
ア

ラ
イ

ン
ラ

ン
ト

オ
ラ

ン
ダ

ス
イ

ス

宗
派

混
合

地
域

ポ
ー

ラ
ン

ド
バ

イ
エ

ル
ン

ロ
レ

ー
ヌ

ブ
ル

ゴ
ー

ニ
ュ

ア
ル

ル

フ
ラ

ン
ス

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

ブ
ル

タ
ー

ニ
ュ

国
民

化
し

た

カ
ト

リ
シ

ズ
ム

ハ
ン

ガ
リ

ー
オ

ー
ス

ト
リ

ア
イ

タ
リ

ア
ベ

ル
ギ

ー
カ

タ
ル

ー
ニ

ャ
ス

ペ
イ

ン

ポ
ル

ト
ガ

ル

反
宗

教
改

革

図
表

19　
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

概
念

地
図

（
1500－

1800年
）

「
国

家
－

経
済

」
次

元
：

東
－

西
軸

「国家－文化」次元南－北軸

（
注

）
下

線
の

あ
る

地
域

は
、

こ
の

時
代

（
1618－

1789年
）、

主
権

国
家

で
あ

っ
た

。
　

出
典

　
R
okkan and U

rw
in 1983. p.31.
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図表20　17世紀半ば頃のヨーロッパ



　

②
農
業
の
も
つ
重
要
性
と
そ
の
農
業
所
有
形
態

　

③
境
界
と
宗
教
団
体
の
統
一
性
と
強
さ

　

④
言
語
的
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
国
民
的
な
連
帯
、
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
を
形
成
す
る
結

合
力

　

①
の
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
③
の
境
界
と
宗
教
と
い
う
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
中
心
の

属
性
に
関
係
し
て
い
る
。
④
の
言
語
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
文
化
と
、
②
の
農
業
の
各
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
周
辺
の
属
性
を
表
現
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
ひ
と
つ
の
軸
が
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
農
業
と
の
間
の
対
立
を
、
も
う
ひ
と
つ
の
軸
が
教
会
と
言
語
の
多
元
性
を

示
し
て
い
る
。

　

概
念
地
図
中
の
東
―
西
軸
は
、
国
家
建
設
の
中
心
の
経
済
資
源
の
分
化
を
表
す
。
こ

の
視
点
を
使
っ
て
、
国
民
国
家
建
設
の
説
明
を
試
み
た
の
が
ム
ー
ア
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

東
―
西
軸
は
エ
リ
ー
ト
間
の
同
盟
選
択
を
提
示
し
た
ム
ー
ア
の
基
本
次
元
を
な
す
も
の

と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
南
―
北
軸
は
、
国
家
に
よ
る
文
化
的
な
自
律
性
を
承
認
す
る
か

否
か
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ム
ー
ア
の
基
本
次
元
に
は
想
定
し
な
か
っ
た
視
点
で

あ
る
。
北
部
の
プ
ロ
ス
タ
ン
ト
地
域
は
文
化
的
境
界
を
画
定
で
き
た
の
に
対
し
、
南
部

の
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
は
境
界
を
越
え
た
超
領
土
性
を
継
続
さ
せ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
概

念
地
図
は
、
次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
条
件
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
政
学
的
な
観

点
か
ら
す
る
と
、
東
と
西
、
北
と
南
の
そ
れ
ぞ
れ
の
非
対
称
性
を
映
し
出
し
て
い
る
。
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図表21　経済・文化戦線をめぐる中心－周辺の特徴

出典　Rokkan, 1971: 23

文化

国民形成

経済

国家建設

③教会組織の超領域性の

保持

①都市ネットワークの自

立の程度

中心の特徴：境界の開放性

と閉鎖性を条件づける変数

（「退出（exit）」変数）

④領域言語の特殊性と統

合

②第１次経済の資源集中

測定方法：所有規模

周辺の特徴：統合の推進力

の受容と拒絶を条件づける

変 数（「参 入（entry）」変

数）



　

①
地
中
海
か
ら
北
部
ま
で
政
治
的
に
断
片
化
し
、
交
易
ベ
ル
ト
に
散
在
す
る
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
き
わ
め
て
影
響
力
を
持
っ
た
。

　

②
交
易
ベ
ル
ト
の
西
側
沿
岸
部
の
都
市
は
、
統
合
さ
れ
た
領
域
内
に
お
い
て
強
力
な
存
在
と
な
っ
た
。

　

③
交
易
ベ
ル
ト
の
東
部
内
陸
部
の
都
市
は
、
辺
境
地
域
で
の
強
力
な
軍
事
力
を
持
つ
中
心
が
樹
立
し
た
た
め
、
そ
の
領
域
内
で
は
未

発
達
の
状
態
で
あ
っ
た
。

　

三　

東
―
西
軸：
経
済
的
視
点
、
南
―
北
軸：

文
化
的
視
点

　

経
済
資
源
の
基
礎
を
確
保
す
る
点
で
の
対
照
性
は
、
後
年
に
起
き
る
大
衆
政
治
構
造
と
そ
の
性
格
に
お
い
て
、
東
部
と
西
部
の
そ
れ

ぞ
れ
に
位
置
す
る
各
政
治
シ
ス
テ
ム
の
相
違
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
次
経
済
の
資
源
を
支
配
す
る
あ
り
方
は
、
各
領
域
で
中

心
が
周
辺
を
支
配
す
る
特
徴
の
差
を
示
し
て
い
る
。
沿
岸
部
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
デ
ン
マ
ー
ク
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

と
内
陸
部
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
と
で
は
、
農
業
構
造
で
の
重
要
な
相
違
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
制
度

の
初
期
建
設
段
階
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
の
ち
に
生
じ
る
大
衆
動
員
や
政
党
形
成
の
局
面
に
も
影
響
し
て
く
る
﹇R

okkan,1967:44-

46;R
okkan,1970:126-129

﹈。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
分
析
だ
け
で
は
東
・
西
両
側
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
の
す
べ
て
を
説
明
で
き
そ
う
に
な
い
。
各
領
域

が
創
造
す
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
他
次
元
、
特
に
文
化
の
分
析
を
通
じ
て
の
説
明
も
必
要
と
す
る
。
文
化
次
元
に
お
い
て
は
、
領

域
内
で
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
央
集
権
的
な
標
準
化
の
初
期
条
件
な
し
に
、
各
政
治
シ
ス
テ
ム
の
発
展
を
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
民
族
移
動
と
忠
誠
に
つ
い
て
の
民
族
対
立
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
い
て
、
言
語
統
合
の
異
な
る
条

件
を
生
み
出
し
て
い
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
は
ラ
テ
ン
語
を
遺
産
と
し
て
残
し
た
が
、
そ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
は
土
着
言
語
を
次
第
に

文
学
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
る
こ
と
に
ま
で
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
言
語
に
よ
る
文
化
的
な
境
界
設
定
は
、
言
語
に
よ
る
民
族
を
単
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位
と
す
る
、
地
理
上
の
断
片
化
、
そ
れ
に
領
域
的
な
支
配
権
力
の
存
在
、
そ
れ
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
要
求
と
の
間

に
様
々
な
軋
轢
を
生
み
出
し
た
。
つ
ま
り
、「
国
家
（state

）」
と
「
国
民
（nation

）」・「
民
族
（ethnicity

）」
と
の
間
に
は
完
全
に

一
致
す
る
事
例
は
歴
史
上
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
要
求
す
る
内
容
に
よ
っ
て
中
央
の
交
易
ベ
ル
ト
の
付
近
の
カ
ト
リ
ッ

ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
暴
力
を
と
も
な
う
対
立
・
紛
争
が
続
い
た
﹇R

okkan,1971:26

﹈。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
の
領
域
で
は
、
国
家
建
設
と
国
民
形
成
の
両
過
程
は
同
一
歩
調
で
進
展
し
た
。
も
っ
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
端
で

は
、
領
域
支
配
は
し
ば
し
ば
分
離
主
義
者
と
衝
突
し
た
。
そ
の
例
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
対
ケ
ル
ト
人
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
対
ノ
ル
ウ
ェ
ー

人
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
対
フ
ィ
ン
語
族
な
ど
、
で
あ
る
。

　

交
易
ベ
ル
ト
付
近
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
初
期
段
階
か
ら
強
い
言
語
標
準
を
受
け
継
い
で
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
好
例
と
し

て
、
イ
タ
リ
ア
南
部
で
は
イ
タ
リ
ア
語
、
ド
イ
ツ
北
部
で
は
ド
イ
ツ
語
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
領
域
は
政
治
レ

ベ
ル
で
は
一
致
し
た
発
展
は
長
く
存
在
し
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
地
域
と
フ
ラ
ン
ス
語
地
域
と
の
間
に
あ
る
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
帯
と
呼

ば
れ
る
言
語
境
界
に
そ
っ
て
は
、
領
域
が
政
治
シ
ス
テ
ム
を
ス
ム
ー
ズ
に
成
立
さ
せ
な
か
っ
た
。
ス
イ
ス
は
い
く
つ
か
の
外
的
言
語
標

準
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
レ
ー
ト
・
ロ
マ
ニ
ッ
シ
ュ
語
）。
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー

ヌ
は
ド
イ
ツ
語
方
言
を
維
持
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
一
体
感
を
持
っ
て
い
た
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
独
自
の
言
語
を
持
つ
が
、
ド
イ

ツ
と
フ
ラ
ン
ス
に
中
立
的
立
場
を
保
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
北
部
で
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
語
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
と
南
部
で

は
ワ
ロ
ニ
ー
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
と
に
言
語
が
分
裂
し
た
﹇R

okkan,1971:26

﹈。

　

南
部
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
領
域
の
中
心
が
支
配
言
語
を
周
辺
に
強
要
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
周
辺
で
は
文
化
的

な
抵
抗
運
動
は
強
力
な
形
で
存
在
し
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
中
心
が
言
語
標
準
を
強
力
に
推
進
す
る
が
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
や
オ
ク
シ
タ

ニ
ー
と
い
っ
た
周
辺
で
は
、
パ
リ
か
ら
の
国
民
形
成
の
過
程
を
中
心
が
常
時
推
進
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
典
型
的
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な
機
関
が
徴
兵
制
度
と
公
的
義
務
教
育
に
よ
る
「
国
民
化
」
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
中
心
で
あ
る
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
は
国
民
文
化

を
徹
底
化
で
き
な
か
っ
た
。
バ
ス
ク
や
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
い
っ
た
地
域
か
ら
抵
抗
は
「
要
塞
化
」
し
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
で
は
、
そ
の
中
心
は
ド
イ
ツ
語
を
南
・
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
配
言
語
に
す
る
べ
く
数
世
紀

間
努
力
し
た
。
し
か
し
、
巨
大
帝
国
は
一
九
世
紀
以
降
、
そ
の
領
域
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
と
と
も
に
断
片
化
す
る
。
た
だ
、

そ
の
断
片
化
し
た
地
域
も
言
語
的
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
対
照
的
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
の
が
プ
ロ
イ
セ

ン
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ド
イ
ツ
語
社
会
を
超
え
て
支
配
地
域
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
東
部
辺
境

で
そ
の
中
核
部
分
を
建
設
し
、
最
終
的
に
西
方
に
進
出
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
排
除
し
た
形
（
小
ド
イ
ツ
主
義
）
で
ド
イ
ツ
語
民
族

の
国
家
を
完
成
し
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
場
合
、
宗
派
的
対
立
も
大
き
く
影
響
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
は
超
領
域
的
思
想
（
ウ
ル
ト

ラ
・
モ
ン
タ
ニ
ズ
ム
）
で
突
き
進
も
う
と
す
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
は
ひ
と
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ひ
と
つ
の

領
域
支
配
の
形
で
完
成
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
小
ド
イ
ツ
主
義
と
大
ド
イ
ツ
主
義
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
統
一
論
争
は
、

「
国
家
」
と
「
国
民
」
の
概
念
を
め
ぐ
る
闘
争
で
も
あ
っ
た
﹇R

okkan,1971:26-27;R
okkan,1980:193

﹈。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
概
念
地
図
の
東
―
西
軸
は
国
家
建
設
の
条
件
を
分
化
す
る
。
南
―
北
軸
は
国
民
形
成
の
条
件
を
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
の

条
件
は
、
宗
教
改
革
を
通
じ
て
領
邦
国
家
の
画
定
作
業
に
む
け
て
の
重
要
な
第
一
歩
と
解
釈
さ
れ
る
。
ル
タ
ー
派
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の

登
場
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
超
領
域
性
を
打
破
し
、
世
俗
的
な
領
域
支
配
機
構
（territorialestablishm

ent

）
と
教
会
官

僚
を
合
併
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
文
化
境
界
か
ら
そ
の
領
域
住
民
の
「
退
出
選
択
（exit

option

）」
も
消
滅
さ
せ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
は
領
域
ご
と
の
境
界
内
に
形
成
さ
れ
た
文
化
を
重
視
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
北
部
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
は
、
国
教
化
し
て
国
語
（nationallanguage

）
の
標
準
化
、
な
ら
び
に
統
一
し
た
国
民
文
化
（nationalculture

）
を
領
域

住
民
に
社
会
化
す
る
主
要
機
関
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
南
部
に
お
い
て
超
領
域
的
性
格
を
残
し
た
ま
ま
で
、
国
民
形
成
の
機
関
と
は
な
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
確
か
に
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
反
宗
教
改
革
の
領
域
に
お
い
て
、
周
辺
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
進
展
で
は
重
要
な

役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
例：

バ
イ
エ
ル
ン
）。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
ず
っ
と
後
の
歴
史
で
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
余
波
で
生
じ
、
中
心
の
支
配
者
に
対
し
て
周
辺
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
ま
た
は
分
離
独
立
主
義
の
リ
ー
ダ
ー
と
教
会
の

同
盟
を
採
用
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
反
宗
教
改
革
に
最
も
忠
実
な
地
域
で
は
、
外
観
で

は
超
領
域
の
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
、
国
民
形
成
の
主
要
機
関
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

図
表　

の
二
つ
の
次
元
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
異
な
っ
た
領
域
で
の
政
治
発
展
の
性
格
で
の
多
様
性
を
示
す
手
が
か
り
で
あ
っ
て
、
①

２１

か
ら
④
ま
で
の
四
つ
の
「
主
要
変
数
（m

aster
variables

）」
は
両
次
元
で
関
連
づ
け
て
分
析
さ
れ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
政
治
発
展

の
条
件
に
関
す
る
類
型
を
設
け
、
か
つ
国
家
建
設
者
と
超
領
域
教
会
と
の
闘
争
に
影
響
さ
れ
、
そ
の
後
の
選
挙
制
度
と
政
党
シ
ス
テ
ム

の
成
立
の
相
違
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
﹇R

okkan,1971:27

﹈。
図
表　

と
図
表　

か
ら
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

１９

２０

　

四　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
概
念
地
図
か
ら
の
知
見

　

東
―
西
軸
は
、
国
家
建
設
を
規
定
す
る
経
済
的
な
基
準
で
、
東
西
を
分
け
る
中
間
地
帯
は
交
易
ベ
ル
ト
の
あ
る
都
市
―
国
家
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
あ
る
。
国
家
建
設
は
交
易
ベ
ル
ト
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
地
域
で
は
比
較
的
遅
れ
、
交
易
ベ
ル
ト
か
ら
遠
距
離
の
西
部
と

東
部
の
各
地
域
で
は
早
く
開
始
さ
れ
た
。
た
だ
、
国
家
形
態
は
西
部
と
東
部
の
ど
ち
ら
に
位
置
す
る
か
で
相
当
の
ち
が
い
を
示
し
て
い

る
。
国
家
建
設
は
、
西
部
で
は
高
度
に
発
達
し
た
貨
幣
経
済
か
ら
、
東
部
で
は
農
業
経
済
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
経
済
資
源
を
基
礎
と
し
て

お
り
、
そ
の
国
家
建
設
で
の
内
容
の
非
対
称
的
性
格
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
周
辺
か
ら
資
源
を
獲
得
で
き
る
中
心
の
強
さ
、
そ
れ
に

経
済
発
展
の
尺
度
で
あ
る
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
い
っ
た
経
済
的
観
点
で
決
定
さ
れ
る
。
西
部
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
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の
中
心
建
設
者
は
商
業
活
動
を
行
う
都
市
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
択
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
沿
岸
地
域
で
強
国
を
完
成
す
る
。
西
部
地
域

は
高
度
な
貨
幣
経
済
か
ら
経
済
的
な
余
剰
が
あ
る
都
市
を
基
礎
に
持
つ
単
頭
制
的
な
構
造
を
特
徴
と
す
る
。

　

そ
れ
と
は
反
対
に
、
東
部
に
お
け
る
未
発
達
な
都
市
は
中
心
建
設
に
お
い
て
資
源
供
給
先
を
土
地
所
有
者
に
求
め
ざ
る
を
え
な
く
し
、

そ
の
た
め
中
心
建
設
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
小
作
人
、
小
地
主
、
借
地
人
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、

ロ
シ
ア
で
は
農
奴
を
使
用
す
る
大
地
主
で
あ
っ
た
り
し
た
。
東
部
地
域
で
は
農
業
労
働
に
よ
る
生
産
か
ら
の
余
剰
を
基
礎
と
す
る
、
単

頭
制
的
な
構
造
を
特
徴
と
す
る
。

　

交
易
ベ
ル
ト
地
域
で
は
、
各
都
市
が
強
力
す
ぎ
て
中
心
自
体
を
形
成
で
き
ず
に
国
家
建
設
を
長
く
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
交
易
ベ

ル
ト
地
域
は
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
個
々
に
強
す
ぎ
て
、
そ
の
結
果
、
政
治
的
に
断
片
化
し
た
多
頭
制
構
造
を
特
徴
と
す
る
結
果
を
招

く
こ
と
に
な
る
。
Ａ
・
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
の
用
語
で
は
、
そ
れ
は
多
極
共
存
型
シ
ス
テ
ム
（cosociation

alsy
stem

）
と
呼
ば
れ
る

﹇R
okkan,1983a:90

﹈。

　

南
―
北
軸
は
、
文
化
的
な
側
面
か
ら
、
国
民
形
成
の
条
件
を
説
明
し
て
い
る
。
宗
教
改
革
後
、
北
部
地
域
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
超
領
域
的
な
支
配
か
ら
脱
す
る
と
と
も
に
、
国
教
化
し
、
国
語
の
標
準
化
と
国
民
文
化
の
た
め
に

住
民
を
統
合
す
る
社
会
化
機
関
と
し
て
世
俗
権
力
の
一
要
素
に
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
の
た
め
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
、
国
家
建
設
、

国
民
形
成
の
時
期
を
比
較
的
容
易
に
通
過
し
、
大
衆
民
主
主
義
時
代
が
開
始
す
る
以
前
に
文
化
的
に
統
一
を
果
た
し
て
し
ま
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
国
家
の
成
長
を
制
約
す
る
働
き
を
し
た
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
﹇B

adie
and

B
irnbaum

,1979:

88

﹈。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
南
部
地
域
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
継
承
者
で
精
神
的
な
統
一
体
で
あ
っ
た
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
超
領
土
的
性

格
を
堅
持
し
、
世
俗
政
府
と
長
く
対
立
を
繰
り
返
す
の
で
あ
っ
た
。
南
北
の
次
元
で
大
衆
動
員
の
ス
タ
イ
ル
を
考
え
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ス
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タ
ン
ト
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
）
で
は
、
宗
教
、
言
語
、
他
の
文
化
の
各
運
動
は
「
下

か
ら
（von

unten

）
か
ら
の
大
衆
動
員
で
あ
り
、
そ
の
指
導
層
も
農
民
、
都
市
移
住
者
、
産
業
労
働
者
か
ら
選
出
さ
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ

ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
大
衆
動
員
は
既
成
の
教
会
や
世
俗
化
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
上
か
ら
（von

oben

）」

実
行
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
﹇R

okkan,1975:581

﹈。
し
た
が
っ
て
、
南
―
北
軸
は
、
国
家
と
教
会
と
の
妥
協
や
緊
張
か
ら
生
じ
る

政
治
的
枠
組
み
を
理
解
す
る
う
え
で
は
、
重
要
な
位
相
・
類
型
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　

概
念
地
図
か
ら
各
国
民
国
家
の
初
期
状
況
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
交
易
ベ
ル
ト
内
の
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
高
密
度
な
地
域
で
は
、
統
一
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
の
形
成
が
遅
れ
た
た
め
、
ス
イ
ス
や

ユ
ト
レ
ヒ
ト
同
盟
緒
州
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
よ
う
に
国
家
が
成
立
し
て
も
、
多
極
共
存
型
の
連
邦
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
ま
た
ド
イ
ツ
や
イ

タ
リ
ア
の
よ
う
に
長
い
領
土
の
分
裂
状
態
を
経
て
国
家
が
成
立
す
る
場
合
。

　

②
交
易
ベ
ル
ト
の
西
部
側
で
は
、
強
力
な
都
市
経
済
を
持
っ
て
周
辺
を
政
治
統
合
し
た
中
央
集
権
的
領
域
シ
ス
テ
ム
（
例：

ス
ペ
イ

ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
が
成
立
す
る
場
合
。

　

③
交
易
ベ
ル
ト
の
東
部
側
で
は
、
都
市
の
経
済
力
が
弱
体
で
反
対
に
強
力
な
第
一
次
経
済
に
よ
っ
て
、
政
治
統
合
を
果
た
し
た
中
央

集
権
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
（
例：

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
が
成
立
す
る
場
合
。

　

④
東
部
か
西
部
か
の
い
ず
れ
か
に
位
置
し
て
、
後
年
、
大
政
治
シ
ス
テ
ム
か
ら
分
離
に
成
功
す
る
周
辺
（
例：

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、

ま
た
中
心
に
統
合
さ
れ
る
周
辺
（
例：

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ロ
レ
ー
ヌ
、
カ
タ
リ
ュ
ニ
ャ
）
の
場
合
。

　

概
念
地
図
は
、
図
表　

の
開
始
変
数
を
示
す
領
域
的
な
統
合
・
整
理
や
文
化
的
統
一
の
過
程
を
説
明
す
る
。
対
外
的
な
境
界
建
設
が

１２

ス
ム
ー
ズ
に
完
成
す
る
と
、
そ
こ
に
居
住
す
る
人
々
に
「
退
出
」
さ
せ
な
い
た
め
の
「
抗
議
」
の
形
態
を
採
用
し
た
、
市
民
的
、
政
治

的
、
社
会
的
権
利
の
拡
張
を
容
易
に
進
展
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
。
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近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
民
国
家
の
成
立
は
、
境
界
の
管
理
を
め
ぐ
る
政
策
が
ど
の
よ
う
に
領
域
ご
と
に
変
遷
し
て
き
た
か
の
歴
史
的
な

帰
結
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
領
域
構
造
を
歴
史
段
階
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
領
域
、
あ
る
い
は

も
っ
と
大
き
な
単
位
で
、
中
心
―
周
辺
が
分
極
化
す
る
歴
史
文
脈
で
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
、
そ
の
位
相
的
な
視

点
を
必
要
と
さ
せ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
南
・
北
と
東
・
西
と
配
置
さ
れ
る
領
域
ご
と
の
相
違
は
、
地
理
上
の
位
置
と
結

び
つ
い
た
モ
デ
ル
か
ら
見
れ
ば
、
個
々
の
事
例
を
理
解
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
類
型
的
な
基
準
と
な
る
。
位
相
的
な
視
点
と
類
型
的
な

規
準
と
の
結
び
き
に
よ
っ
て
、
マ
ク
ロ
な
意
味
で
、
複
雑
な
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
象
」
を
理
解
す
る
手
始
め
に
な
る
﹇R

ok
k
an

an
d

U
rw

in,1983:21

﹈。

　
　
　
　
　
　

第
三
章　
「
中
心
―
周
辺
」
構
造
論

　　

一　
「
中
心
」
論

　

社
会
は
中
心
を
持
ち
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
は
中
心
と
の
関
係
で
構
成
さ
れ
る
。
中
心
―
周
辺
の
分
析
は
、
ひ
と
つ
は
社
会
的
分

化
の
地
理
的
要
素
、
も
う
ひ
と
つ
は
政
治
的
亀
裂
か
ら
分
析
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
前
者
を
取
り
上
げ
よ
う
。
そ
の
分
析
で
は
、
領
域
資

源
（
経
済
・
文
化
）
の
政
治
的
支
配
が
注
目
さ
れ
る
。
一
国
内
に
は
、
中
心
は
ひ
と
つ
以
上
、
周
辺
も
ひ
と
つ
以
上
存
在
す
る
の
で
、

両
者
の
支
配
関
係
は
複
雑
な
様
相
を
帯
び
て
く
る
。
こ
の
関
係
で
は
中
心
が
周
辺
に
対
し
て
権
威
あ
る
立
場
を
代
表
し
、
周
辺
と
中
心

と
の
距
離
、
つ
ま
り
地
理
的
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
空
間
的
な
距
離
か
ら
国
家
建
設
と
国
民
形
成
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
説
明
し
て
い

る
﹇cf,U

rw
in,1987:85-87;G

ottm
ann,1975:29-47

﹈。

　

中
心
は
、
地
理
的
な
意
味
だ
け
で
な
く
、
社
会
を
統
括
す
る
価
値
と
信
念
の
範
囲
の
現
象
で
あ
る
と
も
見
な
せ
る
。
そ
の
意
味
で
、

中
心
は
そ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
内
で
行
動
で
き
る
範
囲
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
社
会
シ
ス
テ
ム
は
下
位
単
位
を
形
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
全
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体
の
中
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
結
び
つ
い
て
い
る
。
各
組
織
に
は
権
威
を
持
っ
た
エ
リ
ー
ト
が
、
各
自
の
目
標
達
成
の
た
め

に
決
定
を
下
せ
る
。
そ
の
決
定
は
判
断
・
行
動
や
具
体
的
な
価
値
の
一
般
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
社
会
の
中
心
的
価
値
体
系

（centralvalue
system

）
と
呼
ば
れ
る
。
中
心
的
価
値
体
系
は
、
当
該
社
会
が
「
神
聖
」
で
あ
る
と
す
る
も
の
を
堅
持
す
る
こ
と
と

直
接
結
び
付
く
た
め
に
、
そ
し
て
社
会
の
支
配
的
な
権
威
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
正
統
化
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
心
的
価
値
体

系
は
、
多
元
化
さ
れ
た
社
会
に
お
い
て
支
持
さ
れ
て
も
、
承
認
さ
れ
た
価
値
と
信
念
の
す
べ
て
を
意
味
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
た
だ
、

中
心
的
価
値
体
系
は
、
社
会
を
構
成
す
る
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
や
組
織
の
各
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
遂
行
、
確
認
さ
れ
る
。

　

具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
経
済
エ
リ
ー
ト
は
経
済
活
動
を
統
括
す
べ
き
価
値
を
、
政
治
エ
リ
ー
ト
は
政
治
活
動
を
統
制
す
べ
き
価
値
を
、

文
化
エ
リ
ー
ト
は
知
的
、
宗
教
的
活
動
を
統
治
す
べ
き
価
値
を
主
張
、
確
認
、
実
行
す
る
。
中
心
的
価
値
体
系
が
正
統
化
さ
れ
た
諸
制

度
の
セ
ッ
ト
は
、
人
々
の
生
活
に
お
け
る
言
動
を
決
定
づ
け
る
。
そ
れ
は
潜
在
的
な
権
威
や
強
制
手
段
（
例：

法
な
ど
物
理
的
強
制
力
）

を
根
拠
に
効
果
を
持
つ
こ
と
に
な
る
﹇Shills,1970:415-420

﹈。

　

中
心
は
、
人
間
が
活
動
す
る
条
件
の
中
で
権
威
と
従
属
の
空
間
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
、
発
言
権
、
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

遠
距
離
に
位
置
す
る
周
辺
に
指
図
す
る
権
限
を
保
持
し
、
領
域
内
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
中
心
構
造
に
は
、
資
源
・
距
離
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
路
の
資
性
が
備
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
心
は
、
①
領
域
内
を
交
差
し
て
資
源
保
持
者
間
の
交
流

（transaction

）
を
支
配
し
、
②
領
域
内
の
資
源
の
豊
か
な
地
域
に
密
接
す
る
傾
向
が
あ
り
、
③
標
準
語
の
普
及
を
通
じ
て
、
正
規
の

協
議
・
代
表
制
と
そ
の
社
会
の
方
向
づ
け
の
制
度
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
を
支
配
す
る
。

　

中
心
は
、
周
辺
か
ら
の
資
源
収
奪
だ
け
で
な
く
、
周
辺
に
対
し
て
資
源
、
基
金
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
や
配
分
に
お
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
接
続
ポ
イ
ン
ト
に
位
置
す
る
。
政
治
的
統
制
、
経
済
的
支
配
、
文
化
的
標
準
化
と
い
う
三
つ

の
分
化
次
元
を
測
定
す
る
際
に
は
、
中
央
集
権
化
（centralization

）
と
求
心
力
（centrality

）
と
い
う
二
つ
の
概
念
は
、
中
心
―
周
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辺
の
構
造
を
考
察
す
る
際
に
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
中
心
は
、
領
域
全
体
の
資
源
保
持
者
間
の
交
流
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
し
、

標
準
化
し
た
言
語
と
定
期
的
な
協
議
・
代
表
の
た
め
の
制
度
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ロ
ー
を
支
配
で
き
る
﹇R

ok
k
an

und
U
rw

in,1982:5

﹈。

　

中
心
は
あ
る
領
域
内
に
あ
っ
て
政
治
（
武
力
・
法
）、
経
済
、
文
化
の
各
資
源
の
保
持
者
と
し
て
、
政
策
決
定
で
特
権
的
な
位
置
を

占
め
、
中
心
と
周
辺
の
間
に
は
図
表　

に
よ
う
に
三
次
元
グ
リ
ッ
ド
の
媒
介
組
織
が
介
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
四
種
の
資
源
を
高

２２

度
に
集
中
さ
せ
た
形
態
は
単
頭
制
構
造
で
あ
り
、
い
く
つ
か
交
差
し
た
政
策
決
定
制
度
が
異
な
る
タ
イ
プ
で
地
理
的
に
分
散
さ
れ
た
形

態
は
多
頭
制
構
造
で
あ
る
。
後
者
は
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
多
様
な
資
源
保
持
者
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
た
、
複
数
の
中
心
が
存
在
し
、

一
国
内
に
お
い
て
連
鎖
し
た
形
態
を
有
し
て
い
る
﹇R

okkan,1987:25,28

﹈。

　

国
家
建
設
と
国
民
形
成
の
中
の
政
治
・
経
済
・
文
化
と
い
う
三
つ
の
領
域
次
元
に
お
い
て
、
中
心
―
周
辺
は
互
恵
的
な
関
係
で
も
あ

る
。
中
心
の
権
威
あ
る
機
関
が
周
辺
に
影
響
力
を
行
使
す
る
。
こ
れ
は
周
辺
と
国
家
の
両
方
の
構
造
に
影
響
す
る
。
だ
か
ら
、
中
心
と

周
辺
の
関
係
を
分
析
す
る
に
は
三
タ
イ
プ
の
交
流
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
の
交
流
は
戦
争
・
侵
入
・
連
合
・
同
盟
・
抵

抗
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
経
済
の
交
流
は
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
労
働
・
投
資
・
信
用
・
補
助
金
な
ど
の
移
動
が
そ
れ
で
あ
り
、
文
化
の

交
流
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
規
範
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
神
話
・
儀
式
な
ど
に
あ
る
意
思
の
疎
通
で
あ
る
﹇A

llardt,1981:

163

﹈。

　

中
央
集
権
化
と
周
辺
へ
の
浸
透
の
両
過
程
は
、
こ
れ
ら
の
交
流
の
結
果
で
あ
る
、
と
同
時
に
各
交
流
は
中
心
―
周
辺
の
主
要
次
元
を

構
成
す
る
し
、
別
々
に
は
群
棲
化
さ
れ
て
は
形
成
さ
れ
な
い
。
政
治
的
な
浸
透
は
文
化
的
な
標
準
化
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
か
も
し
れ

な
い
（
例：

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
英
語
化
）。
し
か
し
、
併
合
さ
れ
た
周
辺
が
政
治
上
、
経
済
上
で
従
属
を
回
避
し
よ
う
と
も
す
る
（
例：

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
地
方
か
ら
の
マ
ド
リ
ー
ド
へ
の
抵
抗
）。
も
っ
と
も
、
中
心
に
経
済
的
に
従
属
す
る
周
辺
は
、
文
化
的
な
特
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原基的な周辺の共同体 

中心の確立 

神話・儀式・イデオ 
ロギーの維持・普及 
のための組織 第２次・第３次生産－分配 

の支配のための組織 

領域統制、対外的代表 
のための組織 

裁決、対内的代表 
の組織 

武力 

経済 

法 

資源抽出のための 
組織 

第１次生産－分配の支配 
のための組織 

出典：Rokkan, 1971: 13

言語・文学の標準の 
維持・普及のための 
組織 

対内的秩序・権利保護 
の維持のための組織 

文化 

図表22　国家建設と国民形成の研究での変数配置のための３次元グリッド



異
性
を
従
来
通
り
の
レ
ベ
ル
で
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
が
多
く

な
る
。
図
表　

は
個
々
の
事
例
を
考
え
る
際
の
経
済
と
文
化
の
強
さ
に

２３

あ
っ
て
、
中
心
と
の
関
係
が
異
な
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
周
辺
が

経
済
的
、
文
化
的
な
強
さ
を
持
つ
な
ら
中
心
か
ら
の
自
立
性
が
高
く
な

る
。
こ
こ
で
は
経
済
の
観
点
か
ら
中
心
の
変
遷
を
述
べ
て
お
こ
う
。
な

お
、
文
化
的
な
強
さ
は
周
辺
を
論
じ
る
箇
所
で
説
明
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
主
要
都
市
は
、
歴
史
上
、
交
易
ル
ー
ト
の

連
続
的
な
変
動
に
影
響
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
第
一
段
階
で
は
、
交
易
ル
ー

ト
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊
と
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
侵
入
・
占
領
ま
で
は

東
―
西
軸
に
そ
っ
て
、
そ
し
て
東
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
た
。
第
二
段

階
で
は
、
交
易
ル
ー
ト
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
越
え
て
北

海
・
バ
ル
チ
ッ
ク
海
ま
で
北
方
ま
で
都
市
の
密
集
し
た
交
易
ベ
ル
ト
地

帯
に
移
行
し
た
。
こ
れ
は
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
ま
で
続
い
た
が
、

次
第
に
そ
の
ル
ー
ト
は
重
要
で
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
西
洋
沿
岸

に
移
行
し
た
海
洋
ル
ー
ト
が
世
界
と
の
経
済
交
流
を
促
進
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
交
易
に
お
い
て
変
動

を
促
す
イ
ン
パ
ク
ト
を
内
在
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
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図表23　周辺の文化的、経済的強さ

相的的な経済的強さ

低��������������������������高

文

化

的

強

さ

サルデニア

ヴァレタオスタ

アルトアディジェ

北アイルランド

スコットランド

ウェールズ

ジェラ

ワロニー

カタルーニュ

バスク

フランデレン

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ガルシア

シュレースヴィヒ

ブルターニュ

オクシタニア

コルシカ

フリウリ

アルザス

低

出典：Rokkan/Urwin, 1983: 136　　



一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
中
世
の
交
易
ベ
ル
ト
の
東
・
西
に
位
置
す
る
領
域
内
に
お
い
て
支
配
的
な
場
と
し
て
中
心
の
継

続
的
な
強
化
が
続
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
支
配
的
な
中
心
は
、
大
西
洋
側
で
は
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
マ
ド
リ
ー
ド
で
あ
り
、
内
陸

側
で
は
ウ
ィ
ー
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
心
は
周
辺
を
支
配
し
、
よ
り
大
き
な
軍

事
・
行
政
的
な
能
力
を
持
ち
、
資
源
を
活
用
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
建
設
時
期
に
大
き
く
影
響
を
与
え
、
一
八
三
〇
年
代

以
降
、
鉄
道
建
設
な
ど
に
よ
る
交
通
手
段
の
進
展
が
さ
ら
な
る
行
動
範
囲
を
拡
大
す
る
の
で
あ
っ
た
﹇R

okkan,1987:119

﹈。

　

二
「
周
辺
」
論

　

周
辺
の
特
徴
は
、
①
自
己
の
資
源
だ
け
に
依
存
し
、
②
他
地
域
か
ら
孤
立
す
る
傾
向
が
あ
り
、
③
領
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
流
れ
に
は
ほ
と
ん
ど
主
導
権
を
と
れ
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
。
周
辺
は
ひ
と
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
中
心
に
依
存
し
、
自
己
の
運
命

に
関
し
て
も
自
己
決
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
文
化
的
に
は
最
低
限
度
、
周
辺
は
「
個
別
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（separate

identity

）」

を
も
っ
て
他
の
存
在
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
通
常
、
標
準
化
し
た
も
の
と
は
異
な
る
言
語
や
宗
教
の
条
件
に
お
い
て
表
現
さ

れ
、
そ
の
「
特
異
性
（distinctiveness

）」
を
防
衛
す
る
た
め
に
資
源
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ
し
、
経
済
資
源
に
お
い
て
、
周

辺
は
単
一
商
品
に
依
存
す
る
低
い
経
済
発
展
し
か
期
待
さ
れ
ず
、
需
要
・
供
給
・
価
格
な
ど
の
点
で
、
中
心
の
犠
牲
に
な
り
や
す
い
。

周
辺
は
、
ひ
と
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
中
心
に
従
属
す
る
た
め
に
、
中
心
を
無
視
し
て
周
辺
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
心
と

周
辺
の
地
理
的
な
距
離
は
支
配
・
従
属
の
観
点
か
ら
は
決
定
的
な
尺
度
で
あ
り
、
そ
れ
は
領
域
経
済
を
構
造
化
す
る
際
の
規
準
と
も
な

る
。

　

ま
た
、
中
心
と
周
辺
と
の
文
化
的
な
距
離
が
大
き
い
と
周
辺
支
配
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
国
家
建
設
の
あ
り
方
に
影
響
し
、
そ
の
過

程
に
お
い
て
制
約
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
文
化
的
な
距
離
（
例：
言
語
）
も
大
き
け
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ゆ
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が
み
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
壁
を
作
り
出
す
見
込
み
が
大
き
く
な
る
。
そ
の
こ

と
が
征
服
・
併
合
さ
れ
た
領
域
で
あ
る
場
合
、
周
辺
が
中
心
か
ら
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
高
官
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
た
め
に
、
そ
の
高

官
は
遠
距
離
に
あ
る
中
心
か
ら
の
指
図
に
関
心
を
示
す
が
、
地
理
的
に
近
く
に
い
て
も
文
化
的
な
距
離
が
あ
り
す
ぎ
て
、
周
辺
の
要
望

（
ま
た
は
「
抗
議
」）
に
は
あ
ま
り
反
応
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
﹇R

okkan,1987:40

﹈。
そ
の
こ
と
は
常
に
周
辺
の
「
退
出
」
の
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

視
点
を
変
え
て
考
え
れ
ば
、
中
心
は
周
辺
な
し
に
建
設
で
き
そ
う
に
な
い
し
、
周
辺
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
精
査
せ
ず
に
、
国
家

建
設
・
国
民
形
成
モ
デ
ル
は
議
論
で
き
そ
う
も
な
い
。
さ
き
に
政
治
・
行
政
、
経
済
、
文
化
の
各
周
辺
を
区
別
し
て
お
い
た
。
そ
の
機

能
的
な
分
類
と
は
別
に
、
外
部
周
辺
（ex

tern
alp

erip
h
ery

）、
内
部
周
辺
（en

clav
e
p
erip

h
ery

）、
境
界
域
周
辺
（in

terface

periphery

）、
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺
と
中
心
と
の
関
係
に
お
い
て
、
周
辺
の
性
格
を
区
別
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

外
部
周
辺
は
ひ
と
つ
の
優
越
す
る
中
心
に
依
存
し
、
内
部
周
辺
は
同
じ
政
治
シ
ス
テ
ム
内
の
二
つ
以
上
の
中
心
地
域
に
依
存
し
、
境

界
域
周
辺
は
異
な
る
政
治
シ
ス
テ
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
に
従
属
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
周
辺
は
、
図
表　

に
お
い
て
分
類
さ
れ
て

２４

い
る
よ
う
に
、
東
か
ら
西
に
か
け
て
大
西
洋
沿
岸
、
沿
岸
平
原
、
中
央
平
原
/
ア
ル
プ
ス
、
ゲ
ル
マ
ン
辺
境
地
方
、
内
陸
と
い
う
五
つ

の
領
域
と
、
北
か
ら
南
に
か
け
て
北
極
地
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
領
域
、
宗
派
混
合
地
域
/
国
民
化
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
領
域
、
反
宗
教

改
革
領
域
、
地
中
海
領
域
と
い
う
五
つ
の
領
域
と
の
組
合
せ
の
中
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

図
表　

の
数
字
１
か
ら
７
ま
で
の
タ
イ
プ
は
、「
純
粋
な
」
周
辺
に
も
中
心
に
も
な
れ
な
か
っ
た
「
失
敗
し
た
中
心
」
が
周
辺
化
し

２４

た
事
例
で
あ
る
。「
純
粋
な
」
周
辺
は
中
世
に
は
個
々
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に
は
統
合
さ
れ
な
い
領
域
の
分
類
で
あ
り
、「
失
敗
し
た
中
心
」

の
周
辺
は
あ
る
時
期
に
は
国
家
構
造
を
持
っ
た
領
域
で
あ
る
が
、
連
邦
制
か
中
央
集
権
制
か
い
ず
れ
か
の
大
き
な
政
治
シ
ス
テ
ム
に
吸

収
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
・
西
の
周
縁
地
域
に
１
、
２
、
６
、
７
に
該
当
す
る
四
つ
の
周
辺
に
加
え
て
、
境
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図

表
24　

西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

構
造

に
お

け
る

周
辺

配
置

出
典

　
R
okkan and U

rw
in, 1983: 62

内
陸

周
辺

ゲ
ル

マ
ン

辺
境

地
方

中
央

平
原

/
ア

ル
プ

ス
沿

岸
平

原
大

西
洋

沿
岸

周
辺

７

国
家

建
設

は
な

い
が

初
期

だ
け

中
世

国
家

建
設

６

特
異

な
中

世
国

家
、

し
か

し
持

続
せ

ず

５

東
部

の
境

界
域

周
辺

13－
17世

紀
以

来

持
続

し
た

国
家

建
設

４

中
央

部
の

境
界

域
周

辺

早
期

の
国

家
建

設
、

後
年

大
シ

ス
テ

ム
に

吸
収

14－
16世

紀
以

来

持
続

し
た

国
家

建
設

３

西
部

の
境

界
域

周
辺

中
世

以
来

持
続

し
た

国
家

建
設

２

特
異

な
中

世
国

家
、

し
か

し
持

続
せ

ず

１

国
家

建
設

は
な

い
が

初
期

の
中

世
国

家
建

設

ラ
ッ

プ
ラ

ン
ド

ノ
ル

ボ
ッ

テ
ン

ジ
ェ

ン
ト

ラ
ン

ド
ア

イ
ス

ラ
ン

ド

北
部

ノ
ル

ウ
ェ

ー

グ
リ

ー
ン

ラ
ン

ド

フ
ェ

ロ
ー

諸
島

オ
ー

ク
ニ

ー

シ
ェ

ト
ラ

ン
ド

北
極

地
方

の
周

辺

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

バ
ル

ト
海

地
方

ス
ロ

バ
キ

ア
リ

ト
ア

ニ
ア

ボ
ス

ニ
ア

東
部

オ
ー

ラ
ン

ド

プ
ロ

イ
セ

ン
東

部

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

ブ
ラ

ン
デ

ン
ブ

ル

クプ
ロ

イ
セ

ン

フ
リ

ー
ジ

ア
諸

島
ハ

ン
ザ

同
盟

ブ
フ

ス
レ

ン

ス
カ

ニ
ア

ハ
ラ

ン
ド

ブ
ル

ー
キ

ン
グ

シ
ュ

レ
ス

ヴ
ィ

ヒ

デ
ン

マ
ー

ク

イ
ン

グ
ラ

ン
ド

ノ
ル

ウ
ェ

ー

ス
コ

ッ
ト

ラ
ン

ド

ウ
ェ

ー
ル

ズ

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト

領
域

ポ
ー

ラ
ン

ド

セ
ル

ビ
ア

ズ
デ

ー
テ

ン
ボ

ヘ
ミ

ア

モ
ラ

ヴ
ィ

ア

バ
イ

エ
ル

ン

グ
ラ

ウ
ビ

ュ
ン

デ

ン

ラ
イ

ン
ラ

ン
ト

ビ
エ

モ
ン

テ

サ
ル

デ
ィ

ニ
ア

オ
ラ

ン
ダ

ス
イ

ス

ア
ル

ザ
ス

・
ロ

レ
ー

ヌ

ブ
ル

ゴ
ー

ニ
ュ

ジ
ュ

ラ

サ
ヴ

ォ
ワ

プ
ロ

ヴ
ァ

ン
ス

オ
ク

シ
タ

ニ
ア

コ
ル

シ
カ

ベ
ル

ギ
ー

フ
ラ

ン
ス

ブ
ル

タ
ー

ニ
ュ

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

宗
派

混
合

領
域

/

国
民

化
し

た
カ

ト

リ
ッ

ク
領

域

ス
ロ

ヴ
ェ

ニ
ア

ハ
ン

ガ
リ

ー
ブ

ル
ゲ

ン
ラ

ン
ト

オ
ー

ス
ト

リ
ア

チ
ロ

ル
/ア

ル
ト

・

ア
デ

ィ
ジ

ェ

ベ
ネ

チ
ア

/フ

リ
ー

ウ
リ

ロ
ン

バ
ル

デ
ィ

ア

教
皇

領

カ
タ

ル
ー

ニ
ャ

ス
ペ

イ
ン

ポ
ル

ト
ガ

ル

ガ
ル

シ
ア

ナ
ヴ

ァ
ー

ラ

バ
ス

ク
地

方

反
宗

教
改

革
領

域

ボ
ス

ニ
ア

ア
ル

バ
ニ

ア

ク
ロ

ア
チ

ア

ダ
ル

マ
チ

ア

ナ
ポ

リ

シ
シ

リ
ー

バ
レ

ア
レ

ス
諸

島
ア

ン
ダ

ル
シ

ア
地

中
海

領
域

��

���

�
�
�
�
�
�



界
域
周
辺
の
三
セ
ッ
ト
（
ロ
ー
マ
帝
国
の
西
、
帝
国
内
の
主

要
領
域
、
ゲ
ル
マ
ン
住
民
と
ス
ラ
ブ
・
フ
ン
語
族
の
間
の
東

部
辺
境
）
も
存
在
す
る
﹇R

okkan,1980c:194-195

﹈。

　

大
政
治
シ
ス
テ
ム
が
建
設
さ
れ
る
途
上
に
お
い
て
、
中
心

間
の
領
域
支
配
で
両
者
の
中
間
に
位
置
し
た
「
問
題
を
起
こ

し
や
す
い
周
辺
」
が
生
ま
れ
る
が
、
そ
れ
が
境
界
域
周
辺
と

な
る
の
で
あ
る
。
境
界
域
周
辺
の
住
民
は
、
文
化
的
境
界
で

な
く
政
治
的
な
国
境
を
交
差
し
て
、
文
化
的
に
定
義
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
と
行
政
上
の
地
理
的
空
間
の
交
点
に

出
現
す
る
。
あ
る
意
味
で
は
図
表　

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

２５

境
界
域
周
辺
は
文
化
的
、
政
治
的
な
中
心
を
選
択
で
き
る
と

い
う
点
で
は
、
外
部
周
辺
以
上
の
「
資
産
」
を
持
つ
こ
と
に

な
る
。
図
表　

は
境
界
域
周
辺
の
具
体
例
で
あ
る
。
も
ち
ろ

２６

ん
、
こ
れ
は
政
治
的
な
不
安
定
要
因
と
も
な
り
、
現
在
に
至

る
ま
で
も
紛
争
地
域
は
境
界
域
周
辺
で
あ
っ
た
。
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、
バ
ス
ク
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ラ
な
ど
が

そ
の
事
例
と
な
る
﹇A

areb
rot,1982:48;R

ok
k
an

an
d

U
rw

in,1983:60-63  
﹈ 。

（
２
）
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図表25　境界域周辺の関係

出典　Aarebrot, 1982: 50　　



　

一
八
一
四
年
か
ら
一
九
七
八
年
ま
で
の
周
辺
の
地
位
の
変

動
に
影
響
す
る
、
様
々
な
出
来
事
を
歴
史
的
に
概
観
す
れ
ば
、

交
易
ベ
ル
ト
の
東
部
側
で
は
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
ロ
シ
ア
の
各
帝
国
が
次
々
と
崩
壊
し
、
東
部
側

の
領
域
の
拡
大
・
再
構
造
化
の
条
件
を
創
造
し
た
。
さ
ら
に
、

第
一
次
世
界
大
戦
直
後
に
決
定
的
な
変
動
が
生
じ
て
、
一
九

四
五
年
に
連
合
国
側
の
勝
利
で
、
ゲ
ル
マ
ン
と
ス
ラ
ブ
の
領

域
の
間
の
最
前
線
（「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」）
が
西
側
に
移
動
し

た
。
そ
の
後
、
東
西
の
境
界
線
は
冷
戦
終
了
ま
で
の
数
一
〇

年
間
安
定
し
て
い
た
。
交
易
ベ
ル
ト
の
西
部
側
で
は
、
主
な

変
動
は
大
西
洋
周
辺
で
起
こ
っ
た
。
最
初
に
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
で
、
そ
の
後
に
イ
ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
ド

イ
ツ
の
戦
争
は
境
界
の
変
動
を
多
く
生
み
出
し
た
。
し
か
し
、

新
し
く
登
場
し
た
地
理
的
な
単
位
は
独
立
し
た
地
位
（
つ
ま

り
独
立
国
家
）
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
際
の

周
辺
が
利
用
可
能
な
政
治
的
志
向
を
図
表　

の
中
に
見
る
こ

２７

と
が
で
き
る
。
周
辺
は
、
現
国
家
内
に
お
い
て
分
離
を
主
張

す
る
手
段
を
用
い
て
、
資
源
の
分
配
を
要
求
す
る
こ
と
が
可

第21巻１・２号―― 60

周辺との文化的共有性、あるいは（国

家でない）周辺との文化的共有性の

領域を代表する近隣国家または領域

境界域周辺
周辺に政治的権威

をもつ現国家

スウェーデン

ドイツ

デンマーク

オランダ

フランス

ドイツ

フランス・バスク

スペイン・バスク

フランス

オーストリア

フランス、フランス語系スイス

イタリア

イタリア

アイルランド

オーランド

シュレスヴィヒ北部

シュレスヴィヒ南部

フランデレン

ワロニー

アルザス・ロレーヌ

ガスコーニュ

バスク地方

ヴァレダオスタ

南チロル

ジェラ

ティチーノ

コルシカ

北アイルランド

フィンランド

デンマーク

ドイツ

ベルギー

ベルギー

フランス

フランス

スペイン

イタリア

イタリア

ベルン州

スイス

フランス

イギリス

図表26　西ヨーロッパの境界域周辺

出典　Aarebrot, 1982: 47



能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
が
置
か
れ
た
国
内
事
情
で
自
ら
の
主
張
を

生
か
せ
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
あ
る
（
図
表　

参
照
）。
た
と

２８

え
ば
、
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
州
内
で
の
ジ
ュ
ラ
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
と
ド
イ

ツ
語
系
住
民
の
紛
争
は
激
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
憲
法
体
制
内
で
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
同
様
な
問
題
で
、
一
九
七
〇
年
代
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
の
各
国
内
で
の
大
幅
な
地
域
自
治
の
承
認
へ
と
動
き
出
し
た

こ
と
が
あ
る
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:91

﹈。
こ
の
承
認
は
、
周
辺
が

利
用
可
能
な
政
治
的
資
源
を
持
つ
か
ど
う
か
で
判
断
さ
れ
る
。

　

中
心
と
周
辺
の
関
係
は
、
政
党
形
成
の
箇
所
で
も
取
り
上
げ
る
が
、
あ
る

政
治
シ
ス
テ
ム
内
で
は
社
会
的
亀
裂
の
形
で
周
辺
が
政
党
シ
ス
テ
ム
の
形
に

な
っ
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
シ
ス
テ
ム
を
考

察
す
る
際
に
は
、
中
心
―
周
辺
（
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、
都
市
―
農
村
あ
る

い
は
第
一
次
産
業
―
第
二
次
産
業
の
対
立
）
の
社
会
的
亀
裂
は
、
国
民
形
成

時
代
に
出
現
し
た
対
立
・
妥
協
を
説
明
す
る
要
因
と
な
る
。
つ
ま
り
、
中
心

―
周
辺
の
視
点
で
考
え
れ
ば
、
あ
る
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
周
辺
を
取
り
込

む
形
で
中
心
に
あ
る
全
国
政
党
や
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
自
ら
の
領
域
の
防
衛

を
目
的
と
す
る
地
域
政
党
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
心
―
周
辺

の
要
素
は
多
様
な
配
置
の
中
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
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境界域周辺に利用可能な

特別な選択　　　　　　

外部周辺に利用可能な

選択　　　　　　　　

高

民族統一分離主義�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

現国家との関係で提案

された変化の度合い

超国家的、超領域的な協力

の増加

権限委譲

現国家と近隣国家の分配的

効率を評価する国境を交差

した比較

国家資源の大きな分配

への要求

低

図表27　周辺の２タイプに利用可能な政治的志向

出典　Rokkan/Urwin, 1982: 49　



例
で
は
、
中
心
―
周
辺
の
間
の
境
界
の
強
度
と
「
特
異
性
」
に
つ
い
て
考
慮
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
周
辺
は
そ
の
生
活
の
様
々
な
面
に
お
い
て
、

ど
の
く
ら
い
中
心
に
依
存
し
て
い
る
の
か
。
次
に
、
ど
の
部
門
と
ど
の
集
団
が
境

界
の
移
転
と
さ
ら
な
る
領
域
統
合
に
最
も
持
続
的
な
抵
抗
を
提
供
す
る
の
か
。
こ

れ
ら
も
中
心
―
周
辺
の
関
係
を
考
え
る
場
合
、
地
政
学
的
、
地
経
済
的
、
地
文
化

的
な
視
点
を
含
め
て
広
範
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
い
。

　

ま
た
、
周
辺
の
「
特
異
性
」
へ
の
比
較
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
、
周
辺
性
は
次
の
条
件
で
測
定
さ
れ
る
。
①
そ
の
領
域
と
は
別
の
選
択
が
で
き

る
か
ど
う
か
と
い
う
中
心
と
の
、
地
理
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
距
離
、
②
国
際

的
な
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
近
度
合
と
従
属
度
合
、
③
国
家
間
を
横
断
す
る

よ
う
な
文
化
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
律
し
た
文
化
的
な
「
特
異
性
」

を
保
持
で
き
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。

　

中
心
―
周
辺
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
な
国
家
で
あ
っ
て
も
観
察
で
き
る
の
で
、

よ
り
多
く
の
事
例
を
比
較
し
て
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

国
家
建
設
と
国
民
形
成
の
過
程
が
複
雑
、
多
義
で
あ
る
た
め
、
比
較
研
究
を
困
難

に
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
周
辺
が
持
つ
、
複
雑
な
「
特
異
性
」
の
た
め
で
あ
る
。
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境界域周辺に利用可能

となる特別な資源　　

外部周辺に利用可能

となる資源　　　　

領域経済の中心は国境を交

差して交易に依存

単頭制国家の支配的な

首都：資源は皆無かわ

ずか

高

�
�
�
�
�
�
�

周辺自身が国家に依存

する程度

強力な国外の都市中心、そ

して文化的中心部に適合

経済的に強力な周辺を

もつ多頭制都市構造

低

図表28　周辺の２タイプに利用可能な政治的資源

出典　Rokkan and Urwin, 1983: 129　



　

三
「
特
異
性
」
の
存
続

　

一
定
の
領
域
が
統
合
さ
れ
、
ま
た
は
分
離
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
周
辺
が
中
心
に
併
合
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
中
心
か
ら
独
立
す

る
か
は
、
あ
る
シ
ス
テ
ム
内
で
の
中
心
と
周
辺
と
の
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
同
時
に
、
両
者
の
関
係
は
あ
る
時
代
の
あ
る
政
治

シ
ス
テ
ム
の
性
格
に
も
反
映
し
て
く
る
。
従
属
的
な
位
置
に
あ
る
周
辺
が
、
あ
る
程
度
、
自
己
の
特
異
性
、
言
い
換
え
れ
ば
、
自
律
性

を
保
持
す
る
か
ど
う
か
の
厳
格
な
ル
ー
ル
は
な
い
が
、
自
己
の
言
語
標
準
を
確
立
・
維
持
で
き
た
場
合
、
あ
る
政
治
シ
ス
テ
ム
内
で
自

治
権
を
獲
得
す
る
の
に
成
功
し
た
周
辺
（victorious
periphery

）
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
と
対
極
的
な
立
場
が
、
自
治
権

獲
得
に
成
功
し
な
か
っ
た
、
い
わ
ば
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
周
辺
（m

arg
in
alp

erip
h
ery

）
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
中
間
形
態

に
あ
る
周
辺
は
、
弱
い
言
語
標
準
と
あ
る
程
度
の
自
治
を
持
つ
周
辺
（p

erip
h
ery

w
ith

w
eak

stan
d
ard

s
an

d
som

e
lev

elof

autonom
y

）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
境
界
域
周
辺
が
存
在
す
る
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:79

﹈。

　

一
般
的
な
形
で
「
特
異
性
」
の
存
続
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
通
常
、
参
政
権
の
導
入
前
に
大
衆
教
育
が
あ
る
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い
た

な
ら
、
普
及
し
た
文
学
が
あ
る
な
ら
、
周
辺
言
語
に
基
づ
く
決
定
的
な
動
員
の
波
が
地
域
を
交
差
し
た
移
住
機
会
の
前
に
や
っ
て
く
る

な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
に
独
立
で
き
な
か
っ
た
領
域
で
も
、
固
有
言
語
標
準
は
維
持
さ
れ
て
い
る
﹇R

ok
k
an

an
d
U
rw

in
,1983:

79

﹈。

　

①
自
治
権
獲
得
に
成
功
し
た
周
辺

　

自
治
権
獲
得
に
成
功
し
た
周
辺
は
九
つ
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ェ
ロ
ー
諸
島
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ベ
ル
ン
・
ジ
ュ
ラ
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
の
周
辺
は
、

領
域
内
で
支
配
的
な
言
語
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
自
治
を
達
成
し
た
事
例
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
は
、
自
立
に
非
常
に
遅
れ
た
。

フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ジ
ュ
ラ
は
多
言
語
構
造
の
領
域
の
一
部
を
な
し
て
お
り
、
連
邦
的
な
枠
組
み
の
中
で
そ
の
地
位
の
平
等
性
を
貫
徹
す
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る
こ
と
が
で
き
た
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、
二
つ
の
外
的
言
語
標
準
が
あ
る
が
、
公
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
選
択
基
準
と
し

て
、
地
域
的
な
方
言
を
普
及
さ
せ
る
の
に
成
功
し
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
、
例
外
的
な
事
例
で
、
固
有
言
語
を
保
持
す
る
こ
と
は
他
の
ケ

ル
ト
人
の
領
域
に
比
べ
て
は
る
か
に
成
功
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
に
は
留
保
事
項
が
つ
い
て
い
る
。
そ
の
成
功
は
、
人
口
の
希
薄
な
地
域

に
限
定
さ
れ
て
い
た
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:79

﹈。

　

②
弱
い
言
語
標
準
と
あ
る
程
度
の
自
治
を
持
つ
周
辺

　

政
治
的
自
治
は
領
域
内
で
の
固
有
言
語
の
標
準
を
正
当
化
す
る
。
政
治
的
な
解
放
過
程
と
文
化
的
な
自
己
主
張
の
過
程
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
対
照
的
な
事
例
も
存
在
す
る
。
そ
の
場
合
が
弱
い
言
語
標
準
と
あ
る
程
度
の
自
治
を
持
つ
周
辺
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
言
語

的
な
自
律
に
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
完
全
な
主
権
を
確
保
で
き
た
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
対
象
的
な
事
例
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
完
全
な
主
権
や
固
有
言
語
を
持
つ
こ
と
は
で
き
ず
に
、
特
異
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
す
る
こ

と
に
は
成
功
し
た
。
固
有
言
語
を
持
つ
が
、
自
治
権
が
制
約
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
て
、
連
邦
制
内
で
制
限
的
だ
が
、
言
語
共
同
体
を
堅

持
す
る
事
例
に
は
、
ス
イ
ス
の
レ
ー
ト
・
ロ
マ
ン
シ
ュ
語
、
イ
タ
リ
ア
の
サ
ル
ジ
ニ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
と
ガ
ル
シ
ア
の
各
言

語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
固
有
言
語
へ
の
扱
い
で
は
尊
重
さ
れ
る
が
、
そ
の
程
度
は
低
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
国
内
の
断
片
化

し
た
事
情
、
あ
る
い
は
教
育
・
行
政
上
で
の
周
縁
的
な
立
場
に
あ
る
、
か
ら
で
あ
る
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:87

﹈。

　

③
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
周
辺

　
「
特
異
性
」
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
要
求
が
あ
ま
り
に
弱
く
、
そ
れ
が
休
止
状
態
の
後
進
地
域
で
あ
る
場
合
、
そ

れ
を
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
周
辺
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い
っ
た
周
辺
は
固
有
言
語
の
特
異
性
を
喪
失
し
が
ち
に
な
る
。
こ
の
マ
ー

ジ
ナ
ル
な
周
辺
の
条
件
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

領
域
言
語
で
書
き
言
葉
の
統
一
標
準
化
が
遅
れ
、
中
心
と
周
辺
の
間
で
資
源
の
格
差
が
大
き
く
、
双
方
に
と
っ
て
共
通
の
労
働
市
場
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の
発
展
を
急
ぐ
と
、
中
心
言
語
共
同
体
、
つ
ま
り
中
心
へ
の
移
住
の
機
会
が
増
え
、
経
済
資
源
の
開
発
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
機
会
へ

の
対
応
次
第
で
、
周
辺
か
ら
中
心
へ
の
移
住
の
可
能
性
が
も
っ
と
高
く
な
る
。
こ
の
事
例
は
、
北
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
ラ
ッ
プ
人
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
高
地
（H

ig
h
lan

d

）
と
諸
島
、
南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
オ
ク
シ
タ
ニ
ア
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
、
コ
ル
シ
カ
な
ど
で
あ
る

﹇R
okkan

and
U
rw

in,1983:93-100

﹈。

　

こ
れ
ら
の
条
件
に
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
影
響
力
が
加
わ
る
地
域
は
、
そ
の
固
有
言
語
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
し
て
、

教
会
と
中
心
エ
リ
ー
ト
と
の
対
立
を
激
化
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
。

　

④
境
界
域
周
辺

　

ロ
ー
マ
帝
国
没
落
後
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
領
域
は
、
何
度
か
の
再
構
築
の
長
い
過
程
の
中
で
多
様
な
規
模
の
単
位
を
生
み
出
し
て

き
た
。
二
つ
の
別
々
の
文
化
の
領
域
か
ら
影
響
を
受
け
る
存
在
、
こ
れ
が
境
界
域
周
辺
の
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
図
表　

に
示
す
よ

２５

う
に
、
た
と
え
ば
Ａ
と
い
う
国
家
の
支
配
下
に
あ
り
な
が
ら
、
Ｂ
と
い
う
文
化
で
共
通
性
を
持
つ
周
辺
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
交
易
ベ
ル
ト
に
関
わ
る
領
域
で
は
、
八
四
三
年
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
条
約
で
定
義
さ
れ
た
ロ
レ
ー
ヌ
緩
衝
地
帯
の
全
部

分
が
そ
れ
に
該
当
す
る
（
例：

ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
）。
こ
う
い
っ
た
境
界
域
周
辺
の
存
在
は
、
戦
争
か
外
交
か
の
い
ず
れ
か
の
手

段
で
解
決
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:101-107

﹈。

　
　
　
　
　
　

第
四
章　

国
民
国
家
建
設
に
向
け
て
の
本
格
的
な
展
開

　　

一　

国
家
建
設

　

国
家
建
設
は
、
①
境
界
内
を
支
配
す
る
中
心
の
設
置
と
、
中
心
と
周
辺
の
交
流
、
②
領
域
全
体
に
中
央
行
政
の
支
配
が
浸
透
す
る
こ

と
、
③
対
外
的
な
防
衛
上
の
境
界
線
を
確
立
す
る
こ
と
、
と
い
う
三
次
元
の
樹
立
を
目
指
す
浸
透
段
階
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
要
件
を
徐
々
に
備
え
る
国
家
と
い
う
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
一
二
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
出
現
す
る
。
そ
れ
に
は
ロ
ー
マ
帝

国
の
没
落
と
そ
の
後
の
連
続
的
な
国
家
建
設
を
試
み
る
、
長
期
的
な
結
果
と
し
て
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、

国
家
建
設
の
チ
ャ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
は
均
等
に
配
分
さ
れ
な
か
っ
た
。
各
領
域
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
い
て
地
域
単
位
を

考
え
る
場
合
、
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
さ
、
国
家
建
設
の
中
核
地
域
の
強
さ
、
文
化
的
な
統
合
と
標
準
化
に
対
す
る
抵
抗
の
強
さ
に

規
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
図
表　

、　

の
概
念
地
図
が
一
六
世
紀
か
ら
始
ま
る
国
家
建
設
開
始
の
時
点
で
の
配
列
と

１９

２０

範
囲
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ー
マ
帝
国
崩
壊
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
内
に
封
建
制
の
確
立
、
自
国
語
の
整
備
、
国

家
建
設
へ
の
準
備
と
い
う
三
つ
の
過
程
が
登
場
す
る
。
そ
の
結
果
、
領
域
は
、
縮
小
あ
る
い
は
膨
張
の
段
階
を
経
て
、
国
民
国
家
と
い

う
政
治
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
完
成
す
る
。

　

領
域
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
遺
産
を
背
景
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
崩
壊
後
に
領
域
を
交
差
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
範
囲
と
視
野
の
変

形
・
縮
小
で
も
理
解
さ
れ
る
。
封
建
制
は
、
政
治
・
経
済
的
に
は
第
一
次
経
済
の
資
源
を
支
配
す
る
権
力
保
持
者
が
登
場
し
て
、
一
様

で
な
い
が
、
旧
ロ
ー
マ
帝
国
領
域
内
で
普
及
す
る
。
領
域
単
位
の
発
展
で
重
要
な
こ
と
は
、
農
業
構
造
の
集
中
レ
ベ
ル
と
、
国
家
の
軍

事
・
官
僚
機
関
と
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
関
係
に
お
い
て
、
大
土
地
所
有
者
の
採
用
し
た
戦
術
で
あ
る
。
他
方
、
ロ
ー
マ
帝
国
崩

壊
後
、
文
化
的
な
発
展
は
緩
慢
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
西
・
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
浸
透
し
精
神
的
な
権
威
を
確
立
し
、

自
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
語
・
ラ
テ
ン
語
を
維
持
し
う
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
中
世
に
な
る
と
、
自
国
語
は
そ
の
文
学
を
生
み
出
し
、
次
第
に
ギ
リ
シ
ャ
語
・
ラ
テ
ン
語
の
使
用
を
低
下
さ
せ
、
さ
ら

に
そ
の
低
下
に
印
刷
技
術
の
発
明
や
宗
教
改
革
が
拍
車
を
か
け
る
。
印
刷
技
術
は
国
民
国
家
を
建
設
す
る
手
段
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
大

量
の
印
刷
物
は
領
域
内
の
各
地
・
各
層
に
伝
播
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
、
領
域
住
民
は
自
国
語
だ
け
に
制
限
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
国
語
の
通
じ
な
い
人
々
の
と
こ
ろ
に
「
退
出
」
が
で
き
な
い
と
い
う
、
言
葉
の
「
壁
」
を
構
築

第21巻１・２号―― 66



し
た
の
で
あ
る
。
宗
教
改
革
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
神
学
教
義
の
解
釈
上
で
の
分
裂
以
上
の
効
果
を
も
た
ら
し
、
特
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
で
は
、
国
家
官
僚
と
な
っ
た
聖
職
者
は
領
域
文
化
の
固
有
性
（
＝
排
他
性
）
を
強
化
す
る
役
割
を
担
う
の
で
あ
る
。

宗
教
改
革
は
、
他
領
域
へ
の
文
化
的
「
退
出
」
を
防
止
す
る
「
壁
」
を
整
備
す
る
。
結
果
的
に
は
、
自
国
語
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
大
量

生
産
と
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
自
国
語
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
文
化
国
境
線
と
い
う
形

態
に
ま
で
地
理
的
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
言
語
に
よ
る
国
家
と
い
う
構
成
単
位
と
築
き
上
げ
る
の
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る

﹇R
okkan,1980a:171;R

okkan,1983:54-59

﹈。

　

と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
し
て
、
中
心
建
設
と
そ

の
国
家
へ
の
領
域
統
合
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
両
端
の
領
域
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
反
対
に
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
と
い
っ
た
旧
帝
国
の
中

核
地
域
（heartland

）
は
、
一
九
世
紀
ま
で
断
片
化
し
た
状
態
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
八
つ
の
歴
史
事
情
を

了
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る﹇R

okkan,1973-1971:79-81;R
okkan,1980a:136-138;R

okkan,1980b:173-174;R
okkan

and
U
rw

in,

1983:26-27,58

﹈。

　

①
旧
ロ
ー
マ
帝
国
の
中
核
地
域
に
は
、
地
中
海
か
ら
ア
ル
プ
ス
山
脈
ま
で
、
そ
し
て
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
東
側
と
西
側
に
一
定
の
地
理

的
な
幅
を
持
ち
つ
つ
、
北
部
に
向
か
っ
て
ラ
イ
ン
川
と
ド
ナ
ウ
川
に
そ
っ
て
延
び
る
交
易
ベ
ル
ト
の
中
に
は
都
市
群
が
点
在
し
て
い
た
。

　

②
こ
の
交
易
ベ
ル
ト
の
帯
は
、
同
時
に
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
牙
城
で
あ
り
、
こ
の
地
域
は
大
聖
堂
、
修
道
院
、
司
教
領
を

密
集
さ
せ
て
い
た
。

　

③
交
易
ベ
ル
ト
内
で
は
、
他
を
圧
倒
す
る
、
ひ
と
つ
の
中
心
を
確
立
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　

④
四
つ
の
ゲ
ル
マ
ン
部
族
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
存
在
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
を
促
進
さ
せ
ず
、

そ
の
皇
帝
た
ち
は
一
四
世
紀
以
降
確
立
し
た
選
帝
侯
の
同
盟
に
悩
ま
さ
れ
、
皇
帝
は
単
な
る
「
看
板
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
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そ
の
中
で
も
最
強
の
皇
帝
は
ロ
ー
マ
法
王
や
イ
タ
リ
ア
の
諸
都
市
と
の
対
立
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
た
。

　

⑤
対
照
的
に
、
旧
帝
国
の
都
市
が
点
在
す
る
交
易
ベ
ル
ト
地
域
か
ら
周
縁
に
位
置
す
る
北
部
、
東
部
、
西
部
に
あ
た
る
地
域
で
は
、

国
家
建
設
過
程
に
お
け
る
有
力
な
中
心
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
だ
と
い
う
こ
と
を
実
証
し
た
。
こ
れ
ら
地
域
の
中
心
は
ほ

と
ん
ど
競
争
な
く
建
設
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
央
に
あ
る
交
易
ベ
ル
ト
に
点
在
す
る
諸
都
市
か
ら
遠
く
離
れ
た
周
辺
の
資
源
を
支
配

下
に
お
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

⑥
旧
帝
国
の
両
端
で
シ
ス
テ
ム
建
設
の
最
初
の
成
功
は
、
西
部
と
北
部
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
諸
国
、
遅
れ
て
ス
ペ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
王
朝
は
、
中
央
の
交
易
ベ
ル
ト
内
の
諸
都
市
の
勢
力
の
及
ば
な
い
地
域
か
ら
資
源

を
奪
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

⑦
中
心
建
設
の
第
二
の
成
功
の
波
は
東
部
の
内
陸
側
北
部
で
生
じ
た
。
ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
中
核
地
域
を
持
つ
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
、
つ
ぎ
に
ド
イ
ツ
帝
国
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
）
の
東
進
、
さ
ら
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
、
最
後
に
決
定
的
な
の
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国

で
あ
っ
た
。

　

⑧
諸
都
市
と
小
国
家
に
よ
っ
て
断
片
化
し
た
交
易
ベ
ル
ト
は
、
数
世
紀
の
長
い
間
、
カ
ー
ル
（
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
）
大
帝
か
ら
ビ

ス
マ
ル
ク
ま
で
際
限
の
な
い
侵
入
、
攻
撃
、
報
復
、
統
合
、
併
合
、
再
組
織
化
の
対
象
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
易

ベ
ル
ト
地
帯
で
は
、
国
境
建
設
が
遅
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
領
域
の
統
合
過
程
は
開
始
す
る
。
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
が
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
か
ら
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
ま
で
の
ロ
レ
ー

ヌ
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
緩
衝
地
帯
を
徐
々
に
統
合
し
、
さ
ら
に
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
、
エ
ッ
ク
ス
、
リ
ヨ
ン
の
よ
う
な
典
型
的
な
交
易
都
市
を

次
第
に
併
合
し
た
。
第
二
に
、
ア
ル
プ
ス
の
北
側
に
位
置
す
る
重
要
な
諸
都
市
は
あ
ら
ゆ
る
新
参
者
に
対
抗
す
る
防
衛
同
盟
を
樹
立
し
、

次
第
に
ス
イ
ス
連
邦
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
同
様
な
同
盟
は
ラ
イ
ン
川
に
沿
っ
て
バ
ル
ト
海
・
北
海
を
越
え
設
立
さ
れ
た
が
、
主
権
の
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あ
る
領
域
と
し
て
は
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第
三
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
交
易
ベ
ル
ト
の
西
側
と
東
側
の
両
方
を
何
回
も

侵
略
し
、
一
時
的
に
ラ
イ
ン
川
の
河
口
に
あ
る
重
要
な
地
域
を
支
配
し
、
そ
の
結
果
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
と
い
う
多
極
共
存
型
の

連
邦
シ
ス
テ
ム
の
樹
立
に
成
功
し
た
。
最
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
結
果
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
北
側
と
南
側
の
両
方
で

交
易
ベ
ル
ト
を
横
断
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
一
八
六
一
年
ピ
エ
モ
ン
テ
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
、
そ
れ
に
一
八
七
一
年
プ
ロ
イ
セ
ン
に

よ
る
ド
イ
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
統
一
国
家
の
完
成
で
一
連
の
国
民
国
家
建
設
へ
の
端
緒
を
開
始
さ
せ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
余
波

は
多
民
族
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
解
体
か
ら
各
地
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
へ
と
つ
な
が
る
。

　

交
易
ベ
ル
ト
か
ら
離
れ
た
東
・
西
の
領
域
で
は
、
交
易
ベ
ル
ト
の
都
市
か
ら
の
「
脅
威
」
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
強
力
な
中
核
地

域
が
建
設
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
単
頭
制
構
造
の
タ
イ
プ
を
採
用
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
交
易
ベ
ル
ト
地
域
は
支
配
的
な
中
心
の
建
設

が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
に
多
頭
制
構
造
の
タ
イ
プ
を
採
用
し
や
す
い
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

交
易
ベ
ル
ト
内
の
一
部
の
都
市
を
併
合
し
経
済
力
あ
る
周
辺
を
中
心
が
支
配
し
、
単
頭
制
的
な
中
央
集
権
体
制
を
確
実
な
も
の
と
し
、

国
家
建
設
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
で
き
た
。
こ
れ
は
同
じ
く
交
易
ベ
ル
ト
の
一
部
を
獲
得
し
た
ス
ペ
イ
ン
と
類
似
す
る
が
、
経
済
力
あ

る
周
辺
を
完
全
に
支
配
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
は
そ
の
性
格
で
は
相
違
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
地
中
海
沿
岸
の
領
域
で
は
、
南
西
部
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
と
南
東
部
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
で
は
相
違
が
あ
っ
た
。
両
方
と
も

軍
・
行
政
の
動
員
を
通
じ
て
、
反
宗
教
改
革
の
立
場
を
採
用
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
政
治
の
中
心
で
あ
る
マ
ド
リ
ー
ド

は
、
交
易
ベ
ル
ト
に
密
接
す
る
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
部
分
で
あ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
は
経
済
上
、
対
抗
で
き
な
か
っ
た
。
東
部
辺

境
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
は
交
易
ベ
ル
ト
か
ら
遠
距
離
で
あ
っ
た
の
で
、
領
域
内
で
は
支
配
の
中
心
と
な
っ
た
。

　

都
市
が
集
ま
る
交
易
ベ
ル
ト
で
は
、
各
中
心
機
能
が
分
散
し
た
。
イ
タ
リ
ア
は
北
部
の
ピ
エ
モ
ン
テ
か
ら
統
一
を
果
た
し
て
、
ロ
ー

マ
を
首
都
と
す
る
が
、
北
部
の
各
都
市
が
政
治
や
経
済
の
指
導
権
を
握
っ
た
。
ス
イ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
都
市
同
盟
が
交
易
特
権
と
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市
場
支
配
保
護
の
た
め
の
契
約
組
織
を
結
成
し
た
た
め
に
、
多
極
共
存
型
構
造
の
国
家
建
設
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ド
イ
ツ
は
独
立
し
た
都
市
や
小
国
家
が
集
ま
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
の
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
い
う
、
交
易
ベ
ル
ト
か
ら
遠
い
「
外
部
」

か
ら
統
一
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
は
多
頭
制
構
造
の
形
を
西
部
の
経
済
的
中
心
で
残
し
た
。
ド
イ
ツ
は
、

多
頭
制
構
造
の
性
格
を
持
つ
ボ
ン
を
中
心
と
す
る
西
ド
イ
ツ
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
）
と
中
央
集
権
的
な
単
頭
制
構
造
の
ベ
ル
リ
ン
を

中
心
と
す
る
東
ド
イ
ツ
（
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
）
と
い
う
、
二
つ
の
形
態
を
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
﹇R

okkan,

1973:84;R
okkan

and
U
rw

in,1983:35-37

﹈。

　

図
表　

の
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
の
段
階
で
あ
る
一
五
〇
〇
年
か
ら
一
七
八
九
年
ま
で
の
三
世
紀
の
間
、
国
家
建
設
過
程
の
あ
り
方
次
第
で
、

１２

そ
の
後
の
国
民
国
家
形
成
と
そ
の
「
運
命
」
が
異
な
っ
て
く
る
﹇R

okkan,1975:597

﹈。

　

二　

国
民
形
成

　

国
民
形
成
は
、
①
対
外
的
な
文
化
的
境
界
建
設
、
そ
し
て
②
対
内
的
な
文
化
標
準
化
の
段
階
で
あ
る
。
国
民
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
成
す
る
段
階
の
成
功
と
失
敗
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
異
な
っ
て
お
り
、
領
域
の
軍
事
・
行
政
の
統
合
整
理
、
宗
教
的
一
致
、

言
語
的
統
合
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
起
源
に
お
い
て
国
家
と
国
民
が
完
全
に
一
致
し
た
ケ
ー
ス
は
今
ま
で
に
存
在
し
た
こ
と
は
な
い
。
宗
教

は
、
宗
教
改
革
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
国
民
形
成
段
階
に
お
い
て
重
大
な
、
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
の
役
割
を
果
た
し
た
。
次
に
重
要
な
の

は
言
語
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
言
語
は
同
一
性
と
「
特
異
性
」
を
明
確
に
す
る
手
段
と
し
て
、
ま
た
「
国
民
（nation

）」
意
識
を
各
自

に
も
た
せ
る
意
味
と
し
て
重
要
で
あ
る
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:68

﹈。「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
、
元
々
同
じ
出
生
の
地

域
ま
た
は
同
郷
の
出
身
す
べ
て
の
人
々
の
集
合
体
を
意
味
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
、
そ
の
意
味
が
変
化
し
、「
言
語
」
は
国
民

が
持
つ
べ
き
文
化
的
標
準
と
し
て
設
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
用
す
る
人
々
を
指
し
示
す
内
容
と
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な
っ
た
。
国
民
国
家
の
民
族
・
言
語
の
境
界
（eth

n
ic-lin

g
u
istic

b
ou

n
d
ary

）
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
国
民
形
成
に
際
し
て
文
化
的

一
体
感
の
醸
成
に
は
不
可
欠
な
要
因
を
な
し
て
い
る
﹇F

lora,1983:18

﹈。
標
準
化
し
た
言
語
は
、
単
に
標
準
化
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
言

葉
で
な
く
、
そ
こ
に
は
社
会
、
経
済
、
文
化
、
政
治
な
ど
を
統
合
す
る
意
味
を
含
ん
で
い
る
﹇D

eutsch,1942:536

﹈。

　

文
化
と
政
治
と
の
関
係
に
関
す
る
問
題
は
、
単
に
政
治
学
の
分
析
道
具
だ
け
で
な
く
、
集
団
社
会
学
と
個
人
心
理
学
の
技
術
・
ア
プ

ロ
ー
チ
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
化
の
概
念
は
「
態
度
・
感
情
・
偏
見
」
の
表
れ
で
あ
り
、
任
意
に
は
生
じ
な
い
が
、
社
会

内
で
ま
た
は
そ
の
中
で
区
切
ら
れ
た
小
社
会
間
を
交
差
し
な
が
ら
、
人
々
に
は
繰
り
返
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
化
し
た
行
動
で
再
認
知
さ
せ

る
。
文
化
は
制
度
化
さ
れ
た
価
値
で
あ
り
、
事
件
や
出
来
事
の
意
味
や
構
造
を
個
人
と
社
会
に
認
知
さ
せ
る
準
備
を
行
う
主
観
的
領
分

で
あ
る
。
個
人
は
、「
私
は
、
誰
で
、
何
か
、
ど
こ
に
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
へ
の
回
答
で
は
、
文
化
的
環
境
全
体
ま
た
は
そ

の
一
部
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
「
態
度
・
感
情
・
偏
見
」
の
蓄
積
以
外
の
も
の
か
ら
は
表
現
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
個
人
や
集
団
は
一

定
の
枠
組
内
の
価
値
体
系
で
し
か
反
応
で
き
な
い
。
個
人
や
集
団
の
政
治
行
動
の
源
泉
を
考
察
す
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
「
態
度
・
感

情
・
偏
見
」
を
形
成
、
維
持
し
、
ま
た
変
更
す
る
の
か
を
説
明
す
る
方
法
を
分
析
づ
け
る
枠
組
み
が
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
文
化

の
側
面
は
志
向
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
社
会
生
活
の
中
で
、
自
己
の
信

念
体
系
に
お
け
る
一
貫
性
と
統
合
性
を
提
供
す
る
。
そ
れ
は
個
人
が
自
己
の
経
験
を
解
釈
し
、
あ
る
意
味
で
自
ら
の
選
好
・
偏
見
な
ど

を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
集
団
に
文
化
的
な
型
を
用
意
し
、
当
該
社
会
に
い
る
個
人
に
社
会
化

（socialization

）
と
い
う
形
で
影
響
し
、
次
世
代
に
伝
達
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
四
つ
の
側
面
か
ら
成
立
す
る
。
第
一
は
神
話
的
側
面
（m

ythicalaspect

）
で
あ
る
。
個
人
や
集
団

の
行
動
・
手
段
の
パ
タ
ー
ン
化
を
創
造
す
る
信
念
の
セ
ッ
ト
で
、
具
体
的
に
は
宗
教
で
あ
る
。
第
二
は
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
側
面
（sym

bolic

asp
ect

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
化
の
持
続
す
る
表
現
内
容
を
示
し
、
あ
る
個
人
か
ら
別
の
個
人
へ
、
あ
る
い
は
現
世
代
か
ら
次
世
代
へ
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と
価
値
を
伝
達
す
る
。
具
体
的
な
伝
達
手
段
は
言
語
で
あ
る
。
第
三
は
あ
る
領
域
史
（history

of
any

given
territory

）
の
側
面
で

あ
る
。
こ
れ
は
歴
史
・
地
理
の
客
観
的
な
基
準
と
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
が
、
領
域
住
民
の
た
め
に
自
分
た
ち
の
特

徴
を
表
現
す
る
風
景
、
伝
説
、
英
雄
詩
、
物
語
、
初
等
教
育
の
教
科
書
な
ど
で
あ
る
。
第
四
は
小
共
同
体
へ
の
各
個
人
の
依
存

（dependence
of

each
individualupon

the
sm

aller
com

m
unity

）、
ま
た
は
制
度
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
ら
の

共
同
体
の
特
長
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
り
、
あ
る
地
域
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
側
面
を
示
す
こ
と
に
な
る
﹇R

okkan,1983:

67;A
arebrot,1982:50-53

﹈。

　

宗
教
は
、「
信
仰
と
超
自
然
現
象
の
問
題
に
つ
い
て
集
団
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
た
信
念
の
セ
ッ
ト
」
と
し
て
意
義
づ
け
ら
れ
る
。
宗

教
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
関
係
（involvem

ent

）、
精
神
的
な
制
度
化
（internalinstitutionalization

）
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
人
間
の
行
動
の
ガ
イ
ド
役
と
し
て
集
大
成
さ
れ
系
統
だ
っ
た
も
の
で
、
日
常
生
活
の
態
度
・
行
動
を
支
配
す
る
。

関
係
は
、
対
面
的
な
結
び
つ
き
で
あ
る
ロ
ー
カ
ル
な
共
同
体
、
そ
れ
に
教
会
を
通
じ
て
、
国
民
的
な
レ
ベ
ル
の
ひ
と
つ
の
共
同
体
で
あ

る
こ
と
を
認
識
さ
せ
、
あ
る
い
は
そ
の
国
民
共
同
体
内
に
あ
る
ロ
ー
カ
ル
な
部
分
を
交
差
す
る
役
割
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い

る
。
精
神
的
な
制
度
化
は
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
程
度
と
構
造
化
さ
れ
た
組
織
に
関
係
し
て
く
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
は
、
宗
教
組
織
が

所
有
す
る
統
合
機
能
と
し
て
活
用
さ
れ
る
﹇A

areb
ot,1982:56-57

﹈。
だ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
は
人
々
に
信
仰
と
い
う
形
を
取
っ
て

個
々
人
の
精
神
形
成
で
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
な
く
国
家
建
設
・
国
民
形
成
に
お
い
て
も
、
大
き
な
役
割

を
果
た
す
の
で
あ
る
﹇B

odie
and

B
irnbaum

,1979:86

﹈。

　

言
語
は
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
り
、
人
々
を
統
合
さ
せ
る
最
も
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
ま
た
、
言

語
は
、
政
治
行
動
へ
の
潜
在
的
関
与
に
お
い
て
、
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
現
す
る
手
段
で
も
あ
る
。
た
だ
、
言
語
は
宗
教
と

二
つ
の
意
味
で
区
別
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
人
は
他
人
が
同
意
し
な
く
て
も
信
仰
に
同
意
で
き
る
が
、
人
が
あ
る
言
語
を
使
用
で
き
な
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い
な
ら
ば
、
そ
の
言
語
は
無
価
値
な
存
在
で
し
か
な
い
。
言
語
紛
争
は
、
だ
れ
で
も
が
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
集
団
的
決
定
に
お

い
て
、
あ
る
言
語
を
理
解
し
て
い
な
い
と
、
あ
る
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
、
を
意
味
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

言
語
の
相
違
が
政
治
的
相
違
を
示
す
触
媒
と
な
る
が
、
教
会
や
宗
教
そ
の
も
の
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
触
媒
機
能
と
は
必
ず
し
も
な

ら
な
い
。
言
語
は
、
き
わ
め
て
政
治
的
な
特
徴
を
持
つ
現
象
で
も
あ
る
。
人
々
は
言
語
の
機
能
に
そ
っ
て
物
事
の
識
別
を
承
認
し
た
り
、

承
認
し
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
知
識
・
能
力
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇A

areb
rot,1982:58;

R
okkan,1983:66

﹈。

　

言
語
は
他
者
と
明
確
に
区
別
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
の
で
、
様
々
な
文
化
の
効
果
的
な
標
識
（m

arker

）
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
民
族
が
し
ば
し
ば
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
標
識
と
し
て
意
識
的
、
効
果
的
な
形
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
を
使
用
す
る
。
言
語
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
同
様
な
こ
と
は
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
あ
て
は
ま
る
。
様
々
な
言
語
は
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
や
民
族
が
別
個
で
あ
る
と
い

う
主
張
を
含
ん
で
い
る
。
言
語
は
、
ひ
と
つ
の
国
民
の
中
で
も
、
た
と
え
ば
バ
ス
ク
語
の
よ
う
に
近
隣
の
人
々
に
容
易
に
理
解
で
き
な

け
れ
ば
、
地
理
的
、
社
会
的
な
障
壁
を
設
け
る
こ
と
も
あ
る
。
様
々
な
要
因
が
言
語
に
政
治
的
な
影
響
力
に
お
い
て
決
定
的
な
意
味
を

持
た
せ
て
い
る
﹇B
arbour,2002:9-10,15

﹈。

　

言
語
と
宗
教
は
、
国
民
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
ど
う
関
係
し
影
響
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
言
語
は
あ
る
個
人
か
ら
別
の
個
人
に
伝

達
さ
れ
る
の
で
、
宗
教
に
と
っ
て
は
意
思
を
伝
え
る
手
段
で
あ
り
、
教
会
の
教
義
は
話
し
・
書
き
言
葉
を
源
泉
と
し
て
伝
播
す
る
。
た

と
え
ば
、
ル
タ
ー
に
よ
る
聖
書
の
ド
イ
ツ
語
訳
が
近
代
ド
イ
ツ
語
の
基
本
を
な
し
た
、
と
言
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
印
刷
技
術
の
発
明

と
宗
教
改
革
は
言
語
に
も
影
響
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
ラ
テ
ン
語
の
影
響
力
を
弱
体
化
さ
せ
た
。
だ
か
ら
、
言
語
と
宗
教
は
国
家
建

設
過
程
や
文
化
境
界
線
の
建
設
過
程
に
お
い
て
重
要
な
働
き
を
す
る
。
と
同
時
に
、
言
語
と
宗
教
は
政
治
的
な
分
裂
・
対
立
を
も
引
き
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教

教
会

支
配

宗
教
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国
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教

会
国

家
と

教
会

の
同

盟
少

数
派

の
教

会
教

義
の

異
な

る
宗

派

オ
ー

ス
ト

リ
ア

ハ
ン

ガ
リ

ー

ポ
ル

ト
ガ

ル

ド
イ

ツ
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン

ギ
リ

シ
ャ

言
語

統
一

言　　　　　　　語

ラ
ト

ヴ
ィ

ア
デ

ン
マ

ー
ク

交
叉

的
言

語
標

準
化

オ
ラ

ン
ダ

ノ
ル

ウ
ェ

ー
補

強
的

フ
ラ

ン
ス

イ
タ

リ
ア

リ
ト

ア
ニ

ア

チ
ェ

コ
ス

ロ
バ

キ
ア

ベ
ル

ギ
ー

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

ス
イ

ス
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
交

叉
的

多
言

語

ス
ペ

イ
ン

ポ
ー

ラ
ン

ド

イ
ギ

リ
ス

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

ユ
ー

ゴ
ス

ラ
ビ

ア

ル
ー

マ
ニ

ア

ブ
ル

ガ
リ

ア

グ
レ

ー
ト

・
ブ

リ
テ

ン

エ
ス

ト
ニ

ア

補
強

的

図
表

29　
国

民
文

化
の

宗
教

的
、

言
語

的
側

面

出
典

　
A
arebrot, 1982: 65



起
こ
し
た
﹇A

areb
rot,1982:55

﹈。
図
表　

に
示
す
よ
う
に
、
国
民
文
化
の
形
成
過
程
で
の
言
語
と
宗
教
の
関
係
に
関
し
て
、
言
語

２９

統
一
へ
の
圧
力
と
周
辺
固
有
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
防
衛
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
を
述
べ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
様
々
な

形
を
取
っ
て
国
民
形
成
を
規
定
し
て
き
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
は
、
次
の
よ
う
な
移
住
・
征
服
・
占
領
の
結
果
、
複
雑
な
言
語
構
造
が
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
﹇R

okkan,1980c:

168-169;R
okkan

and
U
rw

in,1983:20-22,51-52

﹈。

　

①
ケ
ル
ト
族
は
ラ
イ
ン
川
と
ド
ナ
ウ
川
の
間
の
中
核
地
域
（heartland

）
か
ら
ガ
リ
ア
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
、
イ
ギ
リ
ス
へ
と
膨
張
し

た
。

　

②
ロ
ー
マ
人
は
西
方
へ
は
南
ガ
リ
ア
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
、
さ
ら
に
は
北
方
へ
は
ラ
イ
ン
川
、
ド
ナ
ウ
川
の
塁
壁
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス

ま
で
連
続
的
な
征
服
を
行
っ
た
。

　

③
ゲ
ル
マ
ン
諸
部
族
は
崩
壊
寸
前
の
ロ
ー
マ
帝
国
へ
の
何
度
で
も
侵
入
し
た
。

　

④
八
世
紀
、
ア
ラ
ブ
人
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
北
上
し
、
征
服
し
た
。

　

⑤
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
シ
チ
リ
ア
島
、
南
イ
タ
リ
ア
へ
度
重
な
る
征
服
を
繰
り

返
し
た
。

　

⑥
ス
ラ
ブ
人
、
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ
ル
語
族
は
ド
イ
ツ
人
の
居
住
す
る
内
陸
部
地
域
へ
の
西
方
に
進
出
し
た
。

　

⑦
ド
イ
ツ
人
は
一
二
世
紀
か
ら
ス
ラ
ブ
人
と
バ
ル
ト
語
族
の
土
地
へ
東
方
拡
大
を
果
た
し
た
。

こ
れ
ら
の
移
住
、
征
服
、
占
領
の
動
き
は
、
複
雑
な
民
族
・
言
語
の
風
景
を
形
成
し
た
。
そ
の
た
め
、
図
表　

の
よ
う
な
高
中
世
以
前

２４

の
地
民
族
地
図
が
完
成
し
た
﹇R

okkan,1980c:169

﹈。

　

ま
ず
、
西
部
か
ら
東
部
に
か
け
て
四
つ
の
セ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
大
西
洋
沿
岸
周
辺
（
ケ
ル
ト
と
バ
ス
ク
の
土
地
、
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初
期
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
北
海
帝
国
崩
壊
後
、
西
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ー
ク
ニ
ー
諸
島
、
シ
ェ
ト
ラ
ン
ド
諸
島
、
フ
ェ
ロ
ー
諸
島
、
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
の
形
成
）、
②
西
部
沿
岸
平
原
（
初
期
沿
岸
王
国
の
中
核
地
域：

デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
、
フ
ラ
ン
キ
ッ
シ
ュ
、

相
当
後
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
）、
③
中
央
平
原
・
ア
ル
プ
ス
（
ム
ー
ズ
＝
ロ
ー
ヌ
・
ラ
イ
ン
と
エ
ル
ベ
川
の
間
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
中

核
地
域
）、
④
内
陸
周
辺
（
ド
イ
ツ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
帝
国
建
設
の
脅
威
の
交
差
圧
力
下
の
ス
ラ
ブ
人
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
人
、
フ
ィ
ン

語
族
の
抵
抗
）
で
あ
る
。

　

次
に
、
北
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
の
三
つ
の
地
方
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
か
ら
外
れ
た
地
方
（
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
北
ド
イ
ツ
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
バ
ル
チ
ッ
ク
）、
②
ア
ル
プ
ス
の
北
部
の
帝
国
の
地

方
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
南
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
）、
③
地
中
海
地
方
（
ゲ

ル
マ
ン
の
侵
入
に
影
響
さ
れ
ず
ラ
テ
ン
語
系
制
度
を
導
入
）
で
あ
る
。

　

領
域
の
分
割
は
、
高
中
世
時
代
に
お
い
て
様
々
な
制
度
が
発
展
す
る
中
で
、
民
族
―
言
語
の
基
礎
構
造
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
段
階
で
は
、
中
央
集
権
君
主
制
、
初
期
の
都
市
同
盟
、
多
極
共
存
型
構
造
の
そ
れ
ぞ
れ
に
向
か
う
形
で
、
第
二
段
階
は
民
族
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
類
似
性
を
規
定
す
る
領
域
内
で
の
言
語
標
準
の
決
定
で
あ
る
。
標
準
化
の
発
展
は
、
印
刷
技
術
の
発
達
と
宗
教
改
革

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
加
速
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
周
辺
は
中
心
の
規
範
を
受
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　

言
語
の
標
準
化
へ
の
動
き
は
、
中
央
集
権
化
し
た
君
主
制
が
発
展
し
た
高
中
世
期
の
国
家
建
設
に
際
し
て
、
す
で
に
課
題
と
な
っ
て

い
た
。
中
心
は
、
領
域
の
支
配
や
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
過
程
に
お
い
て
異
な
っ
た
文
化
を
持
つ
、
従
属
に
抵
抗
す
る
、

多
く
の
周
辺
と
の
軋
轢
に
直
面
す
る
。
そ
れ
は
国
家
建
設
の
中
心
、
あ
る
い
は
政
治
シ
ス
テ
ム
間
の
交
差
圧
力
下
に
あ
る
周
辺
が
生
じ

る
（
例：

ケ
ル
ト
族
の
大
西
洋
沿
岸
西
部
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
い
っ
た
境
界
地
方
、
多
様
な
境
界
域
周
辺
）。
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三　

政
治
と
文
化
の
統
合
事
例

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
民
形
成
史
に
お
い
て
政
治
と
言
語
の
統
合
は
、
次
の
事
例
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
﹇R

okkan,1975:581-

583:R
okkan,1980c:182:R

okkan
and

U
rw

in,1983:66-107

﹈。

　

①
三
〇
年
戦
争
以
前
に
初
期
の
領
域
的
統
合
が
な
さ
れ
た
事
例

　

こ
の
事
例
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

中
心
は
そ
の
言
語
の
継
続
的
強
化
策
を
実
行
し
、
旧
帝
国
の
周
辺
に
お
い
て
独
自
言
語
の
標
準
を
発
展
さ
せ
た
。
交
易
ベ
ル
ト
内
で
は

そ
の
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
が
、
た
だ
そ
の
中
に
お
い
て
中
心
言
語
を
発
達
さ
せ
た
例
外
は
、
多
頭
制
的
な
構
造
を
持
つ
と
は
い
え
、
オ

ラ
ン
ダ
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
国
民
の
同
質
性
で
容
易
に
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
例
は
交
易
ベ
ル
ト
か
ら
外
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
あ
る
。
強
力
な
言
語
標
準
を
持
つ
イ
ギ

リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
と
は
注
目
す
べ
き
差
異
が
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
早
く
国
家
統
一
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
、
言
語
政
策
は
寛
容
で
あ
っ
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
英
語
は
外
的
言
語
標
準
（ex

og
lossic

stan
d
ard

）
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
く
か
ら
支
配
的
な
言
語
と

な
っ
て
い
る
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
だ
け
は
言
語
的
独
自
性
を
堅
持
し
て
き
た
。
た
だ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
、
独
自
の
民

族
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
っ
て
い
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
事
実
上
長
い
間
、
多
く
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
か
ら
な
る
中
央
集
権
国
家
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
言
語
統
一
を
教

会
を
通
じ
て
完
成
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
使
用
さ
れ
て
い
た
言
語
標
準
を
周

辺
住
民
に
強
制
、
推
進
し
て
、
言
語
統
一
に
関
し
て
軍
事
・
行
政
機
関
に
よ
る
中
央
集
権
制
を
徹
底
し
た
。
こ
れ
に
は
南
フ
ラ
ン
ス
、

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
、
コ
ル
シ
カ
で
は
固
有
の
言
語
・
文
化
が
そ
れ
と
対
立
し
た
。
全
般
的
な
視
点
に
立
て
ば
、
こ
れ
ら
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周
辺
は
政
治
的
な
独
立
性
を
達
成
で
き
ず
、
中
心
に
よ
る
言
語
的
な
進
出
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

②
政
治
的
に
統
合
す
る
前
に
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
文
化
的
に
統
合
さ
れ
て
い
た
事
例

　

こ
の
事
例
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ
る
。
後
二
者
の
事
例
で
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
遺
産
を
受
け
て
多
頭

制
構
造
を
持
っ
た
地
域
が
あ
り
な
が
ら
、
政
治
的
に
統
一
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
独
自
の
文
化
的
な
標
準
が
発
展
し
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア

で
は
外
部
か
ら
影
響
を
受
け
た
方
言
（alien

dialect

）
を
使
用
す
る
周
辺
、
ま
た
は
辺
境
や
境
界
域
周
辺
の
場
合
を
除
け
ば
、
一
四
世

紀
か
ら
ト
ス
カ
ナ
語
標
準
が
徐
々
に
支
配
的
に
な
っ
た
。

　

多
種
多
様
な
方
言
が
分
布
し
て
い
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
内
で
は
、
共
通
標
準
語
を
形
成
す
る
ま
で
に
数
世
紀
か
か
っ
た
。
一
六
世
紀

に
は
高
地
ド
イ
ツ
語
（H

och
d
eu

tsch

）
が
決
定
的
に
な
り
、
イ
タ
リ
ア
と
は
対
照
的
に
高
地
ド
イ
ツ
語
は
交
易
ベ
ル
ト
内
の
各
地
域

に
広
が
っ
て
使
用
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
二
つ
の
内
陸
帝
国
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
）
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
と
な
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
は
国
家
装
置
を
ド
イ
ツ
語
共
同
体
を
超
え
て
、
他
領
域
に
ま
で
支
配
を
及
ぼ
そ
う
と
し
た
が
成
功
せ

ず
、
反
対
に
同
帝
国
内
の
各
地
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
勃
興
し
た
た
め
に
領
土
が
断
片
化
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

勢
力
が
一
言
語
共
同
体
の
完
成
に
努
力
し
、
最
終
的
に
小
ド
イ
ツ
主
義
を
貫
い
た
形
で
ド
イ
ツ
国
家
を
完
成
す
る
。

　

③
多
言
語
構
造
地
域
内
で
の
言
語
的
調
整
の
事
例

　

こ
の
事
例
は
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ス
ペ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
地
域
に
多
言
語
構
造
を
も
ち
、
ひ
と

つ
の
言
語
が
優
位
を
占
め
な
が
ら
、
他
言
語
と
の
調
整
を
図
っ
た
ケ
ー
ス
で
、
言
語
境
界
と
国
境
線
と
が
一
致
し
な
い
。
ス
イ
ス
と
ベ

ル
ギ
ー
は
地
政
学
的
に
は
交
易
ベ
ル
ト
内
に
あ
り
、
か
つ
緩
衝
地
域
で
あ
っ
た
た
め
か
、
独
自
の
自
己
標
準
を
発
達
さ
せ
な
か
っ
た
。

ス
イ
ス
の
場
合
、
ア
レ
マ
ン
・
ド
イ
ツ
語
の
優
位
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
間
、
他
言
語
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ス
イ

ス
に
お
け
る
連
邦
シ
ス
テ
ム
の
建
設
は
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
の
三
つ
の
外
的
言
語
標
準
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
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方
言
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
平
等
化
を
可
能
に
し
た
。
た
だ
、
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
（G

rau
b
�n

d
en

）
だ
け
が
レ
ー
ト
・
ロ
マ
ニ
ッ

シ
ュ
語
を
使
用
し
外
来
語
に
依
存
せ
ず
、
統
一
標
準
化
の
足
を
引
っ
張
る
結
果
と
な
る
（
現
憲
法
一
一
六
条
で
四
言
語
を
国
語
と
規
程

し
て
い
る
）。

　

ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
、
南
部
ワ
ロ
ニ
ー
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
が
外
的
言
語
標
準
の
エ
リ
ー
ト
語
と
し
て
、
一
八
三
一
年
国
家
成
立
当
初

か
ら
支
配
的
で
あ
っ
た
。
他
方
、
北
部
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
語
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
が
方
言
の
一
種
と
し
て
残
っ
て
、
両
言
語
に
よ
る
「
言
語

戦
争
」
の
形
で
対
立
を
続
け
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
同
等
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
て
、
言
語
構
造
は
均
衡
化
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
問
題
は
完
全
に
解
決
し
た
わ
け
で
は
な 
い 
。

（
３
）

　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
ド
イ
ツ
語
方
言
を
維
持
し
つ
つ
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
感
じ
て
い
る
。
ア
ル
ザ

ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
も
ド
イ
ツ
語
方
言
を
維
持
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
政
治
的
一
体
感
を
持
っ
て
い 
る 
。
特
に
第
一
次
世
界
大
戦
前
の

（
４
）

ア
ル
ザ
ス
人
は
、
ド
イ
ツ
文
化
の
影
響
を
受
け
、
ド
イ
ツ
的
生
活
様
式
に
敵
意
を
持
た
な
か
っ
た
﹇C

raig,1984:338

﹈。
ス
ペ
イ
ン
の

場
合
、
旧
帝
国
の
周
縁
に
位
置
し
、
四
つ
の
内
的
言
語
標
準
（en

d
og

iossic
stan

d
ard

）
が
共
存
す
る
。
一
五
世
紀
後
半
カ
ス
テ
ィ

リ
ャ
人
が
指
導
権
を
掌
握
し
て
以
来
、
そ
の
中
心
に
対
す
る
周
辺
か
ら
の
反
発
が
あ
っ
た
。
特
に
、
経
済
的
、
文
化
的
に
独
自
性
を
有

す
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
バ
ス
ク
の
各
地
域
か
ら
の
抵
抗
が
国
民
形
成
で
妨
げ
と
な
っ
た
。
現
在
、
地
方
言
語
は
公
認
さ
れ
て
い 
る 
。

（
５
）

　

④
自
ら
の
言
語
標
準
を
確
立
・
維
持
で
き
て
い
た
が
、
一
九
世
紀
、
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
、
独
立
国
家
の
持
つ
主
権
的
な
地
位
に
到

達
で
き
た
事
例

　

こ
の
事
例
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
政
治
的
独
立
が
遅
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
に
共
通
し
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
一
八
一
四
年
/
一
九
〇
五
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
一
九
一
八
年
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
一
九
三
七

年
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
一
九
四
四
年
）、
そ
の
こ
と
で
独
自
の
言
語
標
準
を
確
立
・
維
持
で
き
た
。
こ
の
過
程
で
二
言
語
体
系
も
成
立
さ
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せ
、
周
辺
言
語
が
標
準
化
し
た
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ブ
ー
ク
モ
ー
ル
語
と
ニ
ー
ノ
シ
ク
語
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
語
）。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
場
合
は
事
情
を
異
に
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
は
存
在
し
た
が
、
宗
教
改
革
後
、
英
語
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
、
そ
の
後
一
九
世
紀
中
に
消
滅
し
た
。
そ
れ
は
共
和
国
成
立
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
で
も
復
活
し
な
か
っ
た
。
現
在
、

外
的
言
語
標
準
と
し
て
、
英
語
が
支
配
言
語
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
に
お
い
て
、
鉄
道
と
経
済
自
由
主
義
は
、
国
家
市
場
の
統
一
を
成
立
さ
せ
、
地
域
間
の
相
互
依
存
を
強
制
す
る
結
果
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
読
み
書
き
能
力
（literacy

）
へ
の
要
求
も
、
国
家
に
文
化
革
命
を
強
い
ら
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
共
通
の
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
言
語
」、
す
な
わ
ち
単
一
標
準
言
語
が
国
民
形
成
に
は
不
可
欠
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
当
時
、
エ
リ
ー
ト
言
語
と
地
域
・
地
方
言
語
に
分
か
れ
、「
二
言
語
の
世
界
」
の
架
橋
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め

の
最
も
重
要
な
回
路
は
、
国
民
規
模
で
組
織
さ
れ
、
か
つ
す
べ
て
の
人
々
を
言
語
統
一
で
き
る
義
務
教
育
の
導
入
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
初
め
て
、
住
民
の
大
多
数
は
、
ひ
と
つ
の
「
国
民
共
同
体
」
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
徴
兵
制

導
入
に
よ
っ
て
、
言
語
統
一
は
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
言
語
政
策
は
国
家
統
一
だ
け
で
な
く
、
国
民
形

成
に
も
焦
点
を
あ
わ
せ
る
作
業
で
あ
っ
た
。
言
語
は
次
第
に
国
民
的
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
に
な
り
始
め
、
そ
し
て
こ
の
意
味
で
「
祖
国

愛
」
を
国
民
の
間
で
国
民
的
一
体
感
と
い
う
情
緒
的
要
素
を
醸
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
々
は
社
会
的
昇
進
を
標
準
語
の
習
得

で
可
能
と
な
り
、
そ
の
こ
と
は
数
世
紀
間
、
停
滞
し
て
い
た
村
落
共
同
体
を
開
放
し
、
人
々
の
水
平
的
移
動
と
垂
直
的
移
動
を
可
能
と

し
、
旧
来
の
生
活
様
式
を
大
き
く
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
標
準
語
の
整
備
は
、
社
会
経
済
的
、
政
治
的
、
文
化
的
な
近
代
化
過
程

に
お
い
て
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
る
﹇W

itte
and

V
elthoven,1999:33-34

﹈。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
領
域
構
造
は
、
三
つ
の
次
元
（
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
さ
、
国
家
建
設
の
中
心
の
強
さ
、
文
化
統
合
と
標
準
化

に
対
す
る
抵
抗
の
強
さ
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
国
家
ご
と
の
特
色
を
は
っ
き
り
と
示
し
出
し
た
の
で
あ
る
﹇F

lora,1981:
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408;R
okkan

and
U
rw

in.1983:69

﹈。

　

重
要
な
の
は
、
経
済
が
完
全
に
金
融
化
さ
れ
る
前
に
、
大
衆
の
読
み
書
き
能
力
を
身
に
つ
け
る
前
に
、
下
層
が
参
加
を
主
張
す
る
前

に
、
領
域
支
配
が
着
手
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
民
国
家
建
設
者
が
次
の
四
つ
の
「
挑
戦
」
を
受
け
る
前
に
、
効

果
的
な
組
織
を
築
き
上
げ
る
時
間
的
余
裕
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
四
つ
の
「
挑
戦
」
と
は
、
①
大
衆
レ
ベ
ル
で
の
国
民
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
す
る
展
開
（
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
用
語
で
は
「
忠
誠
」
の
樹
立
）、
②
大
衆
参
加
の
た
め
の
回
路
の
開
放

（「
抗
議
」
ル
ー
ト
の
設
置
）、
③
国
民
国
家
の
基
盤
と
す
る
経
済
的
連
帯
の
確
立
（「
退
出
」
の
防
止
）、
④
資
源
と
利
益
の
再
分
配
の

た
め
に
必
要
な
同
意
の
樹
立
（「
忠
誠
」
の
確
保
と
「
退
出
」
の
放
棄
）
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
対
応
で
あ
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
民
国

家
は
、
大
衆
政
治
の
試
練
に
直
面
す
る
以
前
に
、
国
家
建
設
と
国
民
形
成
に
と
も
な
う
紛
争
の
い
く
つ
か
を
解
決
す
る
機
会
と
時
間
を

与
え
ら
れ
た
﹇R

ok
k
an

,1973:94
﹈。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
場
合
に
均
等
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

後
年
に
影
響
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

浸
透
と
標
準
化
の
段
階
を
経
た
各
領
域
構
造
は
、
次
に
参
加
段
階
、
す
な
わ
ち
大
衆
民
主
主
義
の
時
代
に
突
入
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

第
五
章　

大
衆
民
主
主
義
へ
の
始
動

　　

一　

政
治
的
市
民
権
の
拡
大

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
大
衆
民
主
主
義
の
発
展
は
、
制
度
面
（
政
治
的
権
利
＝
参
政
権
）
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
社
会
か
ら
の
動

員
の
源
泉
（
政
党
と
政
党
シ
ス
テ
ム
）
の
両
方
か
ら
捉
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇
古
田
、
一
九
八
八
年
年
参
照
﹈。
ま
ず
、
前

者
か
ら
考
え
て
お
こ
う
。

　

市
民
権
は
、
国
家
に
お
い
て
個
人
の
責
任
あ
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
示
す
概
念
で
あ
る
。
市
民
権
は
、
近
代
国
民
国
家
に
お
い
て
個
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人
の
地
位
を
強
調
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
権
利
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
Ｒ
・
ベ
ン
デ
ィ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
市
民
権
は
国
民
形
成

に
お
け
る
中
核
的
要
素
で
あ
り
、
市
民
と
し
て
分
類
さ
れ
る
政
治
的
な
権
利
と
義
務
を
規
準
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
民
国
家
に
お
け

る
市
民
権
は
、
法
的
規
程
に
お
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
国
民
の
多
数
が
権
利
と
同
様
に
義
務
を
容
認
、
遵
守
、
享
受
で
き
る
し
、
支

配
の
観
点
か
ら
、
国
家
は
市
民
権
が
一
般
化
し
て
い
く
条
件
を
整
備
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
に
は
自
由
主
義
と
民
主
主
義
の
両
概
念
が
含

ま
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
国
民
形
成
過
程
に
お
け
る
「
退
出
」
防
止
の
戦
略
と
も
見
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

Ｔ
・
Ｈ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
発
展
的
な
視
点
で
市
民
権
の
分
析
を
行
っ
た
。
一
八
世
紀
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
権
利
と
義
務

の
歴
史
的
発
展
か
ら
市
民
権
は
概
念
化
さ
れ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
に
市
民
の
権
利
（civ

ilrig
h
t

、
ま
た
は
公
民
権civ

il

citizen
sh

ip

）
が
成
立
し
た
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
権
利
と
は
「
法
の
前
の
平
等
」「
個
人
の
自
由
」「
表
現
・
信
仰
・
思
想
の
自
由
」

「
自
己
の
所
有
へ
の
権
利
」「
契
約
締
結
の
観
念
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
自
由
主
義
的
な
内
容
を
示
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
に

は
、
政
治
的
権
利
（politicalright,politicalcitizenship

）
が
発
展
す
る
。「
選
挙
に
参
加
す
る
権
利
」「
立
法
府
か
内
閣
か
の
ど
ち

ら
か
の
政
治
的
権
威
に
付
与
さ
れ
た
団
体
に
勤
務
す
る
（
す
な
わ
ち
、
公
務
に
就
任
す
る
）
権
利
」
な
ど
が
該
当
す
る
具
体
的
な
権
利

で
あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
に
政
治
的
権
利
が
普
及
し
、
そ
の
成
果
の
延
長
線
上
に
社
会
的
権
利
（socialright

）
が
成
立
す
る
。

こ
れ
は
一
定
標
準
の
経
済
的
、
社
会
的
福
祉
へ
の
権
利
を
具
体
化
し
、
個
々
人
に
社
会
権
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
た
。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
は
四
組
の
公
的
制
度
に
三
つ
の
タ
イ
プ
の
権
利
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
裁
判
所
（cou

rt

）、
代
表
政
治

団
体
（rep
resen

tativ
e
p
oliticalb

od
y

）、
社
会
サ
ー
ビ
ス
（socialserv

ice

）、
学
校
（sch

ool

）
が
そ
の
制
度
で
あ
る
。
市
民
権

は
、
国
民
国
家
に
お
い
て
個
々
人
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
強
調
す
る
の
で
、「
国
籍
（n

ation
ality

）」
は
市
民
権
を
決
定
す
る
重
要
な

措
置
と
な
る
﹇K

uhnle,1991:94-95

﹈。

　

国
家
建
設
と
国
民
形
成
は
、
自
己
の
立
場
を
維
持
す
る
た
め
に
外
部
に
向
け
た
境
界
建
設
の
過
程
で
あ
る
。
そ
の
時
機
と
形
態
は
領

第21巻１・２号―― 82



域
内
の
大
衆
民
主
主
義
、
つ
ま
り
政
治
的
市
民
権
の
拡
大
の
あ
り
方
に
影
響
す
る
。
対
外
的
な
交
流
の
統
制
は
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、

対
内
に
お
け
る
「
抗
議
」
の
回
路
（channeling

）
の
承
認
と
関
係
す
る
。
対
外
的
境
界
と
「
抗
議
」
用
の
域
内
回
路
と
の
関
連
で
は
、

各
国
家
の
相
違
は
次
の
四
つ
の
要
因
へ
の
取
り
組
み
次
第
で
様
々
な
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
の
四
要
因
と
は
、
①
一
六
〇
〇
年
か
ら

一
八
〇
〇
年
ま
で
の
地
域
の
整
理
・
統
合
の
決
定
的
な
期
間
に
お
い
て
の
「
代
表
回
路
」
が
存
続
す
る
か
消
滅
す
る
か
（
図
表　

の
12

Ⅲ
）、
②
（
図
表　

の
Ⅵ
の
）
一
七
八
九
年
以
降
の
選
挙
権
が
い
か
な
る
速
度
で
拡
大
す
る
か
、
③
「
抗
議
」
行
動
が
政
治
体
制
に
取

12

り
入
れ
ら
れ
る
際
に
生
じ
る
「
暴
力
の
レ
ベ
ル
」
が
あ
っ
た
の
か
、
④
大
衆
政
治
へ
の
移
行
期
に
「
下
か
ら
」
の
「
抗
議
」
が
動
員
を

ど
の
よ
う
に
組
織
化
で
き
た
か
、
で
あ
る
﹇R

ok
k
an

,1974:52

﹈。
国
家
建
設
か
ら
大
衆
政
治
へ
の
移
行
に
お
い
て
、
図
表　

の
国
境

３０

建
設
と
大
衆
政
治
へ
の
移
行
の
あ
り
方
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
各
国
ご
と
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
条

件
に
よ
っ
て
選
挙
権
拡
大
の
発
展
は
様
々
な
形
態
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
表　

参
照
）。
大
衆
民
主
主
義
へ
の
移
行
を
一
般

３１

化
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
よ
る
「
国
民
化
（nationalization

）」
は
、「
下
か
ら
」
の
「
抗
議
」
の
動
員

を
可
能
に
し
た
。
ま
ず
、
早
く
か
ら
「
読
み
書
き
能
力
」
が
発
展
し
た
場
合
に
は
、
大
衆
政
治
に
社
会
的
下
層
を
積
極
的
に
動
員
さ
れ

た
し
、
教
会
が
国
家
装
置
の
一
部
に
編
入
さ
れ
た
地
域
で
は
紛
争
の
火
種
が
減
り
、
被
支
配
住
民
の
意
見
を
吸
収
す
る
こ
と
を
促
進
し

た
。
対
照
的
に
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
超
領
域
的
な
影
響
力
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
央
部
・
南
部
で
は
、
大
衆
教
育
が
未

発
達
な
た
め
に
、
自
発
的
な
大
衆
動
員
が
遅
れ
、
か
え
っ
て
そ
の
こ
と
が
「
上
か
ら
」
の
動
員
を
可
能
に
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
た
め
教
育
制
度
を
め
ぐ
っ
て
、
世
俗
国
家
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
指
導
権
争
い
が
あ
っ
た
（
例：

ド
イ
ツ
の
文
化
闘
争
、

フ
ラ
ン
ス
の
政
教
分
離
闘
争
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
ご
と
の
パ
タ
ー
ン
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
た
。

　

①
交
易
ベ
ル
ト
か
ら
遠
距
離
の
地
域
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）
で
は
、
民
主
化
は
漸
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進
的
で
、
ほ
と
ん
ど
激
し
い

暴
力
を
と
も
な
わ
な
い
。
こ

れ
ら
の
地
域
は
、「
退
出
」
選

択
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
中

世
か
ら
代
表
制
度
を
維
持

し
、
国
家
建
設
者
が
自
ら
の

法
・
宗
教
・
言
語
の
標
準
化

を
制
定
で
き
た
た
め
、
大
問

題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　

② 
交
易
ベ
ル
ト
内
の
地
域

（
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
）
で

は
、
民
主
化
は
比
較
的
問
題

な
く
進
展
し
た
。
た
だ
、
都

市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
多
極
共

存
的
な
形
態
を
発
展
さ
せ
た

た
め
、
中
央
集
権
化
し
た
国

家
装
置
の
樹
立
を
阻
止
し

第21巻１・２号―― 84

主要動員機関「 抗 議 」 の 統 合領域国境の開放性／閉鎖性

暴力の

度合い

選挙権の

拡大　　

代表機関の

継続性　　
事　例軍事的国境

経済的

国境　
文化的国境

土 地 所 有

者、国民運

動

低い段階的継続的イギリス交易ベルトから遠距離

周辺に対し開放的

開放的閉鎖的

国民運動低い段階的ほぼ継続的スウェーデ

ン

交易ベルトから遠距離

周辺に対して開放的

閉鎖的閉鎖的

国民運動低い急激長い絶対主義デンマーク交易ベルトに近距離開放的閉鎖的

軍隊、土地

所有者、教

会

高い：

1933

急激

急激

長い絶対主義

多頭的寡頭制

／絶対主義

プロイセン

ドイツ帝国

交易ベルトに近距離

交易ベルト内

閉鎖的

開放的

閉鎖的

混合的

国民運動

教会

低い

低い

段階的

急激

多頭的寡頭制オランダ

スイス

交易ベルト内開放的混合的

ブルジョア

ジー、教会

低い段階的多頭的寡頭制

（外部からの

絶対主義）

ベルギー交易ベルト内開放的開放的

軍隊、ブル

ジ ョ ア ジ

 ー、教会

高い段階的多頭的寡頭制

／絶対主義

イタリア交易ベルト近くの南部

周辺に対して開放的

開放的開放的

軍隊、ブル

ジョアジー、

教会

再三の成

功した革

命

急激長い絶対主義フランス交易ベルトに近い周辺

に対して開放的

開放的開放的

　↓

閉鎖的

（成功した

国民形成）

軍隊、ブル

ジョアジー、

教会

高い：

1936

段階的長い絶対主義スペイン周辺に対して開放的開放的開放的

（失敗した

国民形成）

軍隊、ブル

ジョアジー、

教会

高い：

1934

段階的長い絶対主義オーストリ

ア

周辺に対して開放的開放的開放的（制

限された国

民形成）

図表30　国境建設と大衆政治への移行

出典　Rokkan, 1974: 50－51
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事
王

朝
長

期
間

の
絶

対
主

義
支

配
大

陸
帝

国
内

部
の

領
域

絶
対

主
義

の
遺

産
大

陸
帝

国
内

部
の

領
域

都
市

寡
頭

制
と

地
方

身
分

代
表

軍
事

王
朝

代
表

機
関

の
継

続
性

国
家

建
設

の
タ

イ
プ

旧
来

の
支

配
形

態

フ
ラ

ン
ス

デ
ン

マ
ー

ク
ノ

ル
ウ

ェ
ー

アイスランド
オ

ー
ス

ト
リ

ア
オ

ー
ス

ト
リ

ア
・

ハ
ン

ガ
リ

ー
帝

国
オーストリア

共
和

国

プ
ロ

イ
セ

ン
ド

イ
ツ

帝
国

ワイマール共和国
イ

タ
リ

ア
ス

イ
ス

ルクセンブルク
ベ

ル
ギ

ー
オ

ラ
ン

ダ
フィンランド

スウェーデン
アイルランド

イ
ギ

リ
ス

古
い

国
民

国
家

新
し

い
「

分
離

国
家

」

全
身

分
1789年

地
方

身
分

1831－
1849

年

国
会

1814年
オ

ー
ル

シ
ン

グ
評

議
会

1843－
1874

年

地
方

身
分

を
間

接
選

挙
で

選
出

し
た

帝
国

議
会

連
邦

議
会

1815年
地

方
身

分
ラ

ン
ト

議
会

サ
ル

ビ
ニ

ア
議

会
1848年

市
参

議
会

都
市

会
議

1841年
地

方
身

分
全

身
分

２
院

制1815年

４
身

分
会

議
４

身
分

帝
国

議
会

1801年
ま

で
グ

ラ
ッ

テ
ン

議
会

下
院

初
期

代
表

機
関

国
民

議
会

1789年

1815年
0.25

隔
世

逆
転

1795年
、

1814年
、

1852年
拡

大
1930年

２
院

制
議

会
1849年

1849年
14－

15

隔
世

逆
転

上
院

1866年

1814年
101814年

立
法

府

1903年
9.81903年

４
行

政
区

に
基

づ
く

直
接

選
挙

に
よ

る
帝

国
議

会
1873

年1873年
６1882年

1897年
第

５
選

挙
区

の
導

入

プ
ロ

イ
セ

ン
・

ラ
ン

ト
議

会
1849

年
、

帝
国

議
会

1848年

イ
タ

リ
ア

議
会1860年

1871年
2.31882年
（

７
％

）

1912年

国
民

議
会

1848年
直

接
選

挙
1848年
1868年

1848年
２1848年

1868年
1892年
1901年

議
会

制
1831年

1848年
１1848年

1893年

直
接

選
挙

1848年

1851年
2.41887年

1896年

１
院

代
表

1906年
２

院
制

1865年
4.8

1866年
5.7

1909年

イ
ギ

リ
ス

型
議

会
　

1801
－

1918年
下

院
1918年

1830年
0.21832年

1867年
1884年

1830年
2.31832年

1867年
1884年

主
な

革
命

後
の

再
組

織

旧
選

挙
法

に
よ

る
有

権
者

人
口

（
％

）

最
初

の
選

挙
権

拡
大

（
下

院
の

み
）

第
２

回
以

降
の

選
挙

権
拡

大

選
挙

区
間

の
強

い
不

平
等

３
階

級
選

挙
権

1919年

納
税

上
に

よ
る1920年

職
業

上
に

よ
る

投
票

普
通

選
挙

1923年

職
業

上
に

よ
る

投
票

普
通

選
挙

1948年

正
式

に
制

度
化

さ
れ

た
選

挙
平

等
の

特
徴

　
完

了

1793年
、

1848年
1849年

雇
用

者
1901年

1898年

貧
民

救
済

受
取

人
1913－

1919
年

1920年

貧
民

救
済

受
取

人
1934年

1907年
1843年

1867年
1919年

1848年

カ
ン

ト
ン

市
民

1919年
1918年

男
子

選
挙

権

わ
ず

か
な

制
限

制
限

一
掃

1945年
1915年

1915年
1920年

1919年
1919年

1919年
1945年

1919年
1949年

1917年
1906年

1920年
1923年

1929年
普

通
成

人
選

挙
権

図
表

31　
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427



た
。

　

③
交
易
ベ
ル
ト
の
両
端
の
地
域
（
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
で
は
、
強
力
な
中
心

が
存
在
す
る
た
め
、
大
衆
民
主
主
義
へ
の
移
行
は
困
難
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
暴
力
を
と
も
な
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
特
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
領
域
的
な
中
心
が
境
界
内
で
の
正
統
性
を
完
全
な
も
の
に
し
て
お
ら
ず
、
多
様
な
「
退
出
」
選
択

を
制
限
し
な
け
れ
ば
、
体
制
を
維
持
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

④
短
期
間
に
中
心
形
成
、
国
民
形
成
、
民
主
化
の
過
程
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
（
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
）、
そ
の
地
域
は
、
様
々
な
点
に
お
い
て
、
問
題
が
生
じ
や
す
く
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
政
治
的
市
民
権
か
ら
考
え
て
お
こ
う
。
政
治
的
民
主
主
義
の
発
展
に
は
、
政
治
参
加
形
態
と
し
て
選
挙
が
あ
り
、
そ
の
際
、

三
つ
の
決
定
的
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
第
一
は
「
接
近
の
普
遍
性
」
で
あ
る
。
成
人
は
ど
の
よ
う
な
立
場
に
関
係
な
く
、
形
式
的
に
投
票

権
を
付
与
さ
れ
る
。
第
二
は
「
影
響
力
の
平
等
性
」
で
あ
る
。
個
人
が
持
つ
一
票
は
対
等
に
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

三
は
「
投
票
の
秘
密
と
無
責
任
」
で
あ
る
。
個
々
人
の
投
票
決
定
に
「
責
任
を
取
ら
せ
る
」
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
そ
の
責
任
に
対
す
る

遡
及
効
も
生
じ
さ
せ
な
い
﹇R

okkan,1969:888-889

﹈。

　

政
治
的
権
利
は
参
政
権
と
被
選
挙
権
（
公
的
役
職
に
就
く
権
利
）
を
法
律
に
具
体
的
に
明
文
化
さ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
こ
と
は
自
ら
の
生
活
環
境
内
で
様
々
に
制
約
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
た
め
、「
自
分
の
意
見
を
（
自
ら
が
お
か
れ
た
生
活
環
境
か
ら

社
会
的
な
拘
束
を
受
け
る
た
め
に
）
自
由
に
表
明
で
き
な
い
人
々
」
の
個
々
の
政
治
的
地
位
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
政
治
的
権
利

は
、
普
通
・
平
等
・
直
接
選
挙
、
さ
ら
に
秘
密
投
票
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
代
表
に
自
己
の
意
思
を
一
体

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
秘
密
投
票
制
は
、
選
挙
を
他
か
ら
影
響
を
受
け
ず
に
個
人
が
真
に
自
ら
の
意
思
に
お
い
て
選
択
で
き
る
機

会
と
考
え
れ
ば
、
個
人
を
一
時
的
に
せ
よ
自
ら
を
「
制
約
す
る
生
活
環
境
」
か
ら
い
っ
た
ん
解
放
さ
れ
て
、
投
票
場
に
お
い
て
他
者
か
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ら
の
影
響
を
排
し
て
、
自
ら
の
判
断
に
基
づ
い
た
決
定
を
行
使
で
き
る
制
度
で
も
あ
る
。
投
票
の
公
開
、
口
頭
で
の
投
票
の
方
法
は
、

た
と
え
ば
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
一
九
〇
一
年
ま
で
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
一
九
〇
六
年
ま
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
で
は
一
九
一
八
年

ま
で
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
大
地
主
が
支
配
し
て
い
た
。

　

選
挙
制
度
は
「
一
人
一
票
」
制
度
を
通
じ
て
、
全
市
民
を
形
式
的
平
等
の
参
加
形
態
を
保
証
す
る
形
で
「
国
民
化
」
を
図
る
過
程
の

産
物
と
も
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
﹇R

okkan,1970:154 �

� ベ
ン
デ
ィ
ク
ス
、
一
九
八
一
年：

第
三
章
二
参
照
﹈。
同
時
に
「
国
民
」
を

シ
ス
テ
ム
か
ら
「
退
出
」
さ
せ
ず
、
か
つ
国
民
の
一
員
と
し
て
、
異
議
申
し
立
て
を
「
抗
議
」
の
レ
ベ
ル
に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
っ

た
。

　
「
一
人
一
票
制
度
」
と
い
う
平
等
選
挙
化
は
、
理
念
的
に
は
次
の
五
つ
の
過
程
を
歩
む
こ
と
に
な
る
﹇R

ok
k
an

,1968:148

﹈。
も
ち

ろ
ん
、
図
表　

で
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
国
ご
と
に
普
通
平
等
選
挙
の
完
成
段
階
ま
で
は
一
様
で
は
な
い
。

３２

　

①
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
の
段
階
で
は
、
政
治
的
市
民
権
の
条
件
と
し
て
は
、
職
能
身
分
（
貴
族
、
僧
侶
、
商
人
、
職
人
、
自
由
農
民
）

の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
承
認
で
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

②
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
両
革
命
の
た
め
、
選
挙
権
が
増
大
す
る
時
期
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
納
税
資
格
制
度
（r�g

im
e

censitaire

）
の
も
と
で
政
治
舞
台
に
登
場
す
る
に
は
厳
格
な
規
制
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
財
産
や
所
得
の
規
準
で
投
票
を

許
可
さ
れ
た
一
部
の
市
民
に
は
形
式
的
な
平
等
が
確
保
さ
れ
た
。

　

③
大
衆
動
員
の
第
一
段
階
に
お
い
て
、
選
挙
権
が
拡
大
し
た
が
、
そ
の
影
響
力
の
点
で
は
形
式
的
な
不
平
等
性
が
複
数
投
票
（m

ultiple

vote

）
や
代
表
へ
の
不
平
等
選
挙
制
度
な
ど
、
様
々
な
措
置
を
と
っ
て
持
続
し
た
。

　

④
次
の
段
階
で
は
成
人
男
子
へ
の
資
格
の
社
会
的
、
経
済
的
な
制
約
が
廃
止
さ
れ
、
男
子
普
通
選
挙
権
が
一
般
化
す
る
。
選
挙
区
内

で
の
一
票
の
不
平
等
性
は
な
く
な
る
が
、
選
挙
区
間
の
一
票
の
価
値
の
点
で
注
目
す
べ
き
相
違
は
存
在
し
た
。
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図表32　各国選挙権の拡大

（法定投票年齢以上の男子人口に対する百分比で表した有権者数）

出典　Flora, 1983: 90.　　　



　

⑤
最
後
に
決
定
的
段
階
に
お
い
て
、
女
性
、
若
者
、
短
期
居

住
者
へ
の
選
挙
権
が
承
認
さ
れ
、
一
票
の
価
値
が
平
等
化
す
る
。

　

政
治
的
市
民
権
（
参
政
権
）
の
拡
大
は
、
図
表　

の
構
成
要

１２

素
か
ら
考
え
れ
ば
、
各
国
の
民
主
化
の
拡
大
・
発
展
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
政
学
的
な
位
置
（
I：

領
域
）、
次
に
周
辺
支
配
の
範

囲
（
Ⅱ：

領
域
）、
あ
る
い
は
宗
教
改
革
の
結
果
（
Ⅱ：

文
化
）

に
応
じ
て
、
さ
ら
に
中
世
以
来
の
身
分
制
議
会
（
等
族
会
議
）

と
い
う
代
表
制
度
が
存
続
す
る
か
消
滅
す
る
か
（
Ⅲ：

領
域
）

で
も
、
最
終
的
な
普
通
選
挙
権
の
普
遍
化
（
Ⅳ：

権
利
）
ま
で

の
五
変
数
の
段
階
的
な
、
あ
る
い
は
急
激
な
進
展
へ
の
社
会
的
、

文
化
的
条
件
で
の
差
異
を
孕
ん
で
い
る
（
図
表　

参
照
）。
図

３３

表　

は
そ
の
諸
変
数
の
組
合
せ
を
受
け
て
、
普
通
選
挙
へ
の
諸

３４
段
階
の
順
序
で
の
各
国
ご
と
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
説
明
し

て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
ひ
と
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
に
国
家
の
中
心
建
設
を
長
期

間
に
持
続
的
に
行
え
た
国
家
は
、
選
挙
権
拡
大
を
徐
々
に
進
展

さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
﹇R

ok
k
an

an
d
H
ag

ev
et,

1980a:140-141

﹈。
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図表33　普通選挙権にいたる過程

Ⅰ：領域 

地政学的位置 

Ⅱ：領域 

周辺支配の範囲 

Ⅲ：領域 

代表制の存続 

Ⅳ：権利 

普通選挙権へ向け 

ての諸段階 

Ⅱ：文化 

宗教改革の結果 

Ⅳ：領域 

統一／分離の 

　  タイミング 

出典　Rokkan and Hagtvet, 1980a: 140
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出典　Rokkan and Hagtvet, 1980a: 141の表に修正・加筆

図表34　各国別の普通選挙権拡大過程における変数の組合せ

被解明事項：政治的権利
の普遍化への段階的漸進
のあり方　　　　　　　

第４局面第３局面第 ２ 局 面第１局面

事　　例
各局面の
速度　　

領域：統
一・分離

領域：代表制
の存続　　　

文化：宗教
改革の結果

領域：周
辺支配　

領域：地政
学的位置　

イギリス
スウェーデン

段階的早期の統一わずかな断絶
だけの代表制
存続

プロテスタ
ント支配

大交易ベルト
から遠距離

フィンランド急激後期の分離わずかな断絶
だけの代表制
存続

プロテスタ
ント支配

大交易ベルト
から遠距離

ノルウェー段階的早期の分離絶対主義支配プロテスタ
ント支配

大交易ベルト
から遠距離

アイスランド段階的後期の分離絶対主義支配プロテスタ
ント支配

大交易ベルト
から遠距離

オランダ段階的早期の統一代表制支配プロテスタ
ント支配

小交易ベルト
内部

スイス急激早 期 の 統
一、分離の
脅威

代表制支配プロテスタ
ント支配

小交易ベルト
内部

デンマーク急激早期の統一絶対主義支配プロテスタ
ント支配

中交易ベルト
に近接

プロイセン・ド
イツ

急激後期の統一絶対主義支配プロテスタ
ント支配

大交易ベルト
に近接

フランス急激早期の統一絶対主義支配国民化した
カトリシズ
ム

大交易ベルト
に近接

オーストリア段階的早期の統一絶対主義支配反宗教改革大交易ベルト
に近接

ベルギー段階的後期の統一外部からの絶
対主義

反宗教改革小交易ベルト
内部

イタリア段階的後期の統一絶対主義支配反宗教改革大交易ベルト
内部

スペイン段階的早期の統一絶対主義支配反宗教改革大交易ベルト
に近接



　

①
国
民
形
成
を
達
成
す
る
諸
勢
力
の
同
盟
が
早
期
に
成
功
さ
せ
た
国
々
で
は
、
急
激
な
民
主
化
戦
略
は
不
要
で
あ
る
（
例：

イ
ン
グ

ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）。

　

②
国
家
独
立
を
果
た
し
た
が
、
そ
れ
で
も
分
離
の
脅
威
が
あ
れ
ば
、
選
挙
権
の
急
激
な
増
加
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
強
固
な
社
会
的

亀
裂
に
基
づ
く
分
権
主
義
に
対
し
て
国
家
統
合
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
も
急
激
な
民
主
化
が
採
用
さ
れ
る
（
例：

一
八

四
六
年
分
離
同
盟
戦
争
後
の
ス
イ
ス
、
一
八
九
〇
年
代
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
一
九
〇
六
年
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）。

　

③
絶
対
主
義
か
ら
代
表
制
の
支
配
へ
の
突
然
に
移
行
す
る
国
家
は
、
急
激
に
（
少
な
く
と
も
男
子
）
選
挙
権
を
最
大
化
し
が
ち
で
あ

る
（
例：

フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
）。

　

④
強
力
な
反
宗
教
改
革
を
特
徴
と
す
る
諸
国
は
、
完
全
な
男
子
普
通
選
挙
権
拡
大
に
向
け
て
長
い
連
続
し
た
諸
段
階
を
経
験
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
影
響
力
あ
る
国
で
は
、
民
主
化
過
程
と
大
衆
動
員
が
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
（
例：

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
）。

　

二　

四
つ
の
「
敷
居
」

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
衆
民
主
主
義
は
、「
下
層
か
ら
の
挑
戦
」
を
受
け
て
、
次
の
四
段
階
を
経
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
ま

ず
動
員
機
関
を
設
置
す
る
権
利
の
確
立
、
第
二
に
選
挙
権
拡
大
を
通
じ
て
政
治
的
な
動
員
市
場
の
制
度
化
、
第
三
に
議
会
代
表
へ
「
下

層
か
ら
の
運
動
」
に
対
す
る
容
認
、
第
四
に
行
政
に
対
し
て
「
下
層
か
ら
の
運
動
」
が
現
実
的
に
影
響
力
を
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
ら
政
治
的
市
民
権
の
拡
張
は
そ
れ
へ
の
対
処
の
仕
方
で
「
暴
力
の
脅
威
」
も
存
在
す
る
。
新
し
い
政
治
運
動
は
政
治
シ
ス
テ
ム
の
中

核
（
支
配
層
）
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
ら
の
四
段
階
に
あ
る
、
次
の
四
つ
の
「
敷
居
（th

resh
old

）」
を
超
え
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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①
正
当
性
の
「
敷
居
」　
「
抗
議
」
が
陰
謀
と
し
て
抑
圧
さ
れ
る
か
、
あ
る
範
囲
で
批
判
・
反
対
の
権
利
（
例：

集
会
・
表
現
・
出
版

の
権
利
）
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

　

②
編
入
の
「
敷
居
」　
「
抗
議
」
運
動
を
支
持
す
る
者
が
、
政
治
的
権
利
の
点
で
、
支
配
層
の
そ
れ
と
同
等
な
も
の
を
所
持
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
。

　

③
代
表
の
「
敷
居
」　

新
し
い
政
治
運
動
が
代
表
権
を
獲
得
し
、
そ
れ
が
制
度
的
に
保
証
さ
れ
る
か
ど
う
か
。

　

④
行
政
の
「
敷
居
」　

反
対
派
が
、
多
数
支
配
の
も
と
で
、
正
当
な
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
選
挙
の
勝
利
に
よ
っ
て
反

対
派
の
政
党
ま
た
は
政
党
連
合
が
権
力
（
政
権
）
を
獲
得
で
き
る
か
ど
う
か
。

 　

ひ
と
つ
ま
た
は
複
数
の
「
敷
居
」
を
変
動
さ
せ
る
要
因
は
存
在
す
る
が
、
変
動
の
順
序
次
第
で
は
多
く
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
四
つ
の
「
高
い
敷
居
」
か
ら
四
つ
の
「
低
い
敷
居
」
へ
と
発
展
す
る
進
度
は
、
初
期
の
変
動
段
階
で
様
々
に
観

察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
結
社
の
自
由
や
選
挙
権
の
拡
大
の
承
認
な
ど
に
よ
っ
て
進
展
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
こ
の
発
展
過
程

で
多
く
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
後
の
各
段
階
に
影
響
し
て
く
る
。
だ
か
ら
、
い
く
つ
か
の
選
択
肢
は
あ
っ
て
も
、
全
体
を
万
遍

な
く
説
明
で
き
る
唯
一
の
、
決
定
的
な
モ
デ
ル
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。

　

①
と
②
の
「
敷
居
」
は
大
衆
民
主
主
義
政
治
の
発
展
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
選
挙
権
拡
大
の
障
害
の
除
去
が
潜
在
的
に
存
在
す
る
政

治
市
場
の
拡
大
と
市
民
の
政
治
参
加
を
促
進
す
る
。
そ
の
際
、
最
初
の
二
つ
の
「
敷
居
」
の
低
下
を
決
定
す
る
時
機
に
よ
っ
て
、
各
国

の
条
件
は
異
な
っ
て
く
る
。
図
表　

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
は
、
代
表
の
伝
統
が
強
力
な
イ
ギ
リ
ス
・
モ
デ
ル

３２

と
、
絶
対
主
義
の
伝
統
が
強
力
な
フ
ラ
ン
ス
・
モ
デ
ル
と
に
、
二
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
・
モ
デ
ル
は
徐
々
に
選
挙
権
を
拡
大
す
る
が
、
形
式
的
な
不
平
等
は
長
く
残
る
（
例：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル

ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
・
モ
デ
ル
は
政
治
的
市
民
権
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の
急
激
な
普
遍
化
・
平
等
化
を
経
験
す
る
が
、
し
ば
し
ば
逆
転
す
る
こ
と
も
あ
る
（
例：

ス
イ
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
第
二
帝
政
）。
当
然
、
各
国
に
政
治
市
場
ゲ
ー
ム
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
拡
大
す
る
。

　

最
初
の
二
つ
の
「
敷
居
」
が
除
去
さ
れ
る
と
、
次
に
不
公
平
な
選
挙
制
度
か
ら
比
例
代
表
制
を
要
求
す
る
代
表
の
「
敷
居
」
へ
と
議

論
が
展
開
す
る
。
比
例
代
表
制
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
多
極
的
要
素
に
応
じ
て
、
言
語
・
宗
教
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
の
少
数
派

が
既
存
の
選
挙
制
度
へ
の
不
信
か
ら
、
政
治
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
に
、
国
民
形
成
の
戦
術
の
一
部
と
し

て
導
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。
だ
か
ら
、
比
例
代
表
制
は
分
裂
し
た
社
会
に
お
い
て
、「
少
数
派
保
護
」
を
保
証
す
る
こ
と
で

異
質
な
要
素
と
の
共
存
と
い
う
新
原
理
を
創
造
し
、
そ
れ
ま
で
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
、
新
た
な
「
下
か
ら
の
圧

力
」、
と
同
時
に
「
既
得
権
を
持
つ
が
、
今
後
の
下
層
か
ら
の
圧
力
に
不
安
を
感
じ
る
既
得
権
層
に
と
っ
て
、
自
己
の
地
位
を
確
保
」

し
よ
う
と
す
る
動
き
と
も
な
っ
て
登
場
し
て
き
た
。

　

比
例
代
表
制
の
成
立
過
程
と
の
関
連
で
代
表
の
「
敷
居
」
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
比
例
代
表
制
へ
の
圧
力
は
多
極
社

会
の
国
家
で
成
立
し
や
す
く
、
②
比
例
代
表
制
の
導
入
は
選
挙
権
拡
大
に
と
も
な
っ
て
諸
集
団
が
生
き
残
る
手
段
と
な
り
、
③
実
際
に

導
入
さ
れ
た
国
家
は
小
政
治
シ
ス
テ
ム
で
は
エ
リ
ー
ト
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
で
あ
り
、
国
際
体
制
の
安
定
に
依
存
し
、

資
源
の
少
な
い
小
政
治
シ
ス
テ
ム
で
の
み
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
④
大
政
治
シ
ス
テ
ム
で
は
比
例
代
表
制
導
入
へ
の
抵
抗
は
根
強

か
っ
た
（
例：

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
第
二
帝
政
）。
比
例
代
表
制
は
、
国
民
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
領
域
住
民

を
「
国
民
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
シ
ス
テ
ム
を
安
定
化
し
、
大
衆
動
員
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
有
権
者
と
政
党
の
関
係
を

「
凍
結
（freezing

）」
す
る
機
能
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
後
の
行
政
の
「
敷
居
」
は
、
議
会
か
ら
政
府
へ
の
統
制
が
可
能
か
ど
う
か
、
と
い
う
制
度
化
（
責
任
内
閣
制
）
に
関
係
す
る
。
そ

れ
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
、
一
九
世
紀
に
は
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
除
き
、
議
会
に
よ
る
政
府
監
視
の
ル
ー
ル
が
導
入
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さ
れ
た
。
そ
の
「
敷
居
」
の
低
下
過
程
は
、
①
選
挙
権
拡
大
前
に
議
会
多
数
派
に
よ
る
責
任
内
閣
制
が
導
入
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
・
モ
デ

ル
（
例：

ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）、
②
責
任
内
閣
制
が
制
度
化
さ
れ
る
前
に
普
通
選
挙
権
が
拡
張
さ
れ
た
ド
イ
ツ
・

モ
デ
ル
（
例：

デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
「
敷
居
」
の
低
下
は
、
政
党
ま
た
は
政
党

連
合
が
議
会
内
で
多
数
派
を
形
成
し
、
内
閣
へ
の
接
近
（
政
権
獲
得
、
政
府
へ
の
影
響
力
行
使
）
を
可
能
に
す
る
。
だ
か
ら
、
行
政
へ

の
少
数
派
の
参
加
の
可
能
性
は
、
①
議
会
で
過
半
数
と
い
う
議
席
の
視
点
か
ら
、
少
数
政
党
と
最
大
政
党
と
の
連
合
の
た
め
の
問
題
、

②
政
策
の
類
似
性
・
親
近
感
と
「
協
定
能
力
」、
③
国
際
環
境
か
ら
の
圧
力
の
厳
し
さ
、
と
い
う
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

　

新
し
い
政
治
運
動
は
、
①
正
当
性
の
「
敷
居
」
を
超
え
、
選
挙
に
お
い
て
、
そ
の
見
解
を
国
民
に
伝
え
、
支
持
者
を
組
織
し
、
参
加

す
る
権
利
を
確
保
し
、
②
編
入
の
「
敷
居
」
を
超
え
て
既
成
の
体
制
支
持
者
と
同
等
の
代
表
選
択
に
影
響
す
る
権
利
を
獲
得
し
、
③
代

表
の
「
敷
居
」
を
超
え
て
票
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
既
成
政
党
と
同
じ
選
出
方
法
で
議
席
を
獲
得
し
、
④
行
政
の
「
敷
居
」
を
超
え

る
こ
と
で
政
治
シ
ス
テ
ム
内
で
の
決
定
を
多
数
決
で
行
使
す
る
機
会
を
得
る
ま
で
に
至
っ
た
。
四
つ
の
「
敷
居
」
の
高
低
の
あ
り
方
を

パ
タ
ー
ン
化
す
れ
ば
、
図
表　

の
よ
う
な
タ
イ
プ
と
な
る
﹇L

ipset
and

R
okkan,1968:26-29

﹈。
図
表　

の
a
か
ら
f
ま
で
の
歴
史

３５

３５

的
パ
タ
ー
ン
を
g
か
ら
j
ま
で
は
現
在
の
パ
タ
ー
ン
を
説
明
し
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
「
敷
居
」
の
問
題
か
ら
、
政
治
的
反
対
派
が
政
党
（
こ
の
場
合
、
野
党
）
を
組
織
化
す
る
条
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
①
政
治
シ
ス
テ
ム
内
で
の
政
党
の
本
格
的
な
登
場
は
、
代
表
の
「
敷
居
」
の
低
下
以
前
に
出
現
す
る
。
②
代
表
の
「
敷
居
」

は
、
大
衆
政
治
の
段
階
に
お
い
て
、
新
た
な
政
治
組
織
に
厳
し
い
課
題
を
設
け
る
。
ま
た
、
③
代
表
の
「
敷
居
」
を
低
下
さ
せ
る
動
き

は
、
新
し
く
登
場
し
た
政
治
運
動
に
対
し
て
、
共
同
し
て
防
衛
で
き
な
い
分
裂
し
た
既
成
諸
政
党
に
と
っ
て
延
命
策
と
も
な
る
。

　

近
代
国
家
に
お
け
る
選
挙
は
、
個
人
と
し
て
国
政
に
参
加
す
る
権
利
で
あ
り
、
そ
の
基
本
は
普
通
・
平
等
・
直
接
・
秘
密
に
基
づ
く

選
挙
を
原
則
と
す
る
。
普
通
選
挙
は
、
身
分
・
経
済
力
・
学
歴
・
性
別
な
ど
に
よ
る
制
限
選
挙
に
対
す
る
概
念
で
あ
り
、
普
通
選
挙
が
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図表35　「敷居」と政党システム

結果として生じた政党システム各敷居のレベル

専制または寡頭制の体制、全政党を排除：抗議・不平は
行政か身分代表制を通じてチャンネル化する。

　 正統性 編入　代表　行政
ａ．①高、②高、③高、④高

未発達の内在的な政党システム：代表の徒党、名望家の
クラブ。例：1832年以前イギリス、特権層と非特権層の
対立していた頃のスウェーデン

ｂ．①中、②高、③高、④高

組織の保護以外の初歩の登録団体を通じての外部の支持
を生み出す内在的政党システム：君主主義的絶対主義の
崩壊と男子選挙権のもとでの議会制ルールの期間の西
ヨーロッパで一般的

ｃ．①中、②中、③高、④高
（または中）

外在的政党システム発達の初期段階：下層階級運動が発
展するために解放するが、選挙権は制限・不平等。例：
1909年以前のスウェーデン

ｄ．①低、②中、③高、④高

上記と同じだが、議会制ルール存在：1899年前ベルギー、
1884－1900年以前のノルウェー

ｅ．①低、②中、③高、④中

国家システムから下層階級または宗教上の少数派の政党
の孤立：政治組織に対して制限的措置、しかし完全男子
選挙権は存在。例：1878－1890年社会主義鎮圧法時代の
ドイツ帝国、第２帝政期・第３共和政初期のフランス

ｆ．①中、②低、③高、④高

普通平等男子選挙権のもとでの競争政党システム、しか
し同盟の高い成果と立法・行政権の明確な分離存在高い
敷居の多数代表制。例：もし共産党活動の制約と南部黒
人の事実上の低い参政権がなければ米国、第５共和制下
のフランス

ｇ．①低、②低、③高、④高

上記と同じ、しかし議会制ルール存在する高い敷居の多
数代表制。例：フランス第３共和制後期・第４共和制、
1918年以降のイギリス

ｈ．①低、②低、③高、④中

上記と同じ、しかし中位の敷居の比例代表制存在：選挙
を通しての断片化に対して導入された保護以外に代表を
達成のための同盟の必要なし。例：北ヨーロッパ諸国、
ベルギー、オランダ、1918－1920年以降のスイス

ｉ．①低、②低、③中、④中

上記と同じ、しかし最大限の比例代表制存在。多数決に
対する抑制ほとんどなし。ヴァイマル共和国の比例代表
制と人民投票多数決原理の併用

ｊ．①低、②低、③低、④低

出典　Lipset and Rokkan, 1967: 27-29



完
全
化
す
る
の
は
歴
史
上
、
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
（
例：

フ
ラ
ン
ス
で
は
一
八
四
八
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
各
州
で
は
一
八
二

〇
年
か
ら
一
八
五
〇
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
一
九
一
二
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
一
八
年
）。
平
等
選
挙
は
、
有
権
者
の
投
票
の
価

値
を
す
べ
て
平
等
に
取
り
扱
う
こ
と
に
あ
り
、
等
級
選
挙
に
対
す
る
概
念
で
あ
る
。
等
級
選
挙
に
は
特
定
選
挙
人
に
複
数
の
投
票
権
を

承
認
す
る
等
級
別
投
票
制
が
あ
る
。
不
平
等
選
挙
の
前
者
の
例
は
一
九
四
八
年
ま
で
続
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
選
挙
区
で
の
複
数
投
票

制
、
後
者
の
例
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
三
階
級
選
挙
制
度
で
あ
る
。
直
接
選
挙
は
有
権
者
が
直
接
、
公
職
候
補
者
を
選
挙
す
る
制
度
で
あ
り
、

間
接
選
挙
に
対
す
る
概
念
で
あ
る
。
一
九
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
有
権
者
が
選
挙
人
を
選
び
、
公
職
者
を
選
出
す
る
間
接
選
挙
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。
秘
密
選
挙
は
、
誰
に
投
票
し
た
か
を
秘
密
に
で
き
る
選
挙
方
法
を
指
し
、
選
挙
人
を
記
名
す
る
選
挙
方
法
に
対
す
る

概
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
由
に
自
己
の
意
思
表
明
を
匿
名
の
形
で
保
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
弱
者
の
立
場
を
擁
護
す
る

﹇R
okkan,1970:154

﹈。
こ
の
過
程
は
「
抗
議
」
の
回
路
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
「
忠
誠
」
を
誓
う
こ
と
を
意
味

す
る
。

　

選
挙
は
、
現
代
で
は
政
治
的
参
加
が
多
様
化
し
た
と
は
い
え
、
民
主
主
義
制
度
に
お
い
て
、
最
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
選
出
さ

れ
た
者
と
選
出
し
た
意
思
が
形
式
上
、
同
一
性
の
原
理
に
立
脚
し
た
も
の
と
仮
定
す
る
。
そ
の
意
味
で
考
え
れ
ば
、
代
議
制
は
民
意
の

意
思
（
＝
選
挙
）
を
背
景
に
支
配
を
正
当
化
す
る
手
段
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
他
方
、
多
数
の
民
意
を
い
か
に
議
会
の
意
思
に
代
表
さ

せ
、
そ
の
意
思
を
政
策
の
形
で
実
現
さ
せ
る
か
と
い
う
、
多
数
の
意
思
を
実
現
す
る
方
法
で
は
、
選
挙
は
現
在
で
も
重
要
で
あ
る
。
そ

の
点
で
は
、
議
会
制
の
運
用
の
成
否
は
選
挙
の
あ
り
方
に
依
存
し
て
い
る
。
各
国
の
選
挙
制
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
建
設
や
国
民
形
成

の
あ
り
方
を
投
影
し
た
民
主
主
義
観
を
表
現
し
て
い
る
と
も
言
え
る
﹇R

okkan,1970:154

﹈。
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第
六
章　

社
会
的
亀
裂
か
ら
政
党
シ
ス
テ
ム
へ

　　

一　

社
会
的
亀
裂
論

　
「
亀
裂
（cleav

ag
e

）」
は
、
あ
る
社
会
の
中
に
あ
る
、
継
続
す
る
紛
争
（con

flict

）
を
識
別
す
る
た
め
の
概
念
で
あ
る
。
紛
争
と

い
っ
て
も
、
人
々
を
分
割
す
る
対
立
が
簡
単
に
取
引
、
交
渉
、
妥
協
し
が
た
い
社
会
構
造
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ

れ
と
は
別
の
、
単
に
政
局
ご
と
の
表
面
上
だ
け
の
対
立
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
分
割
（division

）
が
正
確
に
亀
裂
、
特
に
社

会
的
亀
裂
と
名
づ
け
る
に
値
す
る
か
の
検
討
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
ず
に
、
各
研
究
者
が
独
自
概
念
で
説
明
し
て
き 
た 
。

（
６
）

　

社
会
的
亀
裂
に
関
す
る
概
念
は
、
資
本
主
義
社
会
内
の
階
級
、
地
位
、
信
条
、
価
値
観
、
集
団
、
組
織
の
間
の
相
違
を
社
会
構
造
に

関
わ
る
政
治
的
分
割
（politicaldivision

）
の
主
要
な
源
泉
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
社
会
的
亀
裂
の
出
現
と
そ
れ
に
よ
る

実
際
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、（
た
と
え
ば
政
党
や
国
家
の
よ
う
な
）
組
織
的
、
制
度
的
な
諸
要
因
の
役
割
を
喚
起
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ロ
ッ
カ
ン
は
、
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
国
民
革
命
・
産
業
革
命
に
と
も
な
っ
て
、
社
会
構
造
の
変
容
か
ら
出
現
し
た

政
治
的
対
立
を
社
会
的
亀
裂
の
概
念
で
説
明
し
た
。
あ
る
社
会
集
団
と
他
の
社
会
集
団
と
の
間
の
相
違
と
対
立
が
明
確
な
認
識
に
達
し

た
と
き
、
そ
し
て
そ
う
い
っ
た
相
違
と
対
立
が
政
治
シ
ス
テ
ム
の
中
で
顕
在
化
・
制
度
化
さ
れ
る
と
き
、
人
々
を
区
別
す
る
決
定
的
な

規
準
と
な
る
と
論
じ
、
社
会
構
造
上
、
人
々
を
分
割
さ
せ
る
よ
う
な
社
会
的
亀
裂
を
他
の
タ
イ
プ
の
政
治
的
分
割
と
峻
別
し
た
﹇M

anza

and
B
rooke,1999:31-32

﹈。

　

社
会
的
亀
裂
の
概
念
は
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
間
に
存
在
す
る
﹇B

artolin
ian

d
M

air,1990:ch
.9

﹈。
一
方
で
社
会
階
層
に
対
す

る
制
度
と
政
治
行
動
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
、
他
方
で
政
治
制
度
に
対
す
る
社
会
構
造
と
変
動
か
ら
の
イ
ン
パ
ク

ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
社
会
的
亀
裂
の
概
念
は
、
社
会
構
造
に
ま
で
密
接
な
も
の
か
、
ま
た
は
政
治
的
対
立
の
表
面
的
も
の
に
留
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ま
る
の
か
、
で
あ
る
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
へ
の
解
決
策
は
、
三
つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一

の
レ
ベ
ル
は
、
社
会
構
造
に
根
ざ
し
た
「
経
験
」
的
な
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
第
二
の
レ
ベ
ル
は
、
社
会
集
団
が
対
立
す
る
意
識
形
態

を
採
用
す
る
中
で
、「
規
範
」
的
な
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
第
三
の
レ
ベ
ル
は
、
個
々
の
相
互
作
用
や
組
織
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
る
「
制

度
」
的
要
素
を
持
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
・
バ
ル
ト
リ
ー
ニ
と
Ｐ
・
メ
ア
は
、
三
つ
の
レ
ベ
ル
の
い
ず
れ
か
だ
け
に
存
在
す
る
政
治
的
分
割
の
タ
イ
プ
は
、
完
全
な
社
会
的

亀
裂
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
説
明
す
る
。
た
と
え
ば
、
階
級
上
の
不
平
等
に
基
づ
く
社
会
構
造
に
定
着
し
た
分
割
は
、

人
々
が
政
治
的
な
立
場
を
判
断
す
る
重
大
な
規
準
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
政
治
的
分
割
が
社
会
的
亀
裂
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
の

は
、
個
人
や
集
団
が
そ
の
亀
裂
の
規
準
を
自
ら
の
規
範
と
し
て
発
展
し
、
そ
の
う
え
社
会
的
亀
裂
か
ら
適
切
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
政
党

（
ま
た
は
政
党
シ
ス
テ
ム
）
を
通
じ
て
制
度
化
さ
れ
る
と
き
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
の
政
治
的
分
割
と
い
わ
れ
る
も

の
は
（
投
票
に
影
響
で
き
な
い
ま
ま
の
）
潜
在
的
な
対
立
だ
け
か
、（
持
続
的
な
影
響
力
の
な
い
）
短
命
な
も
の
で
終
わ
る
か
の
ど
ち

ら
か
で
あ
る
。
あ
る
社
会
集
団
に
関
わ
る
社
会
構
造
に
根
づ
い
た
不
平
等
と
そ
の
規
範
的
な
意
義
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
内
に
お
い
て
、

そ
の
要
素
を
表
現
す
る
機
会
が
な
け
れ
ば
、
人
々
の
政
治
行
動
の
編
成
（alignm

ent

）
に
ほ
と
ん
ど
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
な
い
と
予
想

さ
れ
る
。

　

社
会
構
造
的
な
要
素
が
な
け
れ
ば
、
政
治
的
分
割
の
持
続
性
は
制
約
を
受
け
る
。
集
団
間
の
対
立
と
関
連
す
る
社
会
経
済
的
な
不
平

等
で
な
い
な
ら
、
集
団
対
立
と
結
び
つ
く
政
治
的
な
紛
争
は
、
短
命
に
終
わ
る
傾
向
が
あ
る
。
社
会
構
造
、
集
団
的
一
体
感
、
政
治
的

対
立
と
い
う
諸
条
件
か
ら
、
社
会
的
亀
裂
を
考
察
し
て
お
こ
う
。

　

社
会
的
亀
裂
の
第
一
の
条
件
は
、
あ
る
社
会
構
造
の
中
に
基
礎
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
構
造
は
ゆ
っ
く
り
と
変
化
す

る
け
れ
ど
、
社
会
的
亀
裂
は
い
っ
た
ん
確
立
す
る
と
持
続
す
る
傾
向
が
あ
る
。
社
会
構
造
に
基
づ
く
分
割
は
、
共
有
す
る
利
益
や
地
位
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を
持
つ
人
々
か
ら
な
る
集
団
を
成
立
さ
せ
る
。
社
会
構
造
上
の
変
動
は
、
そ
の
規
模
に
関
わ
り
な
く
、
特
定
集
団
の
規
模
の
変
更
を
き

た
す
か
、
ま
た
は
集
団
内
の
構
成
上
の
変
化
を
も
た
ら
す
。

　

た
と
え
ば
、
労
働
者
階
級
の
割
合
が
減
少
し
た
と
す
れ
ば
、
た
と
え
労
働
者
階
級
に
あ
る
人
々
の
投
票
行
動
が
変
化
し
な
い
と
し
て

も
、
階
級
亀
裂
に
基
づ
く
イ
ン
パ
ク
ト
は
全
体
と
し
て
減
退
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
反
対
に
、
労
働
者
階
級
は
、
各
国
ご
と
の
事
情
を

反
映
し
て
、
そ
の
政
治
的
編
成
を
変
更
す
る
点
で
階
級
内
部
に
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
最
も
強
い
政
治
的
イ
ン
パ
ク
ト
を

持
つ
社
会
的
亀
裂
に
は
、
宗
教
、
階
級
、
人
種
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
言
語
な
ど
が
想
定
で
き
る
。

　

第
二
の
条
件
は
、
集
団
的
一
体
感
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
以
上
の
異
な
る
集
団
が
存
在
し
、
ひ
と
つ
の
集
団
メ
ン
バ
ー
が
他
の
そ
れ
と
対

立
し
て
い
る
と
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
集
団
的
一
体
感
は
、
社
会
的
亀
裂
を
成
立
さ
せ
る
必
須
条
件
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
が
集
団
の

持
つ
境
界
を
認
識
せ
ず
、
単
な
る
社
会
的
ま
た
は
経
済
的
な
不
平
等
か
ら
生
じ
る
政
治
的
対
立
は
、
組
織
的
、
制
度
的
な
背
景
ま
で

持
っ
て
い
そ
う
に
な
い
。

　

社
会
的
亀
裂
が
出
現
す
る
第
三
の
条
件
は
、
政
治
活
動
の
た
め
に
住
民
の
あ
る
部
分
を
動
員
す
る
方
法
と
し
て
、
社
会
構
造
に
は
っ

き
り
と
基
礎
づ
け
ら
れ
た
集
団
間
対
立
を
顕
在
的
な
も
の
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
時
的
な
ミ
ク

ロ
の
意
味
で
は
な
く
、
長
期
的
な
マ
ク
ロ
の
意
味
に
お
け
る
政
治
的
対
立
で
あ
る
﹇M

anza
and

B
rooks,1999:33-35

﹈。

　

ロ
ッ
カ
ン
は
、
社
会
勢
力
の
「
副
産
物
（outgrow

th
）」
と
し
て
政
党
と
は
考
え
ず
、
政
党
を
社
会
的
亀
裂
か
ら
具
体
的
な
政
治
的

対
立
に
移
行
す
る
際
の
主
要
な
代
弁
機
関
と
見
な
し
た
。
第
一
に
、
政
党
の
役
割
は
、
成
人
男
子
参
政
権
の
成
立
と
と
も
に
、
対
立
す

る
利
益
を
結
晶
・
表
出
す
る
こ
と
、
組
織
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
造
す
る
こ
と
、
選
挙
戦
略
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
団
間
の

紛
争
を
政
治
的
な
対
抗
勢
力
に
移
し
替
え
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
「
亀
裂
は
当
然
の
ご
と
く
そ
れ
自
身
を
政
党
と

い
う
対
抗
勢
力
に
は
移
し
替
え
た
り
し
な
い
」
の
で
あ
る
﹇L

ipset
and

R
okkan,1967:26

﹈。
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第
二
に
、「
利
益
」
の
衝
突
と
し
て
、
社
会
的
亀
裂
を
説
明
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
利
益
は
単
に
経
済
的
有
利
さ
や
社
会
的
特
権
よ

り
広
範
囲
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
文
化
的
対
決
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
分
裂
と
い
っ
た
要
素
が
強
い
場
合
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
階

級
亀
裂
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、「
国
家
―
教
会
の
対
立
」
に
お
い
て
表
現
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、「
共
同

体
の
規
範
の
統
制
」、
つ
ま
り
価
値
観
の
問
題
と
し
て
対
立
を
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
社
会
的
亀

裂
に
基
づ
く
政
治
の
説
明
を
疎
か
に
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
土
地
―
産
業
」
の
社
会
的
亀
裂
は
、

地
位
の
正
統
性
に
関
係
す
る
「
二
つ
の
価
値
志
向
の
衝
突
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
政
党
は
「
政
治
に
お
け
る
価
値
関
与
」
と
見
な
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇L

ipset
and

R
okkan,1967:5,15,18,19

﹈。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
衆
政
治
の
典
型
で
あ
る
集
団
間
の
対
立
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
決
は
、「
モ
ラ
ル
の
権
利
の
概

念
と
、
歴
史
や
人
間
の
運
命
の
解
釈
」﹇L
ipset

and
R
okkan,1967:11

﹈
に
つ
い
て
の
根
源
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
る
場
面
で
の
特

定
集
団
の
損
得
勘
定
で
は
な
い
。
社
会
的
亀
裂
の
概
念
に
は
、
次
の
三
つ
の
現
象
が
相
互
に
絡
み
合
っ
て
い
る
﹇K

n
u
tsen

an
d

Scarbough,1995:493-494

﹈。

　

第
一
に
、
あ
る
社
会
的
亀
裂
は
、
社
会
に
あ
る
階
級
的
、
宗
教
的
、
経
済
的
、
文
化
的
利
益
な
ど
に
し
た
が
っ
て
客
観
的
に
み
れ
ば

「
主
観
に
基
づ
く
一
体
化
」
す
る
集
団
を
生
じ
さ
せ
る
、
相
対
的
に
持
続
的
な
社
会
的
分
割
が
社
会
構
造
の
中
に
根
づ
い
て
い
る
。
第

二
に
、
あ
る
社
会
的
亀
裂
は
、
集
団
メ
ン
バ
ー
に
共
通
す
る
、
い
く
つ
か
の
セ
ッ
ト
の
価
値
観
に
関
わ
っ
て
い
る
。
集
団
メ
ン
バ
ー
は
、

同
じ
価
値
志
向
を
共
有
す
る
か
ぎ
り
、「
共
有
す
る
生
活
（com

m
on

life

）」
を
知
っ
て
い
る
。
第
三
に
、
あ
る
社
会
的
亀
裂
は
、
あ
る

形
態
の
組
織
の
中
で
制
度
化
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
教
会
、
労
働
組
合
、
そ
の
他
の
結
社
的
集
団
の
形
を
採
用
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
最
終

的
に
は
、
政
党
に
委
ね
ら
れ
る
。
政
党
は
、
あ
る
社
会
集
団
や
束
ね
ら
れ
た
諸
集
団
の
メ
ン
バ
ー
間
の
不
完
全
な
、
断
片
化
し
た
信
念
、

価
値
、
経
験
で
あ
る
も
の
に
一
貫
性
と
組
織
的
な
政
治
表
現
を
与
え
る
こ
と
で
、
社
会
的
分
割
を
社
会
的
亀
裂
に
移
行
さ
せ
た
結
果
と
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見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

あ
る
政
党
の
支
持
は
、
あ
る
社
会
集
団
と
の
相
対
的
に
安
定
し
た
関
係
か

ら
、
そ
し
て
共
有
す
る
価
値
志
向
が
投
票
者
か
ら
、
投
票
の
形
で
表
現
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
政
治
は
、
政
党
を
共
有
す
る
こ

と
な
し
に
成
り
立
た
な
い
。

　

社
会
的
亀
裂
の
概
念
は
、
政
治
的
分
割
の
観
念
よ
り
排
他
性
を
有
し
て
お

り
、
社
会
的
分
割
よ
り
も
厳
密
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
社
会
的

亀
裂
は
、
単
純
な
社
会
的
な
意
見
の
相
違
よ
り
以
上
の
存
在
で
あ
り
、
同
時

に
政
治
的
分
割
の
特
定
形
態
を
構
成
し
て
い
る
。
社
会
的
亀
裂
と
い
う
用
語

に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
社
会
的
、
政
治
的
分
割
に
使
用
す
る
な
ら
、
そ
の
概
念

は
分
析
力
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
政
治
は
、

そ
の
他
の
種
類
の
政
治
と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

二　

政
党
形
成

　

大
衆
民
主
主
義
の
発
展
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
で
あ
る
動
員
の
源
泉

（
政
党
と
政
党
シ
ス
テ
ム
）
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

政
治
史
を
概
観
す
れ
ば
、
社
会
的
亀
裂
の
構
造
か
ら
、
あ
る
政
党
が
存
在
し
、

諸
政
党
か
ら
な
る
政
党
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、
個
人
レ
ベ
ル
の
行
動
様
式
の
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図表36　４つの基本対立パターン

中心 

周辺 
領域次元 

国家－教会の亀裂 

エスニシティ／言語の亀裂 

所有－労働の亀裂 

都市－農村の亀裂 

経済 文化　　機能次元 

出典　Rokkan, 1980: 121



配
置
の
諸
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
注
目
す
べ
き
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
、

ど
の
順
番
で
各
社
会
的
亀
裂
は
政
治
問
題
化
し
、
い
か
な
る
方
法
で
、
ど
の
組
合
せ

で
社
会
的
亀
裂
が
政
党
間
対
立
の
形
を
取
っ
て
国
民
が
関
与
で
き
る
政
党
シ
ス
テ
ム

を
形
成
す
る
基
礎
を
提
供
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ 
る 
。
こ
れ
を
図
表
２
で
示
し

（
７
）

た
a－

i
と
l－

g
の
二
つ
の
軸
か
ら
な
る
、
四
つ
の
基
本
的
な
社
会
的
亀
裂
を
使

用
す
る
モ
デ
ル
で
説
明
し
て
お
こ
う
﹇R

okkan,1980:121

﹈。
中
心
―
周
辺
と
い
う

領
域
次
元
と
経
済
―
文
化
と
い
う
機
能
次
元
の
二
つ
の
軸
か
ら
四
つ
の
象
限
が
生
ま

れ
、
図
表
４
で
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
四
つ
の
う
ち
二
つ
が
文
化
的
な
亀
裂
で
、
他

の
二
つ
は
経
済
的
な
亀
裂
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
図
表　

に
ま
と
め
ら
れ
る
。
そ
の
中

３６

で
中
心
―
周
辺
の
領
域
次
元
軸
の
両
側
面
に
、
あ
る
ひ
と
つ
の
亀
裂
が
領
域
シ
ス
テ

ム
の
中
心
的
傾
向
を
持
ち
、
も
う
ひ
と
つ
の
亀
裂
が
周
辺
的
な
傾
向
を
持
っ
て
い
る

﹇cf,F
lora,1981:428-431

﹈。

　

文
化
的
側
面
に
お
い
て
、
周
辺
部
の
亀
裂
が
支
配
言
語
と
少
数
言
語
の
対
立
が
存

続
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
亀
裂
は
世
俗
化
し
た
国
家
と
、
既
成
の
教
会
ま
た
は
大
衆

に
信
望
あ
る
宗
派
が
中
心
部
に
お
い
て
対
決
す
る
。
経
済
的
側
面
に
お
い
て
は
、
中

心
部
の
亀
裂
が
所
有
者
階
級
と
労
働
者
階
級
の
対
立
に
存
在
し
、
周
辺
部
の
亀
裂
で

は
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
農
村
同
盟
と
が
対
決
す
る
。
こ
れ
ら
の
社
会
的
亀
裂
が
構

造
化
す
る
歴
史
過
程
を
考
察
し
て
お
こ
う
﹇R

okkan,1968:199-202

﹈。
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図表37　社会的亀裂と危機的時期

主 要 争 点社 会 的 亀 裂危機的時期

国教対超国家宗教

ラテン語対自国語

大衆教育の世俗化対教会の教育支配

関税政策：農業保護対自由貿易

国家統制対自由経済

企業家の権利対労働者の権利

国民国家統合対国際革命運動の支援

①中心－周辺

②国家－教会

③第１次産業－

　　第２次産業

④企業家／所有者－

　　労働者

⑤社会主義－共産主義

Ⅰ．宗教改革／

　反宗教改革

Ⅱ．国民革命

Ⅲ．産業革命

Ⅳ．国際革命

出典　Flora, 1981: 429



　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
一
六
世
紀
以
降
、
図
表　

に
示
さ
れ
る
四
つ
の
「
危
機
的
時
期
（criticalp

eriod

）」
が
あ
り
、
そ
の
際
採
用

３７

さ
れ
た
措
置
に
よ
り
社
会
的
亀
裂
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
集
団
が
成
立
し
、
そ
こ
か
ら
諸
政
党
の
中
核
と
な
る
部
分
が
形
成

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
最
初
の
二
つ
の
社
会
的
亀
裂
は
宗
教
改
革
と
国
民
革
命
の
直
接
的
な
産
物
で
あ
り
、
①
中
央
集
権
的
な
国
民
の
言

語
・
文
化
と
地
方
・
周
辺
の
民
族
性
・
言
語
・
文
化
と
の
紛
争
（
支
配
文
化
対
従
属
文
化
）、
②
国
家
と
教
会
の
団
体
特
権
の
紛
争
（
国

家
対
教
会
）
で
あ
っ
た
。
あ
と
の
二
つ
は
、
産
業
革
命
が
も
た
ら
し
た
、
③
土
地
利
益
と
産
業
・
企
業
家
階
級
と
の
対
立
（
第
一
次
産

業：

農
村
対
第
二
次
産
業：

都
市
）、
④
所
有
者
・
雇
用
者
と
小
作
人
・
労
働
者
と
の
紛
争
（
資
本
家
階
級
対
労
働
者
階
級
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
⑤
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
、
政
治
的
市
民
権
を
獲
得
し
た
労
働
者
は
、
自
ら
を
国
民
と
し
て
国
家
の
一
員
の
立
場
を
承
認
す

る
か
、
そ
れ
と
も
労
働
者
階
級
と
し
て
国
際
的
な
立
場
を
優
先
す
る
階
級
的
な
連
帯
に
関
与
す
る
か
で
労
働
者
階
級
が
分
裂
す
る
（
社

会
主
義
対
共
産
主
義
）。

　
「
中
心
―
周
辺
」
の
社
会
的
亀
裂
は
、
あ
る
例
外
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
制
限
的
だ
が
デ
ン
マ
ー
ク
）
を
除
き
、
ど
の
国

に
も
存
在
す
る
。
た
だ
、
社
会
的
亀
裂
の
中
で
政
党
に
移
行
す
る
場
合
、「
国
家
―
教
会
」
の
社
会
的
亀
裂
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
「
中
心
―
周
辺
」
と
「
国
家
―
教
会
」
の
各
社
会
的
亀
裂
は
、
産
業
革
命
か
ら
生
じ
た
社
会
的
亀
裂
に
影
響
す
る
。
た
と
え
ば
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
部
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
政
治
運
動
は
都
市
と
農
村
の
経
済
利
益
の
亀
裂
を
横
断
し
、
そ
の
た
め
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
が
存
在
す
る

国
で
は
農
民
政
党
は
原
則
的
に
不
在
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
国
で
は
、
農
民
利
益
を
集
約
す
る
農
民
政
党
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

産
業
の
発
展
は
労
働
市
場
を
拡
大
し
、
下
層
（
労
働
者
）
階
級
が
属
す
る
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
（m

ass
m
em

bership
party

）

を
政
治
舞
台
に
押
し
出
す
結
果
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
も
政
治
シ
ス
テ
ム
へ
の
統
合
と
い
う
点
で
は
各
国

に
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
者
階
級
の
政
治
的
性
格
に
応
じ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
的
な
共
産
主
義
政
党
と
、「
国
家

を
容
認
」
す
る
社
会
（
民
主
）
主
義
政
党
に
分
裂
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
ロ
シ
ア
革
命
を
介
し
て
競
合
す
る
、
二
種
類
の
労
働
者
政
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党
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
例：

ド
イ
ツ
の
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
主
義
陣
営
の
分
裂
）。
各
国
の
歴
史
的
段
階
で
の
相
違

が
政
党
あ
る
い
は
政
党
シ
ス
テ
ム
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
て
い
く
。

　

た
だ
、
一
般
的
な
形
で
述
べ
る
な
ら
、
最
初
の
三
つ
の
社
会
的
亀
裂
が
現
代
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
を
形
成
し
、
各
国
の
そ
れ
の

相
違
を
形
づ
く
っ
た
。
だ
か
ら
、「
シ
ス
テ
ム
内
の
決
定
的
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
政
治
舞
台
に
労
働
者
階
級
政
党
が
参
入
す
る
以
前
に

出
現
し
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
第
四
の
社
会
的
亀
裂
は
そ
の
枠
組
み
に
彩
り
を
、
さ
ら
に
第
五
の
社
会
的
亀
裂
は
現
代
の
政
党
シ
ス
テ

ム
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
主
義
政
党
の
参
入
は
、
政
党
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
一
九
六
〇
年
代
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
若
干
の
重
要
な
例
外
を
別
に
す
れ
ば
、
一
九
二
〇
年

代
の
社
会
的
亀
裂
構
造
を
反
映
し
て
い
る
」﹇L

ipset
and

R
okkan,1967:50

﹈
と
い
う
命
題
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
も
か
く
、
国
家
的
規
模
で
の
国
民
間
の
競
合
が
制
度
を
め
ぐ
る
紛
争
と
な
っ
て
国
民
に
社
会
的
亀
裂
と
い
う
形
で
特
定
集
団
と

「
凍
結
」
し
た
形
に
な
る
な
ら
、
社
会
的
亀
裂
＝
政
党
は
歴
史
的
に
継
承
し
た
軌
跡
が
作
り
出
し
た
「
政
治
的
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
①
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
言
語
が
反
映
し
た
投
票
の
分
割
、
②
教
会
メ
ン
バ
ー
、
教
会
活
動
の
影
響
、
③
都

市
化
の
普
及
と
第
一
次
産
業
の
性
格
、
④
階
級
投
票
、
⑤
第
一
次
世
界
大
戦
後
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
労
働
者
の
分
裂
、
と

い
う
諸
要
因
が
各
国
ご
と
に
社
会
的
亀
裂
か
ら
生
ま
れ
る
政
党
の
有
無
・
強
度
に
違
い
や
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
違
い
が
各
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
国
家
の
政
党
配
置
を
観
察
す
れ
ば
、
そ
の
国
家
の
現
在
ま

で
の
政
治
的
軌
跡
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
﹇R

okkan,1970:139

﹈。

　

図
表　

の
モ
デ
ル
の
構
成
要
素
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
を
事
例
と
し
て
、
そ
の
存
立
要
件
を
考
え
て
お
こ
う
﹇R

okkan

１２

and
Sva°sand,1978:56-57

﹈。
政
治
シ
ス
テ
ム
内
で
安
定
し
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
存
立
ま
た
は
不
在
の
前
提
条
件
は
、
い

か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
存
立
す
る
た
め
の
諸
変
数
は
、
Ⅰ：

文
化
（
宗
教
改
革
の
結
果
）、
Ⅳ：

経
済
（
農
村
と
都
市
の
資
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源
結
合
）、
Ⅳ：

領
域
（
地
政
学
的
位
置
）、
Ｖ：

文
化
（
教
会
と
国
家
の
関
係
）
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
で
は
、

キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
存
在
ま
た
は
不
在
は
、
地
政
学
的
な
位
置
、
さ
ら
に
教
会
と
国
家
の
間
に
同
盟
と
い
っ
た
変
数
の
働
き

に
関
係
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ

ン
ダ
に
は
伝
統
的
に
存
在
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
そ
れ
だ
け
で
は
重
要
性
を
持
た
ず
、
そ
れ
は
不
在

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
で
は
、
教
会
と
国
家
の
間
の
同
盟
が
あ
っ
た
た
め
、
非
国
教
会

派
や
正
統
派
は
反
体
制
的
な
政
党
に
結
集
し
た
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
自
由
主
義
（
例：

イ
ギ
リ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
例：
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
農
業
・
周
辺
の
各
戦
線
（
例：

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
で
、
各
自
の
政
治
的
主
張
は
表
現
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
社
会
的
亀
裂
は
ひ
と
つ
の
政
党
を
成
立
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
が
、
他
の
社
会
的
亀
裂
で
生
じ
た
政
党

に
吸
収
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す 
る 
。

（
８
）

　

三　

政
党
シ
ス
テ
ム

　

最
初
の
四
つ
の
社
会
的
亀
裂
は
、
各
国
に
お
い
て
す
べ
て
政
治
問
題
化
さ
れ
ず
、
あ
る
タ
イ
プ
の
政
党
を
必
ず
し
も
各
国
に
お
い
て

創
造
す
る
と
は
い
え
ず
、
政
党
間
対
立
に
移
行
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
あ
る
国
々
で
は
あ
る
社
会
的
亀
裂
が
政
党
間
の
対
立
を
確
か
に

形
成
さ
せ
る
が
、
他
の
国
々
で
は
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
は
、
最
後
の
労
働
者
階
級
の
分
裂
は
各
国
に
お

い
て
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
社
会
的
亀
裂
か
ら
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
各
勢
力
の
同
盟
形
成
に
よ
っ
て
、
政
党
、
そ
れ

に
政
党
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
を
二
つ
の
事
例
か
ら
考
え
て
お
こ
う
﹇R

okkan,1980b:121

﹈。

　

中
心
―
周
辺
と
い
う
社
会
的
亀
裂
を
ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
両
事
例
と
も
こ
の
社
会
的
亀
裂
は
存

在
す
る
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は
周
辺
を
防
衛
す
る
政
党
は
存
在
し
な
い
の
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
そ
れ
が
存
在
す
る
。
そ
の
理
由
は
領
域
構
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造
と
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
相
違
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
二
つ
の
経
済
的
に
強
力
な
周
辺
（
バ
ス
ク
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
）
が
存
在
し
、
政
治
的
中
心
（
マ
ド
リ
ー
ド
）
は
別
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
国
家
建
設
の
中
心
と
経
済

の
中
心
と
は
一
致
し
て
い
た
か
ら
周
辺
を
代
表
す
る
政
党
は
欠
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
次
産
業
―
第
二
次
産
業
（
農
村
―
都
市
）
と
い
う
社
会
的
亀
裂
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
で
は
政
治
問
題
化
さ
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
政
治
問
題
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
両
事
例
で
は
、
宗
教
改
革
は
国
家
建
設
エ
リ
ー
ト
に
教
会
を
統
合
さ
せ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
場

合
、
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
都
市
と
農
村
の
各
利
益
に
一
致
し
た
行
動
を
取
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
の
場
合
（
特
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
）、
国
家
建
設
エ
リ
ー
ト
は
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
同
盟
を
拠
り
所
に
し
て
い
た
。
そ
の
相
違
の
理
由
は
、
両
例
の

自
由
主
義
的
動
員
の
違
い
に
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
自
由
主
義
政
党
は
ケ
ル
ト
外
辺
人
と
非
国
教
徒
の
産
業
・
都
市
階
層
と
の
同
盟
の

結
果
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
で
は
自
由
主
義
政
党
は
国
家
の
中
枢
を
支
え
る
上
流
社
会
に
対
抗
す
る
農
民
と
の
同
盟

に
よ
る
産
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
的
亀
裂
が
、
即
、
政
治
問
題
化
し
、
政
党
形
成
、
政
党
間
対
立
を
生
じ
さ
せ

る
と
は
必
ず
し
も
断
言
で
き
な
い
﹇cf,U

rw
in,1980

﹈。

　

以
上
の
二
つ
の
社
会
的
亀
裂
の
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
相
違
を
理
解
す
る
に
は
、
大
衆
動

員
以
前
の
国
家
建
設
・
国
民
形
成
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
最
初
の
三
つ
の
「
危
機
的
時
期
」
で
選
択
し
た
同
盟
・
中
立
・
対
立
に
注
意
を

払
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
選
択
の
過
程
に
お
い
て
、
七
つ
の
ア
ク
タ
ー
の
複
雑
で
多
様
な
同
盟
選
択
を
類
型
化
し
た
の

が
、
図
表　

の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
党
シ
ス
テ
ム
の
八
類
型
で
あ
る
。
ア
ク
タ
ー
と
は
、
①
国
家
官
僚
制
を
支
配
す
る
国
民
形
成
の
中
核

３８

（
Ｎ
）、
②
国
教
会
（
Ｃ
）、
③
超
国
家
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（
Ｒ
）、
④
非
国
教
会
（
Ｄ
）、
⑤
第
一
次
産
業
を
支
配
す
る
土
地

所
有
者
（
Ｌ
）、
⑥
都
市
商
工
業
者
（
Ｕ
）、
⑦
地
域
周
辺
の
抵
抗
運
動
（
Ｐ
）、
で
あ
る
。
同
盟
形
成
に
至
る
選
択
モ
デ
ル
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
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第
１

次
二

分
化

契
機

：
宗

教
改

革

Ⅴ
－

Ⅷ

国
家

と
カ

ト
リ

ッ
ク

教
会

と
の

同
盟

Ⅰ
－

Ⅳ

国
教

会
に

対
す

る
国

家
の

支
配

第
２

次
二

分
化

契
機

：「
国

民
革

命
」

Ⅶ
－

Ⅷ

国
家

と
カ

ト
リ

ッ
ク

教
会

と
の

同
盟

Ⅴ
－

Ⅵ

世
俗

化
革

命

Ⅲ
－

Ⅳ

強
力

な
カ

ト
リ

ッ
ク

少
数

派

Ⅰ
－

Ⅱ

国
教

会
の

優
位

第
３

次
二

分
化

契
機

：「
産

業
革

命
」

―
積

極
的

な
関

与
の

対
象

―

都
市

利
益

土
地

利
益

都
市

利
益

土
地

利
益

都
市

利
益

土
地

利
益

都
市

利
益

土
地

利
益

　
Ⅷ

ベ
ル

ギ
ー

　
Ⅶ

オ
ー

ス
ト

リ
ア

　
Ⅵ

フ
ラ

ン
ス

、
イ

タ

リ
ア

　
Ⅴ

ス
ペ

イ
ン

　
Ⅳ

オ
ラ

ン
ダ

　
Ⅲ

プ
ロ

イ
セ

ン
／

ド
イ

ツ
帝

国

　
Ⅱ

ス
カ

ン
ジ

ナ
ビ

ア
諸

国

　
Ⅰ

イ
ギ

リ
ス

タ
イ

プ

事
例

キ
リ

ス
ト

教
政

党
／

自
由

党

　
　

　
vs

キ
リ

ス
ト

教
政

党

　
　

　
vs

自
由

党
、

急
進

党

　
　

　
vs

自
由

党

　
vs

自
由

党

　
vs

保
守

党

　
vs

保
守

党

　
vs

保
守

党

　
vs

中
心

政
党

（
Ｎ

）

フ
ラ

ン
デ

レ
ン

分
離

主
義

者

自
由

党

汎
ゲ

ル
マ

ン
主

義

者産
業

界

保
守

党

　
　

│

カ
ト

リ
ッ

ク
派

　
　

│

キ
リ

ス
ト

教
政

党

カ
タ

ル
ー

ニ
ャ

地
方

の
リ

ー
ガ

カ
ル

リ
ス

タ

カ
ル

ヴ
ァ

ン
派

 （C
H
U
、 A

R
P
）

カ
ト

リ
ッ

ク
派

 （K
V
P
）

バ
イ

エ
ル

ン
人

自
由

党

中
央

党

「
左

翼
」

農
民

党

キ
リ

ス
ト

教

政
党

急
進

党

自
由

党
／

ケ
ル

ト
外

辺
人

非
国

教
徒

産
業

界

周
辺

政
党

（
Ｐ

）

図
表

38　
同

盟
－

対
立

構
造

の
８

類
型

出
典

：
R
okkan, 1970: 116.　



　
（
一
）
Ｎ
と
Ｄ
、
Ｎ
と
Ｐ
は
同
盟
関
係
に
な
ら
ず
対
立
す
る
。

　
（
二
）
Ｎ
は
、
宗
教
・
経
済
の
各
戦
線
に
お
い
て
同
盟
相
手
を
決
定
す
る
。

　
（
三
）
Ｎ
は
、
宗
教
戦
線
に
お
い
て
、
①
Ｃ
と
同
盟
、
②
世
俗
的
姿
勢
（
Ｓ
）、
③
Ｒ
と
の
同
盟
、
と
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。

　
（
四
）
Ｎ
は
、
経
済
戦
線
に
お
い
て
、
①
Ｌ
と
同
盟
、
②
Ｕ
と
同
盟
、
と
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。

　
（
五
）
Ｎ
の
同
盟
は
Ｐ
の
同
盟
選
択
を
決
定
。
た
だ
し
、
次
の
制
約
が
あ
る
。

　
　
　

（
ａ
）
も
し
Ｎ
が
Ｃ
と
同
盟
す
れ
ば
、
二
つ
の
結
果
と
な
る
。

　
　
　

（
ａ
ａ
）
Ｃ
が
支
配
的
な
宗
教
戦
線
で
Ｐ
の
選
択
は
Ｄ
と
な
る
。

　
　
　

（
ｂ
）
Ｒ
が
強
力
な
少
数
派
を
構
成
し
て
い
る
な
ら
、
Ｐ
は
二
つ
の
同
盟
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。

　
　
　
　

①
Ｎ－

Ｃ－

Ｌ
へ
の
対
応
は
、
�－

Ｓ－

Ｕ
と
�－

Ｒ
に
な
る
。

　
　
　
　

②
Ｎ－

Ｃ－

Ｕ
へ
の
対
応
は
、
�－

Ｄ－

Ｌ
と
�－

Ｒ－

Ｌ
に
な
る
。

　
　
　

（
ｂ
ｂ
）
Ｎ
が
Ｓ
ま
た
は
Ｒ
を
選
択
す
れ
ば
、
Ｐ
の
同
盟
は
Ｐ－

Ｓ－

Ｕ
と
Ｐ－

Ｒ－

Ｌ
、
ま
た
は
Ｐ－

Ｕ
と
Ｐ－

Ｌ
と
な
る
。

Ｐ－

Ｒ－

Ｕ
と
Ｐ－

Ｓ－

Ｌ
の
同
盟
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
同
盟
・
対
立
か
ら
分
類
さ
れ
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
図
表　

、　

の
タ
イ
プ
Ⅰ
か
ら
Ⅷ
ま
で
の
八

38

39

類
型
モ
デ
ル
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。
各
国
ご
と
の
事
情
に
応
じ
て
、
社
会
的
亀
裂
か
ら
政
党
が
生
ま
れ
、
上
記
の
選
択
モ
デ
ル
で

示
し
た
同
盟
・
対
立
が
各
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
表
現
し
て
い
る
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
考
え
て
お
こ
う
。
南
部
・
中
央
部
（
図
表　

の
Ⅲ
、
Ⅴ
、
Ⅵ
、
Ⅶ
）
の
特
徴
は
、
①
反
宗

３９

教
改
革
が
教
会
の
立
場
を
強
め
、
②
急
進
主
義
的
な
世
俗
化
運
動
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
主
義
と
が
分
極
化
し
、
③
旧
体
制
に
反
対
す

る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
教
会
に
敵
対
し
な
け
れ
ば
、
文
化
的
統
合
が
開
始
さ
れ
、
④
教
会
は
新
た
に
生
じ
た
政
治
秩
序
に
自
ら
の
場
を

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ1

Ｐ2
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内　　　　　　　　　　容政党システム事　　　例タイプ

宗教紛争は分離前のアイルランドでは解決せず。中心文化は

土地貴族ネットワークで補強。都市と農村の利害一致（保守

党）。それに対応する形で、19世紀に自由党、20世紀に労働党

は二大政党システムの一翼を担う。19世紀末から労働者の台

頭によって階級的な亀裂はイギリスには重要な区分をなす。

保守党（Ｎ）

　対

自由党

ケルト外辺人

非国教徒

産業

イギリス

（１）Ｎの選択

①宗教：Ｃ

②経済：Ｌ

（２）Ｐの対応

Ｐ－Ｄ－Ｕ

Ⅰ

都市エリートの右翼（官僚・貴族）と農村・周辺の左翼は同

盟できず。封建制の欠如と自営農民の自立性の高さ。農民と

その組織が19世紀末から20世紀にかけて国内危機で対処。政

治的関係は階級対立、労働者間のイデオロギー対立、都市と

農村は緊張関係にある。

保守党（Ｎ）

　対

農民党

キリスト教政党

急進党

スカンジナビア諸

国

（１）①Ｃ

　　　②Ｕ

（２）Ｐ－Ｄ－Ｌ

Ⅱ

多中心国家による領域緊張（例：バイエルン分離主義）は国

民的規模の統合を困難にした。西部の自由主義と東部の保守

主義は対立。プロテスタントとカトリックは国家統一の方針

（大ドイツ主義対小ドイツ主義）も絡んで19世紀後半から社

会的亀裂が複雑に影響することが顕著。

保守党（Ｎ）

　対

自由党

中央党

バイエルン地域政

党

プロイセン・ドイ

ツ帝国

（１）①Ｃ

　　　②Ｌ

（２）Ｐ１－Ｓ－

Ｕ－Ｐ２－Ｒ

Ⅲ

北西ヨーロッパ（Ⅰ－Ⅲ）と南・中央ヨーロッパ（Ⅳ－Ⅷ）

の混在タイプ。世俗自由主義が国民形成政党、プロテスタン

ト左翼、カトリック派の区分。類似するスイスは宗教紛争は

存在せず。

自由党（Ｎ）

　対

カルヴァン派

カトリック派

オランダ

（１）①Ｃ

　　　②Ｕ

（２）Ｕ

Ｐ１－Ｄ－Ｌ

Ｐ２－Ｒ－Ｌ

Ⅳ

多言語、多文化、多民族は国土回復運動時にまで遡る。単一

の政治文化の不在。国民間の異質性、地域の自立性の強さか

ら国民形成が困難であった。民族や文化の問題に世俗権力と

教会との紛争が追加。バスクの強力な宗教的忠誠心は反教権

中央政府に敵対し、カタルーニャ分離主義は階級亀裂を抑制。

自由党（Ｎ）

　対

リーガ

カルリスタ

スペイン

（１）①Ｓ

　　　②Ｌ

（２）Ｐ１－Ｕ

　　Ｐ２－Ｒ

Ⅴ

反教権世俗の都市がカトリックを支配。中心－周辺の紛争は

長く尾を引く。1944年キリスト教労働組合の支持のもとに人

民共和派を結成するが、キリスト教大衆政党になれず。世俗

的な国民形成エリートに対応する同盟の基礎なし。教会は支

持者を堅持し、キリスト教大衆政党を結成。地域的な特徴を

持つ自由主義、カトリック、社会主義の交差圧力が生じる。

自 由 党・急 進 党

（Ｎ）

　対

保守党

カトリック派

キリスト教政党

フランス（イタリ

アが類似）

（１）①Ｓ

　　　②Ｕ

（２）Ｐ－Ｒ－Ｌ

Ⅵ

首都と成長する地域の紛争。文化的、経済的先進地域と後進

地域の対立。政党システムは民族、宗教、階級の各亀裂を中

心に展開してきた。ファシズムが権力を奪取する前に階級と

宗教の問題で、社会党とそれに反対するブルジョアのそれぞ

れの「陣営」が成立。第二次世界大戦後に引き継ぐ。多極共

存型の社会的性格を持つが、左翼と右翼のいずれかに収斂。

キリスト教政党

（Ｎ）

　対

自由党

汎ゲルマン主義

産業

オーストリア

（１）①Ｒ

　　　②Ｌ

（２）Ｐ－Ｓ－Ｕ

Ⅶ

国民形成初期段階までの野党連合は学校問題で解体。経済・

文化・社会の動員過程でフランス語圏とオランダ語圏の分極

化。各亀裂が重なりあう。民族・文化の統合で成功したスイ

スと対照的な姿。

キリスト教政党／

自由党（Ｎ）

　対

フランデレン分離

主義

ベルギー

（１）①Ｒ

　　　②Ｕ

（２）Ｐ－Ｌ

Ⅷ

図表39　西ヨーロッパ政党システムの８類型

出典　Lipset and Rokkan, 1969より筆者が一覧表に作成した。



再
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、
北
部
・
西
部
（
図
表　

の
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅳ
、
Ⅷ
）
は
、
一
六
世
紀
の
時
点
で
は
政
治
的
に
安
定
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
に
顕
在

３９

化
し
て
く
る
社
会
的
亀
裂
構
造
で
は
南
部
・
中
央
部
と
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
①
国
教
会
は
国
民
形
成
エ
リ
ー
ト
と
は
対
立

せ
ず
、
②
既
成
宗
教
勢
力
に
反
対
す
る
「
左
翼
」
運
動
は
、
非
国
教
徒
、
都
市
商
工
業
者
と
同
盟
し
た
の
で
あ
る
。

　

重
要
な
の
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
党
シ
ス
テ
ム
の
基
本
構
造
が
選
挙
権
拡
大
と
い
う
民
主
化
と
大
衆
動
員
の
開
始
以
前
に

決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
る
有
産
者
と
無
産
者
の
階
級
対
立
と
い
う
社
会
的
亀
裂
が
社
会
主
義

政
党
の
形
を
取
っ
て
既
存
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
加
わ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
五
つ
の
社
会
的
亀
裂
は
い
っ
た
ん
政
党
の
成
立
を
採
用

す
る
と
、
政
党
シ
ス
テ
ム
は
「
凍
結
」
し
た
状
態
と
な
り
、
か
り
に
そ
の
社
会
的
亀
裂
が
消
滅
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

政
党
は
そ
の
後
も
存
続
す
る
の
で
あ
る
﹇L

ipset
and

R
okkan,1967:36-38

﹈。
こ
れ
が
「
凍
結
テ
ー
ゼ
（freezing

thesis

）」
で
あ

る
。

　

社
会
的
亀
裂
が
政
党
の
強
さ
を
決
定
し
、
そ
の
結
果
、
各
国
ご
と
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ

を
も
た
ら
す
五
つ
の
変
数
を
確
認
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
な
順
番
で
あ
る
。
①
ど
の
よ
う
に
領
域
、
民
族
ま
た
は
言
語
の
分
割
が
投
票

の
分
配
で
計
算
さ
れ
る
か
。
②
そ
の
分
配
が
ど
の
く
ら
い
教
会
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
、
教
会
活
動
で
の
変
化
で
影
響
さ
れ
た
か
。
③
都
市

化
の
比
率
と
そ
の
レ
ベ
ル
と
第
一
次
経
済
の
性
格
（
土
地
保
有
制
度
、
農
業
・
林
業
・
漁
業
部
門
の
強
さ
）
に
よ
っ
て
相
違
が
生
ま
れ

る
の
か
。
④
地
域
や
時
代
ご
と
に
投
票
の
階
級
基
礎
に
お
け
る
変
化
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。
⑤
労
働
者
階
級
の
投
票
上
の
分
裂
を

作
り
出
す
要
因
を
、
特
に
一
九
二
〇
年
代
初
期
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
い
て
ピ
ー
ク
時
の
共
産
党
が
強
か
っ
た
時
期
を
勘
案
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
政
治
の
決
定
の
場
に
産
業
労
働
者
の
参
入
以
前
に
、
当
時
の
各
国
の
下
層
階
級
の
同
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盟
と
対
立
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
社
会
の
上
層
階
級
の
同
盟
と
対
立
の
パ
タ
ー
ン
は
、
①
「
右
翼
陣

営
」
の
政
治
組
織
の
永
続
的
な
担
保
措
置
を
求
め
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
②
そ
の
後
に
登
場
す
る
労
働
者
階
級
の
同
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
と
自

ら
戦
略
を
条
件
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
上
層
階
級
の
中
央
集
権
的
な
同
盟
は
、
官
僚
、
大
地
主
、
貴
族
、
教
会
な
ど
の
、
い
わ
ば
旧

体
制
下
の
「
国
民
形
成
エ
リ
ー
ト
」
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
「
体
制
側
（in

s

）」
の
集
団
は
、
社
会
環
境
、
利
益
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
条
件
づ
け
ら
れ
、
同
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
を
「
選
択
」
し
た
。
そ
の
こ
と
は
同
盟
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
ら
な
い
「
反
体
制
側
（outs

）」
を
社

会
的
亀
裂
線
の
反
対
側
に
位
置
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
﹇Stinchocom

b,1975:577-578

﹈。
以
上
か
ら
、
簡
単
に
確

認
し
て
お
こ
う
。

　

最
初
の
同
盟
と
対
立
の
選
択
は
、
政
府
の
宗
教
的
志
向
の
選
択
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
そ
の
選
択
は
宗
教
改
革
の
結
果
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
で
は
、
エ
リ
ー
ト
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
（
国
教
会
と
い
う

形
で
）
支
配
下
に
置
い
た
。
そ
れ
に
対
す
る
反
体
制
側
は
、
反
対
派
を
非
国
教
徒
（n

on
-C

on
form

ist

）、
敬
虔
派
（P

ietist

）、
世
俗

派
（securalist

）
の
同
盟
に
向
か
わ
せ
た
。
宗
教
改
革
は
、
北
海
低
地
地
方
（L

ow
C
ountries

）、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
の
よ
う
な
国
々

で
は
、
国
教
化
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
多
数
派
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
強
力
な
カ
ト
リ
ッ
ク
少
数
派
に
二
分
し
た
。
国
民
形
成
エ
リ
ー

ト
は
、
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
に
、
国
教
化
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
の
同
盟
を
選
択
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
南
部
や
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
国
民
形
成
エ
リ
ー
ト
に
支
配
さ
れ
な
い
た
め
、
エ
リ
ー
ト
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

と
同
盟
す
る
か
、
あ
る
い
は
世
俗
的
、
競
合
的
な
態
度
を
選
択
し
た
。

　

エ
リ
ー
ト
が
選
択
す
る
同
盟
は
、
様
々
な
形
態
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
で
は
、
自

由
主
義
者
と
「
左
翼
」
は
国
教
反
対
者
（D

issenter

）
と
原
理
主
義
者
（F

undam
entalist

）
と
同
盟
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ

で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
（
中
央
党
）
と
世
俗
主
義
者
（
自
由
主
義
政
党
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
あ
る
が
、
第
二
帝
政
期
の
エ
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プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
カ

ト
リ

ッ
ク

選
択

決
定

要
素

宗
教

改
革

結
果

の
多

数
派

非
国

教
会

と
世

俗
派

国
　

　
教

　
　

会
非

国
教

会
と

世
俗

派
国

　
　

教
　

　
会

教
会

エ
リ

ー
ト

支
配

形
態

農
村

都
市

農
村

都
市

農
村

都
市

農
村

都
市

経
済

的
中

心

ま
れ

ア
メ

リ
カ

の
連

邦
主

義
保

守
的

「
ジ

ェ
ン

ト
リ

ー
」

オ
ラ

ン
ダ

と
ス

カ
ン

ジ
ナ

ビ
ア

の
保

守
主

義

ま
れ

「
啓

蒙
」政

府
、

都
市

、
世

俗
派

保
守

主
義

（
農

村
）

教
権

保
守

主
義

（
都

市
）

そ
の

結
果

与
党

同
盟

農
村

の
ポ

ピ
ュ

リ
ズ

ム
都

市
ブ

ル
ジ

ョ
ア

ジ
ー

の
非

国
教

派

カ
ト

リ
ッ

ク
と

農
村

の
原

理
主

義

農
村

の
教

権
保

守
主

義
都

市
の

反
教

権
主

義
農

村
の

反
教

権
、

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト

野
党

同
盟

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
イ

ギ
リ

ス
、

プ
ロ

イ
セ

ン
・

ド
イ

ツ

オ
ラ

ン
ダ

、
ス

カ
ン

ジ
ナ

ビ
ア

諸
国

フ
ラ

ン
ス

オ
ー

ス
ト

リ
ア

ベ
ル

ギ
ー

19世
紀

に
適

用
し

た
場

合
の

事
例

農
民

と
の

ポ
ピ

ュ
リ

ス
ト

同
盟

自
由

主
義

と
独

自
の

階
級

行
動

（
社

会
主

義
）

の
分

裂

原
理

主
義

的
な

色
彩

を
帯

び
た

社
会

主
義

啓
蒙

的
な

中
心

と
疎

外
さ

れ
た

共
産

主
義

の
分

裂

都
市

の
世

俗
的

な
階

級
意

識
を

持
っ

た
社

会
主

義

農
村

の
急

進
的

反
対

派
20世

紀
に

適
用

し
た

場
合

の
労

働
者

の
パ

タ
ー

ン

図
表

40　
西

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に

お
け

る
同

盟
・

対
立

構
造

の
歴

史
的

配
置

エ
リ

ー
ト

の
選

択

出
典

　
Stinchcom

be, 1975: 579



リ
ー
ト
に
対
抗
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
世
俗
主
義
者
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
野
党
的
立
場
を
堅
持
し
た
。
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
右
翼
勢
力
は
、
な
が
い
時
間
を
か
け
次
第
に
世
俗
的
な
中
央
集
権
主
義
的
な
姿
勢
へ

と
発
展
し
た
。

　

第
二
の
同
盟
と
対
立
は
、
大
地
主
と
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
関
係
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
産
業
革
命
で
活
発
に
な
る
。
こ
れ
も
様
々

な
形
態
を
と
っ
た
。
交
易
ベ
ル
ト
地
帯
で
は
、
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
エ
ル
ベ
川
以
東
の
プ

ロ
イ
セ
ン
の
よ
う
な
地
域
で
は
豊
か
な
大
地
主
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
小
農
民
が
エ
リ
ー
ト
と
同
盟
を
選
択
し
た
。
一
般
的
に
、
エ
リ
ー

ト
は
最
も
裕
福
で
強
力
な
階
級
と
同
盟
し
た
。
対
象
と
な
る
同
盟
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は

大
地
主
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
（
地
方
を
支
配
す
る
中
小
農
民
と
と
も
に
）
商

工
業
者
で
あ
っ
た
。

　

自
由
主
義
者
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ド
イ
ツ
の
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
大
部
分
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
し
た
。
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
の

農
民
の
急
進
主
義
は
、
左
翼
の
原
理
主
義
者
と
合
同
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
国
家
・
教
会
の
都
市
の
貴
族
階
級
と
対
決
し
た
。
こ
れ

は
、
図
表　

、　

に
あ
る
八
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
組
織
さ
れ
た
の
で
、
労
働
者
階
級
と
対
決
す

３８

３９

る
こ
と
に
な
る
。
一
九
世
紀
に
エ
リ
ー
ト
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
典
型
と
す
る
よ
う
に
、
国
教
化
し
た
教
会
を
バ
ッ
ク
に
し
た
保
守
的

な
大
地
主
と
、
自
由
主
義
的
な
世
俗
主
義
的
な
反
対
派
に
分
裂
し
た
。

　

で
は
、
労
働
者
階
級
の
分
裂
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
を
例
に
と
っ
て
考
え
て

お
こ
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
産
業
革
命
が
い
ち
早
く
達
成
で
き
、
労
働
者
が
多
数
存
在
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
は
自
由
主
義
者
と
な
が
く

提
携
し
、
労
働
者
独
自
の
政
党
（
労
働
党
）
の
結
成
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
大
地
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主
の
「
右
翼
」
勢
力
と
、
パ
リ
と
地
方
の
ブ
ル
ジ
ョ
ジ
ー
と
が
同
盟
す
る
「
左
翼
」
の
世
俗
勢
力
が
対
峙
す
る
格
好
と
な
っ
た
。
こ
の

対
立
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
労
働
運
動
の
発
展
を
イ
ギ
リ
ス
と
は
異
な
っ
た
形
に
導
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
労
働

者
は
保
守
的
な
勢
力
を
認
め
ず
、
そ
の
結
果
、
別
個
の
疎
外
さ
れ
た
大
衆
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
は
社
会

主
義
政
党
に
参
加
す
る
か
、
そ
れ
に
は
参
加
し
な
い
労
働
者
は
ロ
シ
ア
革
命
時
に
成
長
し
た
共
産
主
義
勢
力
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

ロ
ッ
カ
ン
は
、
既
存
の
上
層
階
級
の
同
盟
選
択
に
対
応
し
た
労
働
運
動
の
性
格
を
は
っ
き
り
し
た
形
で
提
示
し
て
い
な
い
。
そ
の

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
世
紀
に
至
る
ま
で
の
同
盟
・
対
立
の
構
図
に
各
国
の
労
働
者
階
級
の
立
場
を
加
え
た
内
容
を
図
表　

で
４０

確
認
で
き
る
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
領
域
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
社
会
機
能
分
化
に
始
ま
り
、
帝
国
崩
壊
後
の
中
心
が
各
地
域
に
浸

透
し
、
国
民
規
模
に
お
い
て
文
化
的
に
標
準
化
し
、
そ
の
人
口
の
よ
り
多
く
の
部
分
が
参
加
で
き
る
権
利
を
承
認
し
た
大
衆
民
主
主
義

の
形
態
を
各
国
ご
と
の
政
党
シ
ス
テ
ム
と
い
う
形
で
、
現
在
に
い
た
る
各
国
民
国
家
の
歴
史
的
な
特
質
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

四　

八
つ
の
政
治
共
同
体
タ
イ
プ
の
事
例

　

政
治
的
な
「
忠
誠
」
が
ひ
と
つ
の
社
会
的
亀
裂
か
ら
生
じ
る
な
ら
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
階
級
と
い
う
社
会
的
亀
裂
だ
け

で
そ
の
政
治
共
同
体
の
性
格
を
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
宗
教
が
多
様
な
形
で
階
級
間
に
均
等
に
拡
散
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、

政
治
的
「
忠
誠
」
を
測
る
規
準
は
階
級
で
あ
ろ
う
。
そ
の
規
準
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
同
質
社
会
（h

om
og

en
eou

s
society

）

と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
の
場
合
、
様
々
な
社
会
的
亀
裂
も
人
々
の
政
治
的
志
向
に
大
き
く
影
響
し
て
き
た
。
こ

の
強
力
な
下
位
文
化
（sub-culture

）
を
持
つ
社
会
は
多
極
社
会
的
な
分
断
社
会
（sectionalsociety

）
と
称
さ
れ
る
。
各
国
に
あ
る
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複
数
の
社
会
的
亀
裂
に
そ
っ
て
形
成
さ
れ
る
政
党
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
底
辺
を
基
礎
づ
け
て
い

る
政
治
共
同
体
の
性
格
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
実
線
は
決
定
的
な
分
裂
を
表
す
社
会
的
亀
裂
を
、
破
線
は
弱
い
が
区
画
を
意
味
す
る
社

会
的
亀
裂
を
表
し
て
い 
る 
﹇A

llu
m

,1995;E
ld

er,T
h
om

as
an

d
A
rter,1988;H

u
d
oson

an
d
L
ew

is,1985;G
u
n
th

er,

（
９
）

D
iam

andouros
and

P
uhle,1995;Sm

ith,1989

、
古
田
、
二
〇
〇
〇
年
参
照
﹈。

　

①
階
級
社
会
モ
デ
ル
（
イ
ギ
リ
ス
）

　

社
会
的
亀
裂
の
ひ
と
つ
の
源
泉
（
Ａ：

階
級
）
が
国
民
を
二
分
す
る
。
破
線
Ｂ
か
ら
Ｅ
ま
で
社
会
経
済
的
階
級
の
影
響
を
緩
和
す
る
。

政
党
形
成
で
は
、
Ａ
と
い
う
安
定
し
た
階
級
線
が
他
の
社
会
的
亀
裂
の
影
響
を
制
約
す
る
働
き
を
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
階
級
的
な
亀
裂

で
社
会
を
定
義
で
き
る
。
中
産
階
級
と
労
働
者
階
級
と
い
う
階
級
に
基
づ
い
て
二
大
政
党

が
成
立
す
る
。
実
際
に
議
会
選
挙
で
は
小
選
挙
区
制
度
の
効
果
も
あ
っ
て
、
二
大
政
党
が

議
席
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
き
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
が
階
級
に
よ
っ
て
社
会
を
単
純
に
分
類
で
き
る
の
は
、
政
治
や
社
会
の
発
展

段
階
に
お
い
て
、
危
機
的
な
諸
問
題
を
順
次
解
決
で
き
る
時
間
と
条
件
を
備
え
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
旧
エ
リ
ー
ト
が
社
会
変
動
に
応
じ
て
新
エ
リ
ー
ト
に
融
合
で
き
、
常
に
社
会

の
中
心
的
立
場
に
存
在
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

②
多
極
共
存
型
社
会
モ
デ
ル
（
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
）

　

こ
の
タ
イ
プ
は
、
階
級
の
登
場
以
前
か
ら
存
続
す
る
原
基
的
な
社
会
的
亀
裂
（
言
語
、

宗
教
、
都
市
と
農
村
）
に
よ
っ
て
多
極
的
に
社
会
が
分
断
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
と
Ｂ
と
い
う

二
つ
の
主
要
な
社
会
的
亀
裂
が
三
つ
の
主
要
政
党
を
形
成
す
る
。
政
党
シ
ス
テ
ム
を
断
片
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化
す
る
潜
在
的
な
社
会
的
亀
裂
（
Ｃ
か
ら
Ｅ
）
は
、
交
差
的
な
提
携
で
顕
在
化
す
る
こ
と

を
抑
制
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
安
定
し
た
政
党
シ
ス
テ
ム
を
出
現
さ
せ
て
き
た
。
三

つ
の
社
会
的
亀
裂
を
支
え
る
の
は
、「
柱
状
化
」
の
現
象
で
あ
る
。
社
会
的
亀
裂
に
基
づ

く
多
種
多
様
な
社
会
集
団
が
そ
れ
ぞ
れ
区
画
化
し
た
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
を
独
立
し
て
運
営

す
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
は
政
党
か
ら
労
働
組
合
、
利
益
集
団
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
、
教
育
制
度
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
ま
で
を
も
統
合
す
る
垂
直
的
な
「
柱

（zuil

）」
と
い
う
べ
き
組
織
を
形
成
す
る
。
一
見
し
て
不
安
定
要
素
を
抱
え
な
が
ら
も
、

こ
れ
ら
の
国
々
は
安
定
し
た
政
治
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
各
「
柱
」

の
頂
点
に
所
属
す
る
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
協
調
、
協
力
し
、

各
「
柱
」
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
が
エ
リ
ー
ト
に
、
い
わ
ば
「
白
紙
委
任
状
」
に
近
い
支

持
や
信
頼
を
付
与
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

③
合
意
あ
る
多
極
社
会
モ
デ
ル
（
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
）

　

二
つ
の
主
要
な
社
会
的
亀
裂
（
階
級
、
都
市
と
農
村
）
が
交
わ
り
、
多
党
シ
ス
テ
ム
が

生
ま
れ
る
。
文
化
的
な
社
会
的
亀
裂
が
二
つ
以
上
の
象
限
を
交
差
す
る
な
ら
、
多
党
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
も
政
治
的
に
安
定
す
る
。
社

会
全
般
に
浸
透
し
た
任
意
的
結
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
高
密
度
で
あ
る
。
国
民
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
相
違
あ
る
立
場
を
認
識
し
つ
つ
共

存
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
は
そ
の
社
会
的
亀
裂
に
よ
っ
て
政
治
が
規
定
さ
れ
る
し
、
そ
れ
を
反
映
し
た
政
党
シ
ス
テ
ム
は
左
翼
ブ
ロ
ッ

ク
（
社
会
民
主
労
働
党
、
左
翼
党
）
と
右
翼
ブ
ロ
ッ
ク
（
穏
健
党
、
中
央
党
、
自
由
党
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
）
に
分
裂
し
多
党
化
し
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て
い
る
。
し
か
し
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
の
政
治
文
化
は
政
治
体
制
へ
の
凝
集

性
を
強
く
持
ち
、「
同
質
」
に
近
い
社
会
を
構
成
す
る
。

　

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
に
は
妥
協
と
合
意
を
見
つ
け
出
す
特
質
が
あ
る
。
そ
の

特
質
と
は
、
対
立
が
低
段
階
で
解
消
し
や
す
い
、
対
立
を
め
ぐ
る
ル
ー
ル
と
規
則

の
適
用
は
体
制
を
超
え
た
形
で
は
起
こ
ら
な
い
、
政
治
的
対
立
の
解
決
手
段
と
し

て
、
議
会
で
は
連
合
政
権
、
政
治
的
決
定
で
は
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
（neo-

corporatism

）
に
よ
る
利
害
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

④
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
変
種
モ
デ
ル
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

　

一
八
一
四
年
憲
法
は
全
農
民
に
ま
で
選
挙
権
を
付
与
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
由

党
と
保
守
党
が
成
立
し
た
。
自
由
党
は
労
働
党
と
一
八
九
八
年
男
子
参
政
権
、
一

九
一
三
年
女
子
参
政
権
の
導
入
で
協
力
し
た
。
そ
の
後
、
自
由
党
か
ら
農
民
党
と

キ
リ
ス
ト
教
政
党
と
が
分
裂
し
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
保
守
党
を
支
持
し
た
。
一

九
二
〇
年
代
の
「
大
騒
動
」
と
共
産
党
の
結
成
の
あ
と
、
労
働
党
は
改
革
志
向
戦

術
に
着
手
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
同
質
的
な
社
会
民
主
主
義
の
労
働
党
と
非
社
会
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
に
大
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
ど
の
政
権
で
あ
ろ
う
と
、
社
会
全
体
と
し
て
、
計
画
経
済
・
福
祉
国
家
と
い
う
社
会
民
主
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
定
着
し
て
い

る
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
タ
イ
プ
の
変
種
で
あ
る
。
五
党
が
投
票
の
七
五
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
の

う
ち
四
つ
が
ひ
と
つ
の
社
会
的
亀
裂
を
交
差
し
て
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
た
と
え
ば
、
労
働
党
は
農
民
や
漁
民
に
対
し
て
支
持
を
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訴
え
か
け
る
。
農
民
党
は
現
在
で
は
中
央
党
を
名
乗
っ
て
い
る
。

　

⑤
分
極
的
多
極
社
会
モ
デ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
）

　

複
数
の
社
会
的
亀
裂
が
は
っ
き
り
し
、
相
互
に
関
連
し
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。

社
会
的
亀
裂
が
強
く
な
り
す
ぎ
れ
ば
多
数
の
対
立
軸
を
形
成
し
、
分
極
的
多
党

シ
ス
テ
ム
を
成
立
さ
せ
る
。
社
会
的
亀
裂
が
弱
け
れ
ば
、
穏
健
で
あ
る
が
不
安

定
な
多
党
シ
ス
テ
ム
が
出
現
す
る
。
い
く
つ
か
の
社
会
的
亀
裂
は
複
雑
で
あ
り
、

非
妥
協
的
な
政
党
シ
ス
テ
ム
を
創
造
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
個
人
主
義
的
な
自
由

民
主
主
義
は
、
独
特
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
自
由
主
義
に
は
、
自
己
中
心
的

な
伝
統
が
あ
る
。
そ
れ
は
平
時
に
お
い
て
は
政
党
シ
ス
テ
ム
の
「
分
極
化
現
象
」

に
表
現
さ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
国
家
権
力
が
個
人
の
権
利

や
生
活
に
介
入
し
よ
う
と
す
る
と
、
国

民
は
連
帯
し
て
抵
抗
し
て
き
た
。
社
会

的
亀
裂
は
議
会
政
治
に
急
進
左
翼
、
穏

健
左
翼
、
穏
健
保
守
、
急
進
右
翼
の
四
極
構
造
に
反
映
し
て
き
た
。
こ
の
多
極
構
造
と
、
そ
れ

と
対
称
的
な
中
央
集
権
官
僚
制
と
い
う
二
つ
の
軸
が
フ
ラ
ン
ス
政
治
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

　

⑥
穏
健
な
多
極
社
会
モ
デ
ル
（
ド
イ
ツ
）

　

Ａ
と
Ｂ
の
二
つ
の
社
会
的
亀
裂
が
生
み
出
す
四
象
限
が
等
し
く
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
社
会
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を
分
け
る
階
級
亀
裂
Ａ
は
社
会
の
あ
る
部
分
（
図
表　
46

の
上
半
分
）
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
か
、
政
党
は
複
合

階
級
的
な
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
宗
教
的
な
社
会

的
亀
裂
Ｂ
は
階
級
を
横
断
す
る
。
し
か
し
、
社
会
の
別

の
部
分
社
会
（
図
の
下
半
分
）
で
は
階
級
は
ま
だ
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
地
域
（
周
辺
）
と
い
う
社
会

的
亀
裂
が
影
響
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
前
の
不
安
定
な
政
治
状
況
か
ら
、

戦
後
の
（
西
）
ド
イ
ツ
は
政
治
的
、
社
会
的
に
安
定
し

て
い
る
。
そ
れ
は
二
つ
の
大
政
党
と
、
小
政
党
の
穏
健

な
多
党
シ
ス
テ
ム
に
見
ら
れ
、
政
権
も
大
政
党
（
キ
リ

ス
ト
教
民
主
同
盟
・
社
会
同
盟
か
社
会
民
主
党
か
の
ど

ち
ら
か
）
と
小
政
党
の
自
由
民
主
党
の
連
合
政
権
が
長

く
続
い
て
い
た
。
近
年
、
そ
れ
ま
で
の
政
党
シ
ス
テ
ム

に
、（
環
境
保
護
、
人
権
、
女
性
の
権
利
拡
大
な
ど
の
）
新
し
い
価
値
を
持
つ
緑
の
党
や
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
統
一
党
を
継
承

す
る
民
主
社
会
党
（
現
在
、
社
会
民
主
党
離
脱
者
と
と
も
に
左
翼
党
を
結
成
）
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　

⑦　

多
極
共
存
社
会
の
二
大
「
陣
営
」
モ
デ
ル
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

　

ひ
と
つ
の
社
会
的
亀
裂
だ
け
が
社
会
を
分
断
す
る
主
要
な
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
政
治
的
に
重
要
な
変
数
が
国
民
間
に
秩
序
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だ
っ
て
配
分
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
は
階
級
を
軸

に
社
会
党
に
反
対
す
る
（
民
族
と
宗
教
に
お
い
て
）、
ふ
た
つ
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
が
存
在
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
「
陣
営

（L
ager

）」
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
第
二
次
世
界
大
戦

前
で
は
激
し
い
対
立
を
伴
い
な
が
ら
不
安
定
な
二
大
政
党
制
（
キ

リ
ス
ト
教
社
会
党
・
社
会
党
）
で
あ
っ
た
が
、
政
党
シ
ス
テ
ム
は

階
級
、
民
族
、
宗
教
の
各
社
会
的
亀
裂
を
中
心
に
転
回
し
、
現
代

的
な
政
党
を
性
格
づ
け
て
き
た
。
社
会
党
は
階
級
に
基
づ
く
典
型

的
な
政
党
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
や
産
業
中
心
地
に
根
を
張
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
抗
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
と
し
て
、
社
会
党
と
同
規

模
の
宗
教
基
盤
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
（
戦
後
、
国
民
党
）
と
、
中
産
階
級
を
基
盤
と
す
る
小
規
模
な
汎
ド
イ
ツ
人
民
党
（
戦
後
、

自
由
党
）
が
存
在
し
て
き
た
。

　

戦
後
で
は
経
済
的
繁
栄
と
均
衡
民
主
主
義
制
度
に
支
え
ら
れ
て
政
治
的
安
定
が
実
現
し
、
戦
前
の
社
会
的
な
分
裂
を
も
た
ら
し
た
社

会
的
亀
裂
を
注
意
深
く
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
定
し
た
二
大
政
党
（
国
民
党
・
社
会
党
）
に
な
っ
て
い
る
。
戦
後
に
な
っ
て
も
、

社
会
党
側
に
は
利
益
集
団
と
し
て
労
働
組
合
や
労
働
会
議
所
な
ど
、
国
民
党
側
に
は
産
業
団
体
や
商
業
会
議
所
な
ど
が
あ
り
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
公
的
生
活
に
は
社
会
的
亀
裂
が
戦
前
と
同
様
に
浸
透
し
て
い
る
。
た
だ
、
戦
後
の
繁
栄
と
社
会
全
般
の
近
代
化
は
、
世
俗
化

の
進
行
と
と
も
に
、
協
調
的
な
公
的
空
間
を
促
進
さ
せ
て
き
た
。
二
陣
営
は
徐
々
に
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
階
級
と
宗
教
の

社
会
的
亀
裂
は
戦
前
ほ
ど
顕
著
で
は
な
く
、
相
互
に
排
他
性
や
敵
対
感
も
弱
体
化
し
て
き
た
。
近
年
、
第
三
党
と
し
て
自
由
党
は
移
民

排
斥
の
急
先
鋒
と
し
て
、
国
民
党
よ
り
右
に
位
置
し
て
極
右
勢
力
と
な
っ
て
い
る
。
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⑧
ポ
ス
ト
権
威
主
義
の
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
多
極
社
会
モ
デ
ル
（
ス
ペ
イ
ン
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ギ
リ
シ
ャ
）

　

二
つ
の
支
配
的
な
社
会
的
亀
裂
（
中
心
と
周
辺
、
左
翼
と
右
翼
）
が
あ
り
、

も
う
ひ
と
つ
の
歴
史
的
な
社
会
的
亀
裂
（
世
俗
と
信
仰
）
は
ス
ペ
イ
ン
政
治

を
理
解
す
る
う
え
で
は
重
要
で
あ
る
。
二
つ
の
社
会
的
亀
裂
の
う
ち
、
ひ
と

つ
は
伝
統
的
な
左
―
右
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
志
向
で
あ
り
、
別
の
ひ
と
つ
は
中

央
志
向
と
地
域
の
自
治
を
志
向
す
る
立
場
の
分
裂
で
あ
る
。
世
俗
―
信
仰
の

社
会
的
亀
裂
は
、
現
在
で
も
見
ら
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
終
了
後
で
は
弱

体
化
し
、
左
―
右
の
亀
裂
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。

　

中
心
と
周
辺
の
社
会
的
亀
裂
は
、
ス
ペ
イ
ン
が
様
々
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
か

ら
構
成
さ
れ
る
国
家
で
あ
り
、
こ
の
点
も
政
治
や
社
会
に
影
響
し
て
い
る
。
ス

ペ
イ
ン
で
は
歴
史
的
に
地
域
利
益
を
代
表
す
る
政
党
が
存
在
す
る
。
た
と
え

ば
、
バ
ス
ク
民
族
党
は
バ
ス
ク
地
方
の
穏
健
右
翼
政
党
で
あ
り
、
結
集
と
統

一
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
の
穏
健
右
翼
政
党
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
は
反
対
に
、
中
心
に
位
置
す
る
国
民
党
や
社
会
労
働
党
は
全
国
政
党

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
中
央
集
権
的
な
政
党
と
多
く
の
地
域
政
党
を
内
包
す
る
。

　

五　

フ
ァ
シ
ズ
ム
が
定
着
し
な
い
政
治
空
間

　

図
表　

の
モ
デ
ル
に
お
け
る
被
解
明
事
項
の
選
挙
権
の
拡
大
と
い
う
民
主
化
過
程
（
Ⅵ：

権
利
）、
次
に
社
会
的
亀
裂
か
ら
の
代
表

12
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Ａ 中央集権国家志向 

国民党

Ｂ イデオロギー 

統一左翼 

社会労働党 

左翼 

世俗 

右翼 
結集と統一 

バスク連帯党 バスク民族党 

地域志向 

宗教 

Ｃ 宗教 

図表48　ポスト権威主義の南ヨーロッパ多極社会モデル



と
い
う
政
党
シ
ス
テ
ム
（
Ⅵ：

政
党
）
と
考
察
し
て
き
た
。
で
は
政
治
シ
ス
テ
ム
（
Ⅵ：

シ
ス
テ
ム
）
に
関
わ
る
事
柄
と
し
て
、
自
由

民
主
主
義
の
存
続
に
関
わ
る
制
度
的
な
安
定
ま
た
は
崩
壊
の
程
度
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
こ
う
。

　

政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
各
レ
ベ
ル
の
政
治
現
象
を
相
互
に
関
連
す
る
す
べ
て
を
示
す
政
治
用
語
で
あ
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
シ
ス

テ
ム
は
、
社
会
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
間
に
見
ら
れ
る
社
会
的
亀
裂
か
ら
表
出
さ
れ
る
各
政
治
的
意
思
を
秩
序
づ
け
る
自
由
民
主
主
義

体
制
に
お
い
て
、
権
力
・
支
配
関
係
を
規
定
し
て
い
る
。
自
由
民
主
主
義
は
、
個
人
の
可
能
な
限
り
の
自
由
を
保
障
す
る
自
由
主
義
に
、

国
民
の
多
数
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
相
互
補
完
の
思
想
で
あ
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
体
制
は
多
様
な
形
態
を
持
つ
と
は
い
え
、
共

通
し
て
自
由
民
主
主
義
制
度
を
発
展
さ
せ
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
家
建
設
、
国
民
形
成
、
大
衆
民
主
主
義
と
い
っ
た
、

図
表　

の
諸
変
数
の
配
置
次
第
で
各
国
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
相
違
も
生
じ
て
く
る
﹇
古
田
、
一
九
九
二
年：

三
六
頁
以
下
﹈。

１２

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
に
、
で
は
、
な
ぜ
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年

代
に
か
け
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
五
カ
国
で
勝
利
し
、
他
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
三
カ
国
に
お
い
て
は
生
じ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
勝
利

で
き
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
政
治
シ
ス
テ
ム
の
存
亡
に
関
わ
る
疑
問
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
民
主
的
な

政
治
シ
ス
テ
ム
の
順
調
な
発
展
と
安
定
に
関
連
す
る
問
題
は
、
図
表　

の
Ⅵ
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
「
過
渡
期
の
危
機
の
頻
度
と
強

１２

さ：

暴
力
の
高
ま
り
の
範
囲
」
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
五
カ
国
と
は
一
党
独
裁
制
に
転
化
し
た
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
類
似
す
る
「
運
命
」
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
間
期
の
自
由
民
主
主
義

体
制
の
安
定
度
・
強
度
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

五
カ
国
の
共
通
す
る
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
﹇R

okkan
and

H
agvet,1980a:131,136,145-159;R

okkan,1980b:127;R
okkan,

1981:86-93

﹈。

　

①
五
カ
国
は
広
範
な
選
挙
権
の
も
と
で
、
政
党
や
運
動
で
国
民
を
動
員
す
る
政
治
的
競
争
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
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②
五
カ
国
と
も
競
合
す
る
動
員
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
、
政
治
体
制
を
揺
る
が
す
危
機
に
陥
り
、
最
終
的
に
多
元
主
義
的
な
性
格
を

喪
失
し
て
、
大
衆
民
主
主
義
政
治
を
一
元
主
義
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（m

onolithic
control

）
を
採
用
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
に
屈
服

し
て
し
ま
っ
た
。

　

③
こ
れ
ら
の
一
元
主
義
的
な
運
動
は
、
そ
の
政
治
的
な
反
対
者
に
は
「
暴
力
」
で
臨
み
、
次
第
に
支
配
者
の
地
位
に
登
り
つ
め
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
国
外
よ
り
は
国
内
の
敵
対
者
に
対
す
る
弾
圧
を
用
い
て
権
力
を
獲
得
し
た
。

　

五
カ
国
以
外
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
も
類
似
し
た
緊
張
や
危
機
が
あ
っ
た
（
例：

イ
ギ
リ
ス
で
の
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
を
め
ぐ
る
危
機
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
独
立
後
の
危
機
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
三
四
年
）
が
、
ひ
と
つ
の
大
衆
運
動
の
も
と
で
徹
底
し

た
、
一
元
主
義
的
な
支
配
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
自
由
民
主
主
義
を
基
調
と
す
る
各
国
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
社
会

的
、
文
化
的
な
条
件
づ
け
の
相
違
で
も
あ
る
。
五
カ
国
で
フ
ァ
シ
ス
ト
が
成
功
し
た
決
定
的
な
マ
ク
ロ
の
特
徴
を
、
図
表　

の
概
念
地

19

図
と
図
表　

の
発
展
モ
デ
ル
の
構
成
要
素
か
ら
作
成
し
た
図
表　

か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

12

49

　

も
ち
ろ
ん
、
五
カ
国
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
過
程
に
お
い
て
相
違
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
と
イ
タ

リ
ア
は
交
易
ベ
ル
ト
の
中
で
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
断
片
化
し
た
地
域
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
か
つ
て

南
西
と
南
東
の
辺
境
地
で
挫
折
し
た
帝
国
主
義
国
家
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
言
語
上
で
は
同
質
だ
が
、
一
九
世

紀
後
半
ま
で
政
治
的
に
分
裂
し
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
地
域
、
ま
た
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
東
部
と
西
部
で
歴
史
上
、
帝
国
の
立
場
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
そ
の
後
の
「
運
命
」
は
一
五
〇
〇
年
か
ら
一
七
八
九
年
ま
で

の
地
経
済
学
的
な
再
構
造
化
の
段
階
で
決
定
さ
れ
、
一
八
一
四
年
以
降
、
停
滞
状
況
に
あ
る
帝
国
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
歴
史
的
な
軌
跡
を
考
え
る
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
引
き
起
こ
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
領
土
統
一
運
動
を

促
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
は
、
各
地
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
巨
大
な
う
ね
り
を
セ
ッ
ト
し
、
産
業
革
命
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イングランド 

ベルギー 

南フランス スイス バイエルン 

ラインラント 

ドイツ 

イタリア 

反宗教改革軍事帝国 反宗教改革軍事帝国 

：オーストリア ：スペイン 

植民地帝国に向けての 

周辺の基礎：ポルトガル 

オランダ プロテスタント辺境帝国 

：プロイセン 北フランス 

Ⅱ－経済 Ⅳ－領域 

地経済学的位置 結合・分離の年表 

中心 早期の結合 

中心 遅れた独立 

半周辺 早期の統合 

遅れた統一 

早期の帝国主義 

（Ⅱ－周辺の地経済学的位置） 

海洋国家 交易ベルト 大陸国家 

（注）１）二重線をつけた国家は大衆政治の複数政党システムが暴力的に破壊された５カ国を示す。 

　　　２）三重線をつけた国家は17世紀中、さらに以降、「資本主義の基礎」を構築していることを示す。 

出典　Rokkan, 1980b: 127

図表49　地経済学的要素、地政学的要素、領域的統合：ヨーロッパ概念地図の応用



は
世
界
資
本
主
義
の
中
核
地
域
に
対
す
る
両
国
か
ら
の
圧
力
を
増
大
さ
せ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
国
家
統
一
の
決
定
的
な
行
動
は
東
部
の
軍

事
力
の
あ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
と
い
う
周
辺
か
ら
開
始
さ
れ
た
の
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
で
は
北
部
の
都
市
が
停
滞
し
た
周
辺
で
あ
る
南
部
地

方
に
勢
力
を
拡
大
し
て
統
一
し
た
。
国
家
建
設
の
早
期
段
階
に
お
い
て
領
域
の
中
心
形
成
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
で
は
成
功
す

る
が
、
帝
国
の
維
持
に
は
失
敗
し
た
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
文
化
的
に
同
質
な
住
民
は
存
在
す
る
が
、
中
心
建
設
は
遅
れ
た
。
五

カ
国
は
国
民
国
家
建
設
・
形
成
史
で
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

確
か
に
発
展
過
程
に
お
け
る
諸
変
数
に
お
い
て
多
く
の
点
で
異
な
る
が
、
こ
れ
ら
五
カ
国
に
共
通
す
る
図
表　

の
三
要
因
が
あ
る
。

１２

ま
ず
、
地
政
学
的
な
位
置
（
帝
国
の
遺
産
）
は
二
つ
の
変
数
（
Ⅰ：

領
域
、
Ⅱ：

領
域
）
の
組
合
せ
を
通
じ
て
説
明
で
き
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
初
期
の
歴
史
が
示
す
と
こ
ろ
は
、
帝
国
建
設
の
失
敗
の
連
続
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ロ
ー
マ
帝
国
の

崩
壊
、
カ
ー
ル
大
帝
と
そ
の
後
継
者
に
よ
る
帝
国
の
断
片
化
と
そ
の
後
の
分
解
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
両
端
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
イ
ベ
リ
ア

半
島
）
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
支
配
を
試
み
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
帝
国
の
失
敗
な
ど
は
、
過
去
の
栄
光
と
比
べ
れ
ば
、
厳
し
い
記
憶
を
残

す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

次
に
、
資
本
主
義
の
進
展
で
二
つ
の
大
き
な
波
で
生
じ
る
地
経
済
的
な
周
辺
化
へ
の
後
退
過
程
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
一

六
世
紀
の
貿
易
の
流
れ
の
再
構
造
化
（
Ⅱ：

経
済
）
に
よ
る
経
済
の
中
心
地
の
変
動
、
も
う
ひ
と
つ
は
一
九
世
紀
の
産
業
技
術
の
進
展

で
の
地
域
間
格
差
が
生
じ
、
経
済
成
長
す
る
中
心
の
局
地
化
（
Ⅴ：

経
済
）
に
よ
っ
て
取
り
残
さ
れ
た
経
済
上
の
周
辺
化
で
あ
っ
た
。

　

最
後
の
変
数
は
、
軍
事
・
産
業
の
同
盟
を
通
じ
て
の
国
際
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
そ
の
地
位
を
再
確
立
し
よ
う
と
努
力
す
る
継
続
的

な
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
変
数
Ⅳ：

経
済
に
掲
げ
ら
れ
た
資
源
の
組
合
せ
で
表
現
さ
れ
る
。

　

中
世
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
長
期
間
を
設
定
し
た
発
展
モ
デ
ル
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
そ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
選
択
肢
を
次

の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
で
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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①
競
争
的
な
多
党
政
治
の
存
続
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
世
界
経
済
の
中
核
地
域
内
に
お
い
て
、
最
も
大
き
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
五
カ

国
以
外
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
個
々
の
事
情
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
、
自
由
民
主
主
義
を
進
展
さ
せ
た
。

　

②
フ
ァ
シ
ス
ト
が
勝
利
す
る
可
能
性
は
、
都
市
が
点
在
し
た
早
期
の
帝
国
に
お
い
て
半
周
辺
化
さ
れ
た
地
域
で
最
も
多
か
っ
た
。
五

カ
国
は
、
あ
る
程
度
ま
で
自
由
民
主
主
義
体
制
を
経
験
す
る
こ
と
は
で
き
た
と
は
い
え
、
そ
れ
が
崩
壊
し
、
そ
の
後
復
活
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
敷
衍
し
て
一
元
主
義
的
支
配
に
関
連
し
て
述
べ
る
な
ら
、
③
共
産
主
義
勢
力
の
勝
利
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
最
も
周
縁

地
域
に
お
い
て
、
比
較
的
早
く
成
立
し
た
、
農
業
型
の
官
僚
帝
国
で
は
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
に
お
い
て
、

自
由
主
義
と
民
主
主
義
は
不
完
全
で
、
定
着
し
な
い
ま
ま
の
状
態
で
共
産
主
義
が
全
体
主
義
体
制
か
を
成
立
さ
せ
た
。

　

ロ
ッ
カ
ン
は
、
S
・
リ
プ
セ
ッ
ト
と
の
共
著
に
お
い
て
、
政
党
形
成
と
政
党
シ
ス
テ
ム
の
出
現
、
そ
の
凍
結
モ
デ
ル
の
論
考
の
中
で

は
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
―
政
党
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
ロ
ッ
カ
ン
は
そ
の
理
由
を
は
っ
き
り
と
論
じ
て
い
な
い
が
、
Ｊ
・
Ｊ
・

リ
ン
ス
は
フ
ァ
シ
ス
ト
政
党
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
顕
著
な
復
活
を
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
判
断
し
て
い
る
﹇L

inz,1976:3-4

﹈。
図

表　

に
あ
る
政
党
の
Ⅵ
（
政
党
選
択
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
進
展
）・
Ⅶ
（
政
党
選
択
の
社
会
的
、
文
化
的
条
件
づ
け
）
か
ら
民
主
的
な

１２
政
治
体
制
の
維
持
や
崩
壊
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
普
通
選
挙
化
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
点
で
は
、
す
で
に
国

民
に
政
党
へ
の
選
択
肢
は
存
在
し
、「
政
党
と
有
権
者
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
」
と
し
て
政
治
風
景
が
当
然
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
状
況
が
結
晶
化
し
た
あ
と
に
、
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
は
「
政
治
市
場
」
に
参
入
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
フ
ァ
シ
ス
ト
政
党

を
支
持
し
た
人
々
は
そ
れ
ま
で
別
の
政
党
支
持
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
敗
北
で
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
再
度
、
支
持

を
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
政
党
が
固
有
の
社
会
的
基
盤
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
基
づ
く
社
会
的
亀
裂
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
は
新
参
者
と
し
て
の
性
格
の
た
め
、
大
部
分

第21巻１・２号―― 126



の
国
民
が
様
々
な
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
す
で
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
ア
ピ
ー
ル
を
完
全
に
浸
透
さ

せ
な
い
政
党
と
大
衆
組
織
に
統
合
さ
れ
て
い
た
﹇L

inz,1980:154

﹈。
言
い
換
え
れ
ば
、
フ
ァ
シ
ス
ト
政
党
は
、
社
会
主
義
政
党
、
共

産
主
義
政
党
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
、
保
守
主
義
政
党
、
自
由
主
義
政
党
、
農
民
政
党
に
比
べ
て
、
固
有
の
社
会
的
基
盤
を
獲

得
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

フ
ァ
シ
ス
ト
政
党
は
、
そ
れ
ま
で
の
既
成
政
党
と
異
な
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
た
、
社
会
へ
の
定
着
を
経
験
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
フ
ァ
シ
ス
ト
政
党
は
、
他
の
政
治
勢
力
と
の
長
期
的
な
競
争
に
お
い
て
で
は
な
く
、
短
期
間
で
政
権
を
奪
取

で
き
る
革
命
か
ク
ー
デ
タ
か
の
よ
う
な
暴
力
的
な
方
法
を
試
み
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

フ
ァ
シ
ズ
ム
が
成
功
す
る
場
合
、
民
主
的
支
配
が
崩
壊
す
る
前
に
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
断
片
化
が
多
い
と
き
は
民
主
主
義
の
崩
壊
に

拍
車
を
か
け
、
反
対
に
断
片
化
が
少
な
い
場
合
は
民
主
主
義
を
存
続
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
戦
間
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、「
安
定
が
安
定
を
生
み
出
し
た
（stability

bred
stability

）」
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ヴ
ァ
イ
マ
ル
・
ド
イ
ツ
の
末
期
に
見

ら
れ
た
政
治
的
分
裂
と
は
異
な
っ
て
、
民
主
主
義
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
諸
国
家
は
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
安
定
と
結
び
つ
い
て

い
る
﹇K

arvonen,1993:169

﹈。
一
六
世
紀
の
世
界
シ
ス
テ
ム
の
中
核
地
域
に
属
し
て
い
た
国
々
に
お
い
て
、
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
は
強

力
に
な
っ
た
。
し
か
し
資
本
主
義
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
地
経
済
学
的
に
周
辺
化
の
時
代
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

遅
れ
た
産
業
化
に
お
い
て
、
軍
事
と
産
業
の
同
盟
は
国
際
的
な
地
位
を
取
り
戻
す
戦
略
と
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
を
採
用
し
た
の
で
あ

る
﹇R

okkan
and

H
agtvet,1980:146-147

﹈。
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第
七
章　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
政
治
的
、
経
済
的
な
分
配
段
階

　　

一　

自
由
民
主
主
義
体
制
の
類
型

　

政
治
体
制
は
「
政
治
権
力
が
社
会
で
安
定
し
た
支
配
―
服
従
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
政
治
的
な
制
度
、
機
構
や
政
治
組
織
の
総
体
」

で
あ
る
。
制
度
が
人
間
の
行
動
を
パ
タ
ー
ン
化
し
た
も
の
と
考
え
る
な
ら
、
行
動
は
規
則
性
を
も
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
し
、
共
有
さ
れ

る
価
値
に
応
じ
た
役
割
や
制
度
に
基
づ
い
た
行
動
は
正
統
な
も
の
と
見
な
さ
れ
、
そ
れ
に
反
す
れ
ば
制
裁
や
排
除
が
行
使
さ
れ
る
と
理

解
す
れ
ば
、
メ
ン
バ
ー
は
役
割
や
制
度
に
適
合
し
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
政
治
機
構
は
も
っ
と
限
定
的
な
行
動
を
定
式
化
し
た
法
制

度
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
そ
れ
は
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
（
例：

三
権
分
立
、
議
院
内
閣
制
、
選
挙
制
度
な
ど
）
が
、
法
文
規
程

で
な
く
、
そ
の
社
会
的
機
能
の
各
部
分
を
受
け
持
つ
視
点
か
ら
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
組
織
は
社
会
的
な
目
的
を
追
求

す
る
秩
序
づ
け
ら
れ
た
存
在
で
あ
り
、
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
（
例：

政
党
、
利
益
集
団
）。
政
治
組
織
は
国
家
権
力
と
個
人
の
間
を

媒
介
、
調
整
す
る
役
割
を
担
当
す
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
自
由
民
主
主
義
の
諸
制
度
に
お
い
て
、
権
力
や
支
配
の

関
係
を
規
定
し
、
最
終
的
に
政
府
が
価
値
・
資
源
の
具
体
的
な
配
分
を
決
定
す
る
﹇
山
口
、
一
九
八
九
年
参
照
﹈。

　

自
由
民
主
主
義
制
度
の
定
着
と
中
央
集
権
制
か
ら
連
邦
制
へ
の
移
行
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
国
民
国

家
の
現
況
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

自
由
民
主
主
義
は
、「
定
期
的
、
競
争
的
な
選
挙
制
度
と
制
限
的
な
政
府
の
両
方
を
組
み
合
わ
せ
た
民
主
主
義
の
一
形
態
」
で
あ
る
。

自
由
民
主
主
義
体
制
は
権
力
間
の
均
衡
、
抑
制
す
る
自
由
主
義
的
構
成
原
理
、
選
挙
で
国
民
か
ら
信
託
を
受
け
た
政
党
が
政
府
を
運
営

す
る
政
党
国
家
と
、
国
民
投
票
に
よ
る
最
高
指
導
者
や
国
民
全
般
に
関
わ
る
争
点
を
国
民
が
直
接
選
択
す
る
民
主
主
義
的
構
成
原
理
を

兼
ね
備
え
て
い
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
典
型
と
す
る
多
数
民
主
主
義
（
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
モ
デ
ル
）
と
、
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ス
イ
ス
を
典
型
と
す
る
合
意
民
主
主
義
（
多
極
共
存
型
民
主
主
義
モ
デ
ル
）
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。﹇L

ijp
h
ard

t,1999:

34-41

﹈。

　

多
数
民
主
主
義
は
、
①
一
党
内
閣
に
よ
る
行
政
権
の
集
中
、
②
責
任
内
閣
制
に
基
づ
く
内
閣
支
配
、
③
二
大
政
党
制
、
④
単
純
多
数

決
選
挙
制
度
、
⑤
利
益
集
団
多
元
主
義
、
⑥
中
央
集
権
主
義
の
統
治
形
態
、
⑦
下
院
優
位
に
基
づ
い
た
立
法
権
の
集
中
、
⑧
軟
性
不
文

憲
法
、
⑨
違
憲
立
法
審
査
制
度
の
不
在
、
を
特
徴
と
す
る
。
合
意
民
主
主
義
は
、
①
連
合
政
権
に
よ
る
行
政
権
の
共
有
、
②
行
政
府
と

立
法
府
の
権
力
均
衡
、
③
多
党
制
、
④
比
例
代
表
選
挙
制
度
、
⑤
利
益
集
団
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
、
⑥
連
邦
・
分
権
主
義
の
統
治
形
態
、

⑦
両
院
議
会
制
、
⑧
硬
性
憲
法
、
⑨
違
憲
立
法
審
査
制
度
、
を
特
徴
と
す
る
。
具
体
的
に
は
述
べ
れ
ば
、
①
②
③
④
⑤
⑦
は
行
政
と
政

党
の
関
係
を
、
④
⑥
⑧
⑨
は
中
央
集
権
制
か
、
連
邦
制
か
、
と
い
う
政
治
シ
ス
テ
ム
の
維
持
を
図
る
性
格
を
表
わ
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
各
政
治
シ
ス
テ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
形
態
、
政
治
共
同
体
、
政
党
シ
ス
テ
ム
、
政
治
制
度
、
自
由
主
義
や
民
主
主
義
の

解
釈
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
様
々
な
形
態
を
採
用
す
る
。
図
表　

は
そ
の
一
覧
を
示
し
て
い
る
。

４９

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
過
去
の
国
家
建
設
と
中
央
集
権
化
の
経
験
か
ら
、
戦
後
に
お
い
て
各
地

域
・
周
辺
の
利
害
や
要
求
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
国
家
の
指
導
者
は
政
治
シ
ス
テ
ム
の
維
持
を
考
え
れ
ば
、
地
域
や

周
辺
を
強
力
に
統
合
す
る
中
央
集
権
化
を
徹
底
す
る
戦
略
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
反
対
に
政
治
的
決
定
で
の
自
治
や
文
化
的
独
自

性
を
保
証
す
る
な
ら
、
周
辺
や
地
域
の
立
場
を
尊
重
す
る
連
邦
制
的
戦
略
が
考
え
ら
れ
る
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:180-188

﹈。

　

図
表　

は
、
自
由
主
義
的
要
素
と
民
主
主
義
的
要
素
を
各
次
元
で
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
民
国
家
は
一
定
の
地
理
的
な
国
境
を

４９

画
定
し
（
地
理
空
間
）、
内
部
組
織
の
役
割
を
分
化
す
る
（
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
）
こ
と
で
完
成
す
る
。
国
家
建
設
と
国
民
形
成
の

相
違
が
中
央
集
権
制
か
連
邦
制
か
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
さ
ら
な
る
「
統
合
」
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

そ
の
メ
ン
バ
ー
が
「
退
出
」
せ
ず
、
国
家
へ
の
「
忠
誠
」
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
、
中
心
と
周
辺
の
権
限
の
「
平
等
化
」
を
必
要
と
す
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る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
政
治
的
、

経
済
的
、
文
化
的
な
分
配
過
程
が

考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。

　

二　

連
邦
制
論

　

中
央
集
権
制
は
で
き
る
限
り
多

く
の
権
力
を
中
央
政
府
に
集
中
す

る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
国
家
が

近
代
化
を
推
進
す
る
時
代
に
あ
っ

て
は
、
中
央
集
権
制
は
地
域
的
割

拠
性
を
克
服
す
る
手
段
で
あ
っ

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
も
、

福
祉
国
家
の
進
展
と
そ
れ
に
伴
う

行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
画
一
化
の

必
要
性
か
ら
中
央
集
権
体
制
が
強

化
さ
れ
て
き
た
﹇W

atts,1991:

228-230;cf,R
ik

er,1975:93-
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民主主義的構成原理自由主義的構成原理
選挙制度政党

システム　　

政治共同体

の特徴　　
事　 例政府形態 国民投票

（直接民主主義）

政党国家

（国民代表）

権力分割、中央集権

制か連邦制か　　　

首相の選択は

事実上の「人

民投票」の効

果、政治論点

ごと

20世紀から下院優

越18世紀以降の２

大政党による政権

交代

議会優位の３権分立

中央集権的な連合国

家

小選挙区制

２党制

階級社会イギリス議院内閣制

政治争点ごと社会民主労働党に

よる１党長期政権

か中道・保守によ

る連合政権

３権分立＋オンブズ

マン制度

中央集権制

比例代表制

１党優位多党

制

合意ある多

極社会

スウェー

デン

住民投票はい

くつかの州で

国民投票はな

し

キリスト教民主・

社会同盟と自民

党、社会民主党と

自民党のどちらか

の連合政権

３権分立＋分権制

構造的連邦制

小選挙区比例

代表併用制

穏健な多党制

穏健な

多極社会

 （西）ドイ

ツ

政治論点ごとフランコ後、社会

労働党か国民党の

政権

３権分立

中央集権的な連合国

家＋地方分権制

比例代表制

２大政党と地

域政党の共存

ポスト権威

主義

多極社会

スペイン

第５共和制で

は 国 民 が 直

接、大統領を

選出、政治争

点ごと

第３・４共和制で

の不安定な政党内

閣

第５共和制での大

統領に直属の内閣

第３・４共和制での

議会優位の３権分立

第５共和制での大統

領優位の３権分立

中央集権制

小選挙区２回

投票制分極的

多党制

分裂的な要

素を含む多

極社会

フランス （半）大統領

制

政治争点ごと

に頻繁に

恒常的な４党連合

政権

合議政府による均衡

原則の徹底＋カント

ン単位の有機的連邦

制

比例代表制

穏健な多党制

多極共存型

社会

スイス合議政府制

図表50　自由民主主義体制の類型

（注）山口定『政治体制』東京大学出版会、1989年、46頁の表を参考に作成した。
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﹈。

　

連
邦
制
の
意
義
は
次
の
三
点
に
あ
る
。
第
一
は
、
連
邦
制
が
民
主
政
治
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
連
邦
制
の
過
程
が
、
反
対
派
を

準
備
す
る
こ
と
で
、
多
元
主
義
的
な
政
治
を
導
入
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
、
連
邦
制
が
地
方
政
府
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
で
民

主
主
義
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
方
政
府
は
世
論
に
よ
り
反
応
す
る
し
、
人
々
に
よ
り
責
任
を
も
て
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
は
、

連
邦
制
が
個
々
の
自
由
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
る
。
自
由
は
人
が
選
択
す
る
ル
ー
ル
を
つ
く
る
権
利
で
あ
る
。
連
邦
制
は
権
威
か
ら
の

「
防
波
堤
」
に
な
る
。
地
方
政
府
は
、
中
央
政
府
が
国
民
の
名
で
統
治
す
る
際
に
、
そ
れ
に
反
す
る
少
数
派
を
保
護
で
き
る
立
場
に
あ

り
、
反
対
に
多
数
派
に
高
い
コ
ス
ト
を
課
す
こ
と
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
﹇R

iker,1975:156-158

﹈。

　

連
邦
制
は
、「
統
一
体
や
地
域
の
相
違
が
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
や
権
威
を
憲
法
上
、
保
証
す
る
方
法
で
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
間
に

権
力
を
分
割
す
る
こ
と
で
、
単
一
の
政
治
シ
ス
テ
ム
内
に
適
合
さ
れ
た
領
域
的
な
政
治
組
織
の
一
形
態
」
と
定
義
さ
れ
る
。
一
方
で
中

央
と
地
方
の
各
政
府
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
、
他
方
で
中
心
が
主
導
権
を
持
つ
統
一
体
と
地
域
・
周
辺
の
相
違
の
共
存
と
い
っ
た
形
態
に

あ
っ
て
、
両
者
の
権
威
の
分
配
が
主
要
な
内
容
を
な
し
て
い
る
。
連
邦
制
に
関
す
る
定
義
に
関
し
て
、
契
約
概
念
や
立
憲
主
義
、
分
配

さ
れ
た
権
威
に
関
わ
る
法
的
、
政
治
的
な
構
造
、
非
集
中
化
し
た
政
治
過
程
、
多
元
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
に
、
社
会
的
、
経

済
的
、
政
治
的
、
文
化
的
な
現
象
な
ど
に
そ
の
本
質
が
反
映
し
て
い
る
。
連
邦
制
は
政
治
的
な
権
限
を
地
域
・
周
辺
に
分
配
す
る
こ
と

も
意
味
し
て
い
る
。

　

連
邦
制
は
中
央
集
権
制
と
対
称
の
制
度
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦
制
は
極
端
な
権
力
集
中
と
ル
ー
ス
な
連
合
体

（confederacy

）
の
中
間
に
あ
る
妥
協
的
な
産
物
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
地
域
の
自
治
と
「
特
異
性
」
の
保
存
と
い
う

共
通
性
を
取
り
扱
う
た
め
に
、
中
心
と
周
辺
の
連
結
を
効
果
的
に
行
う
措
置
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
連
邦
主
義
は
、
単
に
脱

中
央
集
権
主
義
的
な
シ
ス
テ
ム
で
な
く
、
非
中
央
集
権
主
義
的
な
形
態
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
権
威
は
、
独
立
的
な
形
を
採
用
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し
て
、
拡
散
、
分
配
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
独
自
性
と
相
互
依
存
性
、
他
方
で
競
争
と
協
力
が
連
邦
制
内
の
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の

間
を
関
係
づ
け
て
い
る
。
二
つ
の
統
治
秩
序
は
、
憲
法
上
、
両
政
府
に
権
限
と
権
利
を
規
定
さ
れ
て
い
る
。
両
政
府
は
立
法
、
行
政
、

税
、
教
育
に
関
し
て
市
民
に
直
接
選
択
さ
れ
る
の
が
通
常
の
形
態
で
あ
る
。
連
邦
制
の
条
件
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
二
つ
の
政
府
の
秩
序
の
間
に
は
、
立
法
・
行
政
上
の
権
威
・
権
限
と
歳
入
の
資
源
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
分
配
が
あ
る
。

　

②
こ
の
分
配
を
明
確
に
規
定
し
た
憲
法
が
存
在
し
、
一
方
の
政
府
だ
け
で
秩
序
が
抜
本
的
な
修
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

③
審
判
（
最
高
裁
判
所
）
は
二
つ
の
政
府
の
秩
序
と
個
々
の
権
力
に
つ
い
て
議
論
を
判
断
す
る
。

　

④
特
殊
な
手
続
き
と
制
度
は
政
府
間
の
行
政
・
政
治
の
相
互
作
用
を
容
易
に
す
る
。

　

⑤
国
家
制
度
は
両
政
府
を
包
括
し
、
地
域
の
権
威
と
集
団
利
益
が
中
央
の
政
策
決
定
過
程
に
適
合
す
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
連
邦
制
は
、
歴
史
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
政
治
的
な
勢
力
と
強
度
に
応
じ
て
、
制
度
と
手
続
き
に
お
い
て

多
様
で
あ
る
が
、
中
心
と
周
辺
の
各
主
張
の
適
合
へ
の
試
み
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
制
に
も
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

そ
れ
ら
を
構
成
す
る
の
は
次
の
要
素
で
あ
る
。

　

①
連
邦
制
国
家
を
構
成
す
る
単
位
の
数
・
規
模
・
富

　

②
中
央
と
地
方
の
両
政
府
が
担
当
す
る
秩
序
に
割
り
当
て
ら
れ
た
支
配
権
と
経
済
資
源
の
分
野

　

③
中
央
政
府
の
立
法
が
、
行
政
責
任
上
、
地
方
政
府
を
拘
束
し
な
い
度
合

　

④
政
治
資
源
を
均
衡
化
し
、
地
域
間
の
不
公
平
を
減
少
す
る
方
法
を
採
用
す
る
財
政
的
な
調
整
措
置

　

⑤
最
高
裁
判
所
の
使
用
方
法
、
憲
法
裁
判
所
の
設
置
、
立
法
の
合
憲
性
を
決
定
す
る
国
民
投
票

　

⑥
両
政
府
間
の
協
議
と
協
力
を
容
易
に
す
る
制
度
と
手
続
き

　

⑦
行
政
、
議
会
（
下
院
）、
官
僚
、
正
規
機
関
の
よ
う
な
中
央
政
治
の
政
策
策
定
の
た
め
に
地
域
代
表
の
規
定
の
存
在
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連
邦
国
家
の
あ
り
方
の
多
様
性
を
測
る
規
準
は
、
行
政
と
立
法
の
間
の
権
力
分
割
、
ま
た
は
責
任
政
府
の
原
則
に
中
央
―
地
方
を
統

治
過
程
に
編
入
さ
せ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
全
体
の
政
府
内
の
地
域
間
合
意
を
達
成
す
る
政
治
制
度
の
役
割
（
例：

ア
メ
リ
カ
の
大
統

領
制
、
ス
イ
ス
の
合
議
内
閣
制
）
と
、
政
府
間
関
係
の
行
為
は
異
な
っ
た
手
続
き
を
生
み
出
し
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う

な
国
家
は
、
中
央
政
府
の
支
配
が
政
府
レ
ベ
ル
間
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
る
結
果
、「
行
政
連
邦
制
」
的
な
、
各
層
か
ら
な
る
連
合
国

家
の
性
格
と
な
る
。

　

今
後
、「
脱
集
中
化
（deconcentration

）
と
「
脱
集
権
化
（decentralization

）」
と
い
う
考
え
方
は
、
国
民
国
家
の
上
位
の
超
国

家
性
と
い
う
概
念
の
中
に
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
向
か
う
こ
と
を
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
﹇Sm

ith,

1989:281-282

﹈。

　

三　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
中
心
―
周
辺
」
の
経
済
関
係
の
平
準
化
に
む
け
た
動
き

　

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
領
域
構
造
に
お
け
る
変
遷
は
、
境
界
支
配
の
政
策
が
領
域
を
変
化
さ
せ
て
き
た
歴
史
、
と
言
い
換
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
各
領
域
で
の
資
源
保
持
者
間
に
よ
る
同
盟
の
均
衡
が
形
成
さ
れ
、
あ
る
い
は
崩
壊
す
る
と
き
に
も
変
更
を

も
た
ら
す
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
民
国
家
は
、
国
家
建
設
、
国
民
形
成
、
大
衆
民
主
主
義
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
安
定
や
崩
壊
で
順
次
考

察
し
て
き
た
よ
う
に
、
長
時
間
の
中
で
変
化
を
繰
り
返
し
再
構
造
化
さ
れ
て
き
た
。
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の

安
定
性
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
ま
で
の
中
心
―
周
辺
の
関
係
を
経
済
状
況
か
ら
簡
単
に
検
証
し
て
お
こ

う
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:50-54

﹈。
そ
れ
は
経
済
格
差
の
是
正
と
い
う
形
を
と
っ
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
中
心
―
周
辺
の
関
係
が
安
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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ド
イ
ツ
で
は
、
農
業
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
分
野
で
も
そ
れ
ほ
ど
経
済
格
差
は
存
在
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
ひ
と
り
当
た
り
の
所

得
概
算
の
分
布
な
ど
で
地
域
差
が
あ
っ
て
も
、
各
地
域
は
全
国
平
均
に
近
い
指
標
を
示
し
て
い
る
。
か
つ
て
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ

ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
歴
史
的
に
は
境
界
域
周
辺
で
あ
る
が
、
戦
後
に
お
い
て
経
済
で
は
特
権
的
で
も
衰
退
し
た
地
位
で
も
な
く
な
っ
て
い

る
。

　

北
海
沿
岸
低
地
帯
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
中
心
と
周
辺
と
の
差
が
あ
り
、
そ
の
ト
ッ
プ
に
南
と
北
の
地
域
に
あ
り
、
底
辺
に
フ
リ
ー
ス

ラ
ン
ト
が
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
ワ
ロ
ニ
ー
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
不
均
等
な
傾
向
は
、
一
九
四
五
年
以
降
に
は
注
目
す
べ
き
変
化
が

生
じ
て
、
経
済
的
な
改
善
が
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
に
お
い
て
集
中
し
て
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
を
も
は
や
経
済
的
な
周
辺
と
見
な
せ
な
く
し
て
い

る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
経
済
的
相
違
は
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
。
中
心
は
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
あ
り
、
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
西
部
と
北
部

と
が
外
的
周
辺
を
構
成
す
る
。
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
は
歴
史
的
に
経
済
、
政
治
、
文
化
に
お
い
て
境
界
域
周
辺
と
な
っ
て
き
た
。

　

ス
イ
ス
で
は
、
所
得
格
差
は
地
域
間
で
存
在
し
た
。
山
岳
カ
ン
ト
ン
は
経
済
的
な
レ
ベ
ル
で
は
低
い
け
れ
ど
、
各
指
標
が
示
す
内
容

は
そ
れ
だ
け
で
は
表
現
で
き
ず
、
産
業
指
数
で
低
く
と
も
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
全
国
平
均
に
近
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
歴
史
的
相
違
が
反
映
し
て
い
た
。
一
般
論
と
し
て
、
西
部
と
南
西
部
で
は
、
経
済
的
な
意
味
で
は
周
辺
性
を
大
き

く
残
す
地
域
が
存
在
す
る
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
カ
ー
ン
か
ら
地
中
海
の
マ
ル
セ
ー
ユ
ま
で
の
線
を
引
け
ば
、
そ
の
線
の
西
側
で
は
農
業

で
は
個
人
所
得
は
低
く
、
そ
の
東
側
で
は
農
業
就
業
人
口
は
低
い
が
個
人
所
得
は
高
い
の
で
、
そ
の
線
は
「
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
（les

d
eu

x
F
ran

ces

）」
の
境
界
線
を
形
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
境
界
域
周
辺
は
農
業
雇
用
率
が
低
い
と
し
て
も
、
所
得
に
関
し
て
は
全

国
平
均
に
近
か
っ
た
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
中
核
地
域
の
端
で
は
、
大
き
な
相
違
が
存
在
す
る
。
イ
タ
リ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
は
最
も
注
目
す
べ
き
国
内
の
不
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均
等
を
持
つ
国
家
と
し
て
存
在
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
れ
に
近
似
す
る
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
南
北
の
経
済
格
差
は
明
瞭
で
あ
る
。
北
部
国
境
の
境
界
域
周
辺
（
フ
リ
ウ
リ
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
ジ
ュ
リ
ア
、
ト
レ

ン
テ
ィ
ー
ノ
、
ア
ル
ト
・
ア
デ
ィ
ジ
ェ
、
ヴ
ォ
レ
ダ
オ
ス
タ
）
の
経
済
状
態
は
、
政
治
問
題
あ
る
い
は
文
化
的
な
ジ
レ
ン
マ
が
な
ん
で

あ
ろ
う
が
、
全
国
平
均
を
上
回
る
か
そ
れ
に
近
い
状
態
に
あ
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
イ
タ
リ
ア
と
同
状
況
に
あ
る
が
、
重
要
な
相
違
も
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
首
都
地
域
が
北
部
か
経
済
地
域
か
の

い
ず
れ
か
に
密
接
し
て
い
る
。
マ
ド
リ
ー
ド
は
バ
ス
ク
や
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
競
合
す
る
立
場
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
バ
ス
ク
や
カ
タ
リ
ュ

ニ
ャ
は
経
済
上
強
力
な
立
場
を
中
心
の
マ
ド
リ
ー
ド
に
対
し
て
維
持
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
エ
ス
ト
レ
マ
ド
ゥ
ー
ラ
と
ア
ン
ダ

ル
シ
ア
は
南
部
で
周
辺
に
位
置
し
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
南
・
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
中
心
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
周
辺
と
の
間
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
存
在
す

る
。
南
・
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
郊
外
に
向
か
っ
て
の
成
長
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
保
養

地
と
農
業
構
造
を
持
つ
地
区
と
貧
困
な
地
区
と
に
分
散
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
た
。
た
だ
、
時
間
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
、
中
心
と
周
辺

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
縮
小
す
る
傾
向
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
よ
り
は
後
退
し

た
と
は
い
え
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
よ
り
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
近
い
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。

　

各
国
内
で
、
中
心
―
周
辺
の
経
済
関
係
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
改
善
は
質
的
に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
物
質
的
に
生
活
水
準
で
の
格
差
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、
実
質
的
な
効
果
が
あ
っ
た
と
み
な
せ
る
。
低
開
発
地
域
に
お
い
て
生
産
活

動
は
増
加
し
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
な
中
核
地
域
は
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
高
価
値
の
、
技
術
的
に
集
中
し
た
産
業
と
、

情
報
を
中
心
と
す
る
第
四
次
産
業
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
は
各
国
の
中
心
を
さ
ら
に
よ
り
中
心
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
、
経
済
不
均
衡
が
国
家
経
済
の
発
展
に
対
す
る
障
害
と
見
ら
れ
る
と
き
、
改
善
の
努
力
は
当
該
国
家
の
中
心
が
行
う
地
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域
政
策
に
表
現
さ
れ
る
。
経
済
は
周
辺
を
動
員
す
る
第
一
波
で
は
制
限
的
な
役
割
し
か
演
じ
な
い
。
一
九
世
紀
後
半
、
地
域
経
済
問
題

は
中
心
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
社
会
問
題
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
不
平
等
な
地
域
振
興
発
展
に
関
す
る
意
識
は
、
経
済
的
な
周
辺
で
集
中
的

に
生
じ
て
い
た
。
確
か
に
、
経
済
の
後
進
性
は
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
削
減
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
社
会
経
済
的
要
因
だ
け
に
帰
す

べ
き
で
は
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
、
中
心
の
活
動
が
周
辺
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
も
あ
る
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:171

﹈。

　

中
心
と
周
辺
と
の
矛
盾
が
蓄
積
し
た
結
果
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
中
心
が
地
域
振
興
計
画
を
通
じ
て
、
経
済
的
格
差
の
解
消
を
進

め
て
い
る
。
一
九
四
五
年
以
来
、
領
域
的
な
社
会
分
業
と
地
理
的
な
特
殊
化
が
存
在
し
、
地
理
的
な
人
口
移
動
の
必
要
性
が
増
大
し
て

い
る
。
そ
の
中
心
が
行
う
地
域
経
済
政
策
は
か
え
っ
て
経
済
・
財
政
の
権
力
の
中
央
集
権
化
の
強
化
・
補
強
す
る
結
果
も
も
た
ら
し
、

公
的
部
門
（
官
僚
化
）
と
中
心
か
ら
の
社
会
的
な
統
制
・
規
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
生
活
様
式
の
均
一
化
に
向
か
わ

せ
る
圧
力
を
推
進
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
が
そ
れ
に
関
心
を
示
す
か
ど
う
か
は
別
で
あ
る
。
周
辺
の
人
々
は
自
己
の
地
域
で
就

業
す
る
機
会
を
要
望
す
る
し
、
生
活
と
資
源
の
地
域
化
の
質
を
保
存
し
な
が
ら
成
長
す
る
戦
術
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、
改
革
さ
れ
た
政
治
制
度
の
枠
組
内
に
お
い
て
、
資
源
の
自
治
を
求
め
る
世
代
は
、
文
化
的
相
違
の
許
容
と
言
語
上
の
自
由

の
防
衛
を
図
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
の
地
域
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
か
ら
異
議
申
し
立
て
の
活
発
化
に
現
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
三
年
の
石
油
危
機
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
成
長
を
止
め
て
、
中
心
と
周
辺
の
経
済
格
差
の
リ
ス
ク
を
高
め

た
。
中
心
は
自
己
が
設
け
た
経
済
計
画
か
ら
、
か
え
っ
て
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
の
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
文
化
的
に
は
戦
後
状
況
に
お
い

て
、
周
辺
は
、
様
々
な
点
で
の
分
権
化
（d

ev
olu

tion

）
で
あ
る
「
自
治
の
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
を
こ
じ
開
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
戦

後
の
福
祉
国
家
体
制
の
将
来
像
と
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る 
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:178

﹈。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
中
心
―
周
辺
構
造
と
地
域
間
の
平
準
化
政
策
に
お
い
て
相
違
が
存
在
す
る
。
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
で
は
、
南
北

の
経
済
格
差
は
歴
史
的
に
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
戦
後
で
は
、
政
府
は
経
済
へ
の
積
極
的
な
介
入
を
通
じ
て
、
諸
問
題
の
解
決
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を
図
ろ
う
と
す
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
中
核
地
域
か
ら
外
れ
て
い
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー

や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
経
済
的
な
周
辺
化
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
南
部
の
ト
ロ
ン
ヘ
ル
ム
と
い
う
地
域
は
現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
核
地
域

に
統
合
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
経
済
は
次
第
に
国
家
単
位
で
解
決
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
中
核
地
域
は
一
様
で
は
な
く
、
各
国
内
部
の
相
違
が
存
在
す
る
。

周
辺
化
は
、
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
、
周
辺
経
済
の
技
術
革
新
や

世
界
の
新
興
国
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
で
変
化
し
て
い
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
中
核
地
域
は
地
経
済
学
的
な
起
源
や
そ
の
位
置
か
ら
考
え
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

変
化
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
周
辺
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
内
外
の
経
済
の
中
核
内
部
あ
る

い
は
そ
の
端
に
存
在
し
よ
う
が
、
経
済
資
源
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
心
と
の
関
係
で
考

察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
周
辺
経
済
は
、
①
後
進
的
で
あ
る
と
見
る
か
、
②
中
心
と
同

等
か
、
③
中
心
よ
り
優
越
し
て
い
る
の
か
、
の
三
つ
の
中
心
と
の
経
済
関
係
に
お
い
て
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
変
化
し
た
状
況
で
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
辺
の

経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
中
心
の
そ
れ
と
比
べ
て
凋
落
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
改
善
さ

れ
て
い
る
の
か
、
を
示
す
の
が
図
表　

で
あ
る
。
こ
の
分
類
は
、
周
辺
地
域
に
関
わ
る

５０

経
済
的
地
位
を
表
わ
す
関
係
だ
け
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
経
済
を
考
え
る
場
合
は
、

周
辺
の
政
治
的
動
員
を
考
察
す
る
際
に
政
治
と
文
化
の
特
異
性
が
背
景
に
あ
る
こ
と
も
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超経済成長地域衰退産業地域適度な発展地域低開発地域

フランデレン
カタルーニャ
バスク地方

スコットランド低地
南東ウェールズ
ワロニー
アルザス

ブルターニュ
フリースランド
ジュラ
ルーション地方

北スカンジナビア
北アイルランド
スコットランド高地
北西ウェールズ

オクシタニー

サヴォイ
ヴァレダオスタ
アルトアディジェ
フリウリ

ガルシア
南スペイン
コルシカ
南イタリア

図表51　第２次世界大戦後の西ヨーロッパ周辺地域の経済的地位

出典　Rokkan and Urwin, 1983: 60　
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各
段

階
に

特
に

問
題

と
さ

れ
る

効
果

的
な

政

治
運

動
の

事
例

あ
る

国
家

か
ら

独
立

し
て

他
の

国
家

へ
の

完
全

統
合

ま
で

に
拡

大
段

階

ナ
シ

ョ
ナ

リ
ス

ト
／

地
域

主
義

者
の

イ
デ

オ
ロ

ギ
ー

の
タ

イ
プ

：
要

求
さ

れ
る

最
終

解
決

条
件

完
全

独
立

独
立

戦
争

ま
た

は
国

家
レ

ベ
ル

の
交

渉
完

全
独

立
　

近
隣

国
家

へ
の

譲
渡

分
離

主
義

／
民

族
統

一
主

義
�����������������������

連
合

離
脱

の
脅

し
地

域
問

題
を

規
制

す
る

た
め

だ
け

の
中

央

権
威

を
も

つ
地

域
自

治
連

合

権
限

委
譲

中
央

政
府

と
全

地
方

の
間

で
共

有
し

た
自

治
権

連
邦

制

地
域

に
重

点
を

も
つ

地
域

政
党

他
地

域
以

上
に

、
あ

る
特

定
地

域
に

自
治

の
地

位
地

域
自

治
制

少
な

く
と

も
地

方
選

挙
で

は
当

選
す

る
安

定

し
た

地
域

政
党

周
辺

住
民

に
あ

る
文

化
的

特
徴

の
保

護
地

域
主

義

地
域

的
な

選
挙

支
持

の
高

い
度

合
を

も
っ

た

国
民

規
模

の
政

党

中
央

政
治

シ
ス

テ
ム

の
た

め
の

ア
ジ

ェ
ン

ダ
に

地
域

的
要

求
周

辺
か

ら
の

抗
議

文
化

的
防

衛
団

体
一

定
の

領
域

と
住

民
の

唯
一

の
性

格
支

持

を
主

張
周

辺
か

ら
の

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

不
可

分
の

文
化

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
も

つ
国

家
内

の
一

地
方

完
全

統
合

図
表

52　
地

域
主

義
的

志
向

の
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

（
自

立
度

合
に

よ
る

等
級

づ
け

）

出
典

　
A
arebrot, 1982：

80　



考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇R

okkan
and

U
rw

in,1983:58,60

﹈。

　

四　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
中
心
―
周
辺
」
の
政
治
的
な
分
配
関
係
の
変
化

　

周
辺
の
抗
議
に
対
し
て
中
心
か
ら
の
二
つ
の
極
端
な
政
治
的
対
応
は
、
周
辺
に
よ
る
完
全
な
独
立
と
い
う
分
離
主
義
/
民
族
統
一
主

義
を
受
け
入
れ
る
か
、
ま
た
は
そ
れ
を
拒
否
し
完
全
統
合
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
拒
否
は
政
治
体
制
の
基
本
的
な
方
針
に
そ
ぐ
わ
な

い
し
、
抵
抗
は
リ
ス
ク
も
、
コ
ス
ト
も
高
く
つ
く
。
周
辺
の
立
場
を
主
張
す
る
地
域
主
義
も
様
々
で
あ
り
、
中
心
と
の
対
立
や
紛
争
も

多
様
で
あ
る
。
そ
れ
を
表
示
し
た
の
が
図
表　

で
あ
る
。

５１

　

現
在
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
過
去
の
国
家
建
設
と
中
央
集
権
化
か
ら
領
域
内
の
諸
々
の
要
求
を
調
整
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
主
権
を
有
す
る
領
域
の
組
織
形
態
で
の
個
々
の
シ
ス
テ
ム
維
持
の
ス
タ
イ
ル
を
考
え
れ
ば
、
一
方
に
中
央
集
権
化
を

徹
底
す
る
戦
略
が
あ
る
。
そ
れ
は
全
領
域
に
あ
る
周
辺
を
ひ
と
つ
の
「
普
遍
的
」
な
標
準
化
シ
ス
テ
ム
に
統
合
し
た
形
態
で
あ
る
。
そ

れ
と
は
対
照
的
に
、
他
方
に
連
邦
主
義
的
な
戦
略
が
あ
る
。
全
領
域
を
構
成
す
る
各
地
域
は
防
衛
・
外
交
問
題
で
は
集
団
的
決
定
方
式

に
お
い
て
ひ
と
つ
の
領
域
単
位
シ
ス
テ
ム
に
従
う
け
れ
ど
、
そ
れ
以
外
の
分
野
で
は
政
治
的
決
定
の
自
治
と
同
様
、
基
本
的
に
文
化
独

自
性
の
保
護
、
承
認
を
す
る
形
で
各
周
辺
の
立
場
は
尊
重
さ
れ
る
。
図
表　

に
提
示
さ
れ
た
、
実
際
の
戦
略
は
、
完
全
独
立
と
完
全
統

52

合
の
二
つ
の
間
に
あ
る
中
間
形
態
を
採
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
統
合
戦
略
は
、
各
領
域
の
条
件
に
応
じ
て
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
﹇R
okkan

and
U
rw

in,1982:6

﹈。

　

地
域
経
済
政
策
の
あ
り
方
次
第
で
、
困
難
な
政
治
問
題
は
回
避
さ
れ
る
し
、
そ
れ
は
さ
き
の
二
つ
の
両
極
端
の
戦
略
を
制
約
す
る
、

別
の
選
択
肢
を
提
示
し
て
い
る
。
両
極
の
範
囲
内
で
は
、
地
理
的
な
、
あ
る
い
は
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
で
議
論
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
理
的
空
間
は
単
頭
制
構
造
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
は
多
頭
制
構
造
を
含
む
内
容
で
あ
る
。
地
理
的
空
間
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で
は
、
単
一
の
中
心
は
、
歴
史
を
回
顧
す
れ
ば
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
膨
張
と
征
服
に
関
わ
り
、
あ
る
領
域
に
効
果
的
な
支
配
権
が
確
立

さ
れ
た
。
中
心
は
、
行
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
文
化
標
準
政
策
を
通
じ
て
、
国
民
国
家
や
政
治
シ
ス
テ
ム
の
統
一
を
促
進
し
て
き
た
。
対

照
的
に
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
は
、
特
定
の
政
治
と
経
済
の
目
的
の
た
め
政
治
団
体
を
通
じ
て
、
集
団
間
の
相
互
の
契
約
を
確
立
し
て
い
る
。

そ
の
契
約
の
維
持
は
、
多
頭
制
構
造
を
保
持
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

緊
張
の
源
泉
と
統
一
の
戦
術
は
中
心
の
対
応
を
分
析
す
る
こ
と
で
検
証
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
建
設
と
国
民
形
成
の
過
去
か

ら
現
在
ま
で
の
連
続
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
現
在
の
国
民
国
家
の
時
点
か
ら
、
本
論
冒
頭
部
分
に
お
い
て
説
明
し
た
地
理
と

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
両
空
間
を
図
表　

に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
縦
軸
に
統
一
戦
術
と
し
て
、
一
方
に
中
央
集
権
化
、
他
方
に

53

連
邦
制
化
を
配
し
、
横
軸
に
地
理
空
間
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
を
配
し
、
各
国
ご
と
の
国
家
建
設
と
国
民
形
成
の
過
程
を
類
型
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
後
の
空
間
形
態
の
動
き
と
し
て
、
各
国
民
国
家
の
展
開
は
地
理
（
領
域
）
的
な
優
越
（
単
頭
制
）
か
ら
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
優
越
（
多
頭
制
）、
地
理
的
空
間
支
配
型
か
ら
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
支
配
型
へ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
、
と
予
測
さ
れ
る
﹇R
okkan

and
U
rw

in,1983:179-180

﹈。
で
は
、
図
表　

を
具
体
的
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

53

　

①
地
理
（
領
域
）
空
間
支
配
型

　

空
間
的
文
化
の
各
次
元
に
お
い
て
明
白
な
中
心
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
存
在
す
る
。
政
治
的
な
抗
議
は
、
特
異
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ま

た
は
反
動
員
を
保
護
、
育
成
で
き
る
よ
う
な
基
礎
か
ら
は
構
成
さ
れ
ず
、
領
域
的
な
意
味
で
の
視
野
を
持
た
ず
最
小
限
の
挑
戦
し
か
表

現
で
き
な
い
。

　

②
強
力
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
地
理
（
領
域
）
空
間
支
配
型

　

あ
る
地
域
の
動
員
を
促
進
す
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が
、
領
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
国
家
）
と
み
な
す
考
え
方
と
は
ま
っ
た
く
相
反

す
る
考
え
方
を
存
在
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。
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メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
空

間

（
多

頭
制

）

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
空

間

（
＋

地
理

空
間

）

地
理

空
間

（
＋

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ

　
　

　
　

　
　

空
間

）

地
　

理
　

空
　

間

（
単

頭
制

）

中
央

集
権

化

ベ
ル

ギ
ー

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

中
央

集
権

国
家

　
フ

ラ
ン

ス
　

　
ア

イ
ル

ラ
ン

ド

　
　

　
　

　
　

　
デ

ン
マ

ー
ク

　
　

　
　

　
　

　
ノ

ル
ウ

ェ
ー

　
　

　
　

　
　

　
イ

タ
リ

ア

　
　

　
　

　
　

　
ア

イ
ス

ラ
ン

ド

　
　

　
　

　
　

　
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン

　
　

　
　

　
　

　
ポ

ル
ト

ガ
ル

�������

統
一

戦
術

�������

ス
ペ

イ
ン

オ
ラ

ン
ダ

イ
ギ

リ
ス

連
合

国
家

（
西

）
ド

イ
ツ

構
造

連
邦

制
　

　
オ

ー
ス

ト
リ

ア

ス
イ

ス
有

機
的

連
邦

制

連
邦

化

図
表

52　
国

家
建

設
と

国
民

形
成

の
過

程
の

類
型

：
空

間
・

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

の
特

徴
図

表
53　

国
家

建
設

と
国

民
形

成
の

過
程

の
類

型
：

空
間

・
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

特
徴

出
典

　
R
okkan, 1983: 182



　

③
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
を
支
配
し
、
強
力
な
地
理
（
領
域
）
的
特
徴
を
持
つ
集
団
支
配
型

　

一
方
で
領
域
内
の
集
団
間
の
契
約
の
観
念
が
優
越
し
、
他
方
で
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
構
成
形
態
が
支
配
的
、
標
準
的
傾
向
を
保
持
す

る
、
ひ
と
つ
以
上
の
競
合
す
る
中
心
が
出
現
す
る
と
、
交
差
的
な
形
に
お
い
て
緊
張
が
薄
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
地
域
的
な
緊
張
や
紛

争
は
消
滅
し
な
い
。

　

④
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
支
配
型

　

集
団
契
約
の
理
念
が
優
先
す
る
タ
イ
プ
で
、
そ
の
契
約
か
ら
国
家
が
構
成
さ
れ
る
。
い
く
つ
か
の
単
位
自
身
が
中
心
を
持
つ
が
、
紛

争
は
ほ
と
ん
ど
で
見
ら
れ
な
い
。

　

理
念
的
な
構
成
物
と
し
て
制
度
や
構
造
は
、
統
合
戦
術
に
深
く
関
係
し
て
い
る
。
単
純
な
二
分
法
か
ら
考
え
る
と
、
ま
ず
、
あ
る
領

域
の
全
地
域
が
標
準
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
内
に
編
入
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
中
央
集
権
主
義
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

全
地
域
が
ひ
と
つ
の
領
域
の
単
位
に
属
し
、
あ
る
政
策
問
題
で
は
ひ
と
つ
の
中
心
に
従
属
す
る
け
れ
ど
も
、
個
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
保
障
と
自
律
性
を
維
持
さ
れ
て
い
る
場
合
を
連
邦
主
義
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
中
心
か
ら
の
権
限
、
資
源
の

活
用
、
文
化
的
自
律
な
ど
の
分
配
を
獲
得
す
る
こ
と
意
味
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
実
の
姿
は
二
つ
の
タ
イ
プ
の
間
で
混
合
的
な
統
一
戦

術
が
採
用
さ
れ
る
の
が
通
常
の
国
家
形
態
で
あ
る
。
し
か
し
、「
特
異
性
」
を
維
持
す
る
政
治
的
な
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
主
張
さ

れ
て
き
た
個
々
の
事
例
を
考
察
す
れ
ば
、
一
様
な
調
整
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
統
一
を
維
持
す
る
に
は
法
の
標
準
化

は
必
要
で
あ
る
が
、
文
化
標
準
に
お
け
る
公
平
性
・
平
等
性
を
維
持
す
る
、
そ
し
て
そ
の
地
位
を
保
証
す
る
規
定
は
個
々
の
ケ
ー
ス
に

委
ね
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
国
家
の
統
合
戦
術
は
そ
の
固
有
の
諸
条
件
で
は
実
に
多
種
多
様
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
、
何
ら
か
の
分
類
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。　

Ｗ
・
ラ
イ
カ
ー
は
、
権
限
範
囲
か
ら
最
小
の
場
合
と
最
大
の
場
合

と
い
う
形
で
、
連
邦
制
の
タ
イ
プ
に
お
お
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
。
最
小
の
場
合
で
は
、
連
邦
に
属
す
る
、
あ
る
領
域
の
支
配
者
は
構
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成
す
る
単
位
の
支
配
者
た
ち
の
承
認
を
得
る
こ
と
な
し
に
、
ひ
と
つ
の
限
定
さ
れ
た
行
動
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
の
み
決
定
を
下
す
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
最
大
の
場
合
で
は
、
連
邦
に
属
す
る
、
あ
る
領
域
の
支
配
者
は
ひ
と
つ
の
限
定
さ
れ
た
行
動
カ
テ
ゴ

リ
ー
以
外
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
加
盟
す
る
諸
政
府
の
支
配
者
た
ち
に
協
議
す
る
こ
と
な
し
に
決
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
の

連
邦
制
は
、
こ
の
両
極
の
場
合
の
間
の
ど
こ
か
に
位
置
す
る
。
ラ
イ
カ
ー
は
、
権
限
に
お
い
て
、
最
小
の
場
合
よ
り
最
大
の
場
合
に
近

い
も
の
を
中
央
主
権
化
し
た
連
邦
制
（cen

tralized
fed

eration

）
と
定
義
し
、
最
大
の
場
合
よ
り
も
最
小
の
場
合
に
近
い
も
の
を
周

辺
化
し
た
連
邦
制
（p

erip
h
eralized

fed
eration

）
と
定
義
し
た
﹇R

ik
er,1975:102

﹈。
こ
の
説
明
を
ヒ
ン
ト
に
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
状
況
を
含
め
て
、
国
民
国
家
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
お
け
る
四
タ
イ
プ
を
提
示
し
て
お
こ
う
﹇R

ok
k
an

an
d
U
rw

in
:180-18

8

﹈。

　

①
中
央
集
権
国
家
（unitary

nation

）

　

経
済
的
に
支
配
し
、
行
政
的
な
標
準
化
か
ら
逸
脱
さ
せ
な
い
政
策
を
遂
行
す
る
、
ひ
と
つ
の
明
白
な
中
心
に
国
民
国
家
を
建
設
し
た

国
家
形
態
。

　

②
連
合
国
家
（union
state

）

　

す
べ
て
の
場
面
で
直
接
的
な
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
中
心
は
な
く
、
領
域
の
各
周
辺
の
部
分
的
な
編
入
は
条
約
や
協
定
を
通

じ
て
達
成
さ
れ
る
。
そ
の
点
で
、
こ
の
タ
イ
プ
は
統
合
の
点
で
は
不
完
全
で
あ
る
が
、
行
政
の
標
準
化
は
領
域
の
ほ
と
ん
ど
で
普
及
し

て
い
る
。
国
家
を
構
成
す
る
各
単
位
は
、
国
家
と
し
て
連
合
す
る
前
の
権
利
や
下
位
基
盤
に
あ
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
残
存
さ
せ
る
。

　

③
構
造
的
連
邦
制
（m

echanicalfederalism

）

　

こ
の
タ
イ
プ
は
、
条
件
と
手
段
に
よ
っ
て
、
中
心
か
ら
導
入
さ
れ
た
連
合
国
家
と
対
照
的
に
領
域
的
に
は
多
様
な
構
造
パ
タ
ー
ン
を

保
持
し
て
い
る
。
こ
の
多
様
な
構
造
が
国
家
組
織
に
縦
横
に
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
「
同
輩
中
の
筆
頭
者
（prim

us

143 ――西ヨーロッパ国民国家形成論



inter
pares

）」
で
あ
る
、
ひ
と
つ
の
中
心
が
領
域
内
の

支
配
権
の
階
統
制
的
な
シ
ス
テ
ム
内
で
調
整
す
る
立
場

に
あ
る
。

　

④
有
機
的
連
邦
制
（organic

federalism

）

　

こ
の
タ
イ
プ
は
、
下
位
単
位
か
ら
構
成
さ
れ
る
個
々

の
特
異
な
領
域
構
造
に
よ
る
任
意
な
連
合
（voluntary

association

）
の
結
果
で
あ
る
。
個
々
の
構
成
単
位
は
、

は
っ
き
り
と
識
別
さ
れ
る
権
利
を
持
つ
個
々
の
制
度
原

則
を
堅
持
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
中
心
は
存
在
す
る
が
、

そ
の
支
配
権
は
厳
し
い
制
約
を
受
け
て
い
る
。

　

図
表　

は
地
理
空
間
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
の
規

53

準
に
中
央
集
権
化
と
連
邦
主
義
化
の
両
次
元
を
組
み
合

わ
せ
て
、
実
際
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に

あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
モ
デ
ル
が
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
あ
る
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
な
組
合
せ
を
要
約
し

た
だ
け
で
な
く
、
領
域
と
集
団
の
調
整
を
図
る
基
本
的

な
選
択
範
囲
を
探
る
背
景
も
提
示
し
て
い
る
。
図
表　
53

は
、
左
上
端
の
中
央
集
権
的
で
、
標
準
化
し
た
国
家
群

第21巻１・２号―― 144

経済的特徴／競争

弱強

フランス（いくつかの言語異質性：ア
ルザス、ブルターニュ、コルシカ；パ
リ支配）
イギリス（スコットランド、ウェール
ズ、北アイルランドの個別共同体、し
かしロンドン支配）
フィンランド（個別言語、少数民族、
しかし単頭制）

スペイン（カタルーニャ対カタルーニャ
ヴァレダオスタ；多頭制）
スイス（４つの言語共同体；宗教的相
違；多頭制）
ベルギー（２言語共同体、宗教的・経
済的対照性；多頭制）

大

文
化
的
相
違

オーストリア（ほぼ言語同質；単頭制）
スウェーデン（高い同質と単頭制）
デンマーク（ほぼ言語同質と単頭制）
アイルランド（高い同質性と単頭制）
ノルウェー（強力な言語変種；単頭制）
アイスランド（高い同質性と多頭制）

ドイツ（言語共同体：実質的相違；多
頭制）
イタリア（ほぼ言語同質、境界ぞいに
少数民族：注目すべき経済的対照性；
多頭制）
オランダ（ほぼ言語同質：宗教的対照
性；多頭制）
ポルトガル（言語同質：注目すべき経
済対照性；単頭制）

小

図表54　領域統合の類型

出典　Rokkan and Urwin, 1982: 7



か
ら
、
右
下
端
の
ス
イ
ス
の
連
邦
主
義
形
態
ま
で
の
対
角
線
に
実
際
の
国
家
の
分
類
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
対
角
線
は
国
家
建
設

と
国
民
形
成
の
歴
史
過
程
の
帰
結
を
表
現
し
、
二
つ
の
過
程
間
の
不
一
致
の
程
度
を
示
し
て
い
る
。（
西
）
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
の
よ
う

な
連
邦
主
義
は
領
域
間
を
調
整
す
る
究
極
的
な
パ
タ
ー
ン
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
と
は
別
に
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
イ
ス
な
ど
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
集
団
調
整
に
お
け
る
柱
状
化
の
形
態
は
、
権
力
、
職
業
、
資
源
な
ど
が
競
合
す
る
集
団
間
に
分
配
さ
れ
る
か
、
ま
た

は
重
複
し
て
い
る
場
合
は
、
多
極
共
存
型
の
解
決
方
法
を
求
め
る
で
あ
ろ
う
。
図
表　

か
ら
、
具
体
的
に
連
邦
制
を
採
用
す
る
国
家
か

54

ら
中
央
集
権
制
の
各
国
家
ま
で
の
形
態
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

五　

中
央
集
権
制
か
ら
連
邦
制
へ

　

ス
イ
ス
は
、
多
極
共
存
型
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
連
邦
内
の
紛
争
を
解
決
す
る
領
域
原
理
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
具
体
的
な
政
治
的

対
応
を
ベ
ル
ン
州
ジ
ュ
ラ
の
自
治
権
の
樹
立
の
事
例
か
ら
考
察
し
て
お
こ
う
。
一
九
七
〇
年
代
の
ジ
ュ
ラ
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
の
運

動
は
自
ら
の
領
域
を
要
求
し
た
。
こ
れ
は
全
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
国
民
投
票
の
結
果
を
通
じ
て
達
成
し
た
。
ジ
ュ
ラ
と
い
う
、
新
し
い
カ

ン
ト
ン
（
州
）
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
の
大
き
な
混
乱
は
な
く
、
ス
イ
ス
と
い
う
国
民
国
家
構
造
そ
の
も
の
に
は
打
撃
を
与
え
な
か
っ
た
。

こ
の
対
応
は
ジ
ュ
ラ
を
分
離
・
独
立
の
方
向
に
向
か
わ
せ
ず
、
ベ
ル
ン
か
ら
自
立
し
た
自
治
体
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
イ
ス

の
連
邦
制
は
直
面
す
る
構
造
問
題
や
そ
の
実
践
で
そ
の
規
範
を
有
効
に
機
能
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ス
イ
ス
は
、
あ
る
意
味
で
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
小
宇
宙
」
と
し
て
考
察
の
参
考
と
な
り
、
ス
イ
ス
の
シ
ス
テ
ム
は
仮
説
の
定
式
化
、
証
明
の
目
的
に
は
「
マ
ク
ロ
政
治
研
究

の
理
念
的
な
実
験
室
」
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
﹇D

a
P
ozzo,1979:142;L

inder,1994:ch.2,3

﹈。

　

集
団
的
な
調
整
・
適
応
の
タ
イ
プ
は
ス
イ
ス
だ
け
で
な
く
、
イ
タ
リ
ア
で
も
観
察
で
き
た
﹇cf.Steiner,2003

﹈。
南
チ
ロ
ル
の
ド
イ

ツ
語
系
住
民
と
イ
タ
リ
ア
語
系
住
民
の
間
の
紛
争
で
の
裁
定
事
例
で
あ
る
。
南
チ
ロ
ル
は
一
九
一
八
年
以
降
イ
タ
リ
ア
に
属
す
る
が
、
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ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
イ
タ
リ
ア
化
政
策
に
ド
イ
ツ
語
系
少
数
派
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
。
一
九
四
六
年
、
南
チ
ロ
ル
の
地
位
に
関
す
る
協

定
が
締
結
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
自
治
権
を
付
与
す
る
中
央
集
権
国
家
か
ら
連
合
国
家
へ
移
行
す
る
領
域
の
選
択
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
地

域
の
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
ア
ル
ト
・
ア
デ
ィ
ジ
ュ
（
南
チ
ロ
ル
）
に
は
イ
タ
リ
ア
語
系
住
民
が
多
数
を
占
め
、
ド
イ
ツ
語
系
住
民
は
少

数
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
初
期
に
紛
争
が
激
化
し
て
、
イ
タ
リ
ア
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
両
政
府
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
調
整
委
員

会
が
均
衡
一
括
法
（P

roporzpaket

）
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
語
系
住
民
と
ド
イ
ツ
語
系
住
民
の
二
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

間
で
の
公
的
な
財
と
サ
ー
ビ
ス
の
配
分
に
お
い
て
、
比
例
原
則
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
均
衡
一
括
法
は
一
九
七
二
年
に
承

認
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
地
域
の
緊
張
は
か
な
り
の
部
分
が
解
消
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
集
団
的
な
選
択
は
自
治
権
承
認
で
は
、
異
な
っ
た
意
味
で
は
あ
る
が
、
ヴ
ァ
レ
ダ
オ
ス
タ
や
サ
ル
ジ
ェ
ニ
ア
に
も
適
応

さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
は
一
九
八
〇
年
ま
で
に
、
領
域
内
に
脱
中
央
集
権
化
の
要
求
を
相
当
程
度
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
タ
リ
ア

の
場
合
、
連
邦
制
へ
の
移
行
は
中
心
が
積
極
的
な
働
き
を
し
た
の
で
は
な
く
、
中
心
が
弱
い
た
め
に
周
辺
へ
の
譲
歩
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
よ
る
。

　

ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
、
中
央
集
権
制
は
ま
っ
た
く
成
功
せ
ず
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ニ
ー
で
の
領
域
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
れ
に
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
で
実
施
さ
れ
た
構
造
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
、
二
つ
の
混
合
し
た
形
態
が
遂
行
さ
れ
た
。
単
一
言
語
住
民
を
持
つ
領
域

の
調
整
は
混
乱
な
く
試
み
ら
れ
た
。
第
一
段
階
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ニ
ー
の
ど
ち
ら
で
も
単
一
言
語
を
使
用
す

る
言
語
境
界
を
広
範
に
受
容
し
、
第
二
段
階
で
は
言
語
機
関
に
応
じ
た
統
治
組
織
（
教
育
・
文
化
）
を
分
割
し
た
。
地
理
を
単
位
と
す

る
分
権
化
を
求
め
る
「
躓
き
」
は
非
妥
協
的
な
所
産
で
な
く
、
ブ
リ
ユ
ッ
セ
ル
の
持
つ
複
雑
さ
で
あ
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
。
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
は
歴
史
的
に
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
語
系
住
民
が
占
め
た
が
、
次
第
に
そ
の
郊
外
に
ワ
ロ
ニ
ー
語
系
住
民
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
地
理
上
の
領
域
権
対
集
団
権
の
ジ
レ
ン
マ
の
解
決
の
た
め
に
、
一
九
七
六
年
に
多
極
共
存
的
な
協
定
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
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結
果
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
二
言
語
共
同
体
の
形
で
、
ワ
ロ
ニ
ー
語
系
住
民
を
承
認
す
る
地
域
と
な
っ
た
。
一
九
八
一
年
ま
で
に
ベ
ル

ギ
ー
は
言
語
使
用
で
四
言
語
地
域
、
文
化
協
議
機
関
を
持
つ
三
つ
の
文
化
共
同
体
、
三
つ
の
政
治
・
行
政
の
地
域
協
議
機
関
を
設
置
す

る
制
度
改
革
を
実
施
し
た
。
事
実
上
、
ベ
ル
ギ
ー
は
「
連
邦
制
で
な
い
事
実
上
の
連
邦
化
」
と
な
り
、
次
い
で
一
九
九
三
年
四
月
に
は

憲
法
改
正
を
行
っ
て
連
邦
制
を
正
式
に
導
入
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
連
合
国
家
の
典
型
例
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
に
各
領
域
を
分
化
し
た
処
遇
で
扱
っ
て
き
た
。
第
一
に
一
九
二

一
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
条
約
を
調
印
し
、
一
九
二
二
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
独
立
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
〇
年

代
に
周
辺
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
た
め
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
の
権
限
委
譲
へ
の
準
備
が
な
さ
れ
た
。
同
時
に
、
現
在

ま
で
紛
争
が
絶
え
な
い
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
多
数
派
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
少
数
派
へ
の
差
別
は
、
文
化
的
な
領
域

の
選
択
に
と
も
な
う
危
機
を
示
し
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
代
の
権
力
分
割
の
経
験
に
よ
る
集
団
間
に
よ
る
解
決
を
求
め
る
試
み
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
多
数
派
が
多
極
共
存
型
思
想
の
受
け
入
れ
を
拒
絶
し
た
た
め
に
失
敗
し
た
。
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
は
連
合
国
家
の
原
型
で

あ
る
が
異
質
な
歴
史
的
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
蓄
積
結
果
、
中
央
集
権
制
と
連
邦
制
の
中
間
的
な
立
場
に
移
行
し
て
い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
は
、（
イ
ギ
リ
ス
と
は
別
の
）
連
合
国
家
タ
イ
プ
で
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
中
央
集
権
的
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
連
合

的
な
兆
候
は
第
二
共
和
政
下
や
ポ
ス
ト
・
フ
ラ
ン
コ
で
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
よ
る
地
理
（
領
域
）
的
な
独
自
性
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と

に
見
ら
れ
る
が
、
対
照
的
に
バ
ス
ク
住
民
の
集
団
ま
た
は
地
理
（
領
域
）
の
調
整
が
バ
ス
ク
の
主
張
と
の
兼
ね
合
い
か
ど
う
か
と
い
っ

た
文
脈
で
は
、
そ
れ
が
可
能
か
ど
う
か
の
議
論
が
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
実
情
は
、
領
域
を
め
ぐ
る
紛
争
で
脱
中
央
集
権
化
を
選
択
し
て

連
邦
制
国
家
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

中
央
集
権
国
家
が
脱
中
央
集
権
化
す
る
必
然
性
を
持
つ
好
例
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
政
治
や
経
済
で
高
度
に

単
頭
制
構
造
で
あ
る
が
、
文
化
や
歴
史
で
は
多
頭
制
構
造
で
あ
る
。
中
心
と
周
辺
の
間
に
領
域
的
紛
争
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
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ン
ス
の
中
心
は
文
化
的
標
準
化
の
政
策
を
通
じ
て
周
辺
の
大
部
分
を
克
服
し
た
（
例：

サ
ヴ
ォ
イ
）。
た
だ
、
中
心
が
拒
絶
し
た
「
特

異
性
」
を
周
辺
に
お
い
て
高
レ
ベ
ル
で
維
持
に
成
功
し
た
周
辺
は
存
在
す
る
（
例：

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
、
ア
ル
ザ
ス
）。
フ
ラ
ン
ス
の
中

心
―
周
辺
の
亀
裂
は
、
国
家
の
憲
法
構
造
を
越
え
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
の
左
―
右
の
亀
裂
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
フ

ラ
ン
ス
で
も
、
一
九
六
〇
年
代
、
一
九
七
〇
年
代
に
脱
中
央
集
権
化
へ
移
行
し
て
き
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
中
央
政
府
は
地
方
に
は
権

限
で
譲
歩
し
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
周
辺
へ
の
圧
力
を
通
じ
て
、
中
心
が
行
動
で
き
る
と
い
う
点
で
は
、
脱
中
央
集
権
化

し
て
い
な
い
、
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
解
釈
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
周
辺
や
「
危
険
」
な
辺
境
地
に
も
自
治
権
を
承
認
し
た
ミ
ッ
テ
ラ

ン
社
会
党
政
権
の
分
権
化
政
策
で
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

意
見
を
異
に
す
る
地
域
が
経
済
的
ま
た
は
戦
術
的
な
価
値
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
中
央
政
府
は
領
域
の
統
合
と
支
配

を
維
持
す
る
た
め
に
は
「
高
い
代
価
」
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
「
高
い
代
価
」
は
、
周
辺
に
と
っ
て
は
自
己
主
張
で
き

る
「
切
り
札
」
で
あ
る
が
、
し
か
し
中
心
が
周
辺
と
の
対
立
・
紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
硬
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と

え
ば
、
南
チ
ロ
ル
の
均
衡
一
括
法
（
案
）
に
い
た
る
過
程
は
、
政
治
的
、
経
済
的
に
高
い
コ
ス
ト
を
要
し
た
解
決
策
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ベ
ル
ギ
ー
の
集
団
規
模
の
言
語
紛
争
も
高
い
コ
ス
ト
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
理
由
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
中
央
政
府
に
と
っ
て
有
用
な
選
択
は
、
各
集
団
の
配
置
、
中
央
集
権
制
度
の
ス
タ
イ
ル
、
国
民
形
成
の
領
域
や
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
の
ス
タ
イ
ル
と
そ
の
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

民
主
的
な
多
元
主
義
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
定
着
す
る
権
利
（right

to
root

）
と
選
択
す
る
権
利
（right

to
option

）
と
い
う
二

種
類
に
基
づ
く
市
民
権
が
識
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
求
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
つ
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
採
用
で

き
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
政
学
的
、
地
文
化
的
、
地
経
済
的
な
地
図
は
モ
ザ
イ
ク
模
様
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
状
況
で
の
有
効
な
説
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明
も
、
他
の
状
況
で
は
有
効
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
国
家
建
設
・
国
民
形
成
・
中
心
支
配
、
歴
史
か
ら
生
ま
れ
た
緊
張
の
変
化
す
る
パ

タ
ー
ン
の
異
な
っ
た
戦
略
の
相
違
だ
け
で
な
く
、
そ
の
遺
産
も
考
察
の
対
象
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
の
枠
組
み
と
い
う
文
脈

を
形
成
す
る
決
定
的
な
構
成
要
素
の
識
別
が
、
現
在
ま
で
の
国
民
国
家
の
あ
り
方
を
大
き
く
規
定
し
て
い
る
。

　

以
上
、
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
国
民
国
家
は
あ
る
領
域
の
対
外
的
境
界
の
画
定
と
内
部
組
織
の
役
割
分
化
の
密
接
な
連
鎖
に
お
い

て
完
成
す
る
。
一
般
的
に
、
領
域
構
造
を
論
じ
る
と
き
に
は
物
理
的
、
地
理
的
な
空
間
を
ま
ず
想
定
し
が
ち
だ
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
重

要
な
社
会
的
、
文
化
的
な
空
間
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
の
地
域
に
居
住
す
る
人
々
が
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
も
存
在
す
る
。
人

間
社
会
を
構
造
化
し
た
歴
史
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
地
理
的
空
間
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
の
相
互
作
用
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
。
本
論
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
地
理
的
空
間
の
境
界
は
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
空
間
の
境
界
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
両
者
は
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇R

okkan,1987:17-18

﹈。
そ
れ
は
、
歴
史
的
な
各
段
階
に
お

い
て
、
経
済
、
領
域
（
狭
義
で
の
政
治
）、
文
化
と
い
う
三
タ
イ
プ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
あ
る
。

ロ
ッ
カ
ン
の
マ
ク
ロ
・
モ
デ
ル
は
、
国
民
国
家
が
そ
の
発
展
す
る
段
階
に
お
い
て
、
空
間
の
秩
序
と
構
造
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
経
済
交
流
（
例：

商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
労
働
な
ど
の
移
動
）、
文
化
交
流
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
社
会
生
活
の
規
範
、
生
活

ス
タ
イ
ル
、
信
念
な
ど
の
移
転
）、
政
治
交
流
（
中
心
間
、
ま
た
は
中
心
と
周
辺
の
間
の
交
流
）
と
い
う
三
つ
の
タ
イ
プ
の
交
流
が
境

界
を
横
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
経
済
・
政
治
生
活
は
進
展
す
る
。
こ
れ
ら
の
交
流
は
境
界
を
強
化
・
維
持
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け

で
な
く
、
開
放
・
超
越
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
多
種
多
様
な
セ
ッ
ト
を
準
備
す
る
﹇ A

llard
t,1981:264

﹈。
そ
の
点
か
ら
考
え
て
も
、

ロ
ッ
カ
ン
の
マ
ク
ロ
・
モ
デ
ル
は
単
純
な
図
式
か
ら
発
展
し
て
、
複
雑
な
過
程
を
経
て
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
マ
ク

ロ
の
視
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
﹇R

okkan,1980b:127-128
﹈。
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第
八
章　

分
配
段
階
と
し
て
の
福
祉
国
家
論

　　

一　

福
祉
国
家
へ
の
社
会
・
経
済
的
背
景

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
福
祉
国
家
は
大
衆
民
主
主
義
に
結
び
つ
く
形
で
発
展
し
て
き
た
。
近
代
福
祉
国
家
の
起
源
は
一
九
世
紀
末
か

ら
第
一
次
世
界
大
戦
末
ま
で
に
あ
り
、
同
時
期
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
成
人
男
子
国
民
に
選
挙
権
が
普
及
し
、
同
時
に
大
衆
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
が
各
国
に
誕
生
す
る
時
期
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ロ
ッ
カ
ン
流
に
述
べ
れ
ば
、
福
祉
国
家
の
発
展
は
大
衆
民
主
主
義
の

拡
大
、
世
襲
的
特
権
の
排
除
、
お
よ
び
社
会
・
経
済
的
平
等
へ
の
要
求
の
所
産
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
政
治
的
市
民
権
の
確
立
は
そ

れ
と
並
行
し
て
社
会
的
市
民
権
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
福
祉
国
家
、
つ
ま
り
市
民
へ
の
分
配
段
階
が
本
格

化
す
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

福
祉
国
家
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
国
民
国
家
建
設
の
第
四
番
目
の
分
配
段
階
（
再
配
分
）
の
時
期
に
形
成
さ
れ
る
。
ロ
ッ

カ
ン
は
、
こ
の
第
四
段
階
を
マ
ク
ロ
・
モ
デ
ル
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
大
雑
把
な
形
で
は
概
念
化
し
た
が
、
租
税
構
造
、
歳
出
基
準
、
社

会
保
障
制
度
、
公
的
教
育
、
公
的
医
療
な
ど
の
分
野
か
ら
の
研
究
を
通
じ
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
を
網
羅
し
た
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
第
一
段
階
か
ら
第
三
段
階
（
国
家
建
設
・
国
民
形
成
・
大
衆
民
主
主
義
）
ま
で
の
よ
う
に
は
詳
細
に
発
表
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

以
下
、
ロ
ッ
カ
ン
の
モ
デ
ル
を
使
用
し
な
が
ら
福
祉
国
家
の
説
明
か
ら
記
述
し
て
お
き
た
い
﹇F

lora,1983,vol.1:24-25

﹈。

　

ま
ず
、
国
民
国
家
と
租
税
構
造
の
関
係
を
考
え
て
お
き
た
い
。
国
民
国
家
は
数
世
紀
か
け
て
領
域
を
単
位
と
す
る
政
治
組
織
や
そ
の

近
代
的
な
制
度
上
の
特
徴
（
例：

常
備
軍
、
専
門
行
政
官
僚
、
司
法
制
度
、
議
院
内
閣
制
な
ど
）
を
整
備
し
て
き
た
。
そ
れ
は
租
税
を

財
源
と
す
る
経
済
的
、
財
政
的
な
裏
づ
け
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
租
税
は
近
代
史
の
特
徴
を
示
す
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
歴
史
的
に
は
課
税
が
国
民
に
強
制
的
な
支
払
い
を
現
金
で
義
務
づ
け
、
公
的
歳
入
の
主
要
財
源
を
形
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成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
て
存
在
し
た
現
物
や
賦
役
で
の
納
付
と
比
べ
れ
ば
、
金
納
は
よ
り
効

率
的
で
、
わ
ず
か
な
強
制
力
の
行
使
で
資
源
の
動
員
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
は
、
租
税
国
家
は
発
展
し
た
交
換
経
済

（ex
ch

an
g
e
econ

om
y

）
を
前
提
に
し
て
お
り
、
い
わ
ば
近
代
国
民
国
家
は
租
税
国
家
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
を
抱
え
て

い
た
。
そ
し
て
、
単
に
経
済
・
財
政
問
題
だ
け
で
な
く
、
領
域
住
民
の
社
会
・
政
治
的
統
合
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
国
家
建
設
者
は
一

二
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
重
要
な
財
政
調
達
の
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
納
税
行
為
は
そ
の
領
域
住
民
が

そ
の
国
家
あ
る
い
は
政
府
を
承
認
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
租
税
拒
否
は
当
該
国
家
を
承
認
し
な
い
「
抗
議
」
を
意
味
し
た
。
税
へ
の
不

満
・
反
乱
（
反
税
闘
争
）
は
国
民
国
家
へ
の
正
統
性
に
関
わ
る
重
要
な
事
柄
で
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
生
産
の
工
業
化
と
交
換
の
貨

幣
化
、
ま
た
国
民
形
成
過
程
は
納
税
制
度
を
解
決
不
可
能
な
問
題
と
せ
ず
、
納
税
へ
の
不
満
・
反
乱
は
次
第
に
減
少
し
て
き
た
。

　

一
九
世
紀
中
に
租
税
歳
入
が
大
幅
に
増
加
し
、
同
時
に
戦
争
が
終
了
し
て
も
膨
張
し
た
支
出
が
元
に
戻
ら
ず
に
、
国
民
生
産
に
お
け

る
比
率
も
上
昇
す
る
。
租
税
率
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
飛
躍
的
に
増
大
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
も
戦
前
レ
ベ
ル
に
戻
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
転
位
効
果
（d

isp
lacem

en
t
effect

）
が
生
じ
た
。
国
家
支
出
が
特
に
一
九
世
紀
以
降
、
膨
張
傾
向
に
あ
り
、
そ
の

原
因
は
政
治
活
動
範
囲
の
拡
大
と
複
雑
化
、
と
り
わ
け
軍
事
費
と
社
会
保
障
費
の
増
大
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
れ
ら
へ
の
対
処

は
課
税
構
造
の
変
更
に
よ
る
も
の
で
、
一
九
世
紀
に
所
得
税
が
導
入
さ
れ
、
二
〇
世
紀
（
特
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
）
に
は
歳
入
の

主
要
財
源
と
な
る
が
、
間
接
税
で
は
関
税
は
自
由
貿
易
の
拡
大
で
従
来
の
意
味
を
失
う
け
れ
ど
も
、
取
引
税
・
消
費
税
（tu

rn
ov

er

tax

）
が
現
代
で
は
間
接
課
税
の
一
般
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
で
は
直
接
税
に
代
わ
る
課
税
形
態
の
中
心
を
占
め
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

政
府
の
役
割
を
公
的
支
出
で
見
れ
ば
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
公
的
支
出
の
拡
大
は
「
社
会
的
支
出
（ socialexpenditure

）」

で
の
増
大
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
支
払
い
に
対
し
て
直
接
的
に
は
物
品
な
ど
の
提
供
を
受
け
な
い
が
、
個
人
と
個
々
の
過
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程
の
様
々
な
移
転
支
払
い
（tran

sfer
p
ay

m
en

t

）
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
雑
多
な
制
度
的
基
礎
が
社
会
保
障
制
度
、
教
育
制
度
、

失
業
保
険
制
度
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

社
会
保
障
制
度
は
福
祉
国
家
の
中
核
を
構
成
す
る
。
社
会
保
障
制
度
は
障
害
・
不
能
・
失
業
・
老
齢
・
死
亡
な
ど
の
理
由
で
労
働
が

不
可
能
に
な
る
と
き
、
政
府
の
直
接
的
、
間
接
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
で
賃
金
所
得
者
と
そ
の
依
存
者
の
「
危
険
」
へ
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
す
。
社
会
保
障
の
発
端
は
、
中
世
か
ら
近
代
初
期
に
か
け
て
領
域
住
民
の
関
心
事
と
な
っ
た
貧
民
救
済

（p
oor

relief

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
起
因
に
は
、
一
方
で
資
本
主
義
経
済
の
出
現
、
急
速
な
人
口
増
、
農
村
の
没
落
の
結
果
、
他
方
で

国
家
装
置
の
統
合
・
整
理
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　

一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
の
「
救
貧
法
（poor

law

）」
は
決
定
的
な
形
で
は
福
祉
制
度
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
変

化
す
る
の
は
一
九
世
紀
の
資
本
主
義
の
発
達
か
ら
派
生
す
る
社
会
問
題
に
由
来
す
る
。
一
九
世
紀
末
以
降
、
社
会
保
障
制
度
が
導
入
さ

れ
る
。
一
般
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
で
は
中
央
政
府
が
介
入
す
る
。
社
会
保
障
の
具
体
化
は
、
ま
ず
労
働
災
害
、
疾
病
、
老
齢
に
、
の
ち

に
失
業
者
に
対
す
る
補
償
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
制
度
は
専
門
化
と
官
僚
化
・
給
付
金
の
法
的
資
格
の
確
立
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
性
格
で
も
古
い
救
貧
対
策
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
貧
民
救
済
は
そ
の
規
定
と
対
象
者
の
範
囲
に
限
定
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

社
会
保
障
は
基
本
的
に
全
国
民
を
対
象
と
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。
政
治
的
市
民
権
で
あ
る
選
挙
権
拡
大
が
特
権
階
級
か
ら
非
特
権
階
級

へ
と
下
方
に
向
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
社
会
保
障
制
度
の
恩
恵
を
受
け
る
対
象
者
は
非
特
権
階
級
か
ら
特
権
階
級
へ
と
上
方
に
向
か
う

こ
と
と
な
っ
た
。

　

各
国
家
は
、
一
九
世
紀
か
ら
制
限
的
で
は
あ
る
が
、
福
祉
制
度
を
開
始
し
た
。
当
時
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
就
労
人
口
中
、
一
二
カ

国
が
平
均
二
〇
％
を
カ
バ
ー
す
る
傷
害
保
険
を
、
七
カ
国
が
平
均
一
七
％
を
カ
バ
ー
す
る
疾
病
保
険
を
準
備
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ド

イ
ツ
だ
け
は
老
齢
・
就
労
不
能
の
た
め
の
強
制
加
入
保
険
が
設
け
ら
れ
た
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
ま
だ
失
業
保
険
制
度
を
完
備
し
た
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国
家
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
た
。
次
第
に
、
福
祉
制
度
は
職
業
分
野
を
超
え
て
次
第
に
全
国
民
を
包
摂
し
、
同
時
に
生
活
へ
の
「
危

険
」
の
補
填
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
戦
争
や
経
済
危
機
も
こ
の
発
展
傾
向
を
抑
制
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
初
期

に
は
、
平
均
し
て
就
労
人
口
の
半
分
が
傷
害
・
疾
病
・
就
労
不
能
・
老
齢
を
理
由
と
す
る
保
険
の
対
象
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時

点
で
も
ま
だ
失
業
保
険
で
は
、
二
〇
％
以
上
が
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
末
か
ら
、
就
業
活
動
に
関
わ
ら
な
い
人
々

に
も
拡
大
し
、
全
市
民
を
対
象
と
す
る
国
民
的
制
度
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
国
々
で
、
事
実
上
、
そ
の
適
用
範
囲
は
「
国
民

す
べ
て
」
に
到
達
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、
就
労
人
口
の
九
〇
％
以
上
が
疾
病
・
就
労
不
能
・
老
齢
の
各
保
険
制
度
に

よ
っ
て
、
そ
の
八
〇
％
以
上
が
傷
害
保
険
制
度
に
よ
っ
て
、
そ
の
六
〇
％
が
失
業
保
険
制
度
に
よ
っ
て
所
得
の
損
失
を
カ
バ
ー
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

学
校
教
育
の
発
達
は
、
国
家
建
設
上
か
ら
考
え
れ
ば
、
専
門
行
政
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
を
必
要
と
す
る
し
、
国
民
形
成
上
か
ら
考
え
れ

ば
、
大
衆
の
政
治
参
加
、
国
家
と
教
会
と
の
対
立
の
克
服
に
関
係
す
る
。
工
業
化
の
進
展
は
、
学
校
教
育
を
国
民
経
済
に
お
い
て
、
大

き
な
役
割
を
担
わ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
一
九
世
紀
後
半
の
民
主
主
義
の
発
展
時
期
に
お
い
て
、
学
校
教
育
を
制
定
し
た
国
々
は
公
的

教
育
を
「
社
会
政
策
」
に
関
連
づ
け
て
考
え
て
い
た
。
元
々
、
大
衆
教
育
は
貧
者
と
労
働
者
階
級
の
生
活
へ
中
央
政
府
が
介
入
す
る
こ

と
か
ら
進
展
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
初
等
教
育
の
中
心
は
国
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
「
忠
誠
」
の
養
成
の
た
め
に
準
備
さ

れ
た
。
そ
の
大
衆
教
育
は
中
心
（
大
都
市
）
エ
リ
ー
ト
と
教
会
・
地
方
エ
リ
ー
ト
間
の
対
立
で
発
展
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
中
心

エ
リ
ー
ト
は
国
民
国
家
と
全
国
市
場
を
志
向
し
、
国
民
的
規
模
で
潜
在
的
な
消
費
者
、
納
税
者
、
労
働
予
備
軍
、
有
権
者
と
し
て
大
衆

に
直
接
接
近
を
図
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
教
会
ま
た
は
地
方
エ
リ
ー
ト
は
ロ
ー
カ
ル
な
立
場
を
堅
持
し
た
が
る
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
仲
介
・
媒
介
機
能
の
独
占
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
大
衆
教
育
は
貧
者
の
才
能
と
社
会
的
な
好
機
を
引
き
出
す
こ
と
に
も
貢
献
し

た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、「
義
務
教
育
は
成
人
に
な
る
ま
で
に
教
育
を
受
け
る
べ
き
権
利
」（
Ｔ
・
Ｈ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
）
と
社
会
的
市
民
権
の
一
部
に

ま
で
な
る
の
で
あ
る
。
初
等
教
育
は
福
祉
国
家
で
は
青
年
ま
で
義
務
教
育
化
さ
れ
、
行
政
装
置
に
よ
る
規
制
と
育
成
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
。
ま
た
、
成
人
後
も
福
祉
に
依
存
せ
ず
自
ら
が
生
計
を
維
持
で
き
る
、
基
本
的
な
職
業
教
育
・
技
能
訓
練
の
習
得
機
会
が
保
障
さ
れ

る
こ
と
に
も
公
的
教
育
の
使
命
と
な
っ
て
く
る
。
こ
う
い
っ
た
国
民
国
家
建
設
へ
の
大
衆
動
員
と
大
規
模
な
福
祉
制
度
の
促
進
に
よ
っ

て
、
そ
の
後
、
官
僚
制
度
を
肥
大
化
さ
せ
、
大
掛
か
り
な
行
政
に
よ
る
社
会
的
介
入
を
準
備
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
行
政

国
家
化
の
過
程
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　

二　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
福
祉
国
家
の
共
通
起
源

　

一
九
世
紀
末
に
本
格
化
す
る
福
祉
国
家
は
、
産
業
化
と
民
主
化
の
進
展
、
生
産
様
式
の
向
上
、
政
治
組
織
の
支
配
形
態
と
し
て
の
国

民
国
家
の
確
立
、
社
会
保
障
制
度
の
整
備
、
公
的
教
育
の
創
設
、
と
い
っ
た
近
代
化
に
向
け
た
発
展
過
程
の
所
産
と
し
て
登
場
し
て
き

た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
福
祉
国
家
の
発
展
は
、
次
の
三
条
件
を
必
要
と
し
た
﹇F

lora,1986,vol.1:xiv

﹈。

　

①
福
祉
国
家
は
資
本
主
義
市
場
経
済
と
民
主
的
国
民
国
家
の
両
方
の
発
展
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
由
主
義
的
な
福
祉
国

家
（liberalw

elfare
state

）
の
タ
イ
プ
を
創
造
し
た
。

　

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
は
、
い
く
つ
か
の
共
通
し
た
歴
史
的
な
前
提
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
特
に
古
く
か
ら
発
展
し
て
き
た
国

民
国
家
、
独
特
の
家
族
構
造
、
強
力
な
産
業
労
働
者
階
級
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
福
祉
国
家
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
特
徴
づ
け

た
。

　

③
①
と
②
の
条
件
を
基
礎
に
し
つ
つ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
制
度
は
各
国
ご
と
に
制
度
的
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
き

た
。
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近
代
的
な
福
祉
国
家
は
、
国
民
国
家
や
資
本
主
義
と
密
接
に
関
係
し
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
契
機
は
資
本
主
義
が
も
た
ら
し
た
諸

問
題
へ
の
対
処
を
国
民
国
家
の
各
段
階
に
応
じ
た
対
応
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
国
家
は
、
フ

ラ
ン
ス
革
命
や
産
業
革
命
か
ら
開
始
す
る
社
会
変
容
へ
の
対
応
し
て
き
た
最
終
的
な
回
答
、
言
い
換
え
れ
ば
国
民
国
家
の
完
成
形
態
と

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
﹇F

lora,1986,vol.1:xii-xvi

﹈。

　

一
九
世
紀
後
半
の
工
業
化
は
、
生
産
性
（productivity

）
と
生
産
力
（production

）
で
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
拡
大
し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
人
口
の
増
加
現
象
が
見
ら
れ
、
一
八
七
〇
年
頃
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口

は
そ
れ
ま
で
の
四
〇
％
以
上
も
増
加
を
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
就
業
人
口
が
農
業
（
第
一
次
産
業
）
か
ら
工
業
（
第
二
次
産
業
）
へ
と

シ
フ
ト
し
、
そ
の
結
果
、
一
九
一
〇
年
ま
で
に
三
人
に
ひ
と
り
が
都
市
住
民
と
な
り
、
都
市
人
口
は
そ
れ
ま
で
の
三
倍
以
上
と
な
っ
た
。

こ
の
人
口
増
は
雇
用
形
態
と
階
級
構
造
を
変
容
さ
せ
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

前
に
は
そ
の
労
働
力
の
四
〇
％
が
第
二
次
産
業
に
従
事
し
、
国
民
総
生
産
を
飛
躍
的
に
急
増
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た
﹇cf.F

lora,1983,

vol.1

﹈。

　

同
時
に
、
都
市
人
口
の
増
加
は
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
さ
ら
に
、
社
会
問
題
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
資
本
主
義
構
造
の
中
で
形
成
、

集
中
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
イ
ク
ル
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
そ
れ
は
強
烈
な
階
級
対
立
の
到
来
を
意
味
し
、
大
衆
民
主
主
義
の
も
と
で
そ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
、
新
タ
イ
プ
の
労
働
者
階
級
と
労
働
組
合
・
労
働
者
政
党
の
組
織
化
・
動
員
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
七
〇
年
代
以
前
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
、
す
で
に
「
結
社
の
自
由
」
と
い
う
自
由
主
義
的
な
原
則
か
ら
労
働
組
合
の
結
成

は
承
認
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
労
働
者
政
党
は
、
男
子
普
通
選
挙
権
の
導
入
と
と
も
に
、
一
九
世
紀
末
か
ら
各
国
で
成
立
し
、
近
代

的
な
大
衆
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
政
党
の
原
型
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ド
イ
ツ
を
除
き
、
議
会
に
よ
る
政
府
統
制
が

第
一
次
世
界
大
戦
前
か
ら
各
国
に
定
着
し
、
そ
の
具
体
的
な
形
態
と
し
て
、
責
任
内
閣
制
が
成
立
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
情
は
反
体
制
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勢
力
の
動
員
を
合
法
的
な
運
営
の
観
点
か
ら
ル
ー
ル
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
産
業
紛
争
の
制
度
化
、
議
会
の
諸
制
度
を
通
じ

て
「
階
級
対
立
の
制
度
化
（institutionalization

of
class

conflict

）」、
新
た
な
公
的
制
度
の
創
造
や
国
家
の
国
民
生
活
へ
の
介
入
で

あ
り
、
紛
争
や
対
立
を
緩
和
し
秩
序
づ
け
る
。
さ
ら
に
、
経
済
成
長
は
、
国
家
の
財
政
支
出
を
増
幅
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
第
一
次
世

界
大
戦
ま
で
の
相
対
的
な
平
和
の
も
と
で
、
徐
々
に
国
家
が
国
民
総
生
産
に
深
く
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
産
業
化
が
引
き
起
こ
し
た
、
今
ま
で
に
な
い
諸
問
題
へ
の
解
決
策
は
、
国
民
国
家
と
い
う
政
治
組
織
に
求

め
ら
れ
た
。
国
民
国
家
は
、
す
で
に
一
九
世
紀
後
半
の
時
点
で
は
中
核
的
な
政
治
形
態
で
あ
り
、
領
域
住
民
の
統
合
を
強
化
し
、
他
の

政
治
組
織
と
は
明
確
に
区
分
さ
れ
、
強
制
手
段
の
独
占
を
確
立
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
退
出
」
が
制
限
さ
れ
た
。
重
要
な
の
は
政
治

的
中
心
と
領
域
内
に
居
住
す
る
人
々
（
＝
国
民
）
と
の
関
係
が
密
接
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
関
係
は
権
利
と
義
務
と
い
う
形
で
具
体
的

に
制
度
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
抗
議
」
と
い
う
制
度
の
承
認
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
市
民
的
概
念
が
結
実
し
て
い
た
。

個
人
と
組
織
の
関
係
で
は
、
権
利
と
義
務
は
荘
園
、
ギ
ル
ド
、
教
団
、
身
分
団
体
の
よ
う
な
組
織
が
か
つ
て
存
在
し
た
が
、
そ
れ
ら
は

あ
く
ま
で
も
限
定
的
な
存
在
で
あ
り
、
国
民
と
国
家
と
の
関
係
の
よ
う
に
不
可
欠
さ
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
が
実
現
す
る

（「
行
政
国
家
化
」
現
象
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
初
期
の
国
民
国
家
で
は
、
福
祉
制
度
は
職
能
団
体
的
構
造
（corp

orate
stru

ctu
re

）
を
起
因
に
発
展
し
て
き
た
。
た

だ
、
福
祉
制
度
は
資
本
主
義
に
よ
る
家
族
構
造
の
変
化
で
促
進
す
る
。
工
業
化
は
、
大
量
の
産
業
労
働
者
を
輩
出
し
て
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
社
会
問
題
へ
の
解
決
が
福
祉
国
家
の
成
立
と
関
係
し
て
い
た
。
社
会
問
題
と
は
、
事
故
、
病
気
、
就
労
不
能
、
失
業
、
老
齢
に

よ
る
所
得
損
失
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
防
止
、
補
償
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
の
進
展
は
核
家
族
化
を
も
た

ら
し
、
社
会
問
題
は
も
は
や
家
族
あ
る
い
は
労
働
者
の
相
互
扶
助
基
金
だ
け
で
は
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
資
本
主

義
は
そ
れ
ま
で
の
各
家
族
を
保
護
し
て
き
た
荘
園
や
ギ
ル
ド
な
ど
の
家
父
長
主
義
的
な
保
護
機
関
を
破
壊
し
、
そ
の
結
果
、
国
家
が
集
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団
的
な
社
会
保
障
に
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

社
会
問
題
へ
の
解
決
の
取
り
組
み
は
、
ま
ず
財
政
的
根
拠
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
負
担
配
分
で
、
あ
る

種
の
労
働
者
に
よ
る
支
払
い
を
義
務
づ
け
た
保
険
（
料
）
が
必
要
で
あ
っ
た
。
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
私
的
な
貯
蓄
に
代
え
た
「
資
本

の
移
転
（transfer

of
capital

）」
の
強
制
的
な
積
み
立
て
制
度
に
抵
抗
し
て
、
政
府
・
大
企
業
・
労
働
組
合
と
対
立
し
た
。
労
働
者
も

社
会
保
険
の
分
担
と
政
府
介
入
の
問
題
で
分
裂
し
、
社
会
保
険
制
度
に
対
し
て
、
急
進
的
な
社
会
主
義
系
の
労
働
組
合
は
反
対
し
、
穏

健
な
労
働
組
合
は
国
家
ま
た
は
経
営
者
が
コ
ス
ト
を
分
担
す
る
条
件
で
賛
成
し
た
。
ま
た
、
労
働
組
合
は
、
労
働
者
を
企
業
に
拘
束
し
、

企
業
の
運
命
次
第
で
支
配
不
能
に
す
る
企
業
保
険
の
た
め
の
立
法
・
制
度
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
﹇Sw

aan,1993:975

﹈。

そ
れ
ゆ
え
、
社
会
問
題
に
対
す
る
新
た
な
福
祉
制
度
が
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
救
貧
法
と
は
一
線
を
画
す
る
社
会
保
険
制
度
を
確
立
す
る

契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
﹇F

lora,1986,vol.1:xiv

﹈。

　

し
か
し
、
福
祉
国
家
の
出
現
を
単
に
産
業
労
働
者
階
級
が
提
起
し
た
社
会
問
題
へ
の
対
応
だ
け
と
理
解
し
て
は
な
ら
ず
、
一
九
世
紀

後
半
に
発
展
し
た
大
衆
民
主
主
義
と
結
び
つ
い
た
形
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
度
に
分
化
し
た
近
代
社
会
で
は
、
そ
の
統
合
の

メ
カ
ニ
カ
ル
な
要
素
は
、
市
民
権
の
制
度
を
中
心
に
存
在
す
る
。「
市
民
権
は
共
同
体
の
全
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
人
々
に
授
け
ら
れ
た
ス

テ
ー
タ
ス
で
あ
る
。
そ
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
所
有
す
る
す
べ
て
の
人
々
は
、
そ
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
付
与
し
た
権
利
と
義
務
の
点
で
平
等
で

あ
る
」﹇M

arshall,1965:84;M
arshalland

B
ottom

ore,1992:ch.2

﹈。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
は
市
民
権
を
三
要
素
に
区
分
す
る
。
ま
ず
、
市
民
的
要
素
は
個
人
の
自
由
を
保
障
す
る
権
利
を
準
備
す
る
。
次
に
、
政

治
的
要
素
は
権
力
の
実
行
に
参
加
す
る
権
利
を
中
心
に
置
く
。
第
三
に
、
社
会
的
要
素
は
経
済
的
福
利
、
社
会
保
障
、
文
化
的
遺
産
の

最
小
レ
ベ
ル
を
共
有
す
る
社
会
的
権
利
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
三
要
素
は
、
国
民
形
成
過
程
で
一
定
地
域
に
居
住
す
る
人
々
を
統
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
し
、
ま
た
専
門
的
な
制
度
を
「
国
民
化
」
す
る
こ
と
で
、
や
っ
と
市
民
の
権
利
と
も
な
っ
た
の
で
あ
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出典　Flora and Alber, 1986. p.39.

実定法 

社会権 市場 官僚 

市
民
の
権
利
 政

治
的
権
利
 

市民権 

結社 

構造・機能分化 

構造を増大・変化する社会的許容量の増加 

組織的許容量 

経済と人口の成長 

教育 
科学 
技術 

工業化 都市化 官僚化 

政府介入の増加 政治参加の増加 

社会的（精神的）近代化 

成
　
長
　
過
　
程 

図表55　制度・組織構造の変容



る
。
そ
の
点
で
は
市
民
権
の
制
度
化
の
範
囲
・
形
態
・
程
度
は
国
ご
と
に
多
様
で
あ
る
﹇F

lora
an

d
A
lb
er,1981:40

﹈。
つ
ま
り
、

「
市
民
権
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
存
在
」
で
あ
っ
た
﹇M

arshall,1965:72

﹈。

　

も
っ
と
も
マ
ク
ロ
の
視
点
で
考
え
れ
ば
、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
は
市
民
権
に
関
わ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
が
規
制
し
、
協
働
し
あ
う
三
つ

の
組
織
・
構
造
の
変
容
を
共
通
し
て
発
展
さ
せ
て
き
た
。
三
つ
の
組
織
・
構
造
と
は
、
市
場
（
経
済
的
な
資
源
と
商
品
の
交
換
を
組
織

化
）、
個
々
の
結
社
（
利
益
の
表
出
・
集
約
・
表
現
を
組
織
化
）、
行
政
官
僚
（
国
民
の
多
数
に
関
わ
る
課
題
の
履
行
を
組
織
化
）
で
あ

る
。
近
代
社
会
が
持
つ
三
つ
の
組
織
セ
ク
タ
ー
と
市
民
権
を
図
表
化
す
る
な
ら
、
図
表　

か
ら
説
明
で
き
る
。
福
祉
国
家
を
市
民
権
と

55

市
場
へ
の
規
制
と
い
う
観
点
で
考
え
る
な
ら
、
次
の
視
点
は
重
要
で
あ
る
﹇F

lora
and

A
lber,1981:40

﹈。

　

①
国
家
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
特
有
な
労
働
市
場
を
作
り
出
す
分
化
過
程
（
個
人
と
家
族
の
収
入
、
労
働
と
生

活
の
場
の
分
化
）

　

②
政
治
的
権
利
の
制
度
化
の
結
果
（
ま
た
は
補
償
）
と
し
て
の
社
会
権
の
進
展

　

③
行
政
官
僚
に
よ
る
市
場
（
あ
る
程
度
、
結
社
）
へ
の
規
制
・
補
充
・
補
完

　

市
民
権
は
、
自
己
の
財
産
権
、
有
効
な
契
約
、
職
業
・
住
居
選
択
の
具
体
的
な
自
由
権
に
お
い
て
、
市
場
と
関
係
す
る
。
ま
た
、
市

民
権
は
表
現
・
思
想
・
信
仰
の
自
由
に
お
い
て
結
社
と
関
連
す
る
。
市
民
権
の
具
体
的
な
内
容
を
保
証
す
る
た
め
に
も
利
益
集
団
や
政

党
が
発
展
し
、
社
会
自
ら
の
共
同
体
的
性
格
を
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
議
会
の
進
展
を
促
し
、（
当
然
、
政
治
的
権
利
と
と
も
に
）
か
つ
そ

の
法
的
基
盤
を
形
成
す
る
。
政
治
権
力
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
議
会
が
国
民
生
活
を
統
括
で
き
る
と
き
に
初
め
て
意
義
を
持
つ
こ
と
に

な
る
（
つ
ま
り
、
責
任
内
閣
制
の
確
立
）
の
で
、
政
治
的
権
利
は
行
政
官
僚
と
も
関
係
す
る
事
項
で
あ
る
。
経
済
的
福
利
や
社
会
保
障

の
最
小
レ
ベ
ル
の
権
利
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
行
政
官
僚
に
よ
る
市
場
へ
の
規
制
を
必
要
と
す
る
し
（
例：

労
働
法
）、
市
場
へ
の

規
制
は
社
会
へ
の
補
完
（
社
会
保
障
制
度
）
や
補
充
（
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
）
を
通
じ
て
、
ま
た
、
社
会
的
権
利
の
別
要
素
で
あ
る
文
化
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的
遺
産
に
関
し
て
は
公
的
教
育
の
確
立
（
公
立
学
校
）
と
義
務
教
育
の
制
度
化
を
通
じ
て
発
展
す
る
し
、
同
時
に
規
制
権
限
の
拡
大
は

官
僚
組
織
を
肥
大
化
さ
せ
る
結
果
と
も
な
っ
た
。

　

政
治
的
権
利
の
拡
大
は
、
物
質
的
な
富
や
国
民
的
な
文
化
的
遺
産
の
よ
り
公
平
な
分
配
を
求
め
た
、
民
主
的
な
闘
争
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
社
会
的
権
利
が
政
治
的
正
当
性
を
根
拠
づ
け
る
中
心
的
基
礎
の
一
部
を
構
成
す
る
と
考
え
れ
ば
、
福
祉
国
家
は
国
民
国
家
の

完
成
と
見
な
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
的
市
民
権
は
簡
単
に
は
成
就
し
な
か
っ
た
。

　

社
会
的
市
民
権
の
制
度
化
は
、
市
民
の
社
会
へ
の
貢
献
に
対
応
し
た
社
会
的
責
務
と
、
家
族
ま
た
は
私
的
財
産
の
よ
う
な
基
本
的
な

経
済
制
度
と
が
結
び
つ
い
た
市
民
的
自
由
（civic
liberty

）
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
市
民
的
自
由
は
政
治
的
地
位
よ
り

は
雇
用
の
地
位
に
関
係
し
て
い
た
。
分
配
段
階
以
前
で
は
、
ま
だ
福
祉
政
策
は
個
人
の
権
利
に
基
づ
か
ず
、
社
会
的
市
民
権
の
制
度
化

は
不
完
全
で
、
そ
の
拡
大
方
法
に
も
制
約
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
階
級
分
析
で
用
い
た
、
個
人
が
市
場
と

関
係
す
る
不
平
等
な
「
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
ン
ス
（life

chance

）」
の
よ
う
な
概
念
が
常
に
個
人
を
規
定
し
た
﹇G

iddens,1977:203-207

﹈

と
す
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
福
祉
国
家
と
な
る
に
は
、
社
会
の
「
階
級
構
造
化
（class

structurization

）」
を
変
容
（
ま
た
は
一
掃
）

さ
せ
る
か
、
ま
た
は
構
造
化
に
お
い
て
別
次
元
を
導
入
し
て
個
人
や
集
団
の
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
ン
ス
に
影
響
す
る
内
容
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

も
う
少
し
、
Ｅ
・
ア
ラ
ル
ト
の
見
解
か
ら
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
ン
ス
を
考
え
て
お
き
た
い
。
ア
ラ
ル
ト
は
「
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
ン
ス
」
を
三

次
元
に
分
類
し
て
説
明
し
て
い
る
。

　

①
基
本
的
な
「
生
活
レ
ベ
ル
」
に
関
連
す
る
「
所
有
（having
）」
の
次
元

　

②
自
己
の
実
態
認
識
の
潜
在
能
力
を
指
し
示
す
「
存
在
（being

）」
の
次
元

　

③
「
連
帯
」
と
「
同
一
性
」
に
関
係
す
る
「
愛
情
（loving

）」
の
次
元
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ア
ラ
ル
ト
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
所
有
」「
存
在
」「
愛
情
」
は
、「
貧
困
」「
疎
外
」「
無
秩
序
」
の
対
極
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
個
人

の
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
ン
ス
は
多
種
多
彩
で
あ
る
が
、
共
通
す
る
内
容
と
し
て
、
ア
ラ
ル
ト
の
三
次
元
に
そ
く
し
て
考
え
る
と
、
ま
ず
「
所

有
」
に
関
し
て
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
最
低
限
度
の
生
計
維
持
を
公
的
に
保
障
す
る
こ
と
は
、
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九

世
紀
初
期
か
ら
社
会
問
題
化
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
通
常
の
場
合
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
を
除
き
解
決
し
た
。

同
様
な
意
味
に
お
い
て
、
大
衆
教
育
・
住
宅
供
給
な
ど
も
あ
る
レ
ベ
ル
を
完
備
さ
せ
た
。
経
済
成
長
と
社
会
保
障
の
伸
長
で
、「
所
有
」

の
問
題
は
相
対
的
に
重
要
で
な
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
存
在
」
と
「
愛
情
」
の
問
題
は
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
確
か
に
、
制
度
面
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
現

在
ま
で
の
福
祉
国
家
の
中
核
を
な
す
要
素
は
、
所
得
維
持
制
度
、
健
康
・
医
療
、
教
育
を
中
心
と
す
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
だ
け
で

あ
る
﹇F

lora,1986,vol.1:xv
﹈。
と
こ
ろ
が
、
福
祉
国
家
の
完
成
は
、
②
と
③
の
内
容
を
価
値
の
面
で
は
基
礎
に
お
い
て
い
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
一
国
民
が
不
特
定
の
、
未
知
で
あ
る
が
同
胞
と
見
な
す
「
存
在
」
と
し
て
、
国
民
に
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

さ
せ
る
た
め
に
は
何
ら
か
の
「
連
帯
」「
同
一
性
」
と
い
う
「
愛
情
」
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、
福
祉
国
家
は
維
持
で
き
そ
う
に
な
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
福
祉
国
家
は
国
民
国
家
形
成
か
ら
、
さ
ら
に
よ
り
「
調
整
」
を
強
化
す
る
意
味
で
の
国
民
統
合
（nationalintegration

）

に
至
る
形
態
の
必
然
的
な
結
果
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
在
の
自
由
主
義
的
な
福
祉
国
家
（liberalw

elfare
state

）
は
、
市
場
経
済
で
生
産
さ
れ
た
経
済
的
余
剰
に
基
づ
く
の
で
、
産
業

の
国
有
化
を
そ
の
構
成
要
素
と
は
し
て
は
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
由
主
義
的
な
福
祉
国
家
は
経
済
シ
ス
テ
ム
を
統
括
す
る
こ
と
も
確

か
で
あ
る
し
、
同
時
に
民
主
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
で
成
立
し
た
合
意
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
国
家
の
共

通
要
素
と
し
て
、
大
衆
民
主
主
義
が
開
花
す
る
時
期
の
産
業
労
働
者
階
級
の
性
格
が
、
後
年
に
お
い
て
、
福
祉
国
家
の
形
態
を
大
き
く

左
右
し
た
、
と
述
べ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ド
イ
ツ
の
福
祉
制
度
の
相
違
を
考
え
れ
ば
よ
い
。
特
に
、
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そ
の
こ
と
は
官
僚
組
織
の
整
備
と
社
会
権
の
充
実
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
福
祉
国
家
の
起
源
と
特
徴
で
は
共
有
す
る
も
の
の
、
当
然
、
各
国
の
国
家
建
設
・
国
民
形
成
や
階
級
構
成
の
過

程
の
相
違
に
お
い
て
、
各
国
の
福
祉
制
度
の
差
異
や
多
様
性
も
概
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

三　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
福
祉
国
家
の
多
様
性

　

福
祉
制
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
国
家
の
形
成
過
程
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
各
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
は
福
祉
制
度
へ
の
形
成
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
国
家
の
構
造
と
は
、
政
治
制
度
が
中
央
集
権
的
か
連
邦
制
的
か
、
政
党
が
ど
の
よ
う
に
形
成
・
発
展
さ
れ
て

き
た
か
、
教
会
と
の
関
係
が
ど
う
で
あ
る
の
か
、
な
ど
で
あ
る
﹇
フ
ロ
ー
ラ
、
一
九
九
二
年：

二
五
五
頁
﹈。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
国
家
間
の
主
要
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
概
観
し
、
か
つ
そ
の
相
違
の
起
源
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、

ロ
ッ
カ
ン
の
政
治
発
展
の
マ
ク
ロ
・
モ
デ
ル
を
出
発
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ッ
カ
ン
の
国
民
国
家
建
設
・
形
成
モ
デ
ル
は
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
国
家
を
構
造
的
、
文
化
的
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
明
解
に
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ロ
ッ
カ
ン
は
国
家
間
の
類
似
性
、
相
違
性
、
多
様
性
を
理
解
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
当
然
、
福
祉
国
家
間
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
を
具
体
的
に
発
表
し
て
い
な
い
。
ロ
ッ
カ
ン
は
実
証
研
究
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
次
の
重
要
な
示
唆

を
残
し
て
い
る
﹇F

lora,1986,vol.1:xvii;F
lora

and
A
lber,1981:46

﹈。

　

①
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
福
祉
国
家
間
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
古
く
か
ら
存
在
す
る
構
造
的
な
相
違
に
基
づ
く
所
産
で
あ
る
。
そ
れ
は

近
代
的
福
祉
制
度
の
経
験
と
結
果
に
先
立
つ
、
初
期
の
国
家
建
設
と
国
民
形
成
、
さ
ら
に
大
衆
民
主
主
義
の
過
程
に
お
け
る
多
様
な
経

験
と
結
果
の
相
違
で
も
あ
る
。

　

②
福
祉
国
家
間
の
多
様
性
、
そ
れ
に
主
要
な
諸
制
度
の
創
造
に
お
い
て
、
異
な
っ
た
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
の
結
果
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
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こ
れ
は
各
国
の
産
業
化
過
程
で
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
。
各
国
ご
と
の
異
な
っ
た
問
題
か
ら
生
じ
る
圧
力
や
集
団
的
ア
ク
タ
ー
の
多
様

な
配
置
と
そ
の
解
決
策
を
導
入
す
る
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
が
、
個
々
の
レ
ベ
ル
の
相
違
に
関
係
す
る
。

　

③
主
要
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
初
期
（
特
に
第
一
次
世
界
大
戦
ご
ろ
）
の
福
祉
国
家
に
向
け
て
の
発
展
段
階
に
遡
っ
て
解
明
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
主
要
な
制
度
は
い
っ
た
ん
決
定
、
採
用
さ
れ
る
と
、
戦
争
や
経
済
危
機
の
よ
う
な
例
外
状
況
を

別
と
し
て
、
そ
の
決
定
と
採
用
を
覆
す
こ
と
は
困
難
と
な
る
。

　

福
祉
国
家
の
多
様
性
は
、
た
と
え
ば
様
々
な
政
党
シ
ス
テ
ム
、
中
央
集
権
的
あ
る
い
は
連
邦
主
義
的
な
統
治
制
度
に
よ
っ
て
、
そ
の

存
続
を
安
定
あ
る
い
は
不
安
定
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
福
祉
制
度
が
新
し
い
利
益
を
創
造
し
、
福
祉
国
家
を
維
持
す
る
誘
因
を
育

成
す
る
事
実
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
個
々
の
要
因
は
重
要
で
あ
る
が
、
福
祉
国
家
の
多
様
性
の
議
論
を
制
度
的
、
構

造
的
な
問
題
に
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
次
の
二
つ
の
視
点
か
ら
制
度
的
、
構
造
的
な
基
礎
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

①
国
家
が
福
祉
制
度
を
採
用
し
た
程
度
、
つ
ま
り
、
国
家
が
国
民
生
活
に
福
祉
制
度
を
介
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
積
極
的
に
介
入
で
き
た

か
と
い
う
、
国
家
と
国
民
の
間
に
存
在
す
る
媒
介
構
造
（in

term
ed

iary
stru

ctu
re

）、
言
い
換
え
れ
ば
国
家
の
国
民
生
活
へ
の
浸
透

で
き
る
「
活
動
空
間
（Spielraum

）」
を
決
定
づ
け
る
国
家
の
「
国
家
性
（stateness

）」
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
あ
る
の
か
。

　

②
福
祉
制
度
が
社
会
的
分
化
を
反
映
し
た
程
度
、
つ
ま
り
紛
争
や
変
動
の
潜
在
能
力
の
範
囲
を
限
定
す
る
福
祉
制
度
の
断
片
化
が
ど

の
よ
う
な
形
態
で
あ
る
の
か
。

　

Ｊ
・
Ｐ
・
ネ
ッ
ト
ル
は
、「
国
家
性
」
を
政
府
の
行
為
・
手
段
が
他
の
組
織
と
ち
が
っ
て
中
央
集
権
化
し
、
自
律
的
に
分
化
し
、
形

式
的
に
相
互
に
調
整
さ
れ
る
程
度
を
意
味
す
る
、
と
説
明
す
る
﹇N

ettl,1968

﹈。
簡
単
に
解
釈
す
る
な
ら
、
国
家
が
国
民
生
活
に
ど
の

程
度
ま
で
介
入
、
浸
透
で
き
る
か
の
範
囲
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
、「
活
動
空
間
」
は
「
国
家
性
」
と
一
致
す
る
概
念
で
あ

る
。
ま
た
、
媒
介
構
造
に
は
、
高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
教
会
か
ら
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
よ
う
な
、
ル
ー
ス
な
ま
ま
の
社
会
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的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
で
も
が
配
置
さ
れ
た
状
態
で
も
あ
る
。
多
種
多
様
な
各
国
の
「
活
動
空
間
」
の
相
違
は
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
へ
の
国
家
の
浸
透
や
介
入
が
各
国
家
の
福
祉
制
度
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
。

　

福
祉
制
度
は
、
宗
教
改
革
以
来
、
国
家
と
教
会
と
の
多
様
な
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
が
貧
者
や
病
人
の
介
護
、
あ
る
い
は
子
供
の
教
育
に
責
任
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
宗
教
改
革
の
開
始
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
異
な
る
福
祉
制
度
を
進
展
さ
せ
る
起
源
と
な
る
﹇F

lora,1986,vol.1:xviii-xxi

﹈。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
に
お
け
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
の
分
裂
後
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
（
特
に
、

ル
タ
ー
派
の
君
主
国
）
で
世
俗
と
聖
の
権
力
の
融
合
が
生
じ
た
結
果
、
教
会
と
修
道
院
の
財
産
が
没
収
さ
れ
、
司
祭
は
領
邦
国
家
の
官

僚
層
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
公
的
福
祉
概
念
も
比
較
的
早
く
発
展
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
概
念
を
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
教
会
は
是
認
し
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
国
家
に
対
応
し
た
市
民
的
義
務
の
概
念
も
発
展
し
、
国
家
に
よ
る
過
度
の

圧
力
な
し
に
資
源
の
動
員
確
保
が
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
南
部
の
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
で
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
二
〇
世
紀
ま
で
福
祉
組
織
（
例：

学
校
、
病
院
な
ど
）

の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
福
祉
国
家
や
公
的
福
祉
制
度
、
そ
れ
に
応
じ
た
市
民
的
義
務
の
発
展
を
妨
げ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
地

域
の
領
域
住
民
へ
の
社
会
化
と
社
会
統
制
を
め
ぐ
っ
て
世
俗
国
民
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
中
心
エ
リ
ー
ト
と
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
闘
争
は
、
多
種
多
様
な
帰
結
を
も
た
ら
し
、
結
果
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
中
心
と
す
る
福
祉
制
度
へ
の
支
配
は
、

国
家
に
よ
る
公
的
統
制
を
ほ
ぼ
不
可
能
に
し
、
福
祉
制
度
を
あ
く
ま
で
も
補
完
的
、
補
助
的
な
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
る
福
祉
制
度
が
大
衆
民
主
主
義
の
初
期
段
階
ま
で
残
存
す
る
な
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
政
党
は
そ
の
福
祉
制
度

を
支
持
す
る
人
々
を
忠
実
な
支
持
者
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
家
と
教
会
の
対
立
の
結
果
、
政
治
的
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ

ム
の
風
土
を
培
う
の
で
あ
る
﹇P

iattoni,2001:4

﹈。
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福
祉
国
家
の
「
国
家
性
」
の
点
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
二
分
法
に
従
わ
な
い
事
例
も
存
在
す
る
。
福
祉
制
度

（
特
に
、
教
育
）
の
「
国
民
化
」
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
国
家
間
で
も
初
期
に
お
い
て
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
や
宗
派
の
間
に
も
、
親
国
家
的
態
度
を
採
用
す
る
組
織
も
あ
っ
た
が
、
反
国
家
的
な
態
度
を
採
用
す
る
立
場
も
あ

り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
内
部
で
も
相
違
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
両
宗
派
間
の
競
走
が
福
祉
制
度
の
発
展
を
促
進
し
た
が
、
同
時
に
公
的
福

祉
制
度
へ
の
移
行
を
遅
ら
せ
る
結
果
と
も
な
っ
た
。
宗
派
ご
と
の
福
祉
制
度
は
「
柱
状
化
」
を
さ
ら
に
固
定
化
さ
れ
る
意
味
を
持
つ
の

で
あ
っ
た
。

　

国
家
と
教
会
と
の
多
様
な
関
係
は
、
個
々
の
政
策
分
野
に
お
い
て
、
異
な
っ
た
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
一
般
的
な
形
で
述
べ
れ
ば
、

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
福
祉
活
動
に
お
い
て
小
集
団
や
任
意
組
織
に
国
家
以
上
の
優
越
性
を
付
与
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
主
張

し
て
、
国
家
の
役
割
に
は
補
完
性
（S

u
b
sid

iarit�t

）
の
原
則
を
強
調
し
続
け
た
。
そ
の
た
め
に
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
影
響

力
が
強
い
国
家
で
は
、
公
的
な
貧
民
救
済
制
度
の
充
実
が
遅
れ
た
。
た
と
え
ば
、
家
族
所
得
政
策
は
そ
の
実
行
さ
れ
る
初
期
段
階
に
お

い
て
、
そ
の
試
み
は
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
で
は
制
限
的
で
し
か
な
か
っ
た
。
最
も
重
要
な
分
野
は
教
育
を
め
ぐ
る
政
策
・
制
度
の
あ
り
方

で
あ
り
、
現
在
で
も
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
学
校
制
度
の
中
に
お
い
て
大
き
な
位
置
と
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
だ
、
病
気

や
健
康
に
関
す
る
医
療
分
野
で
は
、
国
家
（
特
に
、
地
方
自
治
体
）
も
相
当
早
期
の
段
階
か
ら
貧
し
い
病
人
を
治
療
対
象
と
す
る
政
策

を
採
用
し
て
い
た
。

　

国
家
と
教
会
の
関
係
に
加
え
て
、
厳
密
な
意
味
で
、
国
民
形
成
の
あ
り
方
は
福
祉
制
度
の
多
様
性
を
説
明
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
な

要
素
で
あ
る
。
Ｊ
・
ア
ル
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
保
障
制
度
は
、
次
の
よ
う
な
段
階
で
進
展
し
て
き
た
。
一
九
〇
〇

年
ま
で
は
社
会
保
障
制
度
は
権
威
主
義
国
家
で
発
達
し
、
一
九
世
紀
末
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
に
、
自
由
主
義
政
府
を
有
す
る
議

会
制
民
主
国
家
が
そ
の
制
度
で
は
優
越
し
た
立
場
と
な
り
、
戦
間
期
に
は
そ
の
制
度
は
社
会
主
義
勢
力
の
伸
張
で
拡
大
し
、
一
九
四
五
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年
以
降
各
国
家
の
制
度
上
の
相
違
は
比
較
的
な
く
な
り
、
福
祉
制
度
の
建
設
は
あ
ら
ゆ
る
政
治
勢
力
に
よ
っ
て
前
進
し
た
の
で
あ
る

﹇A
lber,1982

﹈。
以
上
の
発
展
経
緯
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
次
の
二
つ
の
次
元
に
注
目
し
て
各
事
例
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　

①
政
治
シ
ス
テ
ム
が
中
央
集
権
化
し
た
構
造
で
あ
る
か
、
分
権
化
し
た
構
造
で
あ
る
か
。

　

②
絶
対
主
義
時
代
に
も
市
民
的
自
由
や
代
表
制
度
が
存
続
し
た
か
、
あ
る
い
は
中
断
・
断
絶
し
た
か
。

　

絶
対
主
義
国
家
は
、
福
祉
組
織
の
分
権
的
、
共
同
体
的
な
福
祉
制
度
の
発
展
機
会
し
か
提
供
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
反
し
て
、
都
市

連
合
の
性
格
づ
け
が
強
い
連
邦
主
義
シ
ス
テ
ム
に
発
展
し
た
ス
イ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
福
祉
制
度
の
「
国
家
性
」
は
共
通
し
て
低

か
っ
た
が
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
両
国
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
パ
タ
ー
ン
を
選
択
し
た
。
ス
イ
ス
の
政

治
的
分
権
化
（
例：

国
民
投
票
、
地
域
住
民
の
直
接
参
加
、
共
同
体
的
な
自
助
組
織
、
予
備
役
制
度
な
ど
）
は
、
国
民
的
規
模
の
福
祉

国
家
へ
の
発
展
を
相
当
遅
ら
せ
る
構
造
を
形
成
し
て
し
ま
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
も
政
治
的
分
権
化
を
採
用
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
国
民
的
な
レ
ベ
ル
で
福
祉
制
度
が
発
展
し
た
国
家
と
な
っ
た
。
当
然
、
ス
イ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
そ
の
基
金
と
サ
ー
ビ
ス
は
顕

著
な
相
違
を
示
し
て
い
る
。

　

分
権
的
な
政
治
構
造
が
国
家
建
設
の
初
期
段
階
に
形
成
さ
れ
た
場
合
、
福
祉
組
織
が
「
媒
介
構
造
」
で
発
展
す
る
好
機
を
提
供
す
る

「
福
祉
の
国
家
性
」
は
相
対
的
に
低
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
実
際
、
そ
の
好
機
は
、
市
民
的
自
由
が
絶
対
主
義
の
国
家
建
設
時

代
に
も
持
続
し
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
そ
の
自
由
の
拡
大
が
ど
の
程
度
ま
で
達
成
で
き
た
か
に
関
係
す
る
。
市
民
的
自
由
の
相
違
は
、

労
働
者
階
級
の
自
助
活
動
と
同
様
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
慈
善
活
動
を
左
右
す
る
「
活
動
空
間
」
の
内
容
を
定
義
づ
け
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
の
福
祉
制
度
を
区
分
す
る
。
慈
善
団
体
と
任
意
組
織
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
重
要
な
役
割
（
特
に
、
疾
病
・
失
業
の
保

険
）
を
担
い
、
そ
の
後
発
達
す
る
公
的
制
度
の
構
造
や
そ
の
拡
張
に
影
響
す
る
。

　

国
家
建
設
・
国
民
形
成
の
過
程
に
お
い
て
、
各
国
の
異
な
っ
た
前
提
・
経
験
は
、
福
祉
制
度
の
「
離
陸
」
の
時
点
と
そ
の
後
の
「
社
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会
サ
ー
ビ
ス
」（
教
育
、
健
康
・
医
療
、
貧
困
救
済
）
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
説
明
す
る
際
に
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
所
得

移
転
（socialtransfer

）、
社
会
保
険
、
所
得
維
持
の
各
制
度
に
お
け
る
多
様
性
を
考
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
﹇F

lora,1986,vol.1:

x-xxi
﹈。

　

社
会
保
険
制
度
の
相
違
は
、
社
会
的
分
化
の
線
に
そ
っ
た
制
度
的
断
片
化
の
タ
イ
プ
と
程
度
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
。
二
つ
の
視

点
か
ら
考
え
て
お
き
た
い
。

　

①
所
得
移
転
は
、
費
用
や
賦
課
金
と
は
対
照
的
に
、
市
民
的
権
利
に
基
づ
く
範
囲
で
あ
る
視
点
を
意
味
す
る
。

　

②
福
祉
計
画
は
、
職
業
集
団
と
社
会
階
級
の
間
を
分
化
す
る
程
度
に
お
い
て
、
あ
る
視
点
を
意
味
す
る
。

　

現
在
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
国
家
を
大
別
す
る
と
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ギ
リ
ス
型
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
型
の
二
形
態
が
存
在
す

る
。
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ギ
リ
ス
型
福
祉
国
家
は
、
高
度
に
発
達
し
た
社
会
的
市
民
権
と
相
対
的
に
均
質
的
で
統
一
的
な
制
度
を
持
っ

た
構
成
要
素
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
陸
型
福
祉
国
家
は
、
低
度
の
社
会
的
市
民
権
と
断
片
化
し
た
諸
制
度
か
ら
構

造
化
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
実
の
各
国
の
形
態
は
も
っ
と
複
雑
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
有
す
る
が
、
二
つ
の
類
型
は
一
応
の

規
準
と
な
る
。
た
だ
、
持
続
的
な
相
違
の
起
源
を
探
る
に
は
、
ロ
ッ
カ
ン
が
図
表　

に
お
い
て
示
し
た
歴
史
的
な
発
展
段
階
の
枠
組
み

１２

か
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
同
時
に
同
図
表
に
も
あ
る
、
い
く
つ
か
の
社
会
的
、
文
化
的
構
成
（
も
っ
と
詳
し
く
は
各
国
の
階

級
構
造
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
特
に
以
下
の
三
つ
の
構
成
要
素
は
重
要
で
あ
る
。

　

①
製
造
業
に
従
事
す
る
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
が
同
質
的
な
要
素
を
持
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
異
質
的
な
要
素
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

　

②
労
働
者
と
農
民
の
両
階
級
の
結
び
つ
き
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
な
い
か
ど
う
か
。

　

③
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。

　

①
に
関
し
て
は
、
労
働
者
階
級
が
同
質
的
で
あ
れ
ば
、
所
得
維
持
を
め
ぐ
る
統
一
シ
ス
テ
ム
形
成
へ
の
チ
ャ
ン
ス
が
き
わ
め
て
大
き
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い
。
こ
の
同
質
性
と
は
、
手
工
業
や
ア
ナ
ル
コ
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
伝
統
が
弱
く
、
大
企
業
の
影
響
が
強
力
で
あ
り
、
労
働
組
合
が
中

央
集
権
化
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

　

②
と
③
に
関
し
て
は
、
従
来
、
社
会
保
障
制
度
は
農
民
や
農
業
労
働
者
を
含
ま
ず
、
産
業
労
働
者
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
・
モ
デ
ル

が
長
く
支
配
的
な
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
Ｏ
・
ｖ
・
ビ
ス
マ
ル
ク
は
福
祉
制
度
を
最
初
に
履
行
し
た
政
治
家
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
制
度
そ

の
も
の
に
は
関
与
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
世
紀
初
め
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
用
に
別
個
の
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
は

い
え
、
統
一
的
な
全
国
シ
ス
テ
ム
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

他
方
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
福
祉
制
度
は
ド
イ
ツ
の
そ
れ
と
は
対
照
的
な
姿
を
示
し
た
。
産
業
労
働
者
と
小
農
民
と
の
階
級
妥
協

的
な
伝
統
に
よ
っ
て
、
統
一
的
、
平
等
主
義
的
な
全
国
民
的
な
制
度
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
理
由
は
歴
史
的
に
も
二
つ
の
階
級
が
選
挙

権
獲
得
で
も
協
力
し
た
経
験
を
持
っ
て
お
り
、
社
会
保
障
制
度
の
設
置
で
も
両
階
級
の
協
力
を
容
易
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
の

経
過
で
も
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
シ
ス
テ
ム
が
階
級
的
妥
協
を
本
質
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
例：

一
九
一
三
年
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
年
金
制
度
、
一
九
六
四
年
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
疾
病
保
険
制
度
）。
福
祉
国
家
の
発
展
に
と
っ
て
、
当
該
国
家
に
お
け
る
農
業
構

造
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
の
検
証
は
重
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
福
祉
制
度
の
採
用
し
た
「
時
点
」、
つ
ま
り
タ
イ
ミ
ン
グ
が
そ

の
国
家
の
福
祉
制
度
の
特
徴
を
説
明
す
る
の
に
適
切
か
と
思
わ
れ
る
。
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
最
初
の
社
会
保
険
制
度
が
設
置
さ

れ
た
と
き
、
農
業
部
門
へ
の
就
労
人
口
比
率
は
高
く
（
一
九
一
〇
年
頃
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
三
九
％
、
デ
ン
マ
ー
ク
四
三
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
四
六
％
）、
産
業
労
働
者
の
比
率
は
低
か
っ
た
（
三
カ
国
平
均
は
約
二
五
％
）。
小
農
民
が
支
配
的
な
農
業
構
造
は
、
福
祉
計
画
の
創

設
に
お
い
て
、
階
級
的
妥
協
を
容
易
に
も
し
た
。

　

福
祉
制
度
の
多
様
な
発
展
段
階
で
は
、
そ
の
採
用
「
時
点
」
は
重
要
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
均
質
的
、
統
一
的
な
制
度
へ
の

移
行
を
考
え
て
お
き
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
所
得
維
持
へ
の
統
一
的
、
平
等
主
義
的
な
制
度
に
移
行
し
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
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体
系
的
な
社
会
保
険
制
度
を
意
図
し
た
「
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
報
告
（B

everidge
R
eport

）」
が
、
戦
後
の
大
改
革
を
促
す
諸
要
因
の
も
と

で
、
あ
る
種
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
創
造
し
、
決
定
的
な
も
の
と
し
た
。
そ
の
諸
要
因
と
は
、
戦
争
状
態
が
国
民
的
合
意
を
も
た
ら
し
た
こ

と
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
福
祉
制
度
が
時
代
遅
れ
で
あ
っ
た
こ
と
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
個
人
の
影
響
力
が
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
力
の
約
九
〇
％
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
よ
り
統
一
し
た
制

度
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
と
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
統
一
的
な
、
全
国
民
的
な
社
会
保
障
制
度
の
創
設
へ
の
社
会
的
基
盤

を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　

四　

福
祉
国
家
を
支
え
た
戦
後
の
条
件
と
限
界
ま
で
の
「
成
長
」

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
福
祉
国
家
は
、
異
な
っ
た
前
提
条
件
か
ら
、
ま
た
多
様
な
制
度
的
遺
産
を
も
っ
て
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
現
在

の
福
祉
制
度
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
に
直
接
的
な
起
源
が
あ
り
、
そ
の
成
長
に
弾
み
を
つ
け
、
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
七
〇
年
代
半

ば
ま
で
継
続
的
な
拡
大
を
と
も
な
う
姿
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
福
祉
国
家
像
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
﹇F

lora,1986,v
ol.1:x

x
i-x

x
ii;cf,

F
lora,1983,vol.1

﹈。

　

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
各
国
の
社
会
保
障
計
画
を
拡
張
、
深
化
さ
せ
た
。
各
国
政
府
は
戦
時
中
、
戦
争
遂
行
目
的
の
た
め
に
、
戦
後

社
会
の
よ
り
良
い
未
来
を
国
民
に
約
束
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
戦
後
、
ソ
連
や
各
国
共
産
党
の
存
在
自
体
が
各
国
の
中
道
・
保

守
勢
力
に
福
祉
政
策
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
、
戦
前
の
大
恐
慌
へ
の
記
憶
が
福
祉
国
家
へ
の
是
認
と
い
う
形
と
な
っ
て
現
れ
る
。
そ
れ

に
加
え
て
、
福
祉
国
家
を
促
進
す
る
要
因
は
、
全
体
戦
争
の
動
員
の
結
果
と
し
て
国
家
装
置
の
肥
大
化
、
戦
時
中
の
労
働
組
合
と
企
業

が
政
府
と
の
「
戦
時
三
角
形
（w

artim
e
triangle

）」
の
協
力
関
係
の
経
験
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
一
九
四
五
年

以
降
、
民
主
国
家
が
福
祉
制
度
を
当
然
と
す
る
雰
囲
気
は
存
在
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
、
戦
争
に
よ
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る
荒
廃
が
修
復
さ
れ
、
経
済
成
長
が
次
第
に
福
祉
制
度
を
膨
張
さ
せ
、
財
政
的
に
も
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
〇
年
代
後
半

か
ら
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
現
在
の
福
祉
国
家
は
整
備
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
福
祉
国
家
の
発
展
に
は
、
歴
史
的
な
諸
条
件
が
絡
み
合
っ
て
い
る
。
そ
の
条
件
と
は
、
①
比
較
的
安
定
し
た

国
際
政
治
シ
ス
テ
ム
の
成
立
、
②
戦
前
に
は
な
か
っ
た
戦
後
の
国
内
的
な
合
意
の
形
成
と
制
度
的
な
安
定
、
③
歴
史
的
に
未
曾
有
の
経

済
成
長
で
あ
っ
た
﹇F

lora,1986,vol.１
xxiv-xxv

﹈。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
、
戦
後
の
国
際
政
治
で
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
戦
後
の
国
際
政
治
に
お
け
る
平
和

と
安
定
を
創
造
し
、
と
同
時
に
そ
の
副
産
物
と
し
て
、
各
国
の
国
民
総
生
産
比
（
特
に
、
朝
鮮
戦
争
以
降
）
に
お
け
る
防
衛
支
出
を
低

下
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
冷
戦
構
造
の
下
で
の
超
大
国
間
の
緊
張
は
軍
事
費
の
増
大
を
促
進
さ
せ
る
要
因
と
は
な
る
が
、

少
な
く
と
も
防
衛
と
福
祉
と
の
支
出
上
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
を
め
ぐ
る
対
立
は
減
少
し
た
。

　

次
に
、
国
内
政
治
の
安
定
が
あ
る
。
基
本
的
な
民
主
主
義
制
度
は
正
当
な
も
の
と
見
な
さ
れ
、
選
挙
が
そ
れ
を
有
効
な
形
で
機
能
し

続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
も
安
定
性
と
順
応
性
を
発
揮
し
、
連
合
政
権
や
少
数
内
閣
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
直

接
、
政
治
シ
ス
テ
ム
を
不
安
定
・
崩
壊
に
つ
な
が
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
「
合
意
の
政
治
（consensus

politics

）」
は
、
福
祉

国
家
の
拡
大
の
前
提
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
福
祉
制
度
の
拡
大
が
政
治
的
合
意
を
さ
ら
に
定
着
さ
せ
る
結
果
と
も
な
っ
た
。

　

最
も
重
要
な
条
件
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
前
例
の
な
い
経
済
成
長
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
社
会
的
支
出
の
膨
張
を
下
支
え
し
た
の

で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
は
じ
め
の
朝
鮮
戦
争
か
ら
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
ま
で
の
時
期
は
、
急
速
で
あ
る
が
、
安
定
し
た

資
本
主
義
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
「
黄
金
時
代
」
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
期
に
国
民
総
生
産
の
成
長
が

あ
っ
て
こ
そ
、
戦
後
福
祉
国
家
の
順
調
な
基
礎
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
八
〇

年
ま
で
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
成
長
率
は
、
平
均
四
％
で
あ
っ
た
が
、
社
会
的
支
出
は
平
均
約
六
・
五
％
と
順
調
な
伸
び
を
示
す
こ
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と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
時
代
ご
と
に
考
察
す
る
な
ら
、
一
九
五
〇
年
代
で
は
社
会
支
出
の
伸
び
は
経
済
成
長
率
よ
り
低
か
っ
た
。
一
九

六
〇
年
代
初
期
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
期
ま
で
の
一
〇
年
間
は
、
平
均
以
上
の
社
会
的
支
出
と
経
済
成
長
の
時
代
で
あ
り
、
い
わ
ば
本

格
的
な
福
祉
国
家
の
時
期
で
あ
っ
た
。

　

社
会
保
障
計
画
の
拡
大
は
、
公
的
支
出
の
増
加
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
社
会
保
険
の
平
均
支
出
は
、
一
九
三
〇
年
頃
三
％
弱
、
一
九

五
九
年
ま
で
に
五
％
、
一
九
六
〇
年
ま
で
に
七
％
、
一
九
七
四
年
ま
で
に
一
三
％
と
増
加
し
、
そ
れ
が
福
祉
国
家
へ
の
道
程
の
指
数
と

な
っ
て
い
る
。
相
対
的
な
福
祉
の
拡
大
は
社
会
的
支
出
増
を
促
進
し
、
支
出
レ
ベ
ル
の
多
様
さ
は
持
続
す
る
制
度
的
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
基
づ
い
て
い
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
保
障
支
出
は
、（
国
民
総
生
産
比
で
は
）
一
九
五
〇
年
平
均
九
・
三
％
（
ス
イ
ス
五
・

九
％
か
ら
西
ド
イ
ツ
一
四
・
八
％
ま
で
）、
一
九
六
五
年
平
均
一
三
・
四
％
（
ス
イ
ス
八
・
八
％
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
七
・
六
％
ま

で
）、
一
九
七
四
年
平
均
一
九
・
二
％
（
ス
イ
ス
一
三
・
九
％
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
二
四
・
八
％
ま
で
）
で
あ
っ
た
。
平
均
伸
び
率
は
、
一

九
五
〇
年
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で
〇
・
九
％
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
一
・
四
％
、
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で

一
・
八
％
、
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
三
・
四
％
ま
で
で
あ
っ
た
。
そ
の
総
体
的
な
増
加
と
そ
れ
を
促
進
す
る
部
分
は
、
現

在
で
は
年
金
と
健
康
・
医
療
費
へ
の
支
出
増
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
全
社
会
保
障
支
出
を
押
し
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
（
一
九

五
四
年
で
は
四
分
の
一
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
四
年
に
は
三
分
の
一
に
ま
で
と
な
っ
た
）。

　

福
祉
国
家
の
完
成
が
社
会
的
支
出
に
関
し
て
の
包
括
的
概
念
（
教
育
・
住
居
も
含
め
る
）
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
費
用
が
国
民
総
生
産
に
占
め
る
支
出
の
伸
び
は
、
数
字
で
見
る
限
り
、
福
祉
国

家
の
完
成
に
近
づ
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
簡
単
な
数
字
で
示
せ
ば
、
社
会
支
出
は
国
民
総
生
産
比
で
は
一
九
五
〇
年
代
で
は
一
〇

％
か
ら
二
〇
％
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
で
は
二
五
％
か
ら
三
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
社
会
支
出
の
増

加
は
固
定
し
た
形
で
「
国
家
（
言
い
換
え
れ
ば
国
民
）
へ
の
負
担
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
一
〇
年
間
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
家
を
現
代
的
な
福
祉
国
家
に
は
っ
き
り
と
変
貌
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
第
一
次
石
油
危
機
後
の

（
一
九
七
四
年
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
）
二
年
間
が
も
た
ら
し
た
経
済
成
長
率
の
鈍
化
と
従
来
か
ら
の
高
い
社
会
支
出
は
、
矛
盾
を
引

き
起
こ
し
、
各
国
政
府
は
経
済
危
機
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
社
会
的
支
出
の
削
減
に
取
り
組
も
う
と
し
た
。

　

第
一
次
、
第
二
次
石
油
危
機
と
そ
の
帰
結
は
高
失
業
率
、
公
的
財
政
の
赤
字
増
、
世
界
経
済
の
悪
化
を
も
た
ら
し
、
一
九
七
〇
年
代

後
半
以
降
、
福
祉
国
家
は
再
検
討
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
を
迎
え
た
。
そ
れ
ま
で
か
ら
す
れ
ば
予
測
で
き
な
い
低
経
済
成
長
と
社
会

的
支
出
増
と
い
う
変
化
し
た
関
係
は
、
一
種
の
「
戦
後
の
悪
循
環
（postw

ar
spiral

）」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
経
済
成

長
と
福
祉
制
度
、
そ
し
て
政
治
的
な
対
応
策
の
新
た
な
関
係
を
模
索
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

福
祉
国
家
の
発
展
は
近
代
化
の
長
い
過
程
に
加
え
て
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
や
所
得
移
転
の
計
画
を
膨
張
さ
せ
、
そ
れ
が
反
対
に
政
治
・

経
済
の
安
定
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
確
か
に
、
福
祉
国
家
の
原
型
は
、
一
九
世
紀
に
遡
っ
て
確
認
で
き
る
と
し
て
も
、
第
一
次
世
界
大

戦
前
に
現
行
制
度
を
達
成
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
福
祉
国
家
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
期
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
期
ま
で
の
爆
発

的
な
経
済
成
長
の
背
景
な
し
に
考
え
ら
れ
な
い
。
各
国
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
一
九
七
〇
年
代
の
石
油
危
機
以
降
、
福
祉
国
家
は
そ

の
膨
張
の
限
界
に
ま
で
達
し
た
、
と
も
言
わ
れ
た
。
福
祉
国
家
は
、
高
失
業
率
と
公
的
赤
字
増
大
と
い
う
立
場
か
ら
、
中
産
階
級
に
よ

る
反
税
闘
争
や
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（neo-liberalism
）
と
い
う
立
場
か
ら
、
軍
事
・
新
技
術
の
競
走
に
よ
る
国
際
競
争
の
立
場
か

ら
、
す
で
に
限
界
を
超
え
て
い
る
と
主
張
さ
れ
る
場
合
が
多
々
あ
る
。
そ
の
反
面
、
福
祉
国
家
の
使
命
で
あ
る
経
済
・
政
治
の
安
定
化

は
、
福
祉
に
依
存
す
る
膨
大
な
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
構
造
化
し
て
き
た
、
と
い
う
事
実
も
放
置
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
二
〇
世
紀
後
半
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
、「
革
命
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
変
動
を
経
験
し
て
き
た
。

福
祉
国
家
は
そ
の
限
界
を
考
慮
し
な
が
ら
、
現
在
、
将
来
に
直
面
す
る
問
題
も
抱
え
て
い
る
。
そ
の
問
題
と
は
、
人
口
の
高
齢
化
、
男

女
の
社
会
的
役
割
の
変
化
、
価
値
変
動
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
問
題
は
福
祉
国
家
の
再
編
成
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ま
や
労
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働
や
家
族
に
関
連
す
る
生
活
領
域
（life

dom
ain

）
へ
の
新
た
な
対
応
を
必
要
と
す
る
﹇F

lora,1986,vol.1:xii

﹈。
こ
れ
は
、
国
民
国

家
が
浸
透
段
階
（
国
家
建
設
）
か
ら
分
配
段
階
（
福
祉
国
家
）
に
ま
で
到
達
し
た
現
在
、
二
〇
世
紀
末
か
ら
生
じ
て
い
る
政
治
シ
ス
テ

ム
の
変
容
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
私
た
ち
に
二
一
世
紀
の
国
民
統
合
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い

う
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

む 
す 
び

　　

個
人
が
封
建
制
度
の
桎
梏
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
し
て
も
、
個
人
は
社
会
か
ら
孤
立
し
て
生
活
で
き
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
個
人
を

社
会
に
ど
の
よ
う
に
統
合
す
る
か
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
個
人
を
統
合
す
る
枠
組
み
と
し
て
、
市
民
社
会
、
民

主
主
義
、
国
民
国
家
、
階
級
、
宗
教
、
言
語
、
民
族
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
の
概
念
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
個
人
と
社
会
全
体
と
の
溝
や

対
立
は
内
包
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
架
橋
し
た
り
調
停
し
た
り
す
る
役
割
は
、
地
域
、
社
会
集
団
、
共
同
体
、
政
治
組
織
な
ど

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
歴
史
的
発
展
が
条
件
づ
け
る
「
特
異
性
」
に
影
響
さ
れ
て
き
た
。

　

ロ
ッ
カ
ン
の
モ
デ
ル
は
、
そ
う
い
っ
た
歴
史
的
条
件
や
領
域
が
持
つ
「
特
異
性
」
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
民
国

家
の
起
源
・
成
長
・
完
成
を
説
明
す
る
政
治
的
発
展
の
研
究
へ
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
領
域
外
部
に
対
抗
す
る
た
め
の
強
化
策
、
そ

し
て
内
部
の
結
束
を
固
め
る
目
標
設
定
、
ま
た
は
そ
の
変
更
を
求
め
る
た
め
の
再
構
造
化
の
く
り
返
し
を
統
合
・
整
理
す
る
説
明
の
試

み
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
は
、
政
治
的
発
展
の
諸
段
階
の
理
論
的
概
念
で
あ
る
。
第
二
は
、

個
々
の
制
度
的
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
例：

地
域
的
な
整
理
統
合
、
選
挙
権
の
導
入
・
拡
大
、
市
民
権
の
確
立
、
社
会
的
亀
裂
に
基
づ

い
た
政
党
と
政
党
シ
ス
テ
ム
、
連
邦
制
、
福
祉
制
度
）
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
経
験
的
類
型
を
表
現
し
て
い
る
﹇F

lora
an

d
A
lb
er,

1986:45-48

﹈。
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第
一
の
政
治
的
発
展
の
諸
段
階
に
関
し
て
、
彼
は
、
個
々
の
段
階
を
形
成
し
、
そ
れ
と
も
な
う
「
危
機
」
を
引
き
起
こ
す
原
因
を
説

明
す
る
四
つ
の
段
階
（
浸
透
・
標
準
化
・
参
加
・
分
配
）
を
区
別
し
た
。
最
初
の
二
つ
の
段
階
で
は
、
中
心
か
ら
周
辺
へ
の
「
襲
撃
」

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
軍
事
―
経
済
（
国
家
建
設
）
と
文
化
（
国
民
形
成
）
の
支
配
で
、
そ
の
こ
と
は
周
辺
を
従
属
す
る
試
み
で
あ
り
、

周
辺
住
民
を
国
家
の
臣
民
に
仕
立
て
あ
げ
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
あ
と
の
二
つ
の
段
階
は
周
辺
か
ら
中
心
に
向
か
っ
て
生
じ
、
市
民
権

（
参
加
と
分
配
）
の
拡
大
・
再
定
義
を
通
じ
て
、
領
域
内
部
の
再
構
築
・
国
民
化
を
め
ざ
す
試
み
で
あ
る
。

　

国
家
建
設
の
浸
透
段
階
で
は
、
中
心
と
周
辺
の
エ
リ
ー
ト
・
レ
ベ
ル
で
の
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
統
一
が
目
指
さ
れ
た
。
国

民
形
成
の
標
準
化
の
段
階
で
は
、
中
心
と
周
辺
の
間
で
直
接
的
な
接
触
の
確
立
が
目
指
さ
れ
た
。
参
加
段
階
で
は
、
大
衆
民
主
主
義
の

発
展
と
政
治
的
権
利
の
平
等
化
を
通
じ
て
、
市
民
権
の
確
立
が
目
標
と
な
っ
た
。
分
配
段
階
で
は
、
資
源
・
財
・
利
益
の
再
分
配
を
通

じ
て
、
地
域
へ
の
配
慮
や
社
会
的
市
民
権
が
徐
々
に
確
立
さ
れ
て
き
た
。
最
終
段
階
の
福
祉
国
家
へ
の
発
展
を
推
進
す
る
か
、
遅
ら
せ

る
か
は
、
最
初
の
三
段
階
の
発
展
の
仕
方
で
決
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
制
度
的
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
彼
は
、
自
ら
の
研
究
の
出
発
か
ら
、
大
衆
民
主
主
義
へ
の
発
展
過
程
と
そ
の
帰
結

に
着
目
し
て
い
た
。
選
挙
権
の
導
入
と
拡
大
、
国
民
形
成
か
ら
生
じ
た
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
政
党
（
政
党
シ
ス
テ
ム
）
の
結
成
、
そ

れ
に
責
任
内
閣
制
の
法
的
・
制
度
的
な
樹
立
、
ま
た
は
事
実
上
の
実
施
は
、
最
終
段
階
の
福
祉
国
家
の
発
展
を
促
進
す
る
背
景
を
準
備

し
て
い
る
。
自
己
の
利
益
や
要
求
を
表
出
、
集
約
、
代
表
し
、
必
然
的
に
執
行
権
を
獲
得
す
る
た
め
、
不
利
に
あ
る
（
と
思
わ
れ
た
）

集
団
で
も
そ
の
機
会
を
獲
得
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ロ
ッ
カ
ン
は
、
前
段
階
の
あ
り
方
が
次
段
階
に
影
響
し
、
そ
の
結
果
、
各
国
家
の
類
似
性
と
相
違
性
を
説
明
し
、
同
時
に
歴
史
過
程

を
通
時
性
と
共
時
性
と
い
う
視
点
か
ら
、
歴
史
が
作
り
出
す
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
本
論
で
は
、
そ
の
点
に
関

し
て
、
今
日
ま
で
の
国
民
国
家
の
生
成
・
発
展
・
変
容
を
ロ
ッ
カ
ン
・
モ
デ
ル
か
ら
概
説
し
て
き
た
が
、
現
在
、
ポ
ス
ト
・
ロ
ッ
カ
ン
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時
代
と
言
わ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
大
き
く
変
化
し
た
国
民
国
家
の
内
外
を
取
り
巻
く
状
況
を
認
識
し
た
う
え
で
、

ロ
ッ
カ
ン
・
モ
デ
ル
は
発
展
、
再
検
討
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
論
は
筆
者
が
目
指
す
国
民
国
家
形

成
に
関
す
る
研
究
過
程
の
中
の
ひ
と
つ
の
試
み
で
あ
る
。

　

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
の
用
語
法
で
は
、「
国
民
」
と
「
国
家
」
は
は
っ
き
り
と
区
別
せ
ず
に
互
換
的
に
使
用
さ
れ
る
、
と
言
わ

れ
る
。「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
を
客
観
的
側
面
に
重
点
を
置
い
て
捉
え
る
と
、
国
民
国
家
は
、「
領
土
的
、
法
的
境
界
が
当
の
国
家
と
同
一
視

さ
れ
る
国
民
的
実
態
の
民
族
的
境
界
と
符
合
し
て
い
る
よ
う
な
政
治
体
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
工
的
、
理
念
的
す
ぎ
る
民
族
的
同
質
性

を
持
っ
た
国
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
の
国
民
国
家
に
は
そ
の
よ
う
な
実
体
は
あ
り
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
重
点
を
置
い
た
主
観
的
要
素
か
ら
だ
と
、
領
土
内
の
「
国
民
」
が
一
体
感
を
共
有
す
る
こ

と
が
国
民
国
家
を
成
立
さ
せ
る
。「
国
民
」
が
成
立
す
る
の
は
、「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
「
想
像
の
共
同
体
」
の
存
立
、
統
合
、
独
立
、

発
展
を
願
う
感
情
に
基
づ
い
て
い
る
。
国
民
国
家
は
、
対
内
的
に
は
国
民
主
権
原
理
に
よ
る
政
治
参
加
、
法
的
平
等
、
社
会
保
障
に
よ

る
安
全
な
ど
を
保
証
す
る
し
、
対
外
的
に
は
国
籍
を
法
制
化
し
、
自
国
民
と
そ
れ
以
外
の
人
々
と
の
市
民
的
な
権
利
の
差
を
明
瞭
に
し

て
発
展
し
て
き
た
﹇
宮
島
、
一
九
九
五
年：

四
五
頁
﹈。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
あ
る
意
味
で
は
、
福
祉
国
家
と
い
う
国
民
国
家
の
完
成
が
達
成
さ
れ
た
段
階
と
な
っ
て
、
今
や
国
民
国
家
は

様
々
な
形
で
「
挑
戦
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
�
。﹇L

ipset,2001:7

﹈
た
と
え
ば
、
統
治
（governance

）
機
能
の
不
全
状
態
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
﹇cf.R

ose,1980

﹈、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
再
生
と
い
わ
れ
る
民
族
問
題
「cf.A

llardt,1981

、
邦
訳
、
一
九
九
〇
年
参
照
﹈、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
よ
る
国
家
を
超
え
た
超
国
家
組
織
の
誕
生
﹇cf.B

anchoff
and

Sm
ith,1999

﹈、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
席

巻
す
る
中
で
の
国
家
の
相
対
的
な
機
能
低
下
﹇cf.H

eld,M
cG

ren,G
oldblatt,and

P
erraton,1999

﹈、
国
民
国
家
の
価
値
変
容
を
き

た
す
移
民
・
外
国
人
労
働
者
と
そ
れ
に
抵
抗
す
る
極
右
勢
力
の
台
頭
﹇cf.K

itschelt,1995;M
erkl,2003

﹈、
価
値
変
動
か
ら
有
権
者

（　

）
10た
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と
政
党
の
編
成
が
変
化
し
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
的
亀
裂
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と
﹇cf.M

air,1993

、
邦
訳
、
一
九

九
六
年
参
照
、
古
田
、
一
九
九
八
年
参
照
﹈、
現
代
国
民
国
家
に
お
け
る
反
対
勢
力
・
野
党
の
あ
り
方
の
再
検
討
﹇cf.H

elm
s,2002

﹈、

福
祉
国
家
に
挑
戦
を
突
き
つ
け
る
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
躍
進
﹇cf.H

im
m
elstrand,1987

﹈
な
ど
、
で
あ
る
。
ロ
ッ
カ
ン
が
存
命

中
、
国
民
国
家
の
将
来
像
に
は
想
定
し
な
か
っ
た
現
象
が
闊
歩
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
を
ロ
ッ
カ
ン
・
モ
デ
ル
の
中
で
ど
の
よ
う

に
説
明
で
き
、
あ
る
い
は
モ
デ
ル
を
修
正
・
補
足
す
る
こ
と
で
、
そ
の
有
効
性
は
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ポ
ス
ト
・

ロ
ッ
カ
ン
時
代
と
い
わ
れ
る
現
在
、
ロ
ッ
カ
ニ
ア
ン
は
現
在
の
諸
現
象
を
ロ
ッ
カ
ン
・
モ
デ
ル
に
取
り
込
ん
で
、
モ
デ
ル
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
１
） 

ロ
ッ
カ
ン
は
か
つ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
ク
ロ
・
モ
デ
ル
の
視
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
強
調
さ
れ
る
必
要
な
こ
と

は
、
モ
デ
ル
の
多
次
元
性
（m

u
ltid

im
en

tion
ality

）
で
あ
る
。
各
段
階
に
お
い
て
、
そ
れ
は
経
済
・
技
術
的
、
政
治
・
領
域
的
、
文
化
・
人

種
・
宗
教
的
な
現
象
に
同
じ
比
重
を
与
え
て
い
る
。
モ
デ
ル
で
の
経
済
決
定
論
は
存
在
し
な
い
し
、
ま
た
地
理
的
、
文
化
的
な
決
定
論
も
存
在

し
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
や
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
伝
統
、
そ
し
て
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
伝
統
を
結
合
し
よ

う
と
す
る
。・
・
・
体
系
的
な
マ
ク
ロ
歴
史
の
中
心
的
課
題
は
経
済
・
政
治
・
文
化
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
の
間
の
相
関
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

ス
の
分
析
で
あ
る
。
各
シ
ス
テ
ム
そ
れ
自
身
の
リ
ズ
ム
や
特
有
な
分
野
を
有
し
て
い
る
が
、
特
有
な
分
野
や
そ
の
制
度
の
運
命
は
分
野
を
横
断

し
て
シ
ス
テ
ム
間
の
相
関
関
係
の
過
程
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
」、
と
述
べ
て
い
る
﹇F

lora,1983,14

﹈。

（
２
） 

も
っ
と
も
、
境
界
域
周
辺
は
、
現
在
進
行
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
で
は
、
ま
っ
た
く
別
の
意
味
に
お
い
て
、
肯
定
的
な
評
価
も
な
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
境
界
域
周
辺
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ひ
と
つ
の
単
位
と
見
な
せ
ば
、
境
界
域
周
辺
は
地
理
的
に
中
心
と
な
り
う
る
立
場
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
進
行
中
の
バ
ー
ゼ
ル
経
済
圏
（R

egio
B
asiliensis

）
は
、
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
州
と
接
す
る
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ

ツ
の
地
方
と
の
ラ
イ
ン
川
上
流
の
経
済
共
同
開
発
に
関
し
て
国
境
を
交
差
し
た
地
域
間
協
力
体
制
で
あ
る
。

（
３
） 

ベ
ル
ギ
ー
の
教
権
主
義
と
反
教
権
主
義
の
対
立
や
、
言
語
対
立
の
事
情
は
、
日
常
生
活
を
描
い
た
小
説
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

Ａ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
は
、
探
偵
ポ
ワ
ロ
・
シ
リ
ー
ズ
の
短
編
小
説
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
箱
」（『
ポ
ワ
ロ
の
事
件
簿
２
』
創
元
推
理
文
庫
、
一
九
八
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〇
年
所
収
）
の
戦
間
期
の
ベ
ル
ギ
ー
の
上
流
社
会
で
起
き
た
事
件
を
題
材
に
し
、
彼
女
は
当
時
の
ベ
ル
ギ
ー
社
会
の
日
常
に
散
見
す
る
生
活
の

一
部
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
自
由
主
義
者
の
争
い
、
そ
れ
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
語
と
ワ
ロ
ニ
ー
語
の
言
語
対
立

が
登
場
人
物
の
会
話
に
中
に
現
れ
て
い
る
。
戦
間
期
の
言
語
問
題
に
つ
い
て
は
、
津
田
論
文
が
詳
し
い
〔
津
田
、
一
九
九
二
年
〕。

（
４
） 

ア
ル
ザ
ス
地
方
に
お
け
る
こ
の
事
情
は
、
Ａ
・
ド
ー
デ
の
「
最
後
の
授
業
」（『
月
曜
物
語
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
九
年
所
収
）
に
、
普
仏
戦

争
で
敗
北
し
た
フ
ラ
ン
ス
領
ア
ル
ザ
ス
が
ド
イ
ツ
領
エ
ル
ザ
ス
と
し
て
帰
属
す
る
直
前
の
小
学
校
で
の
最
後
の
授
業
風
景
に
お
い
て
描
か
れ
て

い
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
メ
ル
先
生
が
、
ド
イ
ツ
語
方
言
の
ア
ル
ザ
ス
語
を
日
常
的
に
母
語
と
し
て
使
用
す
る
生
徒
た
ち
に
向
か
っ
て
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
母
語
を
大
切
に
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ド
ー

デ
は
、「
最
後
の
授
業
」
に
お
い
て
、
言
語
と
政
治
的
支
配
を
フ
ラ
ン
ス
側
の
立
場
か
ら
、
お
そ
ら
く
意
識
せ
ず
に
、
著
し
て
い
る
﹇
田
中
、
一

九
八
一
年：

一
二
五
―
一
二
七
﹈。

（
５
） 

ス
ペ
イ
ン
で
一
九
九
四
年
に
「
共
通
語
と
地
方
語
」
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
起
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
七
八
年
憲
法
で
地
方
語
を
公
用
語

と
し
て
承
認
さ
れ
た
結
果
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
、
バ
ス
ク
、
ガ
ル
シ
ア
な
ど
の
自
治
州
で
共
通
語
の
ス
ペ
イ
ン
語
の
習
得
が
不
利
に
な
っ
て
、「
国

民
的
共
存
が
損
な
わ
れ
る
」
と
現
状
へ
の
懸
念
が
、
そ
の
論
争
の
発
端
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自
治
州
関
係
者
か
ら
、「
ス
ペ
イ
ン
の
多

言
語
、
多
文
化
、
多
民
族
と
い
う
現
実
を
等
し
く
認
識
す
る
こ
と
が
、
共
存
の
出
発
点
で
あ
る
」
と
い
う
反
論
が
あ
っ
た
﹇
朝
日
新
聞
一
九
九

四
年
一
二
月
一
五
日
﹈。
そ
れ
か
ら
一
二
年
後
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
で
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
優
先
の
教
育
が
進
み
、
近
年
で
は
小
学
校
の
入
学
書

類
の
言
語
選
択
欄
か
ら
ス
ペ
イ
ン
語
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
だ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ュ
州
だ
け
の
問
題
だ
け
で
あ
る
が
、
同
州
の
住
民
の
半
数
は

ス
ペ
イ
ン
語
を
母
語
と
し
て
お
り
、
同
州
で
の
ス
ペ
イ
ン
語
使
用
は
、「
二
級
市
民
に
扱
わ
れ
か
ね
な
い
」
と
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
﹇
朝
日

新
聞
二
〇
〇
六
年
五
月
二
四
日
﹈。

（
６
） 

亀
裂
概
念
に
関
す
る
研
究
者
ご
と
の
見
解
に
つ
い
て
は
、B

artoliniand
M

air,1990:213-215

を
参
照
。

（
７
） 

人
間
の
政
治
・
社
会
観
を
形
成
す
る
の
は
、
社
会
的
亀
裂
か
ら
な
る
、
個
人
を
取
り
巻
く
下
位
文
化
（su

b
-cu

ltu
re

）
で
あ
る
。
下
位
文
化

は
「
社
会
で
特
殊
な
集
団
や
社
会
階
層
に
共
有
さ
れ
る
態
度
、
価
値
、
信
念
、
行
動
、
習
性
な
ど
の
集
ま
り
で
あ
り
、
個
人
に
決
定
的
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
ま
た
、
そ
れ
は
社
会
全
体
と
し
て
の
特
徴
を
持
つ
文
化
と
は
区
別
さ
れ
る
」。
社
会
的
亀
裂
は
個
人
に
と
っ
て
準
拠
集
団
の
文
化
で

あ
る
。
国
民
は
種
類
や
内
容
を
異
に
す
る
多
種
の
「
不
浸
透
性
」
の
あ
る
社
会
の
一
集
団
、
文
化
集
合
体
か
ら
成
立
す
る
。
そ
の
点
で
社
会
的

亀
裂
は
政
治
活
動
を
形
成
す
る
政
治
構
造
内
部
の
あ
り
方
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
は
国
民
の
立
場
（
国
民
的
な
政
治
文
化
）
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よ
り
自
ら
の
共
同
体
社
会
に
愛
着
を
感
じ
る
が
ゆ
え
に
、
多
極
社
会
の
中
に
あ
る
、
閉
鎖
的
な
、
個
別
の
各
社
会
で
生
活
し
よ
う
と
す
る
。
階

級
、
宗
教
、
言
語
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
人
種
、
世
代
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
社
会
を
分
割
す
る
社
会
的
亀
裂
は
、
社
会
構
造
の
あ
り
方
を
特

徴
づ
け
る
。
特
定
政
党
を
支
持
す
る
社
会
集
団
が
政
党
シ
ス
テ
ム
を
具
体
化
し
て
き
た
。

 

た
だ
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
成
因
と
な
る
社
会
構
造
は
個
々
の
国
民
国
家
形
成
史
に
お
い
て
様
相
を
異
に
す
る
。
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
社
会

構
造
が
政
党
シ
ス
テ
ム
に
影
響
す
る
方
法
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。
①
社
会
的
亀
裂
は
社
会
集
団
を
代
表
す
る
政
党
組
織
を
生
み
出
す
、

②
特
定
政
党
は
特
定
の
有
権
者
か
ら
支
持
を
受
け
る
、
③
各
政
党
は
社
会
の
あ
る
部
分
利
益
を
訴
え
か
け
な
が
ら
、
有
権
者
の
獲
得
を
求
め
て

競
争
す
る
、
④
政
党
が
自
ら
社
会
的
亀
裂
か
ら
生
じ
る
政
策
は
政
党
間
の
相
違
を
明
確
に
す
る
﹇cf.R

ose,1987

﹈。

（
８
） 

本
論
で
は
言
及
で
き
な
い
が
、
社
会
的
亀
裂
か
ら
政
党
形
成
後
の
政
党
の
あ
り
方
に
関
わ
る
場
合
に
、
二
つ
の
視
点
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
第
一
は
、
政
党
の
メ
ン
バ
ー
と
規
模
と
い
う
政
党
組
織
の
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
社
会
集
団
は
い
つ
党
派
的
な
帰
属
を
ど
う

い
う
形
で
発
揮
す
る
の
か
、
そ
し
て
社
会
集
団
が
そ
の
帰
属
を
形
成
せ
ず
に
政
治
的
に
積
極
的
に
な
る
場
合
が
あ
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
点
で
あ
る
﹇S

tin
ch

ocom
b
e,1975:583

﹈。
い
ず
れ
の
視
点
も
個
別
事
情
を
歴
史
的
経
緯
か
ら
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
般
論
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

第
一
に
つ
い
て
は
、
あ
る
政
党
の
（
選
挙
な
ど
で
）
拡
大
を
望
む
勢
力
と
、（
社
会
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
純
粋
で
あ
り
た
い
と
願
う
た
め
）

政
党
を
同
志
の
結
束
す
る
規
模
だ
け
に
留
め
た
い
勢
力
に
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
者
は
で
き
る
だ
け
有
権
者
か
ら
の
支
持
を
得

よ
う
と
す
る
、
公
職
を
求
め
る
立
場
で
あ
る
が
、
後
者
は
党
内
の
戦
闘
的
な
活
動
家
が
党
組
織
に
お
い
て
強
力
で
あ
る
な
ら
、
有
権
者
か
ら
の

支
持
を
排
除
す
る
形
に
な
る
。

 

第
二
に
つ
い
て
は
、
人
々
の
動
員
の
可
能
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
参
画
へ
の
機
会
の
割
合
が
少
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
過
激
な

行
動
を
採
用
す
る
場
合
が
増
加
す
る
。
動
員
割
合
が
高
く
、
参
画
機
会
が
多
け
れ
ば
、
そ
の
結
果
は
平
和
的
な
政
治
運
営
が
可
能
と
な
る
。
動

員
と
参
画
の
両
方
の
割
合
が
少
な
い
と
、
エ
リ
ー
ト
は
無
関
心
に
な
る
人
々
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
９
） 

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
数
一
〇
年
間
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
挙
政
治
に
は
、
二
つ
の
投
票
行
動
パ
タ
ー
ン
が
理
解
で
き
る
、
と
言
わ
れ
る
﹇K

nutsen

and
Scarbrough,1995:492;

古
田
、
一
九
九
八
年
参
照
﹈。
第
一
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
安
定
し
た
主
要
政
党
と

そ
れ
を
強
く
支
持
す
る
有
権
者
の
関
係
で
特
徴
づ
け
ら
れ
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。「
ほ
と
ん
ど
の
政
党
の
選
挙
で
の
強
さ
が
選
挙
ご
と
、
時
代
ご

と
、
あ
る
い
は
一
世
代
の
人
生
の
間
で
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
」
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
ッ
カ
ン
が
説
明
し
た
「
凍
結
テ
ー
ゼ
」
を
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示
し
て
い
る
。

 

と
こ
ろ
が
第
二
の
パ
タ
ー
ン
が
一
九
七
〇
年
代
に
登
場
し
始
め
る
。
一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
「
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（new

politics

）」
が

多
く
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
の
特
徴
を
な
し
て
き
た
、
と
言
わ
れ
る
。
前
者
の
持
続
性
と
安
定
性
に
代
わ
り
、
後
者
に
関
し
て
は
「
変
」
動
票

（volatility

）」、「
脱
編
成
（dealignm

ent

）」、「
非
因
習
的
政
治
行
動
（unconventionalpoliticalbehavior

）」、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
「
非

凍
結
化
（unfreezing

）」
が
テ
ー
マ
と
な
る
。
つ
ま
り
、
古
い
秩
序
が
変
化
し
た
と
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

（　

） 

Ｃ
ｈ
・
テ
ィ
リ
ー
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
新
し
い
時
代
が
登
場
す
る
か
三
つ
の
可
能
性
を
提
示
す
る
。
第
一
は
、
国
家
や
国
民
が
こ
の
ま
ま

１０

持
続
す
る
結
果
に
な
る
時
代
で
あ
る
。
第
二
は
、
今
日
の
傾
向
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
よ
う
な
超
国
家
組
織
や
超
国
家
市
場
に
置
き

換
え
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。
第
三
は
、
人
々
が
保
護
、
生
産
、
再
生
産
、
再
創
造
、
友
情
、
尊
敬
、
そ
の
他
の
個
別
分
野
に
お
い
て
、
多
様
な

暮
し
方
に
な
る
た
め
に
、
現
在
と
は
完
全
に
変
質
す
る
か
も
し
れ
な
い
時
代
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ー
は
、
第
二
の
立
場
か
ら
、
様
々
な
資
源
を
支

配
す
る
能
力
を
通
じ
て
、
国
家
の
優
越
性
が
決
定
的
と
見
な
さ
れ
た
時
代
か
ら
、
国
家
の
役
割
が
国
際
間
の
合
意
に
基
づ
く
時
代
に
移
行
し
た

結
果
、
国
家
が
金
融
、
福
祉
、
投
資
、
雇
用
、
そ
の
他
の
政
策
を
遂
行
で
き
る
能
力
を
減
退
さ
せ
て
き
た
。
多
国
籍
企
業
、
共
同
市
場
な
ど
の

形
態
で
経
済
的
、
政
治
的
な
超
国
家
組
織
（
例：

Ｅ
Ｕ
）
が
中
心
的
存
在
に
な
る
、
と
述
べ
る
﹇T

illy
,2002:187

﹈。
し
か
し
同
時
に
、
テ
ィ

リ
ー
が
問
題
に
し
た
、
個
人
の
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
﹇cf.T

illy
,2002:ch

.4,5

﹈
が
ど
こ
に
結
び
つ
く
か
を
、
人
々
の
所
属
す
る
形
態

や
様
相
を
論
じ
る
前
に
、
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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